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巻頭カラー写真図版 2

木戸井内V遺跡空中写真 (近景)

隠里Ⅲ遺跡空中写真 (近景)
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巻頭カラー写真図版 4
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隠里Ⅲ遺跡3号竪穴住居床面灰釉陶器出土状況

隠里Ⅲ遺跡1号火葬関連施設底面灰釉陶器・炭化材出土状況



(外面)

隠里Ⅲ遺跡1号火葬関連施設出土灰釉陶器

巻頭カラー写真図版 5

330

012345
(内面)



巻頭カラー写真図版 6
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序

本県には、旧石器時代をはじめとする1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されていま

す。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解す

るのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将来

にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づ くりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、三陸縦貫自動車道路宮古道路建設事業に関連して平成19年度に発掘調査された木戸井

内Ⅳ遺跡、隠里Ⅲ遺跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査の結果、木戸井内Ⅳ遺跡からは縄

文時代の貯蔵穴、縄文時代から奈良・平安時代にかけての竪穴住居、中世の竪穴建物、近世の墓や畑、

炭窯が見つかり、継続的に営まれた複合集落であったことが明らかになりました。いっぽう隠里Ⅲ遺

跡では、丘陵の尾根上や斜面に平安時代の竪穴住居や土坑、工房や炭窯が確認され、鉄作 りを行った

古代集落であることが判明しています。竪穴住居や火葬関連施設からは沿岸地方では確認事例の少な

い灰釉陶器片が出土しており、貴重な資料を追加することが出来ました。

今後、本書が広 く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活

用、学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました国土

交通省東北地方整備局三陸国道事務所、宮古市教育委員会、宮古市広域行政組合をはじめとする関係

各位に対し、深く感謝の意を表します。

平成21年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 武 田 牧 雄



例   言

1 本報告書は平成19年度に行った三陸縦貫道路宮古道路建設事業に伴う発掘調査の成果を収録した
ものである。調査成果をJえ録した遺跡は、岩手県宮古市に所在する木戸井内Ⅳ遺跡、隠里Ⅲ遺跡で

ある。

2 各遺跡の調査は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課の調整を経て、国土交通省東北地方整
備局三陸国道事務所の委託を受けた (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した。

3 野外調査および室内整理作業は、丸山直美と鈴木博之が担当した。
4 野外調査および室内整理作業に関する要頂は以下の通りである。

退 跡 名 木戸井内Ⅳ遺跡 隠里Ш遺跡

遺跡番号 (略号 ) LG33 2263(KDNⅣ -07) LG33 2292(KZШ -07)

所  在  地 岩手県宮古市大字千徳第14地割字木
戸井内71ほか

岩手県宮古市大字八木沢第 3地割字
中村H9-3ほか

調 査 期 間 平成19年 4月 12日 ～7月 31日 平成19年 8月 1日 ～12月 5日

調 査 面 積 5,900m? 9,800m2

調 査 担 当 者 丸 山 鈴木 丸 山 鈴木

整 理 期 間 平成19年 11月 1日 ～平成20年 3月 31日 平成19年 11月 1日 ～平成20年 3月 31日

整 理 担 当 者 丸山・鈴木 丸 山 鈴木

5 本書の執筆は担当者間で分担し、項目ごとの文責は文末に執筆者名を記した。また、編集作業は
丸山が行った。

6 木戸井内Ⅳ遺跡・隠里Ⅲ遺跡の発掘調査にかかる基準点測量は、それぞれ鈴木測量設計株式会社、
釜石測量設計株式会社に、航空写真撮影は東邦航空株式会社に業務委託した。自然科学的分析・同

定および鉄製品の保存処理は以下の通り業務委託した。

プラントオパール・花粉分析 (木戸井内Ⅳ遺跡)……………………………株式会社古環境研究所

石質鑑定 (木戸井内Ⅳ遺跡・隠里Ⅲ遺跡)。……………………………花筒岩研究会

炭化材樹種同定 (木戸井内Ⅳ遺跡 。隠里Ⅲ遺跡)・………………・・岩手県木戊協会

鉄製品の保存処理 (木戸井内Ⅳ遺跡・隠里Ⅱ遺跡)・…………………岩手県立博物館

鉄器・鉄淳・羽回の成分分析 (隠里Ⅲ遺跡)………………………………岩手県立博物館

放射性炭素年代測定 (AMS測定)(木戸井内Ⅳ遺跡)…………Ⅲ……株式会社古環境研究所

(隠里Ⅲ遺跡)。…………………………………………株式会社加速器分析枡究所

炭化種子同定 (木戸井内Ⅳ遺跡・隠里Ⅲ遺跡)・………………・・・……古代の森研究舎

7 発掘調査では、国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所、宮古市教育委員会、宮古地区行政組
合、宮古地方森林組合、 (株)大坂建設、近隣住民の方々のご協力をいただいた。

8 本書では、国土地理院発行「宮古 1:50,000」 地図を使用した。また、遺構の上層注記における
土色および土器の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩研究所 色票監修
『新版 標準土色帖』2002年度版に準拠した。
9 調査で作成した各種記録、出上した遺物および実測図、写真等の一切は岩手県立埋蔵文化財セン
ターにおいて保管している。

10 本書発刊以前に現地公開、当センターのホームページ上で調査成果の一部を公表したが、公表内

容と本書記載事実との不一致、相達に関しては整理作業期間を経ている本書をもって正とする。
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調査に至る経過

調 査 経 過

木戸井内Ⅳ遺跡・隠里Ⅲ遺跡の発掘調査は、一般国道45号宮古道路事業の事業区域内に位置してい

るため、当該事業の施行に伴い、発掘調査を実施することとなったものである。

宮古道路事業は、宮古市内の国道45号の線形不良及び除路箇所を解消し、増大する交通需要に対応

するとともに、三陸沿岸地域への高速交通サービスの充実を図り、地域経済の発展、連携・交流の促

進のために、平成15年度から事業化している。

これに係わる埋蔵文化財包蔵地の取り扱いについては、平成16年 1月 26日 付け国東整陸調第78号に

より、国土交通省三陸国道事務所長から、岩手県教育委員会生涯学習文化課長に、埋蔵文化財包蔵地

の確認依頼を行い、平成16年 1月 26日 ～ 1月 28日 、2月 24日 ～ 2月 25日 にわたり分布調査を実施した。

その結果、平成16年 3月 4日付け「教生第1879号」により、宮古道路建設事業に関連する包蔵地と

して回答がなされた。

平成18年度から確認調査を順次進め、平成18年 12月 20日 付け「教生第1284号」により、本発掘調査

範囲について回容がなされた。

その結果に基づいて、岩手県教育委員会と三陸国道事務所が協議を行い、発掘調査を財団法人岩手

県文化振興事業団埋蔵文化財センターの委託事業とすることとした。これにより国土交通省三陸国道

事務所長と岩手県文化振興事業団理事長との間で受託契約を締結し、「木戸井内Ⅳ遺跡・隠里Ⅲ遺跡」

の発掘調査に着手した。 (国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所)
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立 地 と 環 境

1 遺跡の位置と立地

木戸井内Ⅳ遺跡は宮古市大字千徳第14地割字木戸井内71ほかに所在し、JR東 日本山田線宮古駅の南

西約2.4km付近に位置する。調査区の中央部は北緯39度37分22秒、東経141度55分42秒付近にある。調

査区西側には宮古斎苑、浄化センター浸出液処理施設等が隣接する。

いっぽう隠里Ⅲ遺跡は宮古市大字八木沢第 3地割宇中村119-3ほ かに所在し、」R山 田線宮古駅の

南西約2.6m付近に位置する。遺跡の中央部は北緯39度37分 12秒、東経141度55分48秒付近にある。遺

跡の南方には谷を隔てて平成19年発掘調査が行われた人木沢Ⅱ遺跡が隣接している。

両遺跡の位置関係は北に木戸井内Ⅳ遺跡、南に隠里Ⅲ遺跡が並び、遺跡間の直線距離は約400m、 両

遺跡の標高は43～ 95mの範囲に収まる高さで、隠里Ⅲ遺跡の方が高位にある。 2遺跡ともに調査前は

山林、畑地で、遺跡を貫くように木材伐採作業及び搬出に与する狭小で簡易な道路が造られていた。

両遺跡の所在する宮古市は岩手県の最東端に位置し、東側には三陸海岸を擁して太平洋を臨み、西

側には早池llle山 を最高l14と する山々が連なる、北上山地中部の東側縁辺部の一端をなしている。平成

17年 6月 6日 に行われた新設合併により、北側に隣接していた田老町、西側に隣接していた新里村が、

それぞれ宮古市と合併し、これによって宮古市は、北西を下閉伊郡岩泉町、南西を下閉伊郡川井村、

南方を下閉伊郡山田町と境界を接することとなった (平成18年 8月 現在、市域面積696.82kだ 、人口

60,322人 )。 宮古市周辺の海岸には、浄土ヶ浜をはじめとする三陸海岸の景勝地が数多く存在するが、

その海岸線は宮古市付近を境に南部と北部とで様相を異にする。釜石市を中心とした南部は湾と岬が

入り組んだリアス式海岸であるのに対し、北部は海岸段丘の発達した比較的出入りの少ない隆起性の

海岸線となる。所々には、高さ100mを超える海蝕崖が続いている箇所も見られる。

宮古市を流れる河川は、盛岡市と川井村の境界にあたる区界峠付近に源を発する閉伊川、その支流

の市街地を流れる近内川、長沢川、山口川、宮古湾に注ぐ津軽石川、本遺跡の南東側を流れる人木沢

川がそれぞれの低地を形成している。地質的には東西を三分する津軽石川を境に様相が異なっており、

西側は大半が中生代白亜紀前期の宮古花尚岩と呼ばれる角閑石黒雲母花尚閃緑岩～ トーナル岩で占め

られ、磁鉄鉱が含まれる。それに対し東側は、中生代白亜紀前期の大浦花尚岩と呼ばれる角閑石黒雲

母アダメロ岩やデイサイト質火砕岩、泥岩などが堆積している。低地は、1可川流域沿いの狭小な範囲

に限定される傾向が見られる。標高100m以下の丘陵地はこの低地周辺や海岸に沿って見られ、閉伊川

の北側においては板屋付近から東に山地と低地に囲まれるように帯状に延び、南側では長沢川のとの

合流地点や磯鶏西側の低地と山地の間に分布する。山地は丘陵地の背後に広がるが、起伏量が比較的

少ない標高300m以下の中起伏山地あるいは標高200m以下の小起伏山地である。

両遺跡はいずれも東流する閉伊川の右 (南)岸に位置し、北流して閉伊川に注ぐ小規模な沢によっ

て形成された谷底平野沿いの小起伏山地に立地する。木戸井内Ⅳ遺跡は山地から西向きに樹枝状に延

びる尾根群とその谷間から、隠里Ⅲ遺跡は山地から東、西、南向きに樹枝状に延びる尾根群とその谷

間からなる。これらは角閃石黒雲母花蘭閑緑岩～ トーナル岩の隆起と小渓流の侵食により形成されて

いる。
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Ⅱ 立地と環境

2歴 史 的 環 境

遺跡の所在する宮古市には多 くの遺跡が確認されている。本節では旧宮古市域を中心に確認されて

いる遺跡の分布状況を示し、遺跡周辺における歴史的環境について時代毎に概観する。

縄文 。弥生時代

当地域における人々の活動が考古学的に確認できるのは現段階では縄文時代早期からとされ、菅ノ

沢遺跡、小沢貝塚などが確認されている。縄文時代早期の上器が確認されている遺跡や散布地はその

他にも存在するが、現段階では総じて詳細な様相が把握できる状況にはない。縄文時代前期に入ると

遺跡の数は増加傾向となり、中期ではさらにその数を増す。該期の遺跡としては宮古市指定史跡磯鶏

蝦夷森貝塚や上村貝塚などが確認されている。両遺跡とも遺存状態良好な貝塚であり、特に人骨を始

めとする有機質遺物に恵まれている。また、国指定史跡崎山貝塚は、縄文時代中期の集落や前期～中

期の貝塚、遺物包含層などが確認されている。弥生時代では、上村貝塚において前期の集落が確認さ

れており、金浜 I遺跡、木戸井内Ⅲ遺跡では後期の上器が出土している。

奈良・平安時代

奈良時代の遺跡では、長根 I遺跡の群集墳が調査されている。この遺跡では、蕨手刀や直刀など鉄

製武器類や和同開弥が出土している。県内における和同開弥の出土例は少なく、律令制下で下閉伊地

域を治める有力者の墓域であると考えられる。平安時代の遺跡は前代に比べると増加傾向にある。特

に、集落跡において鉄生産に関連する遺構や遺物が認められる例が多く、 9世紀以降に当地域で鉄生

産が本格的に始まったと考えられる。特に、地質上花筒岩地帯に分類される地域においては製鉄関連

の遺跡が顕著である。島田Ⅱ遺跡は、岩手県内屈指の平安時代鉄生産関連遺跡であることが発掘調査

により明らかになっている。特に製鉄、精錬、鍛錬の各工程を読み取ることができる遺構と工房跡な

ど内容が充実している。このことは、当地域において製錬から鉄製品の加工までの一連の生産が、盛

んに行われていたことを物語る例として重要である。このほか、隠里Ⅲ遺跡 (報告遺跡)では平安時

代の竪穴住居 4棟とともに、住居状遺構 9棟 (鍛冶工房含む)、 炭窯 2基、火葬関連施設 1基などが発

見され、このうち竪穴住居、火葬関連施設から、沿岸北部では稀な灰釉陶器片が出上している。

中世・近世

中世では、城館跡が多く確認・調査されている。これら中世の城館跡は、旧宮古市域において広範

囲に点在し、それぞれ防御的施設を有し、おもに閉伊氏 。一戸千徳氏などの氏族が関係しているとさ

れている。遺跡の周辺域では、松山館、千徳城、田鎖館、花輪館、鱒沢館等が確認されている。また、

前代から引き続き、鉄生産に関連する遺構・遺物が認められる遺跡も多くあり、城館跡とセットで確

認される例もある。近年、調査された山口館跡は、城館跡であるとともに鍛冶工房や製鉄関連遺構が

検出されている。また、黒森遺跡では、鉄鋳物師関連も確認されている。

地域的・歴史的特性

以上のように、木戸井内Ⅳ・隠里Ⅲ遺跡周辺には、縄文時代～中近世に至るまでの遺跡が数多く確

認、調査されている。縄文時代においては、前期～後期の集落が多く、また沿岸地域という立地的特

性から貝塚が多く確認されている。貝塚は有機質の遺物の残像状態が良好な場合が多く、貴重な情報

を提供することが多い。したがって、縄文時代の海に関する生業や食生活を復元する有益な資料であ

る。古代以降は鉄生産に関連する遺跡が多く確認されていることが特筆すべき事項である。これは花

尚岩地帯に起因して、原料である砂鉄を多く産出する地域であるためであると考えられる。
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第1表 周辺遺跡一覧
No 遺跡名 時 代 種  別

l 島田Ⅱ 縄文・古代 集落跡・生産遺跡

2 島田 I 平安 集落跡

3 磯鶏中谷地 縄文・古代 集落跡

4 人木沢古館 中世 城館跡

5 磯鶏館山 縄文～近世 集落跡・城館跡・生産遺跡

6 高根 糸電文 土娠墓郡

7 寒風 縄 文 集落跡

菅ノ沢 縄文・古代 集落跡

近内中村 縄文・弥生・古代 集落跡

0 峰ケ沢 I 縄文・古代 集落跡

l 近内白石 I 古代以降 製鉄遺跡

2 近内大館 中世 城館跡

3 赤畑 縄 文 近世 集落跡

山口駒込 I 縄文 奈良 集落跡

山口駒込Ⅱ 古代以降 集落跡

狐埼 縄文・奈良・平安 集落跡

山口館 縄文 古代・中世 城館跡・集落跡
拝殿峠 縄 文 集落跡

黒森町 I 近世 屋敷跡・鉄鋳物製作跡

小沢貝塚 縄文 貝塚

佐原 縄 文 集落

平松 I 縄文 集落

熊野町 中世 番屋跡

鍬ヶ埼館山貝塚 縄文～中世 貝塚・集落跡・城館跡

井戸ヶ洞 縄 文 集落跡

田鎖館 中世 城館跡

黒田館 中世 城館跡

下大谷地 I 縄文・古代 集落跡・生産遺PIN

千徳城 奈良・平安 ,中世 城館跡・製鉄跡

青猿 I 縄文・平安 集落跡・製鉄跡

青猿Ⅱ 弥生・平安 集落跡

長根 I 弥生～中世 群集墳

泉町blrk埼 Ⅱ 縄文・奈良・平安 集落跡

鳴埼 I 古代 集落跡

笠問館 中世 城館跡

横 山 古代 集落跡・貝塚

木戸井内 ] 古代以降 生産遺跡

木戸井内Ⅲ 弥生・古代以降 生産遺跡

木戸井内Ⅳ 縄文・古代 。近世 集落跡・生産遺跡

小山田館 中世 城館跡・製鉄関連遺跡

l 松山館 古代 。中世 城館跡

No 遺跡名 時 代 種  別

松山大地田沢 古代 集落跡

隠里 I 縄文・古代 集落跡

隠里Ⅱ 縄文・古代 集落跡

隠里 ] 縄文・古代 集落跡

隠里Ⅷ 縄文・弥生 古代 集落跡

磯鶏竹洞 I 平安 集落跡

藤原上町 ] 奈良 集落跡

光岸地 縄文 集落跡・貝塚

小沢田 縄文・古代 貝塚

早坂 縄文・弥生・古代 貝塚

上村貝塚 縄文～平安 集落跡・貝塚

磯鶏蝦夷森貝塚 縄文・古代 貝塚

仏沢 Ⅱ 縄文・平安 集落跡

花輪館 中世 城館跡

下折壁 I 中世 城館跡

人木沢Ⅱ 縄文・古代・中世 集落跡

人木沢Ⅲ 古代以降 生産遺跡

八木沢新館 中世 近世 城館跡

鱒沢館 中世 城館跡

人木沢駒込 I 縄文・古代 集落跡・生産遺跡

金浜館 中世 城館跡

金浜 I 縄文 散布地

金浜Ⅱ 古代 集落跡

金浜皿 縄文・古代 散布地

金浜Ⅳ 縄文 散布地

金浜 V 縄 文 散布地

金浜堤ヶ沢 古代以降 製鉄跡

馬越 ] 古代 集落跡

山崎館 中世 城館跡

沼里 縄文・奈良 集落跡

沼里館 中世 城館跡

小堀 内 I 縄文・弥生・奈良 集落跡

赤前Ⅲ 縄文・平安 集落跡

赤前Ⅳ・八枚田 縄文 。平安 集落跡

赤前館 中世 城館跡

崎山貝塚 縄文 集落跡・貝塚

駒込Ⅱ 縄文・古代 集落跡

野 来 縄文・古代 集落跡・生産遺跡

賽の神 弥生・古代 生産遺跡

81 賽の神 I 縄文・古代 生産遺跡

賽の神Ⅱ 縄文・古代 生産遺跡
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第4図 遺跡の位置 (S=1:4000)
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3 基本層序

3基 本 層 序

両遺跡の所在する千徳 。人木沢地区一帯には花蘭閃緑岩基盤層が分布しており、地表に向かうにつ

れ、風化作用を受けている (マサ土)。 この風化層はその度合いにより下層の岩塊層と上層の砂層に分

けられる。木戸井内Ⅳ・隠里Ⅲ遺跡では、尾根部・斜面部においてはⅡ～Ⅶ層が堆積せず、表土直下

にマサ土層が露出する。このため遺構検出面が各時期において共通する。

木戸井内Ⅳ 。隠里Ⅲ遺跡とも調査区が広範囲にわたるため、層序決定に際しては数本の トレンチ断

面より基本層序の確認を行っている。両遺跡とも谷部では堆積様相が大きく異なり、それぞれ以下の

ようになる。

(木戸井内Ⅳ遺跡)

北谷部

Ia層  10YR4/4 褐色砂質シルト 粘弱 。しまりやや弱 (表土)15～ 20cm
lb層  10YR4/3 鈍い黄褐色砂質シルト 粘弱 。しまり中 0～23cm

(表土系 :斜面崩落土、もしくは人為的な盛土)

Ⅱ層  10YR4/2 灰黄褐色砂質シルト 粘弱 。しまりやや弱 (旧表土)20cm
Ⅲa層  10YR3/1 黒褐色シルト 粘やや弱・しまり中 炭化物粒 1%(遺構検出面)0～32cm
Ⅲb層  10YR4/3 鈍い責褐色砂質シルト 粘弱 。しまり中 0～20cm
Ⅳ層  10YR2/1 黒色シルト 粘中 。しまりやや強 (縄文時代包含層 遺構検出面)20～ 35cm
Va層  10YR3/2 黒褐色シルト 粘やや強 。しまり中 0～20cn
Vb層  10YR3/4 暗褐色粘質シルト 粘 。しまり共強 10YR6/8 明黄褐色テフラ (To―cu)

モヤ状の拳大ブロックで局所的に堆積  0～ 30cm
Ⅵ層  10YR2/2 黒掲色粘質シルト 粘強 。しまりやや強 30～ 50cm
Ⅶ層  10YR4/6 褐色粘質シルト 粘強 。しまり強 層厚不明
南谷部

Ia層  10YR3/4 暗褐色シルト 粘 。しまり共中 (表土)20～ 118cm
lb層  7.5YR3/4 暗褐色シルト 粘・しまり共中 0～30cm
lc層  10YR72 灰黄褐色シルト 粘 。しまり共弱 (畑畝間堆積土相当)0～ 10cm
ld層  10YR4/3 にぶい黄掲色シルト 粘・しまり共中 0～20cm
Ⅱa層  10YR3/2 黒褐色シルト 粘 。しまり共中 0～ 100cm
Ⅱb層  10YR5/3 にぶい黄褐色シルト 粘弱 。しまり中 0～20cm
Ⅲa層  10YR3/3 暗掲色シルト 粘 。しまり共中 φ2～ 5 mm礫 10°/。含 0～48cm
Ⅲb層  10YR5/2 灰黄褐色シルト 粘弱 。しまり中 0～20cm
Ⅳ層  10YR2/3 黒褐色シルト 粘 。しまり共中 φ2～ 511m礫 5%含  0～30cm
V層  10YR2/1 黒色シルト 粘 。しまり共やや強 0～ 10cm
Ⅵ層  10YRl,7/1 黒色シルト 粘強 。しまり中 0～48cm
Ⅶ層  10YR3/3 暗褐色シルト 粘 。しまり共強 層厚不明
* Ib層 からⅥ層は局所的な堆積状況を示す
(隠里Ⅲ遺跡)

北谷部

I層  10YR3/4 暗掲色シルト (表土)粘 。しまり共弱 25～ 30cn
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Ⅱ層  10YR4/2 灰黄褐色砂質シル ト 粘 。しまり共弱 10～30cm

Ⅲ層  10YR2/2 黒褐色 シル ト 粘 。しまり共やや弱 15～ 20cm

Ⅳ層  10YR2/1 黒色粘質シル ト 粘 。しまり共中 20～40cm

V層  10YR2/1 黒褐色シル ト (斜面崩落土)粘 。しまり共やや弱 10～ 20cm

Ⅵ層  10YRl.7/1 黒色粘質シル ト (斜面崩落土)粘・しまり共やや弱  5～ 15cm

Ⅶ層  7.5YR3/2 黒褐色シル ト 粘・しまり共中 10～ 20cm

Ⅷ層  10YR6/8 明黄褐色砂 粘弱 。しまりやや強 10～ 20cm

Ⅸ層  7.5YRl.7/1黒 色粘質シル ト (焼土遺構検出面/縄文土器出土層)粘 。しまり共やや強

10´▼20cm

X層  7.5YR 2/2 黒褐色砂質シル ト 粘 。しまり共中 15～ 30cm
� 層  10YR4/4 褐色砂質シル ト 粘中 。しまりやや強 15～20cm

XⅡ 層  10YR3/2 黒褐色シル ト 粘 。しまり共やや強 20～40cm

� 層  10YR4/3 鈍い黄褐色シル ト 粘 。しまり共やや強 層厚不明
* V～ XⅡ 層は局所的な堆積状況を示す

東谷排淳場

I層  10YR4/3 にぶい黄褐色シル ト (表土)粘・しまり共弱 30～80cm
Ⅱ層  10YR3/1 黒褐色シル ト(古代遺構検出面/古代遺物包含層)粘やや弱 。しまり中 20～ 70cm

Ⅲ層  10YR3/1 黒褐色シル ト 粘弱 。しまり中 風化花筒岩粒30%含 (古代遺物包含層)6～ 26cm

Ⅳ層  10YR2/1 黒色シル ト 粘 。しまり共中 鉄淳含 (古代遺物包含層)14～ 40cm

V層  10YR4/4 褐色シル ト 粘弱 。しまりやや強 風化花筒岩粒3%含 25～ 36cm

Ⅵ層  10YR3/4 暗褐色シル ト 粘中 。しまりやや強 風化花筒岩粒5%含 層厚不明
* Ⅲ層は局所的な堆積状況を示す。
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第 図 1本戸井内V遺跡基本土層 (1)
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Ⅲ 調 査 方 法

1野 外 調 査
(1)調 査 経 過

木戸井内V遺跡

4月 12日 調査開始
4月 13日～17日  雑物撤去。
調査区が複数の尾根、谷部にかかり、宮古浄化センター、市営火葬場の隣接地点でもある為、土砂

や雑物の流出防止対策、作業員の転落防止対策を講ずる。

4月 18日 試掘開始。 5月 2日 まで随時。
4月 20日 基準抗打設。
5月 7日 森林組合による樹木伐採開始。
5月 14日 重機稼動開始 (バ ックホー0.45 1台 。キャリアダンプ 6t l台 )。 作業道整備等。

6月 22日  ボックスカルバートエ事開始に伴い調査区南尾根部の1,260m2を 部分終了する必要が生ずる。
6月 25日 樹木伐採完了。
この間調査区への重機の進入が不可能であった為、表土除去から全て人力による作業方法を取る。

樹木伐採完了以降、本格的な表土除去・遺構精査に着手。

7月 4日 南尾根部1,260m2の部分終了確認を実施。
7月 21日  現地説明会。参加者96人。
7月 23日  空撮実施。
7月 30日 終了確認。
7月 31日 調査終了。

隠里Ⅲ遺跡

8月 1日 調査開始。土砂・雑物の流出防止、作業員の転落防止対策を講ずる。
8月 10日  高圧電線周辺調査にかかる東北電力、小山田組との 3者打ち合わせ。
8月 21日  重機稼動開始 (バ ックホー0.45 1台、キャリアダンプ 4～ 6t l～ 2台 )。 調査終了時
まで随時。検出開始 (人力)。

9月 4日 基準杭打設。
9月 5日  北側工事の開始にともない北半部の3500m2を 部分終了する必要が生ずる。以降、早期引渡
し実現の為、作業を北半部の調査に特化して進める。

10月 9日 北側調査区3500m2の 部分終了確認を実施。
10月 10日  南側調査区 (南尾根、東谷、西谷)精査開始。表土除去。
10月 18日  複数の竪穴住居、工房、排津場を確認。本格的な精査開始。
11月 21日  午前 :終了確認。午後 :現地公開。参加者98名
12月 5日 調査終了、撤収。
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2 室内整理

(2)発掘調査の方法

① グリッド設定と調査区の名称
調査グリッドの幅は大グリッド50m、 小グリッド5mで統一し、遺物の取 り上げや遺構の平面的配
置の把握に用いた。グリッドはすべて北西隅を原点とし、北から南に I～Ⅳのローマ数字と、西から

東に昇順する大文字アルファベットA・ Bで大区画を表し、更に北から南に向かって昇順する算用数字

と、西から東に小文字アルファベットa～ jで小グリッドを表した。図版中の座標値、標高値はすべて

世界測地系で示している。ただし、排淳場のみ、地形に合わせた任意のグリッドとした (グ リッド表

記は第91図 を参照)。 遺跡内の地形の表現については、山地の峰線上の範囲を「尾根部」、尾根部に挟

まれた低地帯を「谷部」、尾根部と谷部をつなぐ斜面地を「斜面部」と呼称した。個々のエリアの名称

は第 8・ 9図に示している。

② 安全対策・雑物撤去・粗掘・遺構検出

木戸井内Ⅳ遺跡、隠里Ⅲ遺跡の各遺跡の調査前現況は山林であった。そのため調査開始前に宮古地

方森林組合によって調査範囲の伐採作業が行われ、調査開始時には、伐採にて生じた雑物 (伐採樹木

および枝葉)の撤去作業から行った。また、調査区内の斜度によっては転落防止措置を図り、残土の

流出が懸念される箇所については防護柵、土嚢列を設置するなどして随時安全を確保するよう努めた。

雑物敏去終了後は順次、表土の厚さや遺構の有無、遺物の出土状況を確認する目的で調査区全体に人

力による試掘 トレンチを入れ、その後、試掘結果に応じて尾根部・斜面部はマサ土層まで、谷部にお

いては表土除去後のⅡ層上面まで重機を使用して表土除去を行った。表土除去は尾根上から斜面に向

け行い、重機が進入不可能な急斜面などは安全ベル トを着用した上で、適宜人力によるトレンチ調査

を行った。

表土除去後は、尾根上から順次人力による遺構検出作業を行った。検出した遺構の掘削は、竪穴住

居については 4分法、その他の遺構については規模・形状に則 して 4分法、 2分法など適宜選択して
行った。また、遺構埋土の掘削に際しては層位毎に遺物を取 り上げるよう努めた。さらに、微細遺物

の検出が必要であると考えられる埋土については、土壌を持ち帰 り洗浄・選別 。抽出作業を行った。

また、調査中は各遺跡とも遺構名を略号によって記録した。

遺構平面図は、おもに光波測量機器、電子平板を用いて実測及び作図した。なお、遺構平面図は遺

構の種類、規模などを考慮し20分の 1、 10分の 1な どの縮尺で作成した。遺構断面図は、平面図と同

一縮尺での作成を原則とした。

遺構の写真撮影は、35mm判モノクロ ,35mm判 カラーリバーサル、 6× 9判モノクロによる撮影を基

本とし、補助的にデジタルカメラによる撮影も合わせて行った。撮影に際しては、当センター所定撮

影カードの記入および写し込みを行い、撮影写真の整理に活用した。

室 内 整 理

(1)整理作業の方法

発掘調査終了後の整理作業は、当センター内にて行った。

発掘調査時に作成し、点検を経た遺構等の実測図は、必要に応じて第 2原図や合成図を作成し、浄

書を行った。浄書した図を用いて、図版用の版下を作成した。遺構等の写真はそれぞれアルバムによ
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Ⅲ 調査方法

り整理を行った。本書に掲載する遺構写真は選択した後、紙焼きし写真図版用に版下を作成した。

遺物の洗浄および注記を経た遺物は、接合作業を行い、必要なものは石膏による復元も行った。本書

に掲載する遺物を選択し、実測作業と写真撮影を行った。選択基準は、実測可能な残存状況のものを

原則とし、土器類の破片については特徴から時期や土器型式を特定できるものを中心とした。遺物の

実測作業は、原寸での実測を基本とした。上器は実測可能なものを中心に実測を行った。実浪1を行っ

た遺物は、浄書し図版用の版下を作成した。また、縄文土器器表面や銭貨等は湿拓により採拓した。

遺物の写真撮影はデジタルカメラを用いて行い、圧縮したデータを編集し写真図版として掲載した。

なお、これら遺物写真データはRAW形式とJPEG形式の両方を保管している。すべての処理が終了し
た遺物は、本書掲載遺物と不掲載遺物とに分けて所定の場所へ収納した。

(2)記載方法 と凡例

① 遺 構

遺構名・遺構番号は遺跡ごとに付与した。発掘調査中は略号 (SI・ SK oSXな ど)を用いたが、本書

では、「 1号竪穴住居」、「 1号土坑」などと表記した。したがって、本書には「 1号○○」と表記され

ている遺構がそれぞれ存在していることになる。Ⅵ章等で、遺跡を越えて遺構について記載する場合

には遺跡名を冠して表記している。遺構の規模は平面的規模を「m」 で、深さを「cm」 で表現した。

遺構図面は点検後、必要に応じて第 2原図を作成した。図版中の縮尺は個々にスケールを付した。

なお、使用したスクリーントーンの種類は凡例のとおりである。

② 遺 物

遺物の掲載番号は、以下のごとく1～ 3桁の遺物番号を付した。なお、実測図と写真とも共通の掲

載番号である。また、遺物は土器・土製品→陶磁器→石器・石製品→鉄製品・銭貨→その他の順序で

掲載している。なお、鉄生産関連遺物については後述する。

木戸井内Ⅳ遺跡………… 1～ 22ユ 隠里Ⅲ遺跡…………222～403

遺物実測図は、土器、礫石器を 3分の 1、 剥片石器・鉄製品を 2分の 1でそれぞれ統一し掲載した。

なお、銭貨の拓影は原寸で掲載した。

写真図版は、デジタルカメラで撮影した画像データ (JPEG形式)を用いた。遺物写真の寸法は遺物

実測図とほぼ同じである。

[フ ローテーションにかかる遺構内土壌の採取]

木戸井内Ⅳ遺跡 7号竪穴住居跡 (焼失)床面堆積土、12号竪穴住居跡カマド、7号土坑底面、16号土坑

底面、および隠里Ⅲ遺跡 7号住居状遺構 (工房)、 9号住居状遺構、9号土坑底面、1号鍛冶炉、5号焼土

遺構の埋土をサンプリングし、ウォーターフローテーション・セパレーション法による微畑自然遺物の

回収を実施している。土壌は10リ ットルのバケツ内で水洗し、炭化浮遊物を0.5allnメ ッシュの舗で回収

する作業を数回繰 り返した後、沈殿物を0.511111メ ッシュの師で回収した。浮遊物は新聞紙 (一部はアル

ミホイル)の上にのせ保管 。乾燥した後、肉眼あるいは15倍のルーペ下で自然遺物の 1次選別を行った。

サンプル採取地点およびフローテーション。セパレーション実施土壌量は以下のとおりである。

尚、隠里Ⅲ遺構については鍛造剥片等の微剤資料抽出にかかる一連の作業の中でフローテーションも

実施している。この為、実施土壌量はこれと同一である。
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Ⅲ 調査方法

[鉄生産関連の資料について]

使用した用語 :鉄生産関連資料については、遺構内にあっても元位置を留めないもの、外部からの廃

棄の様相を呈するものが混在する状況を示している。遺構検出状況及び遺物自体の外見的特徴からは、

製錬・精錬・鍛錬の各工程に該当する資料が含まれている可能性があり、肉眼観察だけで資料を分離

することは困難であった。この為、分類及び事実記載に際しては、製錬津、鍛冶津など予め特定の工

程を指す用語を使用しないこととした。使用する場合は第Ⅵ章総括以降とし、肉眼による形状分類 と

検出遺構による検討を行ったうえの最終的な推定として①製錬津、②精錬淳、③鍛冶津、④鋳造等の

用語を付記するにとどめた。同様な理由から分類作業においては、予め資料の形状を客観的に現す用

語を使用し、ex:含鉄鍛冶滓、流動淳等は、形状に基づ く用語、ex:含鉄鉄淳、流状淳と言い換え表

言己している。

分類方法 :鉄生産に関連する遺物分類については、肉眼によりI.鉄津類、Ⅱ.鉄淳類以外に 2大別

した。更に形状によって I.鉄淳類を、A:椀形津、 B:剥片状資料、C:粒状滓、D:流状淳、

E:塊状淳、 F羽口・炉壁溶着淳の 6細分、Ⅱ。鉄淳類以外をA:炉壁、B:羽回、C:鋳型、D:
ltr蝸、E:と りべ、F:鉄素材、G:半製品、H:製品 (但 し、下線で示した遺物は分類上含めてい

るが報告遺跡では未確認)の 8細分とした。この内、 IE:塊 状津についてはメタルチェッカーを用
いて 1:鉄塊系資料 (L対応)、 2:含鉄鉄淳 (M対応 )、 3:鉄分の少ない鉄淳 (M以外)、 4:小 片
一括に 4細分している (註 1)。

各種遺物は、鉄淳類と鉄淳類以外に大別後、形状により細分し、遺構・出土地点毎に重量測定を行

ってすべて計測表として示した。このうち特徴的なもの155′点を出土状況と分類に応じて選択し、観察

表と写真により掲載している。

[鍛造剥片・粒状淳の抽出にかかる遺構内土壊の採取]

剥片状資料、粒状津などの微細資料は、調査時に鉄生産関連の工程が疑われた時点から土壌の採取

を開始、土壊の水洗・乾燥後、師によって選別し、手作業によって抽出した。そのため、結果が未検

出の場合もある。詳細についてはフローチャート・分類表に示した。なお、サンプル採取地点および

洗浄実施土壌量は以下のとおりである。

遺跡名 採取地点 推定土壌量 (1)

隠里Ⅲ 1号竪穴住居 68

隠里Ⅲ 3号竪穴住居
つ
々
ハ
Ｖ

隠里Ⅲ 2号住居状遺構 68

隠里Ⅲ 7号住居状遺構 (工房 ) 408

隠里Ⅲ 8号住居状遺構 (工房) 204

隠里Ⅲ 9号住居状遺構

隠里Ⅲ 1号鍛冶炉

隠里Ⅲ 1号火葬関連施設 68

隠里 Ⅲ 6号土坑 34

隠里Ⅲ 9号土坑 34

隠里Ⅲ 11号土坑 34

遺跡名 採取地点 推定土壌量 (1) 遺跡名 採取地点 推定土壌量 (1)

木戸井内Ⅳ 7号竪穴住居床面 隠里皿 7号住居状遺構 (工房) 408

木戸井内Ⅳ 12号竪穴住居カマ ド 隠里Ⅲ 9号住居状遺構 ∩
υ

木戸井内Ⅳ 7号土坑底面 隠里Ⅲ 8号土坑底面 34

木戸井内Ⅳ 16号土坑底面 隠里Ⅲ 1号鍛冶炉 68

隠里Ⅲ 4号焼土遺構 15

-17-



2 室内整理

羽口はできる限り内径の規模が判明する径約 1/2以上残存するものを出土地点と残存形態に応じて
選択、掲載した。なお、報告遺跡においては実際の炉壁の形状が不明であるため、装着角度について

は記載していない。 (丸山)

註

1:強力磁石を用いた磁選については、メタルチェッカーと目的を同じくするもの、つまりこれまで鉄塊系資料、含鉄
鉄津、鉄分の少ない鉄津を分類する目的でこれと併用されていること、主観による誤差が生じ易いこと、メタルチ

ェッカーによるLoMの 細分に対して磁選では、強く磁着する (L対応)、 弱く磁着する (M対応 )、 磁着なし (M
以外)が概ね対応するものであることから、本遺跡では実施していない。また、 IE3:鉄 分の少ない鉄津には、
メタルチェッカーM以下 (磁着ごく弱い～無に相当)の ものを一括している。理由としては、出土する鉄滓が必ず
しも当時の正しい状態を反映しているものではなく、①錆化の進行により反応しない場合、②射象資料が厚く、資

料中心部の鉄分に反応しない場合、③再結合により表面に鉄分が付着した為に反応する場合、④当時の状態を正し

く反映している場合等、もともと少なからず誤差を内包しているものであり、更なる細分を行う意味を見出せない

と判断したことによる。

なお、メタルチェックには、メタルチェッカー埋蔵文化財用特殊金属探知器 (形式 :MR50B・ 基準値設定者穴沢

義功氏)を使用した。

◎ 分類フローチャートと対応
種類 形状・磁着の有無による分類 肉眼と検出遺構によ

る推定分類I 鉄津類

A 椀形津 (炉底)
平面形は円形～楕円形で、断面形は上が平坦気味な椀形を呈する。人為かは不明である
が、 1～複数面の鋭い破断面をもつものが存在する (椀形中心部の厚さ、破断面の有
無・箇所で更に細分が可能と思われる。今回は未実施)。

(共通)
①製錬津
②精錬淳
③鍛冶津
④鋳造

B 剥片状資料 大きさ、形状で剥片状鉄津と鍛造剥片に大別できる。

l 剥片状鉄滓 厚さ0 5nm以上、一辺5mll以上

2 鍛造剥片 厚さ0 5mm以下、一辺5uul以下

C 粒状淳 粒状、あるいはティアドロップ状を呈する。大きさ、形状に 2種類あり、3mln舗により2
細分した。

1 大 粒径31t n以 上

2 /1ヽ 粒径311wn以 下

D 流状滓 大きさ、形状に4種類あり、以下のように細分される。

1 太い柱状
上面が流痕を残すもので下面には土砂が付着するものが多い。不定形。青灰色の色調を
呈する。複数の破断面を有する資料あり (人為かは不明)。

ダイス状
1を更に細かく破砕したような資料。人為かは不明であるが、破断面を複数持ち、ダイ
ス状を呈する。

細い柱状 柱状を呈し、太さ l cm未満で極めて細い。黒褐色でガラス化したものが固化したもの。

4 その他 (判定不能)
その他 (判定不能)の小片を一括している。いずれかの工程で発生した流状津の先端部
が折れたものや自然に剥離したようなものも含む。細い柱状の流状津が複数結合したよ
うなものあり。

E 塊状津
不定形で赤錆に覆われ、大きさも多様。上記以外のものが該当。メタルチェッカー反応
(L、 M、 M以外)で鉄塊系資料と含鉄鉄津、鉄分の少ない鉄淳、小片一括に細分される。

1 鉄塊系資料
メタルチェッカーLに反応 (磁着強に対応)。 B2・ 3類 と比して重量感がある。表面の
赤錆が進み、ひび割れる。

2 含鉄鉄津 メタルチェッカーMに反応 (磁着弱に対応)。 表面の特徴はEl類 と同様。
3 鉄分の少ない鉄津 メタルチェッカーM以外 (磁着無に対応)。 表面の特徴はEl類 と同様。
4 小片一括 概ね 2 cm以下の小片を一括した。メタルチェッカーによる分頚は未実施。

F 溶着淳一括 粘土状物質が鉄津と反応してガラス化。羽回片、炉壁片が付着している。

Ⅱ 鉄津類以外

A 炉 壁 植物繊維 (スサ)を噛み込んだ粘土状物質で明黄褐～掲色を呈する。多孔質で軽い

B 羽 口 内径の差で以下のように細分される。

l 大 内径32～ 3 65cm

2 /1 内径25～ 2 95cm

C 半製品 調査では未確認

D 製 品 鉄鏃など

出土した鉄津全てを対象としている。

-18-



第8図

X

グリッド・基準点配置図 (木戸井内V遺跡 ) (S=1:1,000)

Ⅲ 調査方法

宮古市教育委員会

調査範E41(古代面 )

まで

b c d e f g h i j

-19-



2 室内整理
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第9図 グリッド・基準点配置図 (隠里Ⅲ遺跡)(S=1:1,500)



Ⅲ 調査方法
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2 室内整理
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第11図 木戸井内V遺跡 トレンチ配置図

―-22-―



3 1号 土坑
4 2号 土坑
5 3号 土坑
6 4号 土坑
7 5号 土坑
8 6号 土坑
9 3号 竪穴住居
10 4号 竪穴住居
15 9号 竪穴住居
18 12号 竪穴住居
19 1号 竪穴建物
20 2号竪穴建物
26 5号畑
27 6号畑
28 1号墓坑
29 2号墓坑
30 3号墓坑
31 4号墓坑
32 南側墓坑
33 北側墓坑

ミ:!言焼星磐轟
構

36 2号 焼土遺構
38 7号土坑
42 11号 土坑
43 12号 土坑
44 13号 土坑
45 14号 土坑
T 16号土坑

Ⅲ 調査方法

○ :メ インベルトセクションポイント
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第12図 木戸井内V遺跡遺構配置図 (1)
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2 室内整理
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第13図 木戸井内V遺跡遺構配置図 (2)

O:メ インベル トセクションポイント



Ⅳ 調 査 成 果

1 木戸井内Ⅳ遺跡
(1)概   要
平成18年度の確認調査結果を受け、遺跡範囲を通る宮古道路建設事業用地5,900m2に ついて本調査を

行った。遺跡は宮古湾から西へ約3.3kmの地点に位置する小起伏山地に位置する。調査区はこのうち西

側へ延びる樹枝状の尾根部とその間の谷部で、標高43～ 58mである。現況は山地で、谷部には近代ま

で営まれていた炭焼きなどの産業に伴う小屋の廃材 (ト タン・コンクリー トブロックなど)の集積が

見られた。平成12・ 13・ 16年に市営火葬場建設にともない宮古市教育委員会による発掘調査が行われ

た木戸井内Ⅳ遺跡調査区は、今次調査区の北側西半部と一部範囲を同じくし、更に斜面下位にのびる

(現、宮古斎苑)。 宮古市教育委員会の調査区と範囲の重なる809m2については、古代面までの調査が

終了していた為、それ以前の時期を対象とした。

今回の調査で検出された遺構は、縄文時代の竪穴住居 2棟、土坑 6基、奈良時代の竪穴住居 1棟、

平安時代の竪穴住居 9棟、中世の竪穴建物 2棟、近世以降の炭窯 1基、畑 6箇所、雨裂 1条、墓 5基、

時期不明の住居状遺構 1棟、焼土遺構 3基、土坑 9基である。

(2)検 出 遺 構

縄文時代

竪穴住居

1号竪穴住居 (第 14図、写真図版 6)

と位置 。調査過程]I A7fグ リッドに位置し、北尾根の南向き斜面裾部に位置する。平成18年試掘 トレ

ンチT106に て存在が確認されていた。検出層位はⅣ層上面で、黒色上の広がりとして確認された。

[重複関係]西側で 7号住居、北側で 8号住居と重複、これらにより切られる。

[規模 。平面形 。主軸方向]西端部が新期の遺構により切られる為、全容は不明である。残存長軸は西

―東5.5m、 短辺は北―南4.5mで、平面形は楕円形である。住居主軸方向はN-30°―Wである。

[埋土]4層 に分層される。黒色から黒褐色のシルトで構成され、 2層に炭化物粒を少量含む。全体的
にレンズ状の堆積状況を呈している。

[壁・床面]住居構築時の掘削はV層 まで及んでいる。床面の状態を確認したところ、以下の掘削痕跡

がほとんどなく、掘削底面をほぼそのまま床面とし貼 り床は施されていない。残存床面範囲はやや南

側に低 く傾斜するが概ね平坦で、場所による硬度差は確認されない。壁は東・北西側が残存しており、

やや外傾して立ち上がる。検出面から底面までの深さは最も残存する北側で42cmを 測る。

[炉]床面中央部に設置されている。長径63cm、 短径65cmの掘り込みを持ち、内部に亜角礫を円形に配

した石囲炉である。礫は被熟により赤変し、特に内側の赤色変化が著しい。炉内からは僅かに炭化物

粒を含む黒褐色シルトの堆積が確認されたのみで、焼土は検出されなかった。

[柱穴・ピット]柱穴は炉を中心として取 り囲むように計 4個検出された。開口部径は20～30cm程度で、

深さは58～67cmを測る。
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第14図 1号竪穴住居 (本戸井内V遺跡)



Ⅳ 調査成果

遺物 出土しなかった。

時期 検出層位から、To―Cu以降の構築であり、縄文時代前期以降といえる。 2号竪穴住居と住居、

炉の形態が類似することから同一時期の構築である可能性が高い。

2号竪穴住居 (第 15図、写真図版 7)

[位置・調査過程]I A7hグリッドに位置し、北谷部谷頭、西向き斜面に位置する。検出層位はⅣ層上

面で、黒色上の広がりとして確認された。

[重複関係]南半部で畑跡と重複、これにより切られる。

[規模・平面形 。主軸方向]西半部が削平され、全容は不明である。残存長軸は北西―南東6.68m、 短

辺は南西一北東3.5mで、平面形は楕円形である。住居主軸方向はN-37°一 Eである。

[埋土]3層 に分層される (第 4層 は撹乱)。 黒色から暗褐色のシルトで構成され、 1層に炭化物粒を

少量含む。

[壁 。床面]住居構築時の掘削はV層まで及んでいる。掘削床面をほぼそのまま床面とし貼 り床は施さ

れていない。残存床面範囲はほぼ平坦で、場所による硬度差は確認されない。壁は北～東側が残存 し

ており、やや外傾して立ち上がる。検出面から底面までの深さは最も残存する北東側で35cmを 測る。

[炉]床面中央部に設置されている。長径69cm、 短径55cmの掘 り込みを持ち、内部に亜角礫ならびに亜

円礫を配した石囲炉と推定される。礫は西側の 1点のみ残存していた。炉内から炭化物粒を僅かに含む

黒褐色シルトの堆積が確認されているが、焼土は検出されていない。土器小片が 1点出上している。

[柱穴・ピット]柱穴は炉を中心として取り四むように計 5個検出された。開口部径は15～30cm程度で、

深さは16～44cmを測る。

遺物 (第48図、写真図版31)

[土器]炉埋土中から1点、埋土中から1点出上している。

時期 検出層位から、To―Cu以降の構築であり、縄文時代前期以降といえる。 1号竪穴住居と住居、

炉の形態が類似することから同一時期の構築である可能性が高い。出土遺物からの同定要素が少なく

詳細は不明であるが、縄文時代中期、若しくは弥生時代に位置づけられる可能性がある。

土坑

1号土坑 (第 16図、写真図版 8)

[位置 。検出状況]南尾根頂部、Ⅲ B8cグ リッドに位置する。マサ層上面で、褐色の不明瞭な円形プラ

ンとして検出された。

[重複関係]南西側で 3号竪穴住居と重複、これにより切られる。

[規模・平面形]開口部径2.04mのほぼ円形を呈する。

[埋土]8層 に細分され、マサ土起源のにぶい黄褐色砂質シル ト主体で構成される。

[壁・底面]底面は平坦で、各壁ともやや外傾して立ち上がり断面形は逆台形状を呈する。掘削はマサ

土層中まで及んでおり、検出面からの深さは最深部で92cmを測る。底面の中心には径約35cm、 深さ16

cmの小穴と、穴を通り十字に直行する幅15cm、 深さ9cmほ どの小溝が検出された。

遺物 出上していない。
時期 遺物が出上していない為詳細な時期は不明であるが、近接し形態を同じくする 3号土坑の埋土
上位から縄文時代前期の遺物が出土していることから、これと同時期と推定される。
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Ⅳ 調査成果

2号土坑 (第 16図、写真図版 8)

[位置 。検出状況]南尾根頂部、Ⅲ B8dグ リッドに位置する。マサ層上面で、黄褐色の不明瞭な円形プ

ランとして検出された。

[重複関係]ほぼ中央部で 4号竪穴住居のカマ ド煙出しと重複し、これにより切られる。

[規模・平面形]開口部径1.7mの ほぼ円形を呈する。

[埋土]8層 に細分され、マサ土起源の明責褐色砂質シルト主体で構成される。
[壁・底面]底面は平坦で、各壁ともほぼ直立して立ち上がり断面形はビーカー状を呈する。掘削はマ

サ土層中まで及んでおり、検出面からの深さは最深部で73cmを 測る。底面の中心には径約25cm、 深さ

9 cmの小穴と、穴を通り十字に直行する幅13cm、 深さ 5 cmほ どの小溝が検出された。

遺物 出上していない。
時期 遺物が出上していない為詳細な時期は不明であるが、近接し形態を同じくする 3号土坑の埋土
上位から縄文時代前期の遺物が出上していることから、これと同時期と推定される。

3号土坑 (第 17図、写真図版 8)

[位置・検出状況]南尾根の南向き斜面上位、Ⅲ B8dグ リッドに位置する。 4号竪穴住居の貼 り床掘削

作業中に土器片が出土したことから検出した。

[重複関係]北側で 4号竪穴住居と重複し、これにより切られる。

[規模・平面形]開口部径2.65× 3.3mの楕円形を呈する。

[埋土]9層 に細分され、マサ土起源の責褐～責橙色砂質シルト主体で構成される。第 7層 に明黄褐色
のテフラ状堆積物 (To―cu?)を少量含む。

[壁・底面]底面は平坦で、西壁ははじめ直立し、中位から大きくタト傾する。その他の壁はややタト傾し

て立ち上がり断面形は逆台形状を呈する。掘削はマサ土層中まで及んでおり、検出面からの深さは最

深部で108cmを測る。底面の中心には径約30cm、 深さ36cmの小穴と、穴を通り十字に直行する幅30cm、

深さ24cmほ どの小溝が検出された。

遺物 (第48図、写真図版31)

[土器]埋± 1層から縄文時代前期の上器片 2点が出上した。

時期 第 7層のテフラ】犬堆積物がTo‐cuであるとすれば縄文時代前期以降と考えられ、出土した遺物も
これを裏付けるものである。

4号土坑 (第 17図、写真図版 9)

[位置・検出状況]南尾根西側斜面、ⅢB8aグ リッドに位置する。マサ層上面で、明黄褐色の不明瞭

な円形プランとして検出された。

[重複関係]な し。

[規模 。平面形]開田部径1.87× 1,92mの不整な円形を呈する。

[埋土]3層 に細分され、マサ土起源の明責褐色砂質シルト主体で構成される。
[壁・底面]底面は概ね平坦で、各壁ともやや外傾して立ち上がり断面形は皿状を呈する。掘削はマサ

土層中まで及んでおり、検出面からの深さは最深部で22cmを 測る。

遺物 出土していない。

時期 遺物が出土していない為詳細な時期は不明であるが、埋上の状況から判断して縄文時代と推定
される。
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木戸井内Ⅳ遺跡

1号土坑

3号竪穴住居

L=54300m

1号土坑 (A―ド)
ЮYR4/4 褐色砂質シルト 粘弱 しまり中 炭化物粒1%
10YR4/3 にぶい黄掲色砂質シルト 粘弱・ しまりやや弱
ЮYR7れ にぶい黄褐色砂質シルト 粘弱・ しまりやや弱
10YR5/4 イこぶい黄褐色砂質シルト 粘弱 しまり中
10YRγ 4 1こ ぶい黄褐色砂質シルト 粘 。しまり共やや弱
10YRr。/3 1こ がい責褐色砂質シルト 粘やや弱・ しまり中
10YR6/3 1こ ぶい黄掲色砂質シルト 粘弱・ しまり共中
10YR7/6 明黄褐色砂質シルト 粘弱 しまりやや強

0           1:40          2m

~~七

臣群津
ら

A A′

2号土坑

L=54200m

粘弱・ しまりやや強 φ lmm4g砂 3%
粘弱 しまりやや強 φ2～ 5mm礫5% 炭化物粒1%
粘弱 。しまりやや強
粘弱 。しまりやや強
粘中・ しまりやや強
粘弱 しまりやや強 φ2～ 5mm礫 1%
粘弱 。しまりやや強 φ2～ 5mm礫10%
粘弱・しまりやや弱

2号土坑 (A―パ)
1 10YRrJ/6 黄褐色砂質シル ト
2 10YR4/6 掲色砂質シル ト
3 10YR4/6 褐色砂質シル ト
4 10YR7/8 黄橙色砂質シル ト
5 10YR4/4 褐色砂質ンル ト
6 10YR7/6 明黄褐色シル ト
7 10YR5/6 明黄掲色シル ト
8 10YR7/6 明黄褐色シル ト
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第16図  1・2号土坑 (木戸井内Ⅳ遺跡 )



丸eA

Ⅳ 調査成果

3号土坑 (A―パ)
1 10YR4お  褐色砂質シルト 粘弱 しまりやや強 ゅ2～ 5mm礫10%
2 10YR5お 黄褐色砂質シル ト 粘弱・しまりやや強 ゆ2～5mm礫5%
3 10YR4れ  褐色砂質シル ト 粘弱 しまりやや強 ゆ2～ 5mm礫3%
4 10YR5/4 鈍い黄褐色砂質シルト 粘中・ しまりやや強 φ2～5mm礫 5%
5 10YR″3 鈍い黄橙色砂質ンルト 粘弱 。しまり中  ゆ2～5mm礫 5%
6 10YR5/6 黄褐色砂質シルト 粘弱・ しまりやや強 φ2～5mm礫10%
7 10YV/3 鈍い黄橙色砂質シルト 粘弱・ しまりやや強 ゆ2～ 5mm礫 3%
ЮYR6/8 明黄掲色テフラ状堆積物 (↑o cu?)30%
10YR6/4 鈍い黄橙色砂質シルト 粘弱・ しまりやや強 φ2～5mm鶴 %
10YR5/4 鈍い黄褐色砂質シルト 粘中・ しまりやや強 ゅ2～5Hlm礫3%

A′

3号土坑

L=53900m

~~1電

子砲解,ら

4号土坑 (A― n
l10YR7/4 鈍い黄橙色砂質シルト 粘弱・しまりやや弱 φ2～ 5mm礫5%
2 1CIYR6/6 明黄褐色シルト 粘・ しまり共中
3 ЮYR7/6 明黄褐色シルト 粘弱 しまり中

0           1:40          2m

A     L=43800m A′

第17図  3・ 4号土坑 (木戸井内V遺跡)
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1 木戸井内Ⅳ遺跡

5号土坑

L=57700m

S号土坑 (A―パ)
1 10YR4/3 鈍い黄褐色シル ト 粘やや弱・ しまり中 炭化物粒 1%
2 10YRν3 鈍い黄褐色シル ト 粘やや弱  しまり中
3 10YR4/2 灰黄掲色シル ト 粘やや弱  しまり中 炭化物粒1%

:器 騒 聟糟雹9孫
ル

名卑で殺

「

孵

ル ト 僚 サDの 互層体積 粘弱 。しまりやや強

6 10YR4/2 灰黄褐色ンル トと5/3鈍 い黄褐色シル トの混合土 粘弱・ しまりやや弱

――

1昴万。宮
ら

A

A  L=57 200m   A′

6号土坑 (A― n
l10YR4/2 灰黄褐色 シル ト 粘やや弱  しまり中 焼土粒1%
2 10YR6れ にぶい黄橙色シル ト 粘 。しまり共やや弱

0            1:40           2m

第18図  5・ 6号土坑 (木戸井内V遺跡 )

5号土坑 (第 18図、写真図版 9)

[位置・検出状況]中央尾根頂部、Ⅱ B6aグ リッドに位置する。マサ土層上面で、鈍い責褐色の円形プ
ランとして検出された。

[重複関係]な し。

[規模・平面形]開田部径1.75× ユ.86mのほぼ円形を呈する。

[埋土]6層に細分され、にぶい黄褐色シルト主体で構成される。第 4層はにぶい黄褐色シルトとマサ
上の互層堆積の様相を呈する。

[壁・底面]底面はやや九く、各壁とも直立気味に立ち上がり断面形は椀状を呈する。掘削はマサ土層
中まで及んでおり、検出面からの深さは最深部で56cmを測る。

遺物 出土していない。
時期 遺物が出上していない為詳細な時期は不明であるが、埋上の状況から判断して縄文時代と推定
される。

6号土坑 (第18図、写真図版 9)

[位置・検出状況]中央尾根頂部、ⅡA句グリッドに位置する。11号土坑に伴うサブトレンチ掘削中に、
焼土粒を僅かに含む灰黄褐色の楕円形プランとして検出したものである。

[重複関係]ない。

[規模・平面形]開田部径0,75× 0.87mの楕円形を呈する。

一-32-―



⑪
Ｐｉｔ３

Ⅳ 調査成果
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第19図 3号竪穴住居 (1)(木戸井内V遺跡 )
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木戸井内Ⅳ遺跡

|ここち 釜 3つ♀ |とi::3:ξ 3と::舞 排
籍 葬

[gξ

サDプ ロツク卯 ∝mモ刊 対こ含む

ЮYR6/4 鈍い黄橙色シルト 粘 しまり共弱 (汚れマサ土主体)
10YM/2 灰黄褐色シル ト 粘・しまり共弱 炭化物粒1%

群駿 靴羅包y好、
と
轟1士宴干錨脇響手笙主粽言

り共弱

3号

C    と=53100m

E    L=54000m

F  L==52900m

L=52900m
G     G′

L=52800m
H      H′

0        1:25       1m

F'

0            1 :25             1m

カマ ド `煙道 (C― C'・ D― D'・ E― E'共通 )
10YR6/8 明責褐色ンル ト 粘やや弱 。しまり中 (崩 落土 )
10YR7れ  frdぃ 責橙色 シル ト 粘弱 。しまりやや強
5Y硝76 明赤褐色シル ト (焼土)粘中・しまりやや強
10YR7/6 明黄褐色シル ト 粘弱 。しまり強
10YR6/4 鈍い黄橙色ンル ト 粘弱 。しまり中5 10YR6/4 鈍い黄橙色ンルト 粘弱 。しまり中
610Y酪 /4 浅責橙色シルト 粘弱・しまりやや強
7 10YR6/3 鈍い黄橙色シル ト 粘弱 。しまりやや強 (只占り床)
8 10YRν3 浅黄橙色ンルト 粘弱 。しまり中 (貼 り床)
9 10YR5//4 1こ ぶい黄褐色シル ト 粘弱・ しまり中 (貼 り床 )
10 10YR4/2 灰黄褐色シル ト 粘弱  しまり中
11 10YR5/4 にぶい黄掲色シル ト 粘弱  しまり中
12 10YR6/6 明黄褐色シル ト 粘弱 。しまりやや強
Pl～3(F一 F'・ G― G'・ H― H'共通 )
1 10YR4/3 にぶい黄褐色シル ト 粘弱・ しまり共中
2 10YR4/2 灰黄褐色シル ト 粘中・ しまりやや弱

L=53100m
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第20図 3号竪穴住居 (2) (木戸井内V遺跡)



Ⅳ 調査成果

[埋土]2層に細分され、焼土粒を少量含む灰黄褐色シルト主体で構成される。

[壁・底面]底面はやや丸く、壁はやや外傾して立ち上がり断面形は皿状を呈する。掘削はマサ土層

中まで及んでおり、検出面からの深さは最深部で22cmを 測る。

遺物 出土していない。

時期 遺物が出土していない為詳細な時期は不明であるが、埋上の状況から判断して縄文時代と推定

される。

奈良時代

竪穴住居

3号竪穴住居 (第 19・ 20図、写真図版10)

[位置 。調査過程]Ⅲ B8cグ リッドに位置し、南尾根の南向き斜面上位に位置する。平成18年試掘 ト

レンチTllに て存在が確認されていた。検出層位は I層直下のマサ土層上面で、にぶい黄褐色シルト

の広がりとして確認された。

[重複関係]北東隅で 1号土坑、東壁南寄りで 7号土坑と重複、これらにより切られる。

[規模・平面形・主軸方向]尾根斜面に位置することから崩落・流出等の影響で南辺が残存せず、全

容は不明である。残存辺長は西―東6.56m、 北一南5.67mで 、平面形は隅丸方形である。住居主軸方

向はN-15°一Wである。

[埋土]9層 に分層される。第 9層は貼 り床である。にぶい黄褐色～褐色、灰黄褐色シルトで構成さ

れ、全体にマサ土をブロック～モヤ状に含む。第 8層は斜面上位にあたる北側壁面が崩落堆積した状

態を呈している。

[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層中まで及んでいる。床面中央部には3.2× 4.5mの範囲で、最

深部で厚さ20cmの貼 り床が施され、中央部から斜面下位で厚い。残存床面範囲はほぼ平坦で、場所に

よる硬度差は確認されない。壁は北 。東・西側が残存しており、やや外傾して立ち上がる。検出面か

ら底面までの深さは最も残存する北側で86cmを 測る。壁溝は検出した壁面をほぼ全周している。

[カ マ ド]北壁の中央部に設置されている。袖の芯材には板状の角礫が立位状態で設置され、にぶい

黄褐色シルトで構築されている。芯材下端は床面と接しており、掘り方は確認されない。また、焚口

前方から約60× 10× 5 cmの大型の角礫も出土しており、おそらく天丼石あるいは構築材と推定される。

煙道は到 り貫き式で検出面下65cmま でトンネル状に掘り込まれており、6° の上り勾配で南側に傾斜す

る。煙出し部分の深さは検出面下87cmを測る。煙道長は105cm、 幅は20cm、 断面は円形である。燃焼

部は38× 35cmの楕円形で、厚さは最厚部で 6 cmを 測る。

[柱穴・ピット]柱穴は北東隅から1個、北西隅から1個、西側から1個の計 3個検出された。

遺物 (第48図、写真図版31)

[土師器]10点出上した。内訳は床面直上 4点、カマド支脚 1点、埋± 5点である。

時期 床面出土遺物から8世紀後半代と推定される。

平安時代

竪穴住居

4号竪穴住居 (第 21・ 22図、写真図版11)

[位置・調査過程]Ⅲ B7eグ リッドに位置し、南尾根の南向き斜面上位に位置する。平成18年試掘 ト

レンチT13にて存在が確認されていた。検出層位は I層直下のマサ土層上面で、灰黄褐色土の広がり
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1 木戸井内Ⅳ遺跡
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第21図 4号竪穴住居 (1)(木戸井内Ⅳ遺跡 )



Ⅳ 調査成果

D

―
L=53900m

Dl                     E
――――…                          

一
L=53900m

El

F

G
――――と事53000m

F'

4号竪穴住居 (A一 A'・ B― B'・ C―C'共通 )
10YR4//2 灰黄褐色砂質ンルト 粘弱 。しまりやや弱 φ3mm程度の風化花筒岩 (マサ土)粒5%
10YR7/4 鈍い黄橙色砂質シルト 粘 しまり共弱 φ3mm程度の風化花間岩 (マサ土)粒5%
10YR5/3 鈍い黄褐色砂質シルト 粘 。しまり共弱 φ3mm程度の風化花尚岩 (マサ土)粒5%
10YR6/3 鈍い黄橙色砂質シルト 粘 しまり共弱 φ3mm程度の風化花筒岩 (マサ上)粒5%
10YR5/3 鈍い責褐色シルトと10YR7/2 鈍い黄橙色砂質シルト (マ サ土)の混合土 (70'30)粘 。しまり共弱
6 10YR4/1 褐灰色砂質シルト 粘やや弱・ しまり中
7 10YR5/4 鈍い黄褐色シルト 粘弱 。しまり中 (貼 り床)
北カマド (D― D'・ E― E'・ F―ド 共通 )
1 10YR2/1 黒色シルト 粘弱 。しまりやや強 炭化物粒全体に含む
5YR6/6 橙色ンルト (焼土)粘中・ しまりやや強
10YR87/1 灰自色砂質シルト (マ サ土)粘弱 。しまりやや強
101rR3/4 暗褐色砂質シルト311%含
5YR6//4 鈍い褐色シルト 粘 しまり共弱 炭化物ブロック1%含
5Y馳/1 褐灰色シルト 粘・ しまり共弱 炭化物ブロック2%含
西カマド (G― G'共通)
1 75YR3/1 黒褐色シルト 粘弱 しまり中
2 5YR6/4 鈍い橙色シルト 粘 しまり共弱 炭化物ブロック1%
3 5YR7/6 橙色シルト 粘 。しまり共弱 炭化物粒1%含

0        1:25        1m

第22図 4号竪穴住居 (2) (木戸井内Ⅳ遺跡 )
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木戸井内Ⅳ遺跡

5号堅穴住居

OB

（調
査
区
域
外
）

D' 0

5号竪穴住居 (cm)

長径×短径 深 さ

262× 23 245

A_L=49900m

6

C
――――L=49400m

C' D

0             1 :50             2m

0            1 :25

D'

／

（調
査
区
域
外
）

5号竪穴住居 (A―A'・ B一 B'共通 )
10YR3/2 黒褐色シル ト 粘・ しまり共やや弱
10YR3/1 黒褐色ンル ト 粘・ しまり共やや弱
10YR3/1 黒褐色シル ト 粘 。しまり共やや弱
10YR5/6 黄褐色シル トブロックlo%含
loYR4/3 鈍い黄褐色シル ト 粘 。しまり共やや弱
5 10YR4/4 褐色シルト 粘・しまり共やや弱
6 10YR5/6 責褐色ンルト 粘 しまり共中
710Y単 /2 仄黄褐色シルト 粘弱 しまりやや強 (貼 り床)
カマ ド (C― C'・ D― D'共通 )
1 75YR3/2 黒褐色シル ト 粘性やや弱・しまり中
2 25YR4/4 にぶい赤褐色ンル ト (焼上)粘・ しまり共やや弱
3 75YR4/4 掲色シル ト 粘性やや弱 。しまり中 にぶい赤褐色焼土地 2%
4 75YR3/2 黒褐色シル ト 粘性やや弱・ しまり中 にぶい赤褐色焼土粒2%

＼
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Ⅳ 調査成果

として確認された。

[重複関係]南西隅で 3号土坑、西側煙出し部で 2号土坑と重複、これらを切る。

[規模・平面形 。主軸方向]尾根斜面に位置することから崩落 。流出等の影響で南辺が残存せず、全

容は不明である。残存辺長は西一東6.04m、 北一南3.85mで 、平面形は隅丸方形基調である。住居主

軸方向はN-8°一 Eである。

[埋土]7層 に分層される。第 7層は貼 り床である。にぶい黄橙～黄褐色のシル トで構成され、全体
的にマサ土が少量混入している。     ´

[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層中まで及んでいる。床面にはほぼ全域ににぶい黄褐色シル

トによって貼 り床が施され、斜面下位で厚い。残存床面範囲はほぼ平坦で、場所による硬度差は確認

されない。壁は北 。東・西狽Iが残存しており、やや外傾して立ち上がる。検出面から底面までの深さ

は最も残存する中央部で60cnを測る。壁溝は北 。西側で検出されている。

[カ マ ド]西壁の中央部から北壁の中央部に作 り変えが行われている。古期のカマ ドである西カマ ド

は割 り貫き式の煙道を持ち、検出面下23cmま で トンネル状に掘り込まれており、底面17° の下り勾配

で西側に傾斜する。煙出し部分の深さは検出面下67cmを 測る。煙道長は 1.65m、 幅は28cm、 断面は

円形である。燃焼部は残存していない。新期のカマ ドである北カマ ドは袖部が残存せず、燃焼部範囲

と炭化物集中範囲を確認したのみである。芯材等は出上していないが、29× 15cmの掘り方が確認され

た。煙道は到 り貫き式で検出面下65cmま で トンネル状に掘り込まれており、底面は17° の下り勾配で

北側に傾斜する。煙出し部分の深さは検出面下105cmを 測る。煙道長は1.lm、 幅は37cm、 断面は円形

である。燃焼部は60× 40cmの楕円形で、厚さは最厚部で 8 cmを浪1る。

[柱穴・ピット]確認されていない。

遺物 (第49図、写真図版32)

[土師器]11点 出土した。内訳は、旧カマ ド煙道～煙出し4点、埋± 7点である。

[須恵器]埋土より2点出土した。

[土製品]埋土中から羽口片が 1点出土している。

時期 時期については出土遺物からの同定要素が少なく詳細は不明である。床面出土遺物から9世紀
代と推定される。

5号竪穴住居 (第23図、写真図版12)

[位置 。調査過程]I A4dグ リッドに位置し、北尾根の東向き斜面上位に位置する。平成18年試掘 ト

レンチT1011こて存在が確認されていた。検出層位は I層直下のマサ土層上面で、黒褐色上の広がり

として確認された。

[重複関係]な し。

[規模 。平面形・主軸方向]残存辺長は西一東3.8m、 北一南4.05mで、平面形は隅丸方形である。住

居主軸方向はN-90°―Wである。

[埋土]7層 に分層される。第 7層は貼 り床である。黒褐～にぶい黄褐色のシルトで構成される。
[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層中まで及んでいる。床面には灰責褐色シル トにより斜面下

位を中心に2.6× 2.8m、 厚さ13cmの貼 り床が施される。残存床面範囲はほぼ平坦で、場所による硬度

差は確認されない。壁はやや外傾して立ち上がるが、北・西壁上位は崩落したような様相を呈する。

検出面から底面までの深さは最も残存する北側で50cmを測る。

[カ マ ド]カ マ ドは西壁中央部に造られ、到 り貫き式の煙道を持つ。煙道はトンネル状に掘り込まれ
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木戸井内Ⅳ遺跡

6号竪穴住居

6号竪穴住居 (cm)

No 長径×短径 深 さ

459× 318

288× 273 172

0         1:50        2m

6号竪穴住居 (A― A'・ B― B'共通 )
1 10YR3泡  黒掲色シル ト 粘  しまり共やや弱
10YR3/1 黒褐色シルト 粘 しまり共中
10YR4/2 灰黄褐色シルト 粘 。しまり共中
10YR5/6 黄褐色シルト 粘 。しまり共中
5YR4/6 赤褐色シルト (焼土)粘  しまり共やや弱
Z5YR5/6 黄褐色シルト 粘弱 。しまりやや強

カマ ド (B― B'。 C―C'共通 )
1 10YR4/2 灰黄褐色ンル ト 粘・ しまり共弱
2 ЮYR44/3 にぶい黄褐色砂質シル ト 粘・しまり共弱
3 10YR3/1 黒褐色シル ト 粘  しまり共中
4 25YR4/6 赤掲色シル ト (焼土)粘 。しまり共やや弱
5 10YR3/1 黒褐色シル ト 粘 しまり共中 赤褐色焼±2%
610Y酪/2 黒褐色シル ト 粘 。しまり共中 6層 プロック3%

0             1 :50            2m
|

パ

◎

A
一一一―L=47400m

B
一ヽ―――L==46500m

Bl
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Ⅳ 調査成果

ており、底面は30° の下り勾配で西側に傾斜する。煙出し部分は西側の調査区域外に延びるため、全

容は不明である。燃焼部は45× 25cmの楕円形で、厚さは最厚部で 7 cmを 測る。

[柱穴・ピット]東壁際中央部から1個検出している。

遺物 出土していない。
時期 遺物が出土していない為詳細な時期は不明であるが、周辺住居の様相、規模・形状などから平
安時代と推定される。

6号竪穴住居 (第24図、写真図版13)

[位置 。調査過程]I A4fグ リッドに位置し、北尾根の東向き斜面下位に位置する。平成18年試掘 トレ

ンチT102に て存在が確認されていた。検出層位は I層直下のマサ土層上面で、黒褐色土の広がりとし

て確認された。

[重複関係]な し。

[規模 。平面形 。主軸方向]遺構中央部をH18年度試掘 トレンチによって床面まで掘削されている。残
存辺長は北西―南東2.9mで、平面形は隅九方形である。住居主軸方向はN-23° ― Eである。

[埋土]6層に分層される。第 6層は貼 り床である。黒褐、灰黄褐～黄褐色のシルトで構成され、全体
的にマサ土を少量含む。西側壁は斜面上位が崩落 。流入堆積した状態を呈している。

[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層中まで及んでいる。床面は黄褐色砂質シルトによってほぼ全
域に貼 り床が施され、最厚部で13cmを測る。残存床面範囲はほぼ平坦で、場所による硬度差は確認さ

れない。壁は北側が残存しており、ほぼ直立して立ち上がり、上位に至って大きくタト傾する。検出面

から底面までの深さは最も残存する北側で75cmを測る。

[カ マド]カ マドは北東壁中央部に造られ、創 り貫き式の煙道を持つ。煙道は検出面下15cmま でトンネ

ル状に掘り込まれており、底面は26° の下り勾配で北東方向へ廷びる。煙出し部分の深さは検出面下35

cmを測る。煙道長は1.25m、 幅は23cm、 断面は円形である。袖部の芯材等は残存していない。燃焼部

は43× 28cmの楕円形で、厚さは最厚部で 7 cmを 測る。

[柱穴・ピット]東隅と南西壁中央から計 2個を検出した。

遺物 (第50図、写真図版32)

[土師器]3点出土した。内訳は床面 1点、埋± 2点である。
[石器]床面より敲磨器 1点が出土している。

時期 時期については出土遺物からの同定要素が少なく詳細は不明である。床面出土遺物から9世紀
後半代と推定される。

7号竪穴住居 (第25～27図、写真図版14。 15)

[位置・調査過程]I A7eグ リッドに位置し、北谷の南向き緩斜面上位に位置する。平成18年試掘 トレ

ンチT107に て存在が確認されていた。検出層位は I層直下のⅢ～Ⅳ層上面で、黒褐色上の広がりとし

て確認された。

[重複関係]北東壁で 1号竪穴住居と重複、これを切る。

[規模・平面形・主軸方向]残存辺長は南西―北東 5m、 北西―南東5。3mで、平面形は隅丸方形である。

住居主軸方向はN-22°一Wである。

[埋土]8層に分層される。第 8層は貼 り床である。黒褐色から掲色のシルト主体で構成され、第 5。
7層に焼土ブロック、第 6層に炭化物粒を少量含む。埋土中位から板状礫破片、土師器片が多く出土
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1 本戸井内Ⅳ遺跡
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7号竪穴住居

Ⅳ 調査成果

0             1:50             2m

〆
Ｑ

ヽ
、

B    L=44200m

長径×短径 深 さ

Pll 399×366

Pit2 37× 338

日t3 393×323 555

Pit4 438× 344

Ph5 296× 256

Pit6 308× 212

526× 467

P18 376× 373

第26図  7号竪穴住居 (2)(本戸井内V遺跡)
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木戸井内Ⅳ遺跡
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C' E

―
L=46300m

EI

Di

0        1:25       1m

7号竪穴住居 (A一 A'・ B一 B'共通 )
1 10YR3/1 黒褐色シル ト 粘やや弱 しまりやや強
2 10YR3カ 黒褐色シル ト 粘やや弱・しまりやや強
3 10YR3/2 黒褐色 シル トとν3鈍い責褐色シル トの混合土 (約 :30)
4 10YR2/1 黒色シル ト 粘  しまり共中 炭化物粒3%
5 10YR3/1 黒褐色シル ト 粘 。しまり共中 5YR76 赤褐色焼土ブロック3%
6 10YR4/4 褐色シル ト 粘やや弱  しまりやや強 炭化物粒2%

ζl学ミ光を環 監 4L諜
:慶 イ糞事

や

震化覇寵蟹場未燕倶鳥箸諜〒

ロツクЮ%周
`物

粒2%

10YR3/3 暗褐色シル ト 粘中 しまり強
10Y馳/6 褐色シル ト 粘やや弱 。しまり強 焼土ブロック2%
10YR3/1 黒褐色ンル ト 粘やや弱 。しまり強
3/3 暗褐色シル トプロック30% 炭化物粒1%
10YR4/4 褐色 シル ト 粘  しまり共やや強 焼土プロック3%
10YR4/1 掲灰色シル ト 粘 。しまり共中
5YR4/6 赤褐色焼土ブロック5% 炭化物
10YR3泡  黒褐色シル ト 粘やや強 しま
5YR4/6 ブロック5% 炭化物粒2%

シルト 粘やや強 しまり中
掲色ンルト 粘やや強 しまり強7 10YR5/4 鈍い黄褐色ンルト 粘やや強

東カマド (E― E'・ F―F'共通 )

:器M君雹
'形

k卜粘中をまテ其隼専墓強焼堅歩ゴ駿琢
ロツク2%財ヒ物粒・焼土粒各嚇満

4 10YR4/1 褐灰色シルト 粘 。しまり共中 炭化物粒1%
5 10YR2/1 黒色ンルト 粘中・ しまり強
Pl・ 2(G― G'・ H― H'共通)

を韓ξ笏昌盪魯し孝1麟 :と gl毒幕監
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第27図 7号竪穴住居 (3)(木戸井内V遺跡)
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Ⅳ 調査成果

した。炉芯材を一括廃棄したものと考えられる。

[壁 。床面]住居構築時の掘削はⅣ層中まで及んでいる。床面上には多量の焼上、遺物、炭化材が散

在する。焼失住居である。炭化材は木戊研究会の肉眼による鑑定の結果、ケヤキということが判明し

ている。床面には中央部から南側の斜面下位を中心に貼 り床が施され、特に南側で厚い。残存床面範

囲はほぼ平坦であるが、特に床面中央部北西側がガリガリに硬くしまっている。壁は南西―北東では

ほぼ直立して立ち上がるが、斜面上位にあたる北側では一旦直立して立ち上がった後、外傾する。検

出面から底面までの深さは最も残存する北側
′
で55cmを測る。壁溝は北西壁以外で確認され、南西～南

東、北東壁をほぼ全周する。

[カ マド]北西壁の西寄り1/3の地点から同壁東寄り1/3の地点に作り変えが行われている。古期の

カマ ドである西側カマ ドは判り貫き式の煙道を持ち、検出面下49cmま で トンネル状に掘り込まれてお

り、底面は 度の傾斜を持って北西側に下る。煙出し部分の深さは検出面下86cmを測る。煙道長は
1.07m、 幅は35cm、 断面は円形である。焚口付近煙道上面は被熟により赤変している。カマ ド燃焼部

は残存していない。新期のカマドである東側カマドは褐色シルトで袖が構築されている。芯材および

掘 り方痕跡等は残存していない。煙道は割 り貫き式で検出面下86cmま でトンネル状に掘り込まれてお

り、底面は15度の角度を持って北西側に下る。煙出し部分の深さは検出面下123cmを 測る。煙道長は

1.4m、 幅は35cm、 断面は円形である。燃焼部は55× 52cmの精円形で、厚さは最厚部で 8 cmを 測る。

[柱穴・ピット]床面から柱穴 7個 と、土坑 1基を確認した。Plは検出位置からカマ ド脇の貯蔵穴と

推定される。

[床面上埋土のフローテーシヨン]床面上から採取した土壌 (推定612を )を対象に、現場にて簡易フ

ローテーションを実施している。採取した炭化種子は、乾燥・選別後、同定を古代の森研究舎に委託

している。その結果、オオムギ、コムギ、ヒエ、アワなどの雑穀、イネなどの穀物が得られている。

(詳細については分析・鑑定の項参照)。

遺物 (第51・ 52図、写真図版32～ 34)

[土師器]30点掲載した。内訳は床面直上13点、埋±10点、西側カマド崩落± 4点、東側カマド袖 2点、

煙出し1点である。

[須恵器]2点掲載した。内訳は床面 1点、埋± 1点である。

[石器]2点出土した。内訳は床面 1点、埋± 1点である。

[鉄製品]埋土より刀子が 1点出土している。

時期 床面出土遺物から9世紀前半代と推定される。

8号竪穴住居 (第28図、写真図版16)

[位置 。調査過程]IA6eグ リッドに位置し、北谷の南向き緩斜面上位に位置する。平成18年試掘 ト
レンチT104に て存在が確認されていた。検出層位は I層直下のШ～Ⅳ層上面で、黒褐色土の広がりと

して確認された。

[重複関係]南側で 1号竪穴住居と重複、これを切る。

[規模 。平面形・主軸方向]残存辺長は北西―南東2.6m、 北東―南西2.4mで、平面形は隅丸方形であ

る。住居主軸方向はN-66°一Wである。

[埋土]6層に分層される。黒褐色のシルト主体で構成される。第 6層は貼 り床である。

[壁・床面]住居構築時の掘削はⅣ層下位～V層上面まで及んでいる。床面は約2.0× 1.8mの範囲で貼

り床が施され、斜面下位の南側で最も厚く20cmを測る。残存床面範囲はほぼ平坦で、全体的にしまって
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木戸井内Ⅳ遺跡

A
一―――L=44400m

8号竪穴住居

B
一―――と=44300m

0         1:50        2m

カマ ド (C―C'・ D― D'共通 )
1 10YR3/1 黒褐色 シル ト 粘  しまり共中 5YR5/8 明赤褐色焼土プロック1%
2 10YR5/4 鈍い黄褐色シル ト 粘・しまり共中
3 10YR4/1 褐灰色 シル ト 粘  しまり共中
4 10YR4/2 灰黄褐色ンル ト 粘・ しまり共中 炭化物プロック1%
5 5YR5/8 明費褐色シル ト (焼土)粘弱 。しまり強

0        1:25       1m

8号竪穴住居 (A― A'・ B― B'共通)
10YR2//2 黒褐色ンルト 粘やや強・ しまり強
10YR2/3 黒褐色ンルト 粘やや強 。しまり強
10YR″8 黒褐色シルトプロック (φ 5mm)1%含
10YRν2 黒褐色シルト 粘やや強・ しまり強
10YR/3 黒褐色シルト 粘やや強 。しまり中
10YR6/6 明黄褐色ンルト 10%含
10YR2/3 黒褐色シルト 粘やや強・ しまり強
10YRン2 黒褐色ンルト 粘やや強 しまり強
10YR3/1 黒褐色シルト 粘やや弱 。しまり強
10YR6//6 明黄褐色シルトプロック (φ l～ 5mm)10%(貼 り床)

C
―一―――L=44100m

D
一―一 L=44300m

D'

H18ト レンチ
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第28図 8号竪穴住居 (木戸井内V遺跡 )



Ⅳ 調査成果

いる。壁はほぼ直立して立ち上がる。検出面から底面までの深さは最も残存する北東側で36cmを測る。

[カ マド]北西壁の南寄り1/3の地点に設置されている。袖の芯材には大形の角礫が立位状態で設置

され、黒褐～鈍い黄褐色シルトで構築されている。芯材下端は床面とほぼ接しており、一部は床面を

掘り込む。煙道は到り貫き式で検出面下26cmま でトンネル状に掘り込まれており、30° の角度を持って

西側に傾斜する。煙出し部分の深さは検出面下49cmを測る。煙道長は110cm、 幅は20cm、 断面は円形で

ある。燃焼部は32× 15cmの精円形で、厚さは最厚部で 8 cmを 測る。

[柱穴・ピット]確認されていない。    ′

遺物 出上していない。

時期 遺物が出上していない為詳細な時期は不明であるが、周辺住居の様相、規模・形状などから平

安時代と推定される。

9号竪穴住居 (第 29・ 30図、写真図版17)

[位置・調査過程]Ⅲ A2fグ リッドに位置し、南谷の南向き緩斜面上位に位置する。検出層位は I層直

下のⅥ～Ⅶ層上面で、炭化物粒を含む黒褐色土の広がりとして確認された。

[重複関係]西側、北側で近世墓坑 7基と重複、これらにより切られる。

[規模・平面形・主軸方向]南谷の尾根斜面裾に位置することから崩落・流出等の影響で南辺が残存

せず、全容は不明である。残存辺長は西―東5。 15m、 北―南4.Omで、平面形は隅丸方形基調である。

住居主軸方向はN-80° ―Wである。このほか、北側斜面裾部に幅55cmほ どのテラス状の平場を作 り

出している。平場上には建物を支える柱を立てたと思われる小穴があり、屋根がふきおろされてあっ

たと推定される。

[埋土]7層 に分層される。第 7層 は貼 り床である。黒褐色のシルト主体で構成され、 3～ 5層は斜

面上位にあたる北側からの崩落堆積の状態を呈している。

[壁・床面]住居構築時の掘削はⅦ層まで及んでいる。床面には中央部から南側にかけて褐色シルト

による貼 り床が施されており、最厚部で 7 cmを測る。残存床面範囲はほぼ平坦で、場所による硬度差

は確認されない。壁は北・東 。西側が残存しており、それぞれやや外傾して立ち上がる。検出面から

底面までの深さは最も残存する北側で80cmを 測る。

[カ マ ド]残存部から西壁の中央部に設置されたと推定される。袖の芯材には板状の角礫が立位状態

で設置され、灰黄褐色シルトで構築されている。芯材下端は床面とほぼ接しており、掘り方は確認さ

れない。煙道・煙出しの構造は上部削平の為判然としないが、114× 34cm、 深さ23cmの範囲で溝状に

掘 り込まれており、底面は55° の角度を持って西側に上がっている。煙道長は検出した範囲で90cm、

幅は30cm、 断面は皿形である。燃焼部は70× 50cmの楕円形で、厚さは最厚部で 4 cmを測る。

[柱穴・ピット]東壁付近から1基を検出した (Pl)。 開口部径58× 53cm、 深さ20cmほ どで、W― Eで

は漏斗状の断面となる。このほか、北側斜面のテラス状の平場から3個検出している。

遺物 (第 52・ 53図、写真図版34)

[土師器]17点出土した。内訳はカマ ド崩落± 4点、埋±13点である。

[土製品]埋土から羽口片が 2点出上している。

[鉄製品]埋土から棒状鉄製品が 1を点分出上している。

時期 床面出土遺物から9世紀末～10世紀前葉と推定される。
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1 木戸井内Ⅳ遺跡
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575× 532
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Pit3 233× 219 349

Pit4 203X182 237

第29図 9号竪穴住居 (1)(本戸井内V遺跡)
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Ⅳ 調査成果

5

E
―――一―L=43300m

El

9号竪穴住居 (A一 A'・ B― B'共通 )
1 10YR3/ユ  黒褐色シル ト 粘弱  しまりやや弱 炭化物粒2%
2 10YR3/2 黒褐色シル ト 粘弱  しまりやや弱 炭化物粒 1%
3 10YR73 鈍い黄褐色シル ト 粘弱 しまりやや弱
4 10YR5/6 黄褐色シル ト 粘弱 しまりやや弱 マサ±30%含 (10YR7/6明 黄褐色 )
5 10YR3/3 暗褐色シル ト 粘弱  しまりやや強
6 10YR2/2 黒褐色シル ト 粘弱 しまりやや弱
7 10YR4/4 褐色ンル ト 粘弱 。しまり中 (貼 り床 )
カマ ド (C― C'・ D― D'共通 )
1 5YR5/4 鈍い赤褐色シル ト 粘弱 .し まり中
2 10YR4/2 灰黄褐色シル ト 粘やや弱  しまり中
3 10YR2/1 黒色シル ト 粘やや弱・しまり中
4 5YR5/8 明赤掲色シル ト (焼土)粘弱  しまり中
5 10YR5/4 鈍い黄褐色シル ト 粘弱 。しまり中
Pl(E― E'共通 )
1 10YR3/1 黒褐色シル ト 粘  しまり中
2 10YR4/2 灰黄掲色シル ト 粘  しまり中

0             1 :25            1m

第30図 9号竪穴住居 (2)(本戸井内V遺跡)

10号竪穴住居 (第 31・ 32図、写真図版18)

[位置・調査過程]I A7jグ リッドに位置し、南尾根の南向き斜面上位に位置する。平成19年試掘 トレ

ンチにて存在を確認したものである。検出面はⅡ層直下のⅢ～Ⅳ層上面で、黒褐色土の広がりとして

確認された。

[重複関係]な し。

[規模・平面形・主軸方向]残存辺長は西一東3.55m、 北一南3.8mで、平面形は隅丸方形である。住居

主軸方向はN-67°一 Eである。

[埋土]7層に分層される。第 7層 は貼り床である。黒褐～褐色のシルト主体で構成される。

[壁・床面]住居構築時の掘削はⅦ層まで及んでいる。床面にはほぼ全域に貼 り床が施され、3.1× 3.4

m、 厚さ 8 cmを測る。残存床面範囲はほぼ平坦で、場所による硬度差は確認されない。壁はいずれも

僅かに外傾して立ち上がる。検出面から底面までの深さは最も残存する東側で65cmを測る。

[カ マ ド]北東壁の南寄り1/3の ところに設置されている。袖の芯材には10～ 15cm程の角礫が立位状

態で設置され、黒褐～褐色シルトで構築されている。芯材下端は床面とほぼ接しており、掘り方を持

たない。煙道は到 り貫き式で検出面下65cmま で トンネル状に掘 り込まれており、33° の下り勾配で東

側に傾斜する。煙出し部分の深さは検出面下110cmを 測る。煙道長は116cm、 幅は25cm、 断面は円形で

ある。燃焼部は明確に確認されず、カマド左袖芯材周辺に径 4 cm、 厚さ 6 cm程度の焼上が確認された

のみである。

[柱穴・ピット]西壁付近から2個を検出した (Pl・ 2)。

遺物 (第53図、写真図版34)

[土師器]6点出土した。内訳は床面ピット埋± 1点、床面直上 1点、カマド袖 1点、埋± 3点である。

時期 時期については出土遺物からの同定要素が少なく詳細は不明である。床面出土遺物から9世紀
代と推定される。
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木戸井内Ⅳ遺跡

10号竪穴住居

10号竪穴住居 (A― Aつ
1 10YR3/1 黒褐色シルト 粘 しまり共中 5/6黄 tJJ色 シルトプロック2%
2 10YR4/4 褐色シルト 粘・ しまり共やや弱 5/6黄 褐色シルトモヤ状に10% 炭化物粒1%
3 10YR4/6 褐色シルト 粘やや弱 しまりやや強 3/1黒 褐色シルト10%
4 10YR3/2 黒褐色シルト 粘 。しまり共中
5 10YR3海  暗褐色シルト 粘・しまり共中 炭化物粒1%
6 10YR4/3 鈍い黄褐色ンルト 粘弱 。しまりやや弱
7 10YR3/4 暗褐色シルト 粘 しまり共中 炭化物粒1%未満
カマド (B一日',C― C'・ D― D'共通 )
1 10YRツ6 黄褐色粘質シルト 粘 。しまり共中 (崩 落土)
2 5YR4/6 赤褐色シルト (焼土)粘 。しまり共中
3 5YRプ 1 黒褐色シルト 粘中 。しまり共中
4 10YR2/2 黒掲色シルト 粘中・ しまりやや弱
5 10YR5/6 黄褐色シルト (マサ土)粘 。しまり共やや弱
6 10YR3/1 黒褐色シルト 粘中・しまりやや弱
10YR5/6 黒褐色シルト (マサ土)2%含
7 10YR3/4 暗褐色シルト 粘・ しまり共中

一◎°
伊

0             1 :50            2m

C'①
FO

ёP確   漏

10号竪穴住居 (cm)

長径×短径 深 さ

426× 349 228

423× 377 306
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Ⅳ 調査成果

C
―一―一L=44800m

Ci

D
一一……L=45700m

D'

Pl・ 2(E一 E'・ F―F'共通 )
1 10YR3/1 同3/2 黒褐色シル トの混合土 (50:側)粘中 。しまりやや弱

0             1 :25            1m

第32図  10号竪穴住居 (2)(木戸井内Ⅳ遺跡)

11号竪穴住居 (第33図、写真図版19)

[位置 。調査過程]I A6fグ リッドに位置し、北谷の南向き緩斜面上位に位置する。検出層位は I層下

のV層面で、黒褐色土の広がりとして確認された。

[重複関係]な し。

[規模・平面形・主軸方向]尾根斜面裾部に位置することから崩落 。流出等の影響で南辺が残存せず、

全容は不明である。残存辺長は西―東1.85mで、平面形は隅丸方形基調である。住居主軸方向はN―

25°― Eである。

[埋土]2層に分層される。上位は黒褐色、下位はにぶい責褐色シルトが堆積する。

[壁・床面]住居構築時の掘削はⅦ層まで及んでいる。検出範囲の床面の状態を確認したところ、以下

の掘削痕跡がほとんどなく、掘削底面をほぼそのまま床面とし貼 り床は施されていない。残存床面範

囲はほぼ平坦で、全体的にしまっている。壁は北側が残存しており、ほぼ直立して立ち上がる。検出

面から底面までの深さは最も残存する北側で17cmを測る。

[カマ ド]北壁の東寄り1/3の ところに設置されている。袖部、芯材の掘 り方、燃焼部焼土等は確認

されず、周辺に小礫が僅かに散在するのみである。煙道は到 り貫き式で検出面下32cmま で トンネル状

に掘り込まれており、40° の角度を持って北側に下る。煙出し部分の深さは検出面下54cmを 測る。検

出時、煙出しピット内には径20cm前後の礫が充填され、ピットを塞ぐような状況が確認された。煙道

長は■Ocm、 幅は12cm、 断面は円形である。

[柱穴・ピット]東壁から1個検出した (Pl)。

E  L=44 600m  E' F   と=44 600m   P
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1 木戸井内Ⅳ遺跡

B
――――L=45100m

:キh∧

A

―
L=44900m

A'

0         1:50        2m

11号竪穴住居 (A―A')
1 10YR3/1 黒褐色ンルト 粘やや弱 しまり中
2 10YR4/3 鈍い黄褐色シルト 粘やや弱 しまり強
カマド (B― B')
1 10YR3/2 黒掲色シルト 粘やや弱・ しまりやや強
2 10YR4/2 灰黄褐色シルト 粘弱 しまり中

B'

0             1 :25 lm

第33図  11号竪穴住居 (木戸井内Ⅳ遺跡)

遺物 出土していない。
時期 遺物が出上していない為詳細な時期は不明であるが、周辺住居の様相、規模・形状などから平
安時代と推定される。

12号竪穴住居 (第34図、写真図版20)

[位置 。調査過程]Ⅲ A2gグ リッドに位置し、南谷の南向き緩斜面上位に位置する。検出層位は I層下
の 層上面で、炭化物を少量含む黒褐色上の広がりとして確認された。
[重複関係]な し。

[規模・平面形・主軸方向]尾根斜面裾部に位置することから崩落・流出、後世の開削等の影響で住居
本体が殆ど残存していない。残存辺長は西―東ユ.5m、 北―南1.2mで、住居平面形は不明である。住居

主軸方向はN-2°― Eである。

[埋土]3層に分層される。第 3層は貼 り床である。黒褐色シルト主体で構成される。
[壁・床面]住居構築時の掘削はⅦ層まで及んでいる。床面には 3～ 5 cm程度の貼 り床が確認された。
検出面から底面までの深さは最深部で12cmを測る。
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長径×短径 深 さ

586× 641 286



Ⅳ 調査成果

[カ マド]設置方位は北側であるが位置は不明である。袖部、芯材の掘り方等は確認されず、周辺に小

礫、土器小片が散在するのみである。煙道は割 り貫き式で検出面下54cmま で トンネル状に掘り込まれ

ており、25° の角度を持って北側に下る。煙出し部分の深さは検出面下86cmを測る。煙道長は132cm、

幅は20cm、 断面は円形である。燃焼部は40× 37cmの不整な円形で、厚さは最厚部で 6 cmを測る。カマ

ド燃焼部焼土およそ大コンテナ 1箱分を対象に土壌の簡易フローテーシヨンを実施している。その結

果、オオムギ、イネなどの炭化種子が少量得られている (詳細は分析・鑑定の項参照)。

[柱穴・ピット]確認されていない。    ´

遺物 (第54図、写真図版35)

[土師器]床面直上から9点出土している。

[炭化種子]カ マド燃焼部から少量出土した。内訳はオオムギ、イネである。

時期 時期については出土遺物からの同定要素が少なく詳細は不明である。床面出土遺物から9世紀

代と推定される。

∫
聖難居
__1石高めhA B

一
L=44,000m

12号竪穴住居 (A― A' ・ B― B'共通 )
10YR3/1 黒褐色ンルト 粘やや弱 。しまりやや強
マサ土粒10% 炭化物粒3%
5YR5/8 明赤褐色シルト (焼土)粘弱・しまり中
10YRν 3 鈍い黄褐色シルト 粘弱・しまり強
101rR3/2 黒褐色シルト 粘やや弱 。しまりやや強
マサ土粒5% 炭化物泣1%

A  L=44800m

0        1:25       1m

第34図  12号竪穴住居 (木戸井内V遺跡)
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Ⅳ 調査成果

中世

竪穴建物

1号竪穴建物 (第35～ 37図、写真図版21)

[位置・調査過程]Ⅲ B8aグ リッドに位置 し、南尾根の南西向き斜面に位置する。平成18年試掘 トレ

ンチT4にて存在が確認されていた。検出層位は I層直下のマサ土層上面で、にぶい黄褐色上の広が

りとして確認された。

[重複関係]中央～南側で 2号竪穴建物と重複、これにより切られる。

[規模・平面形・主軸方向]尾根斜面に位置し、調査開始に伴う切り出し道路造成の際に南西側を削

平されているため、全容は不明である。残存辺長は北西―南東7.5m前後で、平面形は隅丸長方形基

調と思われる。住居主軸方向はN-22°一 Eである。

[埋土]調査時、重複する2号竪穴建物と同一遺構と認識していた為、 1号竪穴建物としての埋上の

記録を欠いている。

[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層中まで及んでいる。床面の状態は、掘削底面をほぼそのま

ま床とし貼り床は施されていない。壁は北東側の一部が残存しており、底面からやや外傾して立ち上

がる。検出面から底面までの深さは最も残存する北側で128cmを測る。

[炉]残存範囲においては確認されていない。

[柱穴・ピット]北東壁に近いところから壁に沿うように5基の柱穴が確認された (PP l～ 5)。

遺物 出土していない。
時期 重複する 2号竪穴建物の壁滞内出土遺物の時期から中世後半～近世初頭と推定される。

2号竪穴建物 (第 35。 36・ 38図、写真図版21)

[位置 。調査過程]Ⅲ B9aグ リッドに位置し、南尾根の南西向き斜面に位置する。平成18年試掘 トレ

ンチT4にて存在が確認されていた。検出層位は I層直下のマサ土層上面で、にぶい黄褐色上の広が

りとして確認された。

[重複関係]中央～北側で 1号竪穴建物と重複、これを切る。

[規模・平面形 。主軸方向]尾根斜面に位置し、調査開始に伴う切 り出し道路造成の際に南西側を削

平されているため、全容は不明である。残存辺長は北西―南東7.5m前後で、平面形は隅丸長方形基

調と思われる。住居主軸方向はN-3°― Eである。

[埋土]7層 に分層され、にぶい黄暗褐色の砂質シルト主体で構成される。第 7層は壁面崩落上の様
相を呈し、マサ土を50%程度含む。

[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層中まで及んでいる。床面の状態を確認したところ、以下の

掘削痕跡がほとんどなく、掘削底面をほぼそのまま床面とし貼 り床は施されていない。残存床面範囲

はほぼ平坦で、場所による硬度差は確認されない。壁は北 。東側の一部が残存しており、緩やかに外

傾して立ち上がる。検出面から底面までの深さは最も残存する北側で102cmを測る。

[炉 ]北壁付近の中央部に位置し、掘 り込みを有する炉跡である。掘 り込みは40× 35cm、 深さ15cmの

範囲に黒褐色のシルトが分布する。平面は不整形で、断面は皿状である。燃焼部は30× 18cmの楕円形

で、厚さは最厚部で 8 cmを測る。この黒褐色シルトの分布範囲から径15～ 13cmの扁平礫が 2点出土し

ている。出土状況・表面観察から、台石であった可能性がある。

[土壌洗浄]台石が検出された時点で鍛錬鍛冶工房の可能性を想定し、床面土壌の採取・洗浄を行い

鍛造剥片の抽出を試みた。その結果、鍛造剥片は未検出である。
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Ⅳ 調査成果

[柱穴・ピット]北壁に近いところから壁に沿うように 3基の柱穴が確認された (PP l～ 3)。

遺物 (第54図、写真図版35)

[台石]炉周辺の黒褐色シルトの分布範囲から2点出土している。いずれも表面にタール状の黒褐色
の付着物が見られる。

[古銭]西側壁溝内から永楽通賓が小板片に載った状態で 2点出土した。

[薄板材]西側壁溝内から銭貨を 2点載せた状態で出土した。材質はケヤキである。X線撮影の結果、

他にも 1点分の銭貨の痕跡があることから、本来は銭貨が 3枚存在したものと思われる。

時期 床面出土遺物から中世後半～近世初頭と推定される。

近世

炭窯

1号炭窯 (第39図、写真図版22)

[位置・調査過程]Ⅱ Alhグ リッドに位置し、北谷の北向き斜面下位に位置する。平成18年試掘 トレン

チTl10にて存在が確認されていた。検出層位はⅢ層上面で、灰黄褐色土の広がりとして確認された。

[重複関係]な し。

[盛土・平場整地]斜面上位に炭窯本体を取り巻くような半円状の狭い平場と、平場に沿う小溝が造成

されている。炭窯の防排水を兼ねた滞の可能性が想定される。また、炭窯の本体下半部では斜面上位

を掘削した際の盛土整地が行われ、北側壁が整地層を掘り込んでいる様子が確認された (第 14。 15層 )。

[規模・平面形・主軸方向]開 回部の規模は長軸3.54m、 短軸2.72mで、平面形は倒卵形である。主軸

方向は斜面上～下を長軸としておりN-13° ―Wである。短軸は概ね東西方向で等高線に平行である。

[埋土]15層 に分層され、灰責褐～にぶい責橙色質シルト主体で構成される。第 4・ 5層は橙色焼土の

筋状～ブロック状堆積層である。 1～ 5層 はいずれも天丼～側壁崩落土と考えられる。

[壁・床面]炭窯構築時の掘削はマサ土層中まで及んでいる。床面上には全域に黒色の炭化面が広がり、

堅く焼きしまる。壁は斜面下位にあたる北側を除いて残存しており、それぞれやや外傾して立ち上が

る。東狽I壁面には一部に構築材として扁平礫の石組み構造が残存している。検出面から底面までの深

さは最も残存する南側で144cmを 測る。壁面から底面にかけては硬化した黒色炭化層の外側 (第 11層 )

が被熱により赤変・焼土化している状況が確認された。

[煙出し・焚口]焚回は斜面上位にあたる南壁中央部に構築されている。規模は23X5cmで、構築材と

して扁平な亜角礫が用いられる。焚口奥には径44× 2cm、 長さ100cm、 厚さ 6 cmほ どの筒状の上製品を

30° の角度で斜位に据え、煙出しとしている。

[出入り口]斜面下位にあたる北側に幅43cm、 長さ50cmの張り出しが確認されている。斜面下位にあた

ること、壁面がこの部分のみ確認されないことなどから出入り口と考えられる。

遺物 出上していない。
時期 遺物が出土していないため詳細な時期は不明であるが、遺構の諸属性から近世以降、近現代に
かけての炭窯であると考えられる。

畑

耕起の痕跡を示す遺構。黒色の筋状プランが連続するもので、調査区から6箇所が確認されている。

断面形態からいずれも畑作によるものと推定される。平成18年度の試掘 トレンチT108。 111に より存

在が確認されていた。
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木戸井内Ⅳ遺跡

し=46400m

OA

1号炭窯

焼土範囲

A′

L==45800m

10 5YR3/3 暗赤褐色シル ト 粘弱  しまり中
11 25YR4/3 鈍い赤褐色シル ト (被熱)粘弱 。しまり強
12 5YR4れ 鈍い赤褐色ンル ト 粘弱  しまり強
13 10YR6/6 明黄褐色砂質シル ト 粘 。しまり共弱
14 111YR3/1 黒掲色シル トと6/6明 黄褐砂質シル トの混合土
151ばrR3/1 黒褐色シル ト 粘弱・ しまりやや弱

1号炭窯 (木戸井内V遺跡 )

0             1 :50            2m

1号炭窯 (A― A'・ B― B'共通 )
10YR5/2 灰黄褐色シル ト 粘 。しまり共弱
10YR3/1 褐色シル ト 粘やや弱・ しまり弱
10YR6/3 鈍い黄橙色シル ト 粘弱 しまりやや弱
10Y留 /4 鈍い黄橙色シル ト 粘弱  しまり中 5YR6ん 橙色焼土筋状に入る
5YR6//6 橙色シル ト (焼土)粘弱 。しまりやや弱
10YR4/3 鈍い黄橙色 シル ト 粘・しまり共弱
N15//0 黒色炭化層 粘弱・ しまり強
25Y7/4 浅黄色シル ト 粘弱・ しまり中
5YR3泡  暗赤褐色シル ト 粘弱  しまり中
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第39図

(70:30)粘弱 。しまりやや弱



Ⅳ 調査成果

1号畑 (第40・ 41図、写真図版23・ 24)

[位置・検出状況]IA9～ 10f～hグ リッドに位置する。Ⅱ層上面において平面観察により黄褐色砂質
シルトの筋状プラン群として、また、断面A―だ において灰黄褐色の盛土層に覆われる断面カマボコ状

の黒色の高まりと凹みの連続として検出された。

[重複関係]北東側で 2号畑と重複し、これを切る。

[範囲・溝の条数・配列・規模]検出範囲は130.5∬ である。平面で検出した灰黄褐色上の筋状プラン
群の調査区内における確認条数は19本で、等高線と直交するように北西―南東方向に延びる。検出長

は6.5m以下、幅は上端が50～ 55cm、 下端が30～ 40cm、 検出面からの深さは 5 cm以下である。断面A―A
′
で検出した凸部 (4層)は、確実なもので 5箇所ある。この間に凹部 (3層)が 4箇所存在する。
これによると各凹部間の心心距離は48,7cmである。

[埋土]断面A‐だ により表土からの連続した観察が可能である。基本土層 Ib層にあたる 2・ 3層は
南側尾根斜面からの流入上で、マサ上が多量に混じる。短期間での崩落、人為的な盛土と推定される。

基本土層Ⅱ層にあたる 4層 は、平面検出の際に筋状プランとして捉えた黒色上で、炭化物粒を1%未
満含む。畑の耕作層にあたるとみられる。にぶい黄橙色・黒掲色のシル ト層からなる 5・ 6層は基本

土層Ⅲ層に相当する。層中に乱れはなく、本層を含む下位層に耕作が及んだ痕跡は見られない。以上

のような状態から① 4層堆積② 4層の耕起と土壌撹拌および畝立て③放置④斜面崩落土 (あるいは人

為堆積土)に より畝間埋没、という時間的経過が推定される。

遺物 なし。
時期 検出層位および埋土状態から近世といえる。なお、土層から抽出した炭化物陥 1に対し、AMS
測定による放射性炭素年代測定を実施している。これにより得られた年代値は2920± 50年BPで (V

章 1節参照)、 層位的見地と相容れない。以下、検出された畑について計測値の一覧を示す。

第 2表 木戸井内V遺跡畑計測値一覧
遺構名 グリッド 検出層位 覆土 検出面積 検 出 畝間心心距離

1号畑 I A9-10f^▼h 北谷Ⅱ層 斜面崩落土・盛土 1305∬ 畝・畝間 57.6cm (畝 高11～ 14cm)

2号畑 I A8～ 9g、 7～9h、 7～8i 北谷Ⅱ層 斜面崩落土・盛土 80,8� 畝 間 53.6cm

3号畑 Iノ 8ヽ-9i 北谷Ⅱ層 斜面崩落土・盛土 5。18笛 畝 間 58.5cm

4号畑 Ⅱ Alj 北谷Ⅱ層 斜面崩落土・盛土 629∬ 畝 間 68.8cm

5号畑 Ⅲ A4g 南谷Ⅱ層 斜面崩落土・盛土 16∬ 畝 間 96.Ocm

6号畑 Ⅲ A5i 南谷Ⅱ層 斜面崩落土・盛土 528∬ 畝 間 69 5cm
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1 木戸井内Ⅳ遺跡

1号溝 (雨裂)(写真図版25)

[位置 。検出関係]南谷Ⅲ A5f～ⅢB3cグ リッドにかけて南西―北東方向に延びる。表土除去後のⅡa層
上面において黒色の帯として検出した。

[重複関係]な し。

[規模]検出範囲は38m2でぁる。検出長は35m、 幅は上端がlm、 検出面からの深さは40cm、 断面形は
V字形を呈する。

遺物 (第55図、写真図版36)

[陶磁器]埋土から近世とみられる陶器片 2点が出土した。

[土製品]埋土から羽口片 1点が出土した。

[鉄製品]埋土から3点出上した。

[古銭]埋土から無文銭 1点が出土した。

[鉄滓]埋土から小コンテナ0.5箱出土した。

時期 出土遺物から近世以降と推定される。

(丸山)

if施
封ヒヘ2m 為 と;

1～4号墓坑

粘中・ しまりやや弱
粘中・ しま りやや弱

0       1:60      2m

∝OB

(調査区域外)

A    L=44500m

OC′
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第42図 1～ 4号墓坑 (木戸井内Ⅳ遺跡)



Ⅳ 調査成果

墓

1号墓坑 (第42図 )

[位置 。検出状況]調査区南谷部、Ⅲ Alfグ リッドに位置する。検出面は I層直下のマサ土層 (Ⅵ～Ⅶ

層)上面で、 9号住居と重複している。新旧関係は本遺構が新しい。 9号竪穴住居のプラン内に存在

していること、全体的な調査期間等の関係から墓坑上場、人骨確認範囲を記録した後、完掘を行った。

[規模・形状]平面形は推定値で開口部径0.77× 0.44mの楕円形を呈すると思われる。 9号住居の精査

時に本遺構の大半を掘り下げてしまったため、詳細な規模は不明である。

[埋土]マサ土を少量含む黒褐色シルト主体である。

[出土遺物・時期]成人と見られる人骨片 (頭蓋 1、 大腿など)が出土している。副葬品は確認できな

かったが、周囲の墓坑の遺物から近世に属すると考えられる。

2号墓坑 (第42図、写真図版25)

[位置 。検出状況]調査区南谷部、Ⅲ Ale、 Ⅲ Alf、 Ⅲ A2e、 Ⅲ A2fグ リッドに位置する。検出面は I

層直下で、南谷斜面部の試掘 トレンチT34の壁断面にて確認した。 9号住居と重複し、新旧関係は本

遺構が新しい。

[規模・形状]平面形は開口部径の長軸が2.43m、 短軸が残存値で1.26mの楕円形を呈すると思われる。

断面形は円筒状で、壁はややタト傾して立ち上がる。深さは残存している最深部で152cmを測る。

[埋土]2層からなり、黒褐色シルト主体で構成される。
遺物 (第55図、写真図版36)

成人とみられる人骨 (頭蓋 1、 大腿など)のほか、寛永通賓 3点 (古寛永 1点、新寛永 2点)が出

土している (■5～ 117)① 埋葬時期は出土遺物から近世と考えられる。

3号墓坑 (第42図、写真図版25)

[位置・検出状況]調査区南谷部、Ⅲ Alg、 Ⅲ A2gグ リッドに位置する。検出面は I層直下のマサ土

層上面で、黒褐色の楕円形プランとして確認した。

[規模・形状]平面形は開口部径1.12× 0。94mの楕円形を呈する。断面形は円筒状で、壁はやや外傾し

て立ち上がる。深さは最深部で91cmを測る。

[埋土]マサ土を少量含む黒褐色シルト主体で構成される。

遺物 (第55図、写真図版36)

成人とみられる人骨 (頭蓋 1、 大腿など)の ほか、煙管 1点 (118)と 寛永通費 2点 (119。 120)が

出土している。埋葬時期は出土遺物から近世と考えられる。

4号墓坑 (第42図、写真図版26)

[位置 。検出状況]調査区南谷部、Ⅲ Alf、 Ⅲ A2fグ リッドに位置する。検出面は I層直下のマサ土層

上面で、黒褐色の楕円形プランとして確認した。 9号竪穴住居の平場内にかかり、本遺構が新 しい。

3号墓坑と近接する。

[規模・形状]平面形は開田部径1.08× 0.84mの精円形を呈する。断面形は円筒状で、壁はやや外傾し

て立ち上がる。深さは最深部で107cmを測る。

[埋土]マサ土を少量含む黒褐色シルト主体で構成され、埋土から人骨 2体分が出土している。人骨は

上下に 1体づつ、重なるように出上した。
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1 木戸井内Ⅳ遺跡

1号住居状遺構

1号住居状選構 (A― A')
1 10YR3/1 黒褐色 シル ト 粘  しまり中
2 10YR72 灰黄褐色 シル ト 粘・ しまり中

0         1:50       2m

第43図  1号住居状遺構 (木戸井内Ⅳ遺跡)

遺物 (第55図、写真図版36)

成人とみられる人骨 (頭蓋 2、 大腿など)のほか、煙管 2点 (121・ 122)と寛永通賓 7点 (123～
129)が出土している。埋葬時期は出土遺物から近世と考えられる。

調査区域外墓坑

このほか、南谷調査区域外から墓坑が 2基確認された (一部、今次調査区にかかる)。 これについて

は宮古市教育委員会、宮古地区行政組合、 (株)大坂建設、の協力を得て掘削が行われた。北側斜面上

位側に位置するものを北側墓坑、南側斜面下位側に位置するものを南側墓坑と呼称し、以下に内容を

記載する。

南側墓坑 (第42図 )

開口部径1.23m、 人骨 (頭蓋 2、 大腿など)、 古銭22点が出土している (第 59・ 60図、写真図版39・ 40)。

人骨は上下に 1体づつ重なるように出上している。

北側墓坑 (第42図 )

開口部径0,9m、 人骨 (頭蓋 1、 大腿など)、 キセル 1点、鉄製品 lJ点が出土している (第 59・ 60図、写

真図版39。 40)。
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Ⅳ 調査成果

時期不明

住居状遺構

1号住居状遺構 (第43図、写真図版26)

[位置 。調査過程]Ⅱ A6gグ リッドに位置し、中央尾根の西側に位置する。検出層位は I層直下のマサ

土層上面で、黒褐色上の広がりとして確認された。

[重複関係]な し。

[規模・平面形・主軸方向]西半部が調査区域外にかかるため、全容は不明である。残存辺長は北西

―南東3.55mで、平面形は円形基調である。

[埋土]2層に分層される。黒褐色灰黄褐色のシルトで構成される。

[壁・床面]掘削はマサ土層まで及んでいる。床は掘削底面をほぼそのまま床面とし貼 り床は施されて

いない。残存床面範囲はほぼ平坦で、場所による硬度差は確認されない。壁は北・東側が残存してお

り、やや外傾して立ち上がる。検出面から底面までの深さは最も残存する北側で20cmを測る。

[柱穴・ピット]北西側床面から径17cmの小穴が 1個検出されている。

遺物 出上していない。

時期 不明である。

焼土遺構

1号焼土遺構 (第44図、写真図版27)

[位置 。検出状況]調査区南谷部、Ⅲ B2bグ リッドに位置する。検出面はⅢ層上面である。重機による

掘削時に北側の壁断面にて赤掲色の堆積を確認した①南側は消失している。

[規模・形状]平面形は〈0.48)× 0.45mの 歪な長精円形を呈すると思われる。断面形は皿状で、層厚は

10cmを測る。

[出土遺物]遺物は出上していない。

[時期・性格]詳細な時期・性格は不明である。

2号焼土遺構 (第44図、写真図版27)

[位置・検出状況]調査区中央尾根部、ⅡA句グリッドに位置する。検出面は I層直下のマサ土層上面で

ある。明赤褐色の広がりとして確認した。H18年度の確認調査におけるT34で存在は確認されていた。

[規模・形状]平面形は0.67× 0.41mの歪な台形を呈する。断面形は皿状で、層厚は 8 cmを測る。

[出土遺物]遺物は出土していない。

[時期・性格]H18年度の確認調査においてT34か らは鉄津が出土しており、鉄生産関連遺構との関係

が疑われるが、本調査において鉄生産関連遺構は検出されず、詳細な時期・性格は不明である。

3号焼土遺構 (第44図、写真図版27)

[位置・検出状況]調査区北谷部、IA巧グリッドに位置する。10号住居と重複しており、新旧関係は本

遺構が新しい。検出面はⅡ層直下で、10号住居の第 1層上面である。暗赤褐色の広がりとして確認した。

[規模・形状]平面形は0.49× 0,41mのハート型を呈する。断面形は皿状で、層厚は 7 cmを 測る。

[出土遺物]遺物は出土していない。

[時期・性格]詳細な時期・性格は不明である。
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木戸井内Ⅳ遺跡

1号焼土

A
O

L=47400m

2号焼土

A′

〆

③

OA

‖A61か ら

南へ2m

と=57,300m A′

3号焼土

ホ旬施
東へlm

L=44900m

1号焼土 (A一 Aつ
1 10YR4洛  鈍い黄褐色シルト 粘・しまり共やや弱
2 10YR3/1 黒褐色シルト 粘 しまり共やや弱
3 10YRプ2 黒褐色シルト 粘・しまり共やや弱
4 5YR4/6 赤褐色ンルト (焼土)粘  しまり共やや弱
5 10YR3/3 暗褐色シルト 粘 ,し まり共中
6 10YR3/4 暗褐色ンルト 粘・ しまり共中

2号焼上 (A―A')
15Y踊/6 明赤褐色シルト (焼土)粘弱 。しまりやや弱

3号焼土 (A― Aつ
1 5YR3/6 暗赤褐色粘質シルト (焼土)粘  しまり共やや強

0                 1 :20

第44図 1～3号焼土遺構 (木戸井内V遺跡)
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Ⅳ 調査成果

上坑

7号土坑 (第45図、写真図版27)

[位置 。検出状況]調査区南尾根部、Ⅲ B8c～Ⅲ B8dグ リッドにかけて位置する。検出面は I層直下の

マサ土層上面で、 3号住居の精査時に炭化物範囲として確認した。 3号住居との新旧関係は本遺構が

新しいが、当初は本遺構の存在を認識できずに 3号住居を精査していたため、西側は消失してしまった。

[規模・形状]平面形は開口部径 (1.17)× (0.93)mのほぼ円形を呈する。断面形は椀状で、壁は緩

やかに外傾して立ち上がる。深さは最深部で36cmを測る。

[埋土]埋土上部は 3号住居の埋土に近い灰責褐色、下部は災化物を含む黒色層と明赤褐色の焼土層で

構成される。

[フ ローテーシヨンの実施]埋上下位の上壌およそ大コンテナ 1箱分を対象に簡易フローテーシヨンを

実施した。その結果、オオムギ、イネなど少量の炭化種子が得られている (分析
。鑑定の項参照)。

[出土遺物・時期]時期決定できる出土遺物を欠くため詳細は不明であるが、平安時代の可能性がある。

8号土坑 (第45図、写真図版28)

[位置・検出状況]調査区北尾根部、I A6dグ リッドに位置する。検出面は I層直下のマサ土層上面で、

黒褐色上の円形プランとして確認した。

[規模・形状]平面形は開田部径0,99× 0.78mの 楕円形を呈する。断面形は袋状だが、南東狽Iは斜面の

崩落により削られていると思われる。壁はほぼ垂直に立ち上がるが、北西側は次第に内傾しながら開

口部に至る。深さは最深部で43cmを測る。

[埋土]4層からなり、灰黄褐色シルト主体で構成される。

[出土遺物・時期]遺物は出土しておらず、時期は不明である。

9号土坑 (第45図、写真図版28)

[位置・検出状況]調査区北尾根部、 I A5d～ I A6dグ リッドに位置する。検出面は I層直下のマサ

土層上面で、黒掲色上の円形プランとして確認した。

[規模・形状]平面形は開口部径0.88× 0.51mの精円形を呈する。断面形は皿状で、壁はほぼ直立するが、

南側は斜面の崩落により削られており、立ち上がりは確認できなかった。深さは最深部で45cmを測る。

[埋土]3層からなり、灰責褐色～にぶい責褐色の粘性の弱いシルト主体で構成される。

[出土遺物・時期]遺物は出土しておらず、時期は不明である。

10号土坑 (第45図、写真図版28)

[位置 。検出状況]調査区北谷部、 I A7hグリッドに位置する。Ⅳ層上面で、炭化物ブロックを含む黒

色の楕円形プランとして確認した。

[規模・形状]平面形は開口部径0.9× 0.72mの 隅丸方形を呈する。断面形は皿状で、壁はやや外傾して

立ち上がる。深さは最深部で16cmを測る。

[埋土]炭化物を含む黒色シルトの単層である。

[出土遺物・時期]遺物は出上しておらず、時期は不明である。

11号土坑 (第46図、写真図版28)

[位置・検出状況]調査区南谷部Ⅲ A2eグ リッドに位置する。検出面は I層直下のマサ土層上面である。
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木戸井内Ⅳ遺跡

3号竪穴住居

7号土坑

7号土坑 (A― A')
1 10YR2/1 黒色ンル ト 粘  しまり共やや弱 炭化物粒5%
2 25YR5/8 明赤褐色シル ト (焼土)粘弱 。しまり中

8号土坑
ホ6燒 A

北へlm

L=46900m A′

8号土坑 (A― A')
1 10YR3/2 黒褐色ンルト 粘・ しまり共中
2 10YR4/2 灰黄褐色シルト 粘・しまり共中
3 10YRν8 明黄褐色シルトと2層の混合土 (50:60)粘 。しまり共やや弱
4 10YR4/2 灰黄褐色シルト 粘 。しまり共やや弱 10YR6/8 黄褐色シルト5%

10号土坑

〇札
⑥ A′

I A7hか ら

東へ2m

A L=46 200m  A′

9号土坑 (A― A')
1 lllYR4/3 にぶい黄褐色砂質シル ト 粘弱・ しまりやや弱
2 10YR4/2 灰黄褐色シル ト 粘・ しまり共やや弱
3 10YR5/6 黄褐色砂質シル トと2層の混合土 (50:60)粘  しまり共弱

A    L=44 400m      A′

10号土坑 (A一A')
1 101rR17/1 黒色ンルト 粘弱・しまりやや弱 炭化物ブロック40%

0            1:40           2m

OA
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第45図 7～ 10号土坑 (木戸井内V遺跡)



Ⅳ 調査成果

11号土坑 12号土坑

oA

oA

―――
|―
「〒「211ら
南へ3m

◎ A′

L==53300m

12号上坑 (A一A')
1 10YR3/1 黒褐色シルトと5/6黄褐色シルトの混合土 (60'
2 10YR3/1 黒褐色シルトと5/6責褐色シルトの混合土 (60:

Aタ

L=43800m A′

中
中
央
共

し

し

粘

粘
Ю

幻
炭化物粒1%
炭化物粒 1%未満

14号土坑

13号土坑

塩
oA

oA′

L=44000m

13号土坑 (A―A')
1 10YR2/2 黒褐色シルト 粘 しまり共やや弱 φ3～5cml%

L=44800m

14号上坑 (A―Aつ
1 10YR3/1 黒褐色シルト 粘やや弱 。しまり中
2 10YR3ρ 黒褐色シルト 粘やや弱 しまり中
3 10YR5浴 黄褐色砂質シルトと7荻 黄掲色シルトの互層堆積 粘弱・しまり中
4 10YR4/2 灰黄褐色シルト 粘やや弱 しまり中 10YR5/8 黄褐色砂質シル トプロック1%
5 10YR4/1 褐灰色シルト 粘やや弱 しまり中
6 10YR4/1 褐灰色シルト 粘やや弱 。しまり中 10YR5/8 黄褐色砂質シルトブロック1%

0           1:40          2m

(木戸井内Ⅳ遺跡 )

A′

Aタ

第46図 11～14号土坑
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木戸井内Ⅳ遺跡

と=46200m

16号土坑

OB 斗政iA

15号土坑

15号土坑 (A―ド)

:!羅 諄営縁塾騨脚耀 騨 糟
}t載穀

】鍔協議分量据毯彰仔ヽ1輩糊
の
1合
土170:301粘・しまり共中
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Ⅳ 調査成果

9号住居カマ ド煙道部の精査中に検出した。 9号住居カマ ド煙道部との新旧関係は本遺構が新しい。

[規模・形状]平面形は開口部径0.84× 0.82mのほぼ円形を呈する。断面形は円筒状で、壁はやや外傾

して立ち上がり、その後直立する。深さは最深部で34cmを測る。

[埋土]当初は 9号住居カマ ド煙道部と認識して精査を進めたため、埋上の記録を欠く。

[出土遺物・時期]出土遺物はなく、時期は不明である。

12号土坑 (第46図、写真図版29)

[位置・検出状況]調査区中央尾根部、Ⅱ A6jグ リッドに位置する。検出面は I層直下のマサ土層上面

で、黒褐色土のやや不明瞭な楕円形プランとして確認した。

[規模・形状]平面形は開口郡径0.99× 0,77mの楕円形を呈する。断面形は皿状で、壁はやや外傾して

立ち上がる。深さは最深部で31cmを 測る。

[埋土]少量の炭化物を含む黒褐色と黄褐色の混合土で構成される。

[出土遺物・時期]遺物は出土しておらず、時期は不明である。

13号土坑 (第46図、写真図版29)

[位置 。検出状況]調査区南谷部、Ⅲ A2f～ Ⅲ A2gグリッドに位置する。検出面は I層直下のマサ土層

上面で、暗褐色上の染み状の円形プランとして確認した。

[規模・形状]平面形は開口部径 1.8× 1.73mの ほぼ円形を呈する。断面形は皿状で、壁はやや外傾して

立ち上がるが、南側は斜面の崩落及び木根による撹乱で明確な立ち上がりは確認できなかった。深さ

は最深部で55cmを測る。

[埋土]黒褐色シルトの単層である。

[出土遺物・時期]遺物は出土しておらず、時期は不明である。

14号土坑 (第46図、写真図版29)

[位置・検出状況]調査区南谷部、ⅢAlh～ ⅢA2hグ リッドに位置する。検出面は I層直下のマサ
土層上面で、黒褐色上の円形プランとして確認した。

[規模・形状]平面形は開口部径2.46× 2.4mの ほぼ円形を呈する。断面形は皿状で、壁はほぼ垂直に立

ち上がる。深さは最深部で161cmを 測る。また、底面には壁に沿ってほぼ一周する壁溝状の溝を持ち、

幅16～ 18cm程度、土坑底面からの深さは最深部で12cmを測る。

[埋土]6層からなり、褐灰色～黒掲色シルト主体で構成される。

[出土遺物 。時期]出土遺物はなく、時期は不明である。

15号土坑 (第47図、写真図版29)

[位置・検出状況]調査区北谷部、ШA■グリッドに位置する。検出面はⅦ層上面で、T212の掘削時

に黒褐色の楕円形プランとして確認した。

[規模・形状]平面形は開口部径2.6× 2.18mの精円形を呈する。断面形は椀状で、壁はほぼ垂直に立ち

上がり、中位から外傾して開口部に至る。深さは最深部で151cmを 測る。

[埋土]3層からなり、黒褐色シルト主体で構成される。 2層では黒掲色シルトとにぶい黄橙色シルト
の互層堆積が見られる。底面からは湧水する。

[出土遺物・時期]出土遺物はなく、時期は不明である。
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1 木戸井内Ⅳ遺跡

16号土坑 (第47図 )

[位置・検出状況]中央尾根部、Ⅱ A6iグ リッドに位置する。検出面は I直下のマサ土層上面である。
H18年度の試掘 トレンチT34で存在が確認されおり、工房跡として報告されている。試掘結果を基に検

出面まで掘 り下げたところ、黒褐色の明瞭な楕円形プランを確認した。精査の結果、本遺構を土坑 と

判断した。

[規模・形状]平面形は開口部径1.71× 1.39mの楕円形を呈する。断面形は皿状で、壁は緩やかに外傾
して立ち上がる。深さは最深部で37cmを測る。

[埋土]5層からなり、黒褐色シルト主体で構成される。
[フ ローテーションの実施]埋土下位の土壌およそ大コンテナ 1箱分を対象にフローテーションを実施
した。その結果、オオムギ、イネなど少量の炭化種子が得られている (分析・鑑定の項参照)。

[出土遺物・時期]炭化種子のほか、平成18年の試掘において検出面より鉄滓が出土しており、本調査
においても54.lgの鉄滓が出土した。内訳は鉄塊系試料が43.3g、 分類不能の小片が10.8gである。時

期決定できるような出土遺物を欠く為詳細は不明であるが、平安時代の可能性がある。

(鈴木)

―-74-―



Ⅳ 調査成果

(3)遺構外出土遺物 ―木戸井内Ⅳ遺跡 ―

今回の調査による出土遺物には、縄文土器、土師器、須恵器、陶磁器、土製品、石器、石製品、鉄

製品、金属製品、銭貨、木製品、炭化種子がある。いずれも量は少なく、総量は大コンテナ (40×

30× 30cm)でおよそ 5箱分である。以下、種類ごとに概観する。

1 縄文土器 (第 56図、写真図版37)

縄文土器は大コンテナ 1箱分の量が出土しており、全て深鉢である。21点を掲載 。図示した。139を

除いてはすべて細片で、器形の判明するものはない。北側谷部の旧沢筋にあたる低地からの出上が多

く、Ⅱ Aldグ リッド付近にまとまりが見られる。これらは文様の特徴などから概ね前期 (大木 4～ 5、

円筒下層 b～ d式期)、 中期中葉 (8b式期)、 後期 (十腰内正式期)の 3期に大別される。

前期 (大木 4～ 5式、円筒下層 b～ d式期)

130～ 138が該当する。130は南谷 1区から出土した胴部片で、地紋は 0段多条 (LR)の斜位回転で

ある。131は Ⅲ B8aグ リッドから出土した口縁部片で、口縁部文様帯にLと Rの押圧縄文が施される。

132は I A7iグ リッドから出土した胴部片で、地紋は短軸絡条体第 lA類 (R)の縦回転である。133は

南谷 2区から出上した胴部片で、地紋は多軸絡条体 (L?)の縦回転である。134は I A8hグ リッドか

ら出土した胴片で、短軸絡条体第 1類 (L)に幾何学状の粘土紐貼 り付けを持つものである。135は南

谷 2区から出土した口縁部片で、地紋は短軸絡条体第 5類 (R)の縦回転である。136は南谷 1区から

出土した胴部片で、地紋は短軸絡条体第 5類 (R)の縦回転である。137は南谷 4区から出上した口縁

部片で、地紋は短軸絡条体第 1類 (L)の斜位回転である。138は I A6gグ リッドから出土した胴部片

で、結節回転文が縦位に施文される。

中期中葉 (大木 8b式期)

139～ 144が該当する。139は北谷 4区から出土した深鉢である。口縁は 2単位の大波状を呈し、日唇

部無文帯を有する。胴部には隆沈線による渦巻文が施される。地紋はRLの縦回転である。1401ま 口唇

部に深い沈線が入り凹状となる。胴部には 3本 1組の細沈線により弧状モチーフが施される。141は Ⅲ

B3aグ リッドから出土した胴都片で、地紋はLRの縦位回転である。1421ま北谷 1区から出土した胴部片

で、地紋はLRの縦回転である。143は南谷 1区から出土した胴部片で、LRの縦回転である。144は北谷

Tll(市教委調査区)ク リーニング時に出土した胴部下半～底部片で、地紋はLRの横 回転である。

139～ 144はすべて内面に焼け弾けの痕跡が確認される。

後期 (十腰内正式期)

145～ 147が該当する。145。 1461ま北谷T30か ら出土した胴部片で、沈線により平行・弧状の文様が

施文される。147は ⅢB2a～ bグ リッドから出土した口縁部片で、口唇部に縄文が施文される。

2 弥生土器 (第56図、写真図版37)

3点を掲載した。148・ 1501ま Ⅲ B2a～ bグ リッ

回転により方向の異なる文様を施文している。

(RP)に よるとみられる地紋が施支される。

ドから出土した奏の胴部・底部片で、LRの縦位 。斜位

149は北谷T13か ら出上した甕胴部片で、直前段 3条

これらは文様の特徴から概ね弥生時代後期に相当するものと思われる。
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1 木戸井内Ⅳ遺跡

3 土師器・須恵器 (第57図、写真図版37～38)
大コンテナ 3箱分の量が出土しており、17点 を掲載した。いずれも細片で、図示できたのは内12点

である。これらは器種、製作技法、調整等の特徴から8～ 10世紀代までの時期幅を持つと見 られるが、

数が僅少なため、器種ごとに特徴を概観するに留める。

土師器必

2点掲載した。いずれも製作に際してロクロを使用するものである。151は北谷T51か ら出土した口

縁部～体上部片で、内面ミガキ+黒色処理される。152は北谷 9区のはたけ検出面から出土した口縁部
片で、内面ミガキ+黒色処理される。

土師器高台郭

2点出上しており、全て掲載した。いずれも細片であるため、ロクロ使用の有無については判別で

きかねる。153は南谷 5区Tlか ら出上した底部片で、内面ミガキ +黒色処理される。1541よ南谷 6区か
ら出土した底部片で、内面ミガキ+黒色処理される。

土師器長胴奏

7点掲載 した。155は南谷 1区から出土した口縁部片で、口縁部ヨコナデ、体部ナデ調整される。

156は北谷 トレンチ内から出土した口縁部片で、口縁部ヨコナデ、体部ナデ調整される。1571ま I A7d

グリッドから出土した口縁部片で、口縁部ヨコナデ、体部外面ケズリ、内面ナデ調整される。158は北

谷 4区T29か ら出土した口縁部片で、口縁部ヨコナデ、体部ハケメ調整される。159は南谷 3区から出
土した体部片で、体部ナデ調整される。1601よ南谷 1区から出土した底部片で、体部ナデ調整される。

須恵器の奏壷類

1点掲載している。161は南谷 6区T2か ら出土した肩部片である。内外面共にロクロナデ調整される。

須恵器大奏

6点掲載した。162は北谷 3区はたけ検出面から出上した体部片で、外面格子目状タタキ、内面円形

無文アテグ調整される。163は北谷 1区、市教委調査区クリーニング時に出上した体上部片で、外面平

行文タタキ、内面同心円文アテグ調整される。164・ 165は南谷 1区 (4号墓坑)か ら出上した体部片で
ある。164は外面格子目状タタキ、内面円形無文アテグ、165は外面格子目状タタキ十平行文タタキ十

ケズリ、内面円形無文アテグ+ナデ調整される。

4 陶器 (第 57図、写真図版38)
陶器は 6点出上しており、全て掲載した。いずれも細片で、図示できたのは内 5点である。

166は南谷 4区から出土した内禿皿片である。167・ 168は 1号溝 (雨裂)か ら出土した。それぞれ椀
と建水である。169は北谷T2か ら出土した徳利の顎部片である。1701よ北谷12区から出土した月ヽ壺蓋片
である。171は南谷 2区から出土した橋鉢片である。おおよそのものは細片であるため制作年代など不

明とせざるを得ないが、そのなかで1681よ 17世紀代、171は 19世紀以降にそれぞれ位置づけられる可能

性を持つ。

5 土製品 (第57図、写真図版38)
土製品は 3点を掲載した。172は型起し成形の上製人形で、恵比寿神を模ったものである。173・ 174
は羽口片である。細片であるため、内径の復元は行っていない。
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Ⅳ 調査成果

6 石器 (第58図、写真図版38)

石器は16点を掲載した。175～ 177は石鏃である。1791まスクレイパーである。180～ 186は フレイクで

ある。187～ 1901ま磨石である。

7 鉄製品・金属製品 (第58図・60図、写真図版38・ 40)

鉄製品・金属製品は 8点を掲載している。191～ 193は南谷 6区 。9区から出土した。191・ 1921よ釘、

193は形態不明である。194は北谷 I層から出土した蹄鉄である。195は南尾根 I層から出土した鋼製垂

飾品で、上部に方形の穿孔を持つ。2181ま調査区外南側墓坑から出土した釘である。220～221は調査区

外北側墓坑から出土した。220はキセル、221は形態不明の板状を呈する鉄製品で、上部に円形の穿孔

を持つ。

8 銭貨 (第59～60図、写真図版39～ 40)

古銭は南谷部調査区外南側墓坑より22点が出土し、すべて掲載した。銭種は全て寛永通賓である。

内訳は古寛永 (1期)が 7点、新寛永 (3期 )が 6点、文字不鮮明の為判読不能なものが 9点である。

9 炭化種子 (詳細は第V章 自然科学的分析 2項を参照)

イネが少なく、オオムギ・コムギ・アフ・キビ・ヒエ等の雑穀の検出率が比較的高
い傾向が見られた。

10 墓碑 (第61図、写真図版30)

墓碑は 2点を掲載している。いずれも南谷墓域付近の表土中より出土したものである。Aには、「正

徳四年 午ノ 三月十日 為妙意禅定尼菩提 敬白」、Bに は「享保二年 酉 五月十八日 為妙無禅
定尼菩提 敬白」との銘がみえ、被葬者が女性であったことがわかる。西暦の建立年代はAが1714年、
Bが1717年である。また、調査開始以前、同一地点に墓碑が存在したが、調査開始に伴い他所に移さ

れている。その墓碑の銘は宮古市教育委員会事務局文化課の侵屋雄一郎氏によると宝永二年 酉
(1705)であったとのことである。墓碑の銘からは宝永 2年から享保 2年 まで少なくとも12年の時期幅

が確認され、当区域が18世紀初頭から前葉にかけての墓域であったことが判明した。
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Ⅳ 調査成果
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第56図 遺構外出土遺物 (1)(木戸井内V遺跡)
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Ⅳ 調査成果
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第57図 遺構外出土遺物 (2)(木戸井内V遺跡 )
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第58図 遺構外出土遺物 (3)(木戸井内V遺跡 )
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Ⅳ 調査成果

0            111            5cm

(木戸井内V遺跡 )第59図 南谷墓域出土遺物 (1)
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第60図 南谷墓域出土遺物 (2)(木戸井内V遺跡 )
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Ⅳ 調査成果

正 徳 四 天 午ノ ニ月廿日

(西暦1714年 )

為妙意禅定尼菩提

敬白

享 保 二 天 百 五月十ノヽ日

(西暦1717年 )

為妙無禅定尼菩提

敬白

0                  1 :4                 20cm

(木戸井内V遺跡 )第61図 南谷墓域出土墓碑
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No
.

出
土
地
点

器
種
名

胎
土

文
様
特
徴

時
期

備
考

1
2号
住
居
 
炉
埋
土

深
鉢
砂
粒
含
み
や
や
粗
地
紋
:単
節
斜
縄
紋
(L
R)

中
期
?
内
外
面
炭
化
物
付
着

2号
住
居
 
埋
土

深
鉢
砂
粒
含
み
や
や
粗
地
紋
:単
節
斜
縄
紋
(L
R:
縦
・
横
)

中
期
?
内
面
炭
化
物
付
着

4
3号
土
坑
 
埋
土
中
位

深
鉢
砂
粒
含
み
や
や
粗
地
紋
:短
軸
絡
条
体
(第
lA
類
:L
)

前
期

3号
土
坑
 
埋
土
中
位

深
鉢
砂
泣
含
み
や
や
粗
地
紋
:単
節
斜
縄
紋
(L
R)

前
期
?

南
谷
1区
Tl
 
Ⅳ
層

深
鉢
砂
粒
含
み
や
や
粗
地
紋
:0
段
多
条
(L
R)

前
期

Ⅲ
B8
a 
I層

深
鉢
植
物
繊
維
含
む
1段
L・
R 
口
縁
部
文
様
帯
に
Lと
Rの
押
圧
施
文

前
期

IA
7i
 
Ⅳ
層

深
鉢
砂
粒
含
み
や
や
粗
地
紋
i短
軸
絡
条
体
(第
lA
類
:R
)

前
期

南
谷
2区
MT
①
Ⅳ
層

深
鉢
砂
粒
含
み
や
や
粗
地
紋
:多
軸
絡
条
体
(L
?)

前
期

34
IA
8h
 
Ⅱ
層

深
鉢
砂
粒
含
み
や
や
粗
地
紋
:短
軸
絡
条
体
(第
1類
:L
)+
粘
土
貼
り
付
け
(幾
何
学
状
)

前
期

南
谷
2区
MT
①
Ⅳ
層

深
鉢
砂
粒
含
み
や
や
粗
日
唇
:平
縁
 
地
紋
:単
軸
絡
条
体
(第
5類
:
R)

前
期

南
谷
1区
MT
②
Ⅳ
層

深
鉢

地
紋
:単
軸
絡
条
体
(第
5類
:R
)

前
期

南
谷
4区
MT
①
Ⅳ
層

深
鉢
砂
泣
含
み
や
や
粗
口
唇
:平
縁
 
地
紋
:単
軸
絡
条
体
(第
1類
:
L)

前
期
?

IA
6g
 
Ⅳ
層

深
鉢
砂
粒
含
み
や
や
粗
綾
繰
紋
(縄
に
付
け
ら
れ
た
結
節
R)

前
期

北
谷
4区
 
Ⅲ
a～
vb

深
鉢

口
縁
部
:無
紋
 
大
波
状
2単
位
 
隆
沈
線
に
よ
る
渦
巻
紋
 
地
紋
:単
節
斜
縄
紋
(R
L 
i縦
)
中
期
内
面
焼
け
弾
け

40
5区
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

深
鉢

密
日
唇
:深
沈
線
に
よ
り
凹
状
:平
縁
? 
胴
部
:沈
線
(弧
状
) 
地
紋
:単
節
斜
縄
紋
(R
L 
i縦

)
中
期
内
面
焼
け
弾
け

41
Ⅲ
B3
a 
Ⅳ
層

深
鉢

地
紋
:単
節
斜
縄
紋
LR
:縦
)

中
期
内
面
焼
け
弾
け

／ 士
北
谷
1区
 
Ⅳ
層

深
鉢

地
紋
:単
節
斜
縄
紋
LR
:'
従
?)

中
期
内
面
焼
け
弾
け

南
谷
1区

地
紋
:単
節
斜
縄
紋
LR
:イ
従
?)

中
期
内
面
焼
け
弾
け

44
北
谷
Tl
 l
MB
①
市
教
委
ク
リ
ー
ニ
ン
ク
深
鉢

砂
粒
少
量

地
紋
:単
節
斜
縄
紋
LR
:オ
黄
)

中
期

北
谷
T
30
 P
24
 
Ⅳ
層

深
鉢

地
紋
:単
節
斜
縄
紋
LR
:横
) 
沈
線
(平
行
・
弧
状
)

後
期
十
腰
内
I

46
】ヒ
考 ←
T3
0 
P-
23

深
鉢

地
紋
:単
節
斜
縄
紋
LR
:横
) 
沈
線

後
期
十
腰
内
I

ラ イ
Ⅲ
B2
a～
b 
Ⅱ
層

深
鉢

口
唇
:平
縁
 
地
紋
:単
節
斜
縄
紋
(R
L:
横
)

後
期
外
面
炭
化
物
付
着

48
Ⅲ
B2
a～
b 
Ⅱ
層

甕
地
紋
:単
節
斜
縄
紋
(L
R 
I縦
・
斜
)

弥
生

49
北
谷
T
13
 1
層

甕
地
紋
:直
前
段
3条
(R
?)

弥
生

50
Ⅲ
B2
a～
b 
Ⅱ
層

奏
地
紋
:単
節
斜
縄
紋
(L
R:
縦
・
斜
)

弥
生

Ｐ 　 排 コ 半 雰 貿 齢 堺

― ― ， Φ 〕 ― ―

第
3表
 
縄
文
土
器
・
弥
生
上
器
観
察
表
(木
戸
井
内
V遺
跡
)



第
4表
 
土
師
器
・
須
恵
器
観
察
表
(木
戸
井
内
Ⅳ
遺
跡
)

推
定
値
は
( 
)、
残
存
値
は
〈 
〉

| O 0つ |

NO
出
土
地
点

種
類

器
種

残
存
率

色
FV
q

主
な
外
面
調
整
(旧
→
新
)

主
な
内
面
調
整
(旧
→
新
)

底
部

法
量
(c
m)

備
考

口
径
底
径
器
高

6
3号
住
居

土
師
器

郭
70
%

に
ぶ
い
黄
橙
〔口
～
体
〕
ハ
ケ
メ
→
一
部
ミ
ガ
キ

〔口
～
体
〕
ミ
ガ
キ

九
底

内
面
黒
色
処
理

7
3号
住
居

土
師
器

長
胴
班

90
%

に
ぶ
い
責
橙
〔国
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
 
ハ
ケ
メ
→
一
部
ミ
ガ
キ
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
 
ハ
ケ
メ

木
葉
痕

(1
99
)

8
3号
住
居

土
師
器
長
胴
発

50
%

に
ぶ
い
黄
橙
〔日
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ
→
一
部
ミ
ガ
キ
〔日
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ
 
ナ
デ

(1
91
)

(2
22
)

9
3号
住
居
 
カ
マ
ド
支
ll
m

土
師
器
長
胴
甕

50
%
に
ぶ
い
黄
椅
〔体
〕
ハ
ケ
メ
→
一
部
ミ
ガ
キ

〔体
〕
ハ
ケ
メ

木
莱
痕

(7
2)
(1
41
)

3号
住
居

土
師
器

球
胴
発

95
%
に
ぶ
い
黄
橙
〔日
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ
→
一
部
ミ
ガ
キ
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
 
ハ
ケ
メ

木
葉
痕

(2
12
)

11
3号
住
居
 Q
3埋
上
上
位

土
師
器
長
胴
斐
10
%以
下
に
ぶ
い
黄
橙
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

〔回
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
 
ナ
デ

12
3号
住
居
 Q
3埋
土
上
位

土
師
器

長
胴
甕
10
%以
下
に
ぶ
い
黄
橙
〔日
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ

13
3号
住
居
 Q
2埋
土
上
位

土
師
器

長
胴
発
10
%以
下
に
ぶ
い
黄
橙
〔体
〕
磨
耗
の
ん
不
明

〔体
〕
磨
耗
の
為
不
明

木
莱
痕

14
3号
住
居
 Q
2埋
土
上
位

土
師
器
球
胴
発
?
10
%以
下
灰
黄
掲
〔体
〕
磨
耗
の
為
不
明

〔体
〕
磨
耗
の
為
不
明

木
葉
痕

3号
住
居
 Q
3埋
土
上
位

土
師
器
長
胴
発
10
%以
下
に
ぶ
い
責
橙
〔体
〕
弱
い
ナ
デ

〔体
〕
磨
耗
の
為
不
明

木
葉
痕

(1
00
)

4号
住
居
 
旧
カ
マ
ド
煙
道
部
土
師
器

長
胴
甕

20
0/
O

灰
責
褐
〔日
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ
→
一
部
ミ
ガ
キ
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

(1
91
)

17
4号
住
居
 
日
カ
マ
ド
煙
出
し
底
面
土
ll
器
長
胴
発

10
00
以
下
灰
黄
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

4号
住
居
 
旧
カ
マ
ド
煙
出
し
底
面
土
師
器

長
胴
斐
10
%以
下

灰
黄
褐
〔 ^
〕

磨
耗
の
為
不
明

〔体
〕
磨
耗
の
為
不
明

4号
住
居
 
旧
カ
マ
ド
煙
出
し
底
面
土
師
器
長
胴
菱
10
%以
下
灰
黄
褐
〔体
〕
ケ
ズ
リ

〔体
〕
ナ
デ

4号
住
居
 
坦
士

土
師
器

邦
10
%以
下
に
ぶ
い
黄
橙
〔日
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ

内
面
黒
色
処
理

4号
住
居
 Q
l埋
i中
～
下
土
師
器
長
胴
発

10
%

灰
黄
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

4号
住
居
 
坦
土

土
師
器
長
胴
奏
10
%以
下
に
ぶ
い
黄
橙
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
磨
耗
不
明

〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ

4号
住
居
 Q
l
埋
土
中
～
下
土
師
器
長
胴
発
10
%以
下

灰
責
褐
〔T
TN
〕
ナ
デ
→
一
部
ミ
ガ
キ

〔体
〕
ナ
デ

4号
住
居
 Q
2埋
土
中
位
土
師
器
長
胴
発
10
%以
下
灰
黄
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

4号
住
居
 Q
l埋
土
中
位

須
恵
器
楚
壺
類

10
0/
O以
下

灰
〔口
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

4号
住
居
 Q
2埋
土
中
位

須
恵
器

大
甕

10
%以
下

灰
〔体
〕
格
子
目
状
タ
タ
キ

〔体
〕
ナ
デ

6号
住
居
 
埋
土

土
師
器
長
胴
霊
10
%以
下
灰
黄
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

6号
住
居
 
埋
土

土
師
器

長
胴
斐
10
%以
下
に
ぶ
い
責
褐
〔口
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ

〔口
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ

6号
住
居
 
カ
マ
ド
周
辺
床
土
師
器
長
胴
発

20
%
に
ぶ
い
責
褐
〔体
〕
ケ
ズ
リ

〔体
〕
ナ
デ

ケ
ズ
リ

(8
60
)

7号
住
居
 
床
P3

土
師
器

郭
70
%

灰
責
褐
〔回
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ミ
ガ
茸
回
転
ヘ
ラ
キ
リ

77
内
面
黒
色
処
理

貿 　 謎 麟 灘 瀬



― １ ０ ト ー ー

7号
住
居
 
東
カ
マ
ド
左
袖
土
師
器

杯
80
0/
O

に
ぶ
い
責
橙
〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ
磨
耗
不
明
14
4

内
面
黒
色
処
理

7号
住
居
 
西
カ
マ
ド
崩
落
土
土
師
器

郭
10
%以
下
に
ぶ
い
黄
褐
〔回
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
ー
ミ
ガ
キ

内
面
黒
色
処
理

7号
住
居
 Q
l埋
土

土
師
器

郭
10
%以
下

灰
責
褐
〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ

内
面
黒
色
処
理

7号
住
居
 Q
4埋
土

土
師
器

1/
N

10
%以
下
灰
黄
褐
〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ

内
面
黒
色
処
理

7号
住
居
 
床
P1
4

土
師
器
長
胴
発

30
%

灰
責
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

(1
50
)

(1
40
〉

7号
住
居
 
床
P5
・
6

土
師
器

長
胴
奏

20
%

灰
黄
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

〔日
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

(1
36
)

(1
05
〉

40
7号
住
居
 
床
P‐
17

土
師
器
長
胴
養

10
%

掲
〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

(1
68
)

7号
住
居
 
床
P1
2

土
師
器

長
胴
甕
10
%以
下

橙
〔国
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
 
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

7号
住
居
 
床
P4
・
10

土
師
器
長
胴
発

20
%
に
ぶ
い
黄
褐
〔体
〕
ケ
ズ
リ

〔体
〕
ナ
デ

7号
住
居
 
床
P■

土
師
器
長
胴
発

10
%

灰
黄
褐
〔容
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

7号
住
居
 
床
P‐
7

土
師
器
長
胴
菱

20
%

灰
責
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
 
ケ
ズ
リ

〔日
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

(1
94
)

(1
38
〉

7号
住
居
 
床
P,
15
・
16

土
師
器

長
胴
発

30
%

に
ぶ
い
責
褐
〔体
〕
ナ
デ
→
一
部
ミ
ガ
キ

〔体
〕
ナ
デ

7号
住
居
 
床
P1
9

土
師
器

長
胴
発

30
%

に
ぶ
い
黄
褐
〔体
〕
ケ
ズ
リ

〔体
〕
ナ
デ

ケ
ズ
リ

(1
10
)
(2
26
)

7号
住
居
 
床
P2
1

土
師
器
長
胴
養

10
%

に
ぶ
い
責
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

木
秦
痕

(1
08
)
く4
2〉

7号
住
居
 
床
P8

土
師
器
長
胴
甕

10
%

に
ぶ
い
橙
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

木
葉
痕

(1
02
)

粘
土
巻
上
げ
痕
跡
顕
著

7号
住
居
 
床
P‐
22

土
師
器

長
胴
甕

10
%
に
ぶ
い
黄
橙
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

ケ
ズ
リ
?

(2
1)

50
7号
住
居
 
床
P‐
]

須
恵
器

大
養

10
%以
下

褐
灰
〔体
〕
格
子
目
状
タ
タ
キ

〔体
〕
ナ
デ

7号
住
居
 
西
カ
マ
ド
崩
落
土
土
師
器
長
胴
発
10
%以
下

灰
責
褐
〔体
〕
弓弛
ナヽ
デ

〔体
〕
弱
い
ナ
デ

7号
住
居
 
東
カ
マ
ド
煙
出
し
土
師
器
長
胴
発
10
%以
下

褐
灰
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

木
葉
痕
?

(2
2)

7号
住
E 
西
カ
マ
ド
崩
落
土
土
師
器

長
胴
発

Ю
%

明
黄
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
弱
い
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
 
ナ
デ

7号
住
居
 
西
カ
マ
ド
崩
落
土
土
師
器
長
胴
奏

10
%

黒
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

7号
住
屋
 Q
8
埋
土

土
師
器
長
胴
甕

10
%

灰
黄
褐
〔回
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ

(1
20
)

7号
住
居
 Q
8埋
土

土
師
器
長
胴
斐
10
%以
下
灰
黄
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

〔回
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ

7号
住
居
 Q
3埋
土

土
師
器
長
胴
菱
10
%以
下

黒
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
 
ナ
デ

7号
住
居
 Q
3埋
土

土
師
器
長
胴
聖
10
%以
下
に
ぶ
い
黄
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ
?

〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ

59
7号
住
居
 
東
カ
マ
ド
左
袖
土
R下
器
長
胴
甕
10
%以
下
に
ぶ
い
責
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
 
ナ
デ

7号
住
居
 
西
ベ
ル
ト
埋
土
土
師
器
長
胴
発
10
%以
下
に
ぶ
い
責
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
 
ナ
デ

μ 　 テ 測 半 雰 貿 肺 事
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7号
住
居
 Q
l～
3埋
土

土
師
器
長
胴
費
20
%

に
ぶ
い
責
褐
〔体
〕
ケ
ズ
リ

〔体
〕
ナ
デ

62
7号
住
居
 Q
3埋
土

土
師
器
長
胴
発

20
%

に
ぶ
い
黄
褐
〔体
〕
ケ
ズ
リ

〔体
〕
ハ
ケ
メ

63
7号
住
居
 Q
3埋
土

土
師
器
長
胴
発

20
%

に
ぶ
い
黄
橙
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

ケ
ズ
リ

(1
38
)

64
7号
住
居
 Q
3埋
土

須
恵
器
発
壷
頚

10
°
O以
下

黄
灰
〔体
〕
格
子
目
状
タ
タ
キ

〔体
〕
ナ
デ

68
9号
住
居
 Q
4埋
土

土
師
器
高
台
杯

20
%
に
ぶ
い
黄
橙
〔体
～
高
台
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔体
～
高
台
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

不
明

69
9号
住
居
 
カ
マ
ド
崩
落
土
土
師
器
長
胴
甕
10
%以
下
に
ぶ
い
責
橙
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ハ
ケ
メ

体
部
穿
孔
あ
り

9号
住
居
 
カ
マ
ド
崩
落
土
土
師
器
長
胴
墾
10
%以
下
に
ぶ
い
責
褐
〔体
〕
弱
い
ナ
デ

〔体
〕
弱
い
ナ
デ

9号
住
居
カ
マ
ド
崩
落
土
土
師
器
長
胴
甕
10
%以
下

灰
黄
褐
〔体
〕
弱
い
ナ
デ

〔体
〕
弱
い
ナ
デ

9号
住
居
 
カ
マ
ド
崩
落
土
土
師
器
長
胴
発

10
00
以
下
に
ぶ
い
黄
橙
〔体
〕
弱
い
ナ
デ

〔体
〕
ハ
ケ
メ

73
9号
住
居
 Q
l坦
上
下
位

土
師
器
長
胴
養

10
%
に
ぶ
い
責
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
 
ナ
デ

9号
住
居
 
埋
土

土
師
器
長
胴
甕

20
%

褐
灰
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ

〔回
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

75
9号
住
居
 Q
l坦
上
下
位

土
師
器
長
胴
整

30
%

灰
黄
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

ナ
デ

(1
10
)
(1
37
)

76
9号
住
居
 Q
l埋
土

土
師
器
長
胴
発
10
%以
下
灰
黄
褐
〔体
〕
ケ
ズ
リ

〔体
〕
ナ
デ

77
9号
住
居
 Q
l埋
土

土
師
器
長
胴
奏
10
%以
下
に
ぶ
い
褐
〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ナ
デ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

78
9号
住
居
 Q
l埋
土

土
師
器
長
胴
甕
10
%以
下
に
ぶ
い
責
橙
〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ナ
デ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

9号
住
居
 Q
2埋
土

土
師
器
長
胴
発
10
%以
下

灰
責
褐
〔イ
猶ミ
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

80
9号
住
居
 Q
2埋
土

土
師
器
長
胴
発
10
%以
下
に
ぶ
い
責
褐
〔体
〕
ナ
デ
+一
部
ケ
ズ
リ

〔体
〕
″ヽ
ケ
メ

9号
住
居
 Q
3埋
土

土
師
器
長
胴
発
10
%以
下
に
ぶ
い
黄
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

〔日
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

82
9号
住
居
 Q
3埋
土

土
師
器
長
胴
甕
10
%以
下
に
ぶ
い
黄
橙
〔イ
打ミ
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

83
9号
住
居
 Q
4埋
土

土
師
器
長
胴
発

Ю
%以
下

橙
〔体
〕
ナ
デ
+一
部
ハ
ケ
メ

〔体
〕
ナ
デ

9号
住
居
 Q
4埋
土

土
師
器
長
胴
発
10
%以
下
に
ぶ
い
黄
橙
〔イ
】ヽ
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

88
10
号
住
居
 P
■
ユ

土
師
器
長
胴
菱

30
%
に
ぶ
い
黄
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
不
明

〔日
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

10
号
住
居
 
床
}〕

土
師
器
長
胴
甕

20
%

に
ぶ
い
黄
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
不
明

〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

10
号
住
居
 
カ
マ
ド
左
袖

土
師
器
長
胴
整

10
%

に
ぶ
い
黄
褐
〔体
〕
弱
い
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

10
号
住
居
 
埋
土

土
師
揺
長
胴
発

10
%
に
ぶ
い
黄
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ

〔日
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

10
号
住
居
 
埋
土

土
師
器
長
胴
菱

10
%

灰
黄
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
 
ナ
デ

〔日
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

10
号
住
居
 
埋
土

土
師
器
長
胴
発
10
%以
下
に
ぶ
い
責
橙
〔体
〕
ナ
デ
,一
部
ハ
ケ
メ

〔体
〕
ハ
ケ
メ

貿 　 酬 叫 灘 翔



12
号
住
居
 
床
P2

土
師
器
長
胴
墾

30
%

灰
責
褐
〔体
〕
ナ
デ
十
一
部
ケ
ズ
リ

〔体
〕
ナ
デ

12
号
住
居
 
床
P7
 1
1

土
師
器
長
胴
斐

20
%

に
ぶ
い
橙
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

12
号
住
居
 
床
P1
 3

土
師
器
長
胴
発

10
%
に
ぶ
い
黄
橙
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

体
部
植
物
圧
痕
 9
7と
同
一
個
体

12
号
住
居
 
床
P9

土
師
器
長
胴
斐

10
%

に
ぶ
い
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

体
部
植
物
圧
痕
 9
6と
同
一
個
体

12
号
住
居
 
床
P8
・
12

土
師
器
長
胴
斐

10
00

に
ぶ
い
責
橙
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ハ
ケ
メ

12
号
住
居
 
床
P‐
6

土
師
器
長
胴
発
10
%以
下
に
ぶ
い
黄
橙
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

10
0
12
号
住
居
 
床
P4

土
師
器
長
胴
発

10
00
以
下

灰
黄
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

12
号
住
居
 
床
P5

土
師
器
長
胴
甕
10
%以
下
灰
黄
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ハ
ケ
メ

10
2
12
号
住
居
 
床
P1
0

土
師
器
長
胴
菱
10
%以
下
に
ぶ
い
責
褐
〔体
〕
ナ
デ
十
一
部
ケ
ズ
リ

〔体
〕
ナ
デ

10
3
Ⅲ
 B
8a

須
恵
器

大
甕

10
%以
下

暗
青
灰
〔林
〕
平
行
文
タ
タ
キ

〔体
〕
ナ
デ

Ⅲ
 A
5f
～
Ⅲ
 B
3c

須
恵
器

大
発

10
%以
下

灰
〔体
〕
平
行
文
タ
タ
キ

〔体
〕
ナ
デ

北
谷
T5
1 
Ⅱ
a層

上
師
器

斥
Ю
%以
下
に
ぶ
い
黄
橙
〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ

内
面
黒
色
処
理

北
谷
9区
 
は
た
け
検
出
時
上
師
器

不
10
%以
下
に
ぶ
い
黄
橙
〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ

内
面
黒
色
処
理

15
3
南
谷
5区
 T
l 
I層

土
師
器
高
台
不

10
%

灰
責
褐
〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ

不
明

内
面
黒
色
処
理

南
谷
6区
 T
2 
1～
Ⅱ
層
土
師
器
高
台
lT
10
%以
下
灰
黄
褐
〔体
〕
ミ
ガ
キ

〔体
〕
ガ
キ

不
明

内
面
黒
色
処
理

15
5
南
谷
1区

土
師
器
長
胴
箋
10
%以
下
に
ぶ
い
黄
橙
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

15
6
北
谷
ト
レ
ン
テ
ー
括

土
師
器
長
胴
発
10
%以
下

明
責
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

15
7
I 
A7
d 
I層

土
師
器
長
胴
甕

10
%

に
ぶ
い
責
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

15
8
T2
9-
括

土
師
器
長
胴
発
10
%以
下
に
ぶ
い
責
橙
〔口
～
答
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

15
9
南
谷
3区
 T
l 
I層

土
師
器
長
胴
発

10
%

灰
黄
褐
〔イ
打ミ
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

南
谷
1区
 M
T②
 
黒
色
土
上
師
器
長
胴
箋
10
%以
下

灰
黄
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

ナ
デ

南
谷
6区
 T
2 
黒
褐
～
黒
色
土
須
恵
器
養
壺
類
10
%以
下

灰
〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

北
谷
3区
 
は
た
け
検
出
面
須
恵
器

大
変

10
%以
下

灰
〔体
〕
格
子
目
状
タ
タ
キ

〔体
〕
ナ
デ

16
3
北
谷
1区
 
市
教
委
分
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
賠
須
恵
器

大
変

10
%以
下

灰
〔体
〕
平
行
文
タ
タ
キ

〔体
〕
同
心
円
文
ア
テ
グ

南
谷
1区
(4
号
墓
坑
)

須
恵
器

大
斐

10
%以
下

灰
〔体
〕
格
子
目
状
タ
タ
キ
十
ケ
ズ
リ

〔体
〕
ナ
デ

南
谷
1区
(4
号
墓
坑
)

須
恵
器

大
聖

10
%以
下

灰
〔体
〕
格
子
目
状
タ
タ
キ
→
平
行
文
タ
タ
キ
・
ケ
ズ
リ
〔体
〕
ナ
デ

Ｐ 　 排 測 半 爵 貿 離 事
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第
5表
 
陶
磁
器
観
察
表
(木
戸
井
内
V遺
跡
)

No
出
土
地
点

層
位

器
種

胎
土

TI
H薬
 
絵
付

製
作
地

制
作
年
代

そ
の
他

南
谷
4区
 
畑
検
出
時

褐
色
～
黒
色

陶
器
//
内
禿
皿

灰
白

灰
釉

不
明

不
明

16
7
1号
溝
(雨
裂
)

埋
土

陶
器
′
/椀

に
ぶ
い
黄
橙

灰
釉

一 削
不
明

1号
溝
(雨
裂
)

埋
土

陶
器
 
建
水
P

に
ぶ
い
黄
橙

灰
Tl
l

美
波

17
世
紀
代
?

16
9
北
谷
T2

I層
陶
器
′/
徳
利

に
ぶ
い
黄
橙

灰
釉

不
明

不
明

北
谷
12
区

Ⅱ
～
Ⅳ
層

陶
器
/小
重
蓋

に
ぶ
い
黄
橙

灰
釉

不
明

不
明

南
谷
2区

Ⅱ
層
上
面

陶
器
/橋
鉢

に
ぶ
い
責
橙

鉄
和

不
明

19
世
紀
以
降

第
6表
 
土
製
品
観
察
表
(木
戸
井
内
V遺
跡
)

第
7表
 
石
器
観
察
表
(木
戸
井
内
Ⅳ
遺
跡
)

|

〇
ミヽ

|

NO
出
土
地
点

種
類

長
さ
(c
m)

中冨
 (
cm
)

厚
さ
(c
m)

重
量
(g
)

術
考

4号
住
屋
 
埋
土

羽
口

17

9号
住
居
 
埋
土

羽
口

9号
住
居
 
埋
土

羽
口

(5
1)

北
側
谷
頭
 I
層

土
入
形

南
谷
1区
は
た
け
検
出
時

羽
国

(7
0)

62
4

l号
溝
(雨
裂
)

羽
日

66
4

( 
)は
推
定
値
・
〈 
)は
残
存
値
を
表
す

( 
)は
推
定
値
・
〈 
)は
残
存
値
を
表
す

貿 　 謎 麟 爵 湘

No
出
土
地
点

器
種

長
さ
(c
m)

1幅
 (
cm
)

厚
さ
(c
m)

重
量
(g
)

石
材

産
地

備
考

3
2号
住
居
 
埋
土

石
鏃

頁
岩

北
上
山
地

中
生
代
三
畳
～
ジ
ュ
ラ
紀

6号
住
居
 
床

敲
磨
器

91
14

花
聞
岩

北
上
山
地

7号
住
居
 Q
3埋
土

敲
磨
器

流
紋
岩

北
上
山
地

7号
住
居
 
床
S‐
1

磨
石

73
5

花
聞
斑
岩

北
上
山
地

2号
竪
穴
建
物
 
床

台
石

14
1

75
66

ア
プ
ラ
イ
ト

北
上
山
地

2号
竪
穴
建
物
 
床

台
石

82
58

ア
プ
ラ
イ
ト

北
上
山
地

17
5
SI
 
Ⅳ
層
下
位

石
鏃

く2
45
)

ll
頁
娼

北
上
山
地

北
谷
部
谷
頭
 
Ⅳ
層

石
鏃

05
5

17
頁
洛

北
上
山
地

17
7
4号
住
居
 
坦
土
相
当

石
銹

頁
岩

北
上
山
地

北
谷
部
 
地
点
不
明

石
匙

頁
岩

北
上
山
地

9号
住
居
 
埋
土
相
当

ス
ク
レ
イ
パ
ー

頁
岩

北
上
山
地

耳ヒ
谷
ト
レ
ン
チ
ー
括

フ
レ
イ
ク

頁
岩

北
上
山
地

南
尾
根
部
 I
層

フ
レ
イ
ク

頁
岩

北
上
山
地

18
2
南
谷
6区

フ
レ
イ
ク

頁
岩

】ヒ
上
山
地
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9区
は
た
け
検
出
時

フ
レ
イ
ク

23
5

頁
岩
  
  
 
 
北
上
山
地

北
谷
東
端
ク
リ
ー
エ
ン
グ
時

フ
レ
イ
ク

頁
岩
  
  
  
北
上
山
地

北
谷
中
央
部
 
黒
色
土
中

フ
レ
イ
ク

頁
岩
  
  
  
北
上
山
地

北
谷
谷
頭
 
は
た
け
検
出
時

フ
レ
イ
ク

頁
岩
  
  
  
北
上
山
地

中
央
尾
根
一
括

磨
石

98
23

花
尚
斑
岩
  
  
北
上
山
地

中
央
尾
根
一
括

磨
石

23
47

花
筒
岩
  
  
 
北
上
山
地

18
9
補
1周
辺
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
時

磨
石

53
37

閃
緑
岩
  
  
 
北
上
山
地

19
0
地
点
不
明

磨
石

12
2

53
5

65
53

花
商
岩
  
  
 
北
上
山
地
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第
3表
 
鉄
。
金
属
製
品
観
察
表
(木
戸
井
内
V遺
跡
)

No
出
土
地
点

種
類

長
さ
(c
m)

幅
(伽
)
厚
さ
 (
cm
)

重
量
(g
)

備
考

7号
住
居
 
南
ベ
ル
ト
埋
土

刀
子

(1
24
)

9号
住
居
 
埋
土

棒
状
鉄
製
品

(5
1〉

85
bと
同
一
個
体

9号
住
居
 
埋
土

棒
状
鉄
製
品

(3
5)

85
aと
同
一
個
体

2号
竪
穴
建
物
 Q
4埋
土
中

釘
12

2号
竪
穴
建
物
 Q
狸
土
中

釘

1号
溝
(雨
裂
)

棒
状
鉄
製
品

07
5

13
1号
溝
(雨
裂
)

釘

3号
墓
坑

キ
セ
ル

4号
墓
坑

キ
セ
ル

(1
29
〉

雁
首
羅
宇
木
質

4号
墓
坑

キ
セ
ル

(7
1〉

羅
宇
,木
質

南
谷
6区
 
は
た
け
検
出
面

釘

南
谷
6区
 
は
た
け
検
出
面

釘

南
谷
9区
 
は
た
け
検
出
面

形
態
不
明

〈5
5)

9

19
4
北
谷
 I
層

蹄
鉄

3

南
尾
根
 I
層

銅
製
垂
飾
品

2
上
部
に
方
形
の
穿
孔

調
査
区
外
前
側
墓
抗

釦

22
0
調
査
区
外
北
側
墓
抗

キ
セ
ル

(1
30
)

雁
首
・
羅
宇
木
質

Ft
l査
区
外
北
側
墓
坑

形
態
不
明

第
9表
 
そ
の
他
観
察
表
/自
然
遺
物
(木
戸
井
内
Ⅳ
遺
跡
)

( 
)は
推
定
値
 (
 
〉
は
残
存
値
を
表
す

No
出
土
地
点

器
種

長
さ
(c
m)

幅
(c
m)

サ 厚
さ
 (
cn
)

重
豊
(g
)

材
質

備
考

2号
竪
穴
建
物
 Q
4埋
土
中

薄
4F
k材

(6
65
〉

上
に
古
銭
(1
08
'1
09
)が
載
っ
た
状
態
で
検
出

訓
査
区
外
南
側
墓
坑

薄
板
材

(1
25
)



第
10
表
 
古
銭
観
察
表
(木
戸
井
内
V遺
跡
)

( 
)は
推
定
値
・
( 
〉
は
残
存
値
を
表
す

No
出
土
地
点

種
類

長
さ
(c
m)

中目
 (
cm
)

厚
さ
(c
m)

重
量
(g
)

備
考

10
8
2号
竪
穴
建
物
 
床

永
楽
通
賓

25
2

2号
竪
穴
建
物
 
床

永
共
通
質

25
3

21
一
部
欠
損

4
1号
溝
(雨
裂
)

無
文
銭

鉄
銭

5
2号
墓
坑

寛
永
通
宝

24
2

3期
(新
寛
永
)

6
2号
墓
坑

寛
永
通
宝

24
2

1期
(古
寃
永
)

7
2号
墓
坑

寛
永
通
宝

25
2

01
2

2期
(新
寛
永
:文
銭
)

9
3号
墓
坑

寛
永
通
宝

24
5

3号
墓
坑

寛
永
通
宝

23
4

01
2

4号
墓
坑

寛
永
通
宝

24
4

1期
(古
寃
永
)

4号
墓
坑

寛
永
通
宝

22
2

3期
(新
寛
永
)

4号
墓
坑

寛
永
通
宝

23
4

文
字
不
鮮
明

4号
墓
坑

寛
永
通
宝

文
字
不
鮮
明

4号
墓
坑

寛
永
通
宝

文
字
不
鮮
明

4号
墓
坑

寛
永
通
宝

23
6

4号
墓
坑

寛
永
通
宝

調
査
区
外
南
側
墓
坑

寛
永
通
宝

l期
(古
寛
永
)

調
査
区
外
南
側
墓
坑

寛
永
通
宝

23
0

3期
(新
寛
永
)

調
査
区
外
南
側
墓
坑

寛
永
通
宝

23
0

3期
鯨
寛
永
)

調
査
区
外
南
側
墓
坑

寛
永
通
宝

25
0

文
字
不
鮮
明

20
0
調
査
区
外
南
側
墓
坑

寛
永
通
宝

25
8

25
9

調
査
区
外
南
側
墓
坑

竜
永
通
宝

1期
古
寛
永

20
2
調
査
区
外
南
側
墓
坑

寛
永
通
宝

3期
新
寛
永

20
3
調
査
区
外
南
側
墓
坑

寛
永
通
宝

25
8

25
8

1期
(古
寛
永

20
4
調
査
区
外
南
狽
I墓
坑

定
永
通
宝

と 期
(古
寛
永

20
5
調
査
区
外
南
側
墓
坑

党
永
通
宝

23
5

3期
(新
寛
永

20
6
調
査
区
外
南
側
墓
坑

寛
永
通
宝

23
0

3期
(新
寃
永

20
7
調
査
区
外
南
側
墓
坑

寛
永
通
宝

23
8

1期
?(
古
寛
永
)

20
8
調
査
区
外
商
側
墓
坑

寛
永
通
宝

25
0

20
9
調
査
区
タ ト
南
側
墓
坑

寛
永
通
宝

3期
(新
覚
永
)

調
査
区
外
南
側
墓
坑

寃
永
通
宝

24
9

調
査
区
外
南
側
墓
坑

寛
永
通
宝

01
3

1期
(古
寛
永
)

調
査
区
外
南
側
墓
坑

寛
永
通
宝

1期
(古
寛
永
)

調
査
区
外
南
側
墓
坑

覚
永
通
宝

24
3

調
査
区
外
南
側
墓
坑

寛
永
通
宝

調
査
区
外
南
側
墓
坑

寛
永
通
宝

22
9

23
0

調
査
区
外
南
側
墓
坑

寛
永
通
宝

23
9

調
査
区
外
南
側
墓
坑

寛
永
通
宝
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2 隠里Ⅲ遺跡
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S=1:1,500



ヽ
沢
ィ惨

i唆

彰
翁

一房 一房

エ ー

ぐ ぐ 　 設

穂 構 穂 構 構 穂 構 　 施

居 居 遺 遺 遺 遺 遺 遺 遺 　 連

住 住 状 状 状 状 状 状 状 炉 関

穴 穴 居 居 居 居 居 居 居 治 葬

肇 竪 住 住 住 住 住 住 住 鍛 火

号 号 号 号 号 号 号 号 号 号 号

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ■ １
２

‐
４

‐
５

糾 ８ 国 　 諷 胆 日 師 尊 師 蔀 円 剛 国 （ ↓

‐ ― ‐ 〕 〇 ｝ ‐ ― ‐

貿 　 謎 醇 爵 湘

24
 9
号
土
坑

25
 1
0号
土
坑

27
 1
2号
土
坑

31
 1
号
焼
土
遺
構

32
 2
号
焼
土
遺
構

33
 3
号
焼
土
遺
構

34
 4
号
焼
土
遺
構

35
 5
号
焼
土
遺
構

＼



2 隠重Ill勘

靱

― 102-
3641国 饉 Ⅱ追麟叢構田置図

‐
t21



Ⅳ 調査成果

2隠 里 Ⅲ 遺 跡

(1)概    要

平成18年度の確認調査結果を受け、遺跡範囲を通る宮古道路建設事業用地5,900ご について本調査を

行った。遺跡は宮古湾から西へ約3.3kmの地点に位置する小起伏山地に位置する①調査区はこのうち東、

西、南側へ樹枝状に延びる尾根群とその谷間からなり、標高74～ 95mを測る。南方には平成19年に調

査が行われた人木沢Ⅱ遺跡が沢を挟んで隣接する。

今回の調査で検出された遺構は、平安時代の竪穴住居 4棟、竪穴住居状遺構 (工房含む)9棟、土坑

14基、大溝 1条、炭窯 2基、焼土遺構 6基、集石遺構 1基、遺物包含層 (排津場)2箇所である。
遺構は主として、尾根部と谷頭において検出した。

(2)検 出 遺 構

平安時代

竪穴住居

1号竪穴住居 (第 65。 66図、写真図版46。 47)

[位置・検出状況]ⅢB7 hグリッドに位置し、南尾根の南向き斜面上位に位置する。H18年試掘 トレ

ンチにより西側床面が一部削平を受けている。検出層位は I層直下のマサ土層上面で、黄褐色シルト

の広がりとして確認された。

[重複関係]床面中央で 8号土坑と重複し、これより新しい。

[規模・平面形 。主軸方向]尾根斜面に位置することから崩落・流出等の影響で南辺が残存せず、全容

は不明である。残存辺長は南西―北東7.47m、 北西―南東4.30mで、平面形は隅丸長方形である。住居

主軸方向はN-51° 一Wである。

[埋土]6層に分層される。第 6層 は貼 り床である。黒褐～暗褐色シルト主体で構成され、全体にマサ
土を含む。 1～ 3層は斜面上位にあたる北側から流入堆積した状態を呈している。

[壁 。床面]住居構築時の掘削はマサ土層まで及んでいる。床面中央部のほぼ全域に、最深部で厚さ10

cm程の貼 り床が施され、中央部から斜面下位で厚い。残存床面範囲はほぼ平坦で、場所による硬度差

は確認されない。西側床面上に、径20× 10cmほ どの小規模な掘削痕跡が多数認められた。検出状況か

ら床面構築時の工具痕跡と推定されるものである。壁は北西・南西側が残存しており、やや外傾して

立ち上がる。検出面から底面までの深さは最も残存する北西側で75cmを 測る。壁滞は北西 。南西壁面

に沿って認められる。

[カ マド]北西壁の中央部付近に設置されている。袖部はにぶい黄褐色粘質シルトで構築されたもので、

床上にごく低 く残存する。袖部から芯材は未検出であるが、カマ ド右袖付近床面からは径10～ 35cmの

角礫がまとまって出土しており、おそらく構築材と推定される。煙道は割 り貫き式で検出面下54c阻ま

で トンネル状に掘り込まれており、35度の下り勾配で西側に傾斜する。煙出し部分の深さは検出面下

113cmを 測る。煙道長は114cm、 幅は35cm、 断面は円形である。燃焼部は55× 50cmの不整な円形で、厚

さは最厚部で 4 cmを 測る。

[柱穴・ピット]柱穴は15個検出された。ピットはカマ ド右袖脇から1基検出されている。開口部径は

74× 46cmで、深さは40cmを測る。

[鍛冶炉 ?]カ マ ド前方の床面上に現地性焼上が 4基形成されている。右袖付近床面上の礫片が焼土範

囲内に位置することから、カマド袖部を破壊後に芯材を再利用し、火を用いて 2次的な作業を行った

―-103-一
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2 隠里Ⅲ遺跡

1号竪穴住居 (cm)
//t

1号竪穴住居

No 長径×短径 深 さ

373× 30S 122

Pit2 7316× 482

Pit3 379× 304

Pit4 198× 175

28.8× 241 208

302× 258 282

323× 29 494

16.5× 142

Pit9 346× 295 477

279× 268

244× 20

179× 141

195× 164

179× 147

163× 154

―一
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ら

凌

0             1:50             2m
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第65図 1号竪穴住居 (1)(隠里Ⅲ遺跡 )
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2 隠塁Ⅱ遺跡

2号竪穴住居 lcm)

No 長径×短径 深 さ
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なII報箭議継基,溝常駆習し野黒 管牝鉢に賜

2号竪穴住居

E一 E'

―
AI

L==771500m

E ――――― ‐‐一―→三!

1曹
ウ器絨 藩雹縁警写形〈

卜
粘権|とと激評
・
2-3賦のマチ難諺

150         2m

第67図  2号竪穴住居 (1)(隠里Ⅲ遺跡 )



Ci D
―――― L=78700m

Ⅳ 調査成果

D'C   
と=77800m

o              l :25

第68図 2号竪穴住居 (2)(隠里Ⅲ遺跡)

ものと想定された。遺構内で行われた行為を推定するため、床面の焼土と焼土周辺の上を採取し、土

壌の洗浄を実施している。その結果、鍛造剥片が焼土から0。8g、 周辺から13.3g検出されている。ま

た、カマド礫を台石として転用した痕跡については、鉄錆の付着などは確認されなかったが、被熱に

よる赤変が認められた (2次的な被熱かは不明)。 このことから竪穴住居廃絶後に竪穴内で鍛錬鍛冶が

行われていた可能性が想定できる。

[放射性炭素年代測定 (AMS)の実施]遺構の時期を推定するため、先述の床面焼土範囲内で得られ

た炭化材の放射性炭素年代測定 (AMS)を 実施している。その結果、暦年較正年代で770～900ADと

いう値が得られている (詳細は分析・鑑定の項参照)。

遺物 (第92図、写真図版67)

[土師器]13点出土した。内訳は床面直上 9点、埋± 1点、P2から1点、床面焼± 2点である。

[灰釉陶器]Q理 上下位から破片が 1点出土している。

[鉄製品]床面から手鎌 1点と刀子 1点が出上している。

時期 床面出土遺物、放射性炭素年代測定の結果から、おおむね 9世紀代と推定される。

2号竪穴住居 (第 67・ 68図、写真図版48)

[位置・検出状況]ⅢB9 jグリッドに位置し、南尾根の南向き斜面下位に位置する。H18年試掘 トレ

ンチT6011こ て存在が確認されていた。検出層位は I層直下のマサ土層上面で、黒褐色シルトの広がり

として確認された。

[重複関係]南隅で 6号土坑と重複、これにより切られる。

規模・平面形 。主軸方向]尾根斜面に位置することから崩落 。流出等の影響で東半部が残存せず、全
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2 隠里Ⅲ遺跡

3号堅穴住居

縛
Cむ
部

沙

狂

◎PM

A
―――一― L=812001m

L=80700m

1号住居状遺槽

B'B

長径×短径 深 さ

46×332

Pit2 347× 263 228

228× 216 192

383× 355

PR5 21× 201

348× 266 426

386× 345

8号住居状遺構 (工房 )埋土
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第69図  3号竪穴住居 (1)(隠里Ⅲ遺跡 )



3号竪穴住居

(A――A')

1 10YR3/1 黒褐色シル ト 粘性、 しまり共中 10YR6/6明黄褐色粒 炭化物 マサ上 1%
2 10YRy3 浅黄橙色粘質シル ト 粘性強  しまり中 10YR3/1黒褐色シル ト20%
3 10YR2/1 黒色粘質シル ト 粘性やや強 しまり中 炭化物粒 マサ上粒1%
4 10YR2/2 黒褐色シル ト 粘性、 しまり共中 マサ土粒 3% 炭化物粒 1%
5 10YR3/2 黒褐色シル ト 粘性、 しまり共中 マサ土粒 1% 10YR7/31こぶい黄橙色ンル トブロック 3%
6 10YR6/6 明黄 IgJ色マサ土 (汚れマサ土)と 10YR3/1黒褐色シル トとの混合上 (70:30)粘性、 しまり共弱
7 10YR2/1 黒色粘賓汁と粘性やや強 しまり中 マサ土粒 3%
8 10YR6/4 にぶい黄橙色 シル ト 粘性、 しまり共やや弱
9 10YR5/1 褐灰色粘質シル ト 粘性、 しまり共中
10 10YR3/1 黒褐色シル ト 粘性、 しまり共中 マサ± 1%以 下
11 10YR3/1 黒褐色シル ト 粘性やや弱  しまり中 炭化物粒 1% 5YR4/6赤 褐色粒 ユ%(上 器片 ?焼土 ?)貼床

D
―一――― L==80500m

Ⅳ 調査成果

D.C

―
 L=80500m

C'

0             1 :25

第70図 3号竪穴住居 (2)(隠里Ⅲ遺跡 )

容は不明である。残存辺長は南西―北東3.78m、 北西―南東3.27mで、平面形は隅丸方形である。住居

主軸方向はN-56° ―Wである。

[埋土]4層に分層される。 4層は貼り床である。黒褐～暗褐、褐色シルト主体で構成され、全体的に

斜面上位にあたる北側から流入堆積した状態を呈している。

[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層まで及んでいる。床は黒褐色シルトを用いて貼 り床が施され

ており、中央部～南側斜面下位で厚い。残存床面範囲はほぼ平坦で、場所による硬度差は確認されな

い。壁は北西・南西側が残存しており、ややタト傾して立ち上がる。検出面から底面までの深さは最も

残存する北西側で60cmを測る。

[カ マ ド]北西壁の西寄り1/3の ところに設置されている。袖の芯材には板状の角礫が立位状態で設

置され、黒褐色シルト主体で構築されている。芯材下端は床面下に埋め込まれており、深さ 6 cmの掘

り方が確認された。また、北隅から約55× 20× 15cmの大型の角礫も出上しており、おそらく天丼石と

推定される。煙道は割 り貫き式で検出面下45cmま で トンネル状に掘 り込まれており、底面はほぼ平坦

である。煙出し部分の深さは検出面 [下 79cmを測る。煙道長は29m、 幅は25cm、 断面は円形である。

燃焼部は51× 35cmの楕円形で、厚さは最厚部で 5 cmを 測る。

[柱穴・ピット]北東壁中央付近から1個検出された。なお、本遺構と南隅で重複する 7号土坑の底面

から本遺構のカマ ド礫と同じ石質の板状礫片が多く出土した。土坑底面に炉芯材を一括廃棄したもの

と考えられる。このことから7号土坑が 2号竪穴住居と同時期か、それ以降の構築であることが言え

る (7号土坑の項参照)。

遺物 (第93図、写真図版67)
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2 隠里Ⅲ遺跡

C
―――――L=79300m

ゴ●

1号火葬関連施設

B'

膀
ｒ
ｌ
Ｉ

Ｆ
＝
∞
ｏ
雨
ｏ
ｏ
ヨ

1残

D― D'

1 10YR4/1 褐灰色シルトと10YR5/4にぶい黄褐色シルトの混合土
2 10YR4泡 灰黄褐色シルト 粘性弱 しまり中
3 10YR3/2 黒褐色シルト 粘性弱 しまり中 鍛造剥片含む
※各層、マサ土粒全体に1%含む

OA

4号竪穴住居

Ⅱ C10b

D'

粘性弱  しまりやや強 炭化物プロック 2%

OB

CI

OC

OC'4号竪穴住居                   ◎ D'
C― C'

1 5YR4/4 にぶい赤褐色ンルト (焼土)粘性弱 しまり強
2 10YR2/1 黒色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 マサ上 1%
3 5YR4/6 赤褐色砂質シルト (統土)粘性弱 しまりやや強

B

―
L=80000m

D

一
 L==79500m

E
―――――L=79600m

E.

E― E'

1 5YR2/3 極暗褐色砂質ンルト 粘性弱
2 10YR3/1 黒褐色砂質シルト 粘性弱
3 10YR4/4 褐色砂質ンルト 粘性やや弱

しまりやや強 焼土塊10%
しまり中 φ2～ 3m大の炭化物多く含む
しまり中 φ5～ 10Ш大のマサ土粒5%

0             1 :50            2m

※C・ DoEは S‐1:25

4号竪穴住居 (cm)

長径×短径 深 さ

(695)× 651 195

― ■0-

第71図  4号竪穴住居 (隠里Ⅲ遺跡 )



Ⅳ 調査成果

[土師器]埋上下位～床面にかけて 3点が出上している。

[鉄製品]床面から鉄鏃が 1点出土している。

時期 床面出土遺物から9～ 10世紀代と推定される。

3号竪穴住居 (第 69。 70図、写真図版49・ 50)

[位置・検出状況]Ⅱ B10 hグ リッドに位置し、東谷の南東向き斜面上位に位置する。検出層位は表土

直下のマサ土層上面で、マサ土粒を局所的に含む黒掲色上の広がりとして確認された。

[重複関係]南西側で 1号住居状遺構、 9号土坑と重複、南東側で 8号住居状遺構 (工房)と重複し、

これらを切る。

[規模・平面形・主軸方向]谷部斜面に位置することから崩落・流出等の影響で南辺が残存せず、全容

は不明である。残存辺長は西―東6.14m、 北―南6.05mで、平面形は隅丸方形である。住居主軸方向は

N-45° ―Wである。

[埋土]10層 に分層される。黒褐～黒色シルトで構成される。第 2層の浅黄橙色粘質シルトは基本層序

第Ⅲ層にあたる。第 6。 7層は斜面上位にあたる北側からのマサ土崩落堆積層である。

[壁・床面]住居構築時の掘削はV層 まで及び、北側床面は一部に基盤の礫層が露出しており堅緻であ

る。床面は全体的に南側へ傾斜しており、斜面下位を中心にマサ土粒を含む暗褐色上によって厚さ10

cm程の貼 り床が施される。斜面下位は全体的にややしまるが、硬化面は特に認められない。壁は北側

のみ残存しており、外傾して立ち上がる。検出面から底面までの深さは最も残存するところで62cmを

測る。

[カマ ド]北壁の中央部に設置されている。カマ ド本体は板状の角礫を立位状態で設置して構築されて

いる。芯材下端は床面下に埋め込まれており、深さ 8 cmの掘り方が確認された。また、焚口前方から

約39× 14× 5 cmの大型の角礫も出土しており、おそらく天丼石あるいは構築材と推定される。カマ ド

礫は側面が被熱により強く赤変しており、粘土等で覆うことなく石組みのままの状態で使用されてい

たものと推測される。燃焼部は58× 40cmの精円形で、厚さは最厚部で 4 cmを測る。

[柱穴・ピット]柱穴は北東隅から1個、北西隅から2個の計 3個検出された。

遺物 (第 93・ 94図、写真図版67・ 68)

[土師器]11点出上した。内訳は、床面 7点、埋± 3点、床面ピット1点である。

[灰釉陶器]床面から破片 3点が出土している。

[鉄製品]1点出上している。 [鉄淳]合わせて383.2g出 土している。
時期 床面出土遺物から9世紀末～10世紀代と推定される。

4号竪穴住居 (第71図、写真図版51)

[位置 。検出状況]HC 9a～ bグ リッドに位置し、東谷の南東向き斜面上位に位置する。検出層位は I

層直下のマサ土層上面で、暗褐色土の広がりとして確認された。

[重複関係]北東隅で 1号土坑、東壁南寄りで 7号土坑と重複、これらにより切られる。

[規模 。平面形・主軸方向]尾根斜面に位置することから崩落・流出等の影響で南辺が残存せず、全容

は不明である。残存辺長は西一東3.75m、 北―南2.25mで、平面形は隅丸方形である。住居主軸方向は

N-3°一 Eである。

[埋土]住居廃用後、埋没開始以前に 7号住居状遺構 (工房)と して再利用されているため、住居とし

ての埋土は存在しない。
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2 購里亜遺跡

1号住居秩造構

(A‐バヽ B― B'共通)

B
i一一―L=30700�

3号堅穴住居

1号住居状造構 (cm)

10YR2/1 轟色シルト 粘像 しまつ共中 マサ土蔵 (19YRJ/8 黄禍
“

)全体に,|%
10YR2/1 黒魯シルト 粘佐、し(ま つ共中 ヤサ土粒 (10YR5/8 黄褐色)全体に5●/9
10Y磁ウ 黒静色シルト 粘広 しま|り栄中 マサ土粒10% loYR6/8明 章籍色砂質シルトlo″含
10YR6/8 明責褐色砂質シ″卜 橋性、しまり共弱 マサEL410% 10Y翅れ黒色ンルト10%含
10Ⅵ囀独 黒縄色シル ト 粘性やや弱 しまり申 貼床

Nd 長径X短径 深さ

aSi4 X31 2

Plt2 2512X2311 30.9
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第72図 1号住唐状遺構 (隠塁Ⅲ遺跡)



Ⅳ 調査成果

[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層まで及んでいる。床面のオ犬態を確認したところ、以下の掘削

痕跡がほとんどなく、掘削底面をほぼそのまま床面とし貼 り床は施されていない。残存床面範囲はほ

ぼ平坦で、場所による硬度差は確認されない。壁は北側、東西辺の一部が残存しており、やや外傾し

て立ち上がる。検出面から底面までの深さは最も残存する北側で40cmを測る。

[カマ ド]北壁の東寄り1/3の ところに設置されている。 1号火葬関連施設と重複し、これにより切ら

れるため、燃焼部は残存しない。煙道部は先端～煙出し部のみ確認できるが、構造等詳細は不明であ

る。                     ´

[柱穴・ピット]北東隅から1個検出された。

遺物 (第94図、写真図版67)

[土師器]西側カマド煙道埋土から1点出土している。

時期 時期決定できるような遺物が出上していない為、詳細は不明である。本遺構と重複する 7号住
居状遺構 (工房)の炭化物年代測定の結果、暦年較正年代で780～ 890ADの値が付与されており、本遺

構がこれより古いことからおおむね 9世紀前半代と推定される。

住居状遺構 (工房含む)

1号住居状遺構 (第72図、写真図版51・ 52)

[位置・検出状況]Ⅲ Blgグ リッドに位置し、東谷の南東向き斜面上位に位置する。検出層位は I層
直下の層上面で、黒褐色上の広がりとして確認された。

[重複関係]北東側で 3号竪穴住居と重複、これにより切られる。

[規模・平面形・主軸方向]谷部斜面に位置することから崩落・流出等の影響で南辺が残存せず、全容
は不明である。残存辺長は西―東4.15m、 北一南3.50mで、平面形は隅丸方形である。主軸方向はN一

65° 一Wである。

[埋土]4層に分層される。マサ土粒を全体に疎らに含む黒色シルト主体で構成される。 2～ 4層は斜
面上位にあたる北西側から崩落・流入堆積した状態を呈している。

[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層まで及んでいる。床面は斜面上位においてはマサ土～基盤の

砂礫面をほぼそのまま床面としており、硬くしまる。斜面下位においては黒褐色シルトにより10cm程

度の只占り床が施されるが、硬化面は特に認められない。床面は南東側に緩く傾斜する。壁は北西側と

南西側の一部が残存しており、やや外傾して立ち上がる。検出面から底面までの深さは最も残存する

北西側で40cmを測る。

[柱穴・ピット]柱穴は北西壁付近から2個検出された。

[出土遺物・時期]出土遺物はなく詳細な時期は不明であるが、 3号竪穴住居との重複関係から平安時

代の遺構と推定される。

2号住居状遺構 (第73'74図、写真図版52)

[位置・検出状況]Ⅱ C9aグ リッドに位置し、東谷部の南向き斜面上位に位置する。検出層位は I層

直下のマサ土層上面で、暗褐色土の広がりとして確認された。

[重複関係]3号住居状遺構、 7号住居状遺構 (工房)と 重複、これらにより切られる。
[規模 。平面形・主軸方向]斜面上位に位置することから崩落・流出等の影響で全体的に残存状態が不

良で、全容は不明である。残存辺長は西―東0.75m、 北―南0.56mであるが、平面形は不明である。

[埋土]マサ土粒を含む暗褐色シルトの単層である。
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Ⅳ 調査成果

[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層まで及ぶ。床面は、掘削底面をほぼそのまま床とし貼り床は

施されていない。残存床面範囲はほぼ平坦で、場所による硬度差は確認されない。壁はそれぞれ北・

西側の一部が残存しており、外傾して立ち上がる。検出面から底面までの深さは最も残存する北側で

12cmを測る。

[柱穴・ピット]検出した範囲では確認されていない。

[出土遺物・時期]出土遺物はなく詳細な時期は不明であるが、 3号住居状遺構、 7号住居状遺構 (工

房)、 との重複関係から平安時代の遺構と推定される。

3号住居状遺構 (第 73・ 75図、写真図版52・ 53)

[位置・検出状況]Ⅱ B9j～ ⅡC9aに位置し、東谷の南向き斜面上位に位置する。検出層位は I層

直下のマサ土層上面で、黒褐色上の広がりとして確認された。

[重複関係]プラン中央で 2号住居状遺構、 4号竪穴住居と重複し、これを切る。また、北側壁で 1号

鍛冶炉、 1号火葬関連施設と重複、これらにより切られる。近接する 4号住居状遺構との新旧関係は、

崩落 。流出等の影響で良好な断面が残存せず不明である。

[規模 。平面形・主軸方向]谷斜面に位置することから崩落・流出等の影響で南辺が残存せず、全容は

不明である。残存辺長は西―東8.5m、 北―南2.lmで、平面形はI品九長方形基調を呈する。主軸方向は

N-0° 一 Eである。

[埋土]マサ土粒を少量含む黒掲色シルトの単層である。

[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層まで及ぶ。床面の状態は、以下の掘削痕跡がほとんどなく、

掘削底面をほぼそのまま床面とし貼 り床は施されていない。残存床面範囲はほぼ平坦で、場所による

硬度差は確認されない。壁は北側、西側の一部が残存しており、外傾して立ち上がる。検出面から底

面までの深さは最も残存する北側で27cmを測る。北側壁の西寄 りから炭化材が 2点検出されている。

鑑定の結果、ヤマブキとケヤキであることが判明している。

[放射性炭素年代測定 (AMS法)の実施]床面から検出された炭化材 (ケ ヤキ)を対象としてえ化材

の放射性炭素年代測定 (AMS法 による)を 実施 している。その結果、暦年較正年代で895～

920AD94.3%)。 940～990AD(43.9%)の 数値が得られている (詳細は分析・鑑定の項参照)。

[柱穴・ピット]柱穴は北壁に近いところから5個検出されている。

遺物 (第94図、写真図版67・ 68)

[土師器]5点出上した。内訳は、床面 1点、埋土下位～床面 4点である。

時期 床面出土遺物、放射性炭素年代測定の結果からおおむね10世紀代と推定される。

4号住居状遺構 (第73・ 75図、写真図版52・ 53)

[位置 。検出状況]Ⅱ C9aグ リッドに位置し、東谷部の南向き斜面上位に位置する。検出層位は I層

直下のマサ土層上面で、褐色土の広がりとして確認された。

[重複関係]3号住居状遺構の北側に近接するが、埋土同士の切 り合いはない。

[規模・平面形・主軸方向]尾根斜面に位置することから崩落 。流出等の影響で南辺が残存せず、全容

は不明である。残存辺長は西―東3.5m、 北―南0.6mで、平面形は隅丸方形基調を呈する。主軸方向は

N-0° 一 Eである。

[埋土]褐色砂質シルトの単層である。

[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層まで及ぶ。床面の状態は、マサ土面をそのまま床面とし貼 り
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6号住居状遼構 (cm)

No 長径×短径 綴辟さ

Pll 192X19 60.7

PIt2 411X34■ 61つ

2 隠里Ⅱ遺跡
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Ⅳ 調査成果

床は施されていない。残存床面範囲はほぼ平坦で、場所による硬度差は確認されない。壁は北
。東側

の一部が残存しており、外傾して立ち上がる。検出面から底面までの深さは最も残存する北側で35cm

を測る。

[柱穴・ピット]確認されていない。

[出土遺物・時期]出土遺物はなく詳細な時期は不明であるが、近接する遺構との関係から平安時代の

遺構と推定される。

5号住居状遺構 (第73・ 74図、写真図版53)

[位置 。検出状況]Ⅱ B 8iグ リッドに位置し、東谷部の南東向き斜面上位に位置する。検出層位は I

層直下のマサ土層上面で、黒褐色上の広がりとして確認された。

[重複関係]な し。

[規模・平面形・主軸方向]斜面に位置することから崩落 。流出等の影響で北西辺しか残存せず、全容

は不明である。残存辺長は西―東4.8m、 北一南2.3mで、平面形は隅九方形基調を呈すると思われる。

主軸方向はN-24° 一Wである。

[埋土]炭化物を少量含む黒褐色シルトの単層である。

[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層まで及ぶ。床面のイ犬態は、以下の掘削痕跡がほとんどなく貼

り床は施されていない。残存床面範囲はほぼ平坦で、場所による硬度差は確認されない。壁は北西側

の一部が残存しており、外傾して立ち上がる。検出面から底面までの深さは最も残存する北西側で 9

cmを測る。

[柱穴・ピット]確認されていない。

[出土遺物・時期]出土遺物はなく詳細な時期は不明であるが、近接する遺構との関係から平安時代の

遺構と推定される。

6号住居状遺構 (第73・ 76図、写真図版54)

[位置・検出状況]Ⅲ B6fグ リッドに位置し、南尾根の南向き斜面上位に位置する。検出層位は I層

直下のマサ土層上面で、褐色上の広がりとして確認された。

[重複関係]1号大溝と重複、これにより切られる。

[規模・平面形 。主軸方向]尾根斜面上位に位置することから崩落・流出等の影響で南半部が残存せず、

全容は不明である。残存辺長は西一東3.5m、 北一南1.Omで、平面形は円形に近い隅九方形基調を呈す

ると思われる。

[埋土]褐色砂質シルトの単層である。

[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層まで及ぶ。床面の状態は以下の掘削痕跡がほとんどなく、貼

り床は施されていない。残存床面範囲はほぼ平坦で、場所による硬度差は確認されない。壁は北・西

側の一部が残存しており、外傾して立ち上がる。検出面から底面までの深さは最も残存する北狽1で 12

cmを浪1る。

[炉跡]床面中央部西寄りに径14× 13cmの現地性焼土と径10cmほ どの礫が検出された。検出状態から何

らかの作業に伴う炉の可能性が想定されるが、詳細は不明である (鍛造剥片抽出は未実施)。

[柱穴・ピット]柱穴は北側と西側から各 1個、計 2個が検出された。

[出土遺物・時期]出土遺物はなく詳細な時期は不明であるが、近接する遺構との関係から平安時代の

遺構と推定される。
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2 10YR2/2 黒褐色シルト 粘性、しまり共中 マサ土粒10%
3 10YR4/1 褐灰色シルト 粘性、しまり共やや弱 マサ上粒 5%、 炭化物粒 1%
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第77図  7号住居状遺構 (工房 )
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Ⅳ 調査成果

HiF'

G
一―― L=79400m

P3(ビット)

r

4 5YR5/3 にぶい赤褐色シルト (焼土)粘性弱 しまり中
5 10YR17/1 黒色シルト 粘性、しまり共やや弱 焼土粒 1%、 マサ土粒全体に 3%
6 10YR3/4 暗褐色シルト 粘性やや弱 しまり中

(G― Gう

l ЮYR2/1 黒色ンルト 粘性、しまり共中 小鉄津 (鍛造剥片)5%
2 10YRν 3 日旨褐色シルト 粘性やや弱 しまり中

―H')

10YR3/4 暗褐色シルト 粘性弱 しまり強
5YR4/4 にぶい赤褐色シルト (焼土)粘性弱 しまり強
10YR″ 1 黒色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 マサ± 1%
5YR4/6 赤褐色砂質シルト (焼土)粘性弱 しまりやや強

9-r)

1 10YR4/1 褐灰色シルトと10YR5れ にぶい黄褐色シルトの混合土
2 10YR4/2 灰黄褐色シルト 粘性弱 しまり中
3 10YR3ρ  黒褐色シルト 粘性弱 しまり中 鍛造剥片含む
※各層、マサ土粒全体に 1%含む

7号住居状遺構 (工房)

(E― E'、 F― F'共通)

1 10YR3カ  黒褐色シルト 粘性、しまり共中 鍛造剥片多く含む。小鉄津
2 10YR17/1 黒色シルト 粘性弱、しまり中 鉄滓、鍛造剥片多い
3 10YR2/1 黒色シルト 粘性、しまり共やや弱 鍛造剥片、小鉄津含むが

2  3

I

―――――L=79500m

※4号竪穴住居 カマ ド煙道内への廃棄 ?

(鍛冶津)多い。

1層 より少量

枯性弱 しまりやや強 炭化物プロック 2%

0        1:25       1m

(2)(隠里Ⅲ遺跡 )第78図  7号住居状遺構 (工房 )
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2 隠里Ⅲ遺跡

8号住居状選構 (工房)

(A― Aウ

1 101rR3//2 黒褐色シルト 粘性、しまり共中 マサ土粒 5%、 10YR4た褐色ンルトブロック2%
2 10YR3/1 黒褐色シルト 粘性、しまり共中 マサ土粒 3%
3 10YR3/1 黒褐色シルト 粘性やや弱 しまり中 10YR5/31こぶい責褐色シル トプロック40%、 マサ土粒 1%
4 10YR3/1 黒褐色シルト 粘性やや弱 しまり中 炭化物粒 1%、 マサ土粒 1%
5 10YR3/1 黒褐色シルト 粘性、 しまり共中 5YR5/8明 赤褐色焼± 5%
6 10YR2/1 黒色シルト 粘性やや強 しまり中 炭化物粒 2%
7 5YR5/8 明赤褐色シルト (焼土)粘性弱 しまりやや弱 現地性焼土
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Ⅳ 調査成果

7号住居状遺構 (工房)(第73・ 77・ 78図、写真図版54～ 57)

[位置・検出状況]Ⅱ C 9a～ bグ リッドに位置し、東谷部の南向き斜面上位に位置する。検出層位は
I層直下のマサ土層上面で、黒褐色上の広がりとして確認された。

[重複関係]4号竪穴住居廃用後に、床面をそのまま工房として利用している。全体が 3号住居状遺構
と重複、北東側で 1号火葬関連施設、北西隅で 1号鍛冶炉と重複、これらにより切られる。

[規模 。平面形・主軸方向]尾根斜面に位置することから崩落 。流出等の影響で南辺が残存せず、全容

は不明である。残存辺長は西―東3,75m、 北―南2.25mで、平面形は隅九方形である。住居主軸方向は

N-3°一 Eである。

[埋土]5層に分層される。黒褐色シルト主体で構成され、下位層は鉄津片、羽口片を多く含む。堆積
土は全体的に水平に形成されており、人為堆積の様相を呈している。

[壁 。床面]住居構築時の掘削はマサ土層まで及ぶ。床面の状態は以下の掘削痕跡がほとんどなく、貼

り床は施されていない。残存床面範囲はほぼ平坦で、場所による硬度差は確認されない。壁は北側と、

西側・東側の一部が残存しており、それぞれやや外傾して立ち上がる。検出面から底面までの深さは

最も残存する北側で40cmを 測る。なお、床面ほぼ全域から鉄津・羽口片が多量に出土した。本遺構で

使用後に廃棄されたもの、或いは他所からの一括廃棄と考えられ、出土状況から現位置を留めていな

いと判断された。

[鍛冶炉]鍛冶炉は床面中央部から1基が検出されている。炉跡の南東側から花筒岩製の台石が 1点、

2分割された状態で検出されていること、周辺から鍛造剥片が多量に出土していること、炉底面が被

熱していることから鍛冶炉と認定したものである。炉の規模は81× 55cm、 深さ 5 cmで、底面は被熱に

より淡く赤変している。炉縁辺には南側が開く馬蹄形に鉄滓小片、鍛造剥片などを主な構築材とする

低い土手状の区画が形成されている。土手状の区画の径は84× 74cm、 高さ10cmを測り、明らかに周辺

の土より硬く締まる。検出状況から炉壁である可能性が想定される。

[柱穴・ピット]柱穴は確認されていない。ピットは床面から3基が確認されている。Plは鍛冶炉 1

の西側に隣接しており、径67× 40cm、 深さ15cmで、埋土から鍛造剥片が多量に出上している。底面は

東側のみ被熱を受け赤変している。周辺から台石が検出されていないため、鍛冶炉とは認定していな

いが、古期の鍛冶炉である可能性も否定できない。いっぽうでPlの検出面からは羽口片が50g出土

しており、鍛冶炉 1に風を送るための送風施設などが存在した可能性も想定できる。P2は径53× 31
cm、 深さ12cmで、埋土から鍛造剥片が多量に出土している。ピットの南側に近接して砂岩製の大形礫

が置かれている。当初、これを台石と考え、鍛冶炉の可能性を想定したが、礫が砂岩製であり非常に

脆いこと、礫表面に径 3 cm、 深さ 8 cmほ どの先端部の丸い小さな穴が10数個空いていること、ピット

底面が被熟しておらず、鍛造剥片がピット内部に人為的に集中していることなどから、鍛冶炉ではな

いと判断している。用途については不明である。

遺物 (第94～96図、写真図版68・ 69)

[土師器]8点出土した。内訳は、検出面 1点、埋± 1点、床面 3点、鍛冶炉 1が 1点、鍛冶炉 5が 1

点、ピット2が 1点である。

[須恵器]床面から1片、壁際から1点が出上している。

[羽口]埋土中から羽口片27点が出土している。内訳は床面15点、埋± 3点、鍛冶炉 1が 1点、鍛冶炉

3が 1点、廃棄単位 1が 2点、廃棄単位 2が 1点、廃棄単位 3が 1点、西側煙道 2点、ピット2が 1

点である。

[石器・石製品]7点出土した。内訳は床面から5点、鍛冶炉 1か ら2点である。
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2 隠里Ⅲ遺跡

[鉄製品]床面から1点出土した。 [鉄淳]合わせて41536.06g出土している。

[炭化種子]埋上下位～床面より炭化種子10g(イ ネ、クリ)が出上している。

[動物遺体]埋土下位～床面よリアサリ7gが出土している。

時期 床面出土遺物から9世紀後半代～10世紀前半代と推定される。

8号住居状遺構 (工房)(第79図、写真図版58・ 59)

[位置・検出状況]Ⅲ Blh～ iグ リッドに位置し、東谷部の南東向き斜面に位置する。 3号竪穴住居
跡床面精査時のサブトレンチにて、 3号竪穴住居貼 り床下に別遺構の床面の存在を確認、その後精査

を開始したものである。

[重複関係]北半部で 3号竪穴住居と重複、これにより切られる。また、北西隅で11号土坑と重複する

が、良好な埋土断面が得られず、これとの新旧関係は明らかにできなかった。埋土の状況、出土遺物

などから11号土坑と本遺構が同時期に存在していた可能性もある。

[規模 。平面形・主軸方向]谷斜面に位置することから崩落 。流出等の影響で南東半部が残存せず、全

容は不明である。残存辺長は西―東4.Om、 北一南3.39mで、平面形は隅丸方形である。住居主軸方向

はN-74° 一Wである。

[埋土]6層に分層される。マサ土粒をごく少量含む黒褐色シルト主体で構成される。
[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層まで及ぶ。床面は、東谷部の斜面上位を廃津場として使用後
に造営された住居状遺構 (工房)と考えられる。残存床面範囲は北半部においてはほぼ平坦であるが、

9号住居状遺構 (cm)

長径×短径 深 さ

506× 472

654× 535 165

217× 171

252× 219

A
―一― L=74500m

9号住居状遺構

(A― Aウ

1 10YR5/3 にぶい黄褐色砂質シルト 粘性弱 しまりやや強
(B― Bウ

1 5YR5/4 にぶい赤褐色シルト (焼土)粘性弱 しまり中
2 10YR3/1 黒褐色シルト 粘性、 しまり共中 炭化物粒 1%、 焼土粒 2%

B

―
L=74100m

0              1 :50             2m

※B― BIは S=1 :25

9号住居状遺構

L_
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Ⅳ 調査成果

南半部はごく緩く下り勾配で傾斜している。場所による硬度差は確認されない。壁は北西側が一部残

存しており、外傾して立ち上がる。検出面から底面までの深さは最も残存する北側で39cmを測る。

[柱穴・ピソト]柱穴は確認されていない。ピットは北西壁際から2基検出された。Plは開口部径
73× 61cm、 深さ20cmを測る。埋土中より鍛造剥片が確認され、底面から鉄淳小片が検出されている。

台石は未検出であるが、周辺部から鉄錆が付着する台石が出土している。このことから鍛冶炉の可能

性がある。 P2は径46× 38cm、 深さ12cmを測る。埋土中より流状津 (細い柱状)がまとまって出上し

ている。このことから鉄津を人為的にピットに集積したものと考えられる。

遺物 (第97図、写真図版69)

[土師器]埋土から2片が出上した。

[須恵器]埋土から1片出土している。

[羽口]埋土から3片出土している。

[石器・石製品]Pl周 辺から台石と見られる鉄淳類が付着した礫片が出土した。
[鉄製品]貼 り床から1点出土している。 [鉄津]合わせて18081.2g出 土している。

時期 詳細な時期は不明であるが、床面出土遺物、遺構の重複関係から9世紀後半代と推定される。

9号住居状遺構 (第80図、写真図版60)

[位置・検出状況]Ⅳ Cla～ bグ リッドに位置し、南尾根の南向き斜面下位に位置する。検出層位は
I層直下のマサ土層上面で、暗褐色土の広がりとして確認された。

[重複関係]な し。

[規模・平面形 。主軸方向]尾根斜面に位置することから崩落 。流出等の影響で南半部が残存せず、全

容は不明である。残存辺長は西―東4.8m、 北―南1.2mで、平面形は隅丸方形である。住居主軸方向は

N-0° ― Eである。

[埋土]2層に分層され、にぶい黄褐色～黒褐色砂質シルトで構成される。
[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層まで及ぶ。床面は以下の掘削痕跡がほとんどなく、貼 り床は

施されていない。残存床面範囲はほぼ平坦で、場所による硬度差は確認されない。壁は北・西側の一

部が残存しており、外傾して立ち上がる。検出面から底面までの深さは最も残存する北側で30cmを 測

る。

[焼土・ピット]北側壁の付近から径66× 56cm、 厚さ17cmの現地性焼土と、径51× 47cm、 深さ 9 cmの土

坑 Plが検出されている。Plか らは土製支脚片 2点 (同一個体)が出上している。

[フ ローテーション・鍛造剥片抽出の実施]床面から焼土、扁平礫、土製品等が検出されたことから、

遺構内での何らかの作業を想定し、焼土、ピット、床面上壌のフローテーシヨン・鍛造剥片抽出を実

施している。その結果、Pl埋土から炭化種子 (イ ネ)が得られている。

[柱穴]柱穴は床面焼土周辺から2個検出されている。

遺物 (第97図、写真図版69・ 70)

[土師器]4片出土した。内訳は、Pl埋± 2点、床面 2点である。
[土製品]Pl埋 土より土製支脚 2片 (同一個体)が出土している。

[鉄淳]合わせてH4.32g出 上している。

時期 床面出土遺物から9世紀後半～10世紀代と推定される。
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Ⅳ 調査成果

鍛冶炉

1号鍛冶炉 (第81図、写真図版61)

[位置・検出状況]調査区東谷部、ⅡC 9aグ リッドに位置する。当初は 3号住居状遺構の北側埋土掘

削中に浅い土坑状の落ち込みを確認、続いて 7号住居状遺構 (工房)の埋土掘削時に北西側で現地性

焼土を確認したもので、それぞれ別個の遺構として精査を行った。後に焼土遺構から鍛冶淳と推定さ

れる鉄淳 (鉄塊系遺物、含鉄鉄津ほか)が出上していることから埋土を収集したところ、剥片状鉄津

51.2g、 鍛造剥片204g、 粒状淳 (大)17g、 粒状津 (小)1.8gが採取できたこと、炉の形態などから

鍛冶炉と判断したものである。

[重複関係]3号住居状遺構、 7号住居状遺構 (工房)と 重複、これらを切る。

[規模・形状]】ヒ側土坑部は径0.97× 0.82m、 深さ22cmの浅皿状を呈する。南側焼上部は規模1.12× 0.8m、

厚さ12cmを測る。

[埋土]北側土坑部は、当初 3号住居状遺構の北側埋土掘削中に土坑状の落ち込みとして確認したもの

で、埋土の記録を欠いている。黒褐色シル トを主体とする埋上であったため、 3号住居状遺構埋土と

の判別が難しく認定が遅れたことによる。南側焼上部は 3層からなり、 1層は黒褐色シルト、 2層 は

赤褐色焼土、 3層は黒褐色シルトで構成される。

[フ ローテーション・土壌洗浄の実施]南側焼上の埋土中に鉄淳片、炭化種子を視認できたため、全て

の埋土対象として、フローテーシヨンと鍛造剥片の抽出を実施している。その結果、剥片状鉄淳51.2

g、 鍛造剥片204g、 粒状淳 (大 )17g、 粒状淳 (小)1.8gが抽出された。いっぽう、戊化種子は合

わせて10g検出された。内訳はクリ、イネである。このほか、塊状 (おむすび状)の炭化種子が10g

出土している。内訳はイネである (詳細は分析 。鑑定の項参照)。

遺物 (第97図、写真図版70)

[土師器]南側焼土中から3点出土している。

[石器 。石製品]北側土坑底面から1点出土している。

[鉄津類]南側焼土中から合わせて1625.8g出 上している (内訳は第Ⅵ表参照)。

[戊化種子]南側焼土中から合わせて20g出土している (内訳は第Ⅵ章参照)。

時期 床面出土遺物、重複遺構との新旧関係から10世紀中葉～11世紀前半代と推定される。

火葬関連遺構

1号火葬関連施設 (第81図、写真図版61)

[位置・検出状況]調査区東谷部、ⅡC9bグ リッドに位置する。検出面は I層直下のマサ土層上面で、

黒褐色土の楕円形プランとして検出した。

[規模・形状]平面形は開口部径1.14× 0,7mの 隅丸長方形を呈する。断面形はビーカー状で壁はほぼ垂

直に立ち上がるが、西壁側のみややタト傾して立ち上がる。深さは最深部で42cmを 測る。

[埋土]3層からなり、上半部は褐色マサ土粒を全体に10%程度含む黒褐色シルト主体、下半部は炭化

材ブロックを300/O程度含む黒褐色シル ト主体で構成される。第 1層 と2層の間、および底面からは炭

化材が検出されている。炭化材の材質は鑑定の結果、ケヤキであることが判明した。

[放射性炭素年代測定 (AMS測定)の実施]床面から検出された炭化材 (ケヤキ)を対象として炭化

材の放射性炭素年代測定 (AMS測定による)を 実施している。その結果、暦年較正年代で985～

1025ADの 数値が得られている (詳細は分析 。鑑定の項参照)。

―-127-一



2 隠里Ⅲ遺跡

A
――――――L=87000m

1号土坑

(A―A')

1 10YR3/2 黒掲色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 直径 l mm大の炭化物 1%
2 10YR/2 黒褐色ンルト 粘性やや弱 しまり中 直径 2 mm大のマサ土粒 5%
3 10YRク4 褐色砂質シルト 粘性弱 しまりやや強 直径 2 mm大のマサ土粒 5%
4 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性、しまり共中
5 10YR6/6 明黄褐色砂質シル ト 粘性弱 しまりやや強 マサ土主体
6 10YR7/76 明黄褐色砂質シルト 粘性、 しまり共やや弱
7 10YR8/8 黄橙色砂質ンルト 粘性、 しまり共弱 マサ土主体
8 1oYR8/6 黄TEH色砂質シルト 粘性中 しまり弱 マサ土主体
9 10YR7/6 明黄褐色砂質シルト 粘性、しまり共やや弱 同色粘質シル ト、ブロック状に10%

Al

L=82200m
A―――一      ―一――A'

Ⅲ

撃 汁

西にlm

2号土坑

(A―A')

1 10YR5/4 にぶい黄掲色砂質シルト 粘性弱 しまりやや強 直径 3 mm大 のマサ土粒 3%

OA'

黒掲色シルト 粘性やや弱 しまり中 直径 2～ 5 mm大 のマサ土粒10%
黒掲色シルト 粘性やや弱 しまり中 直径 2～ 5 mm大 のマサ土粒30%
黒褐色シルト 粘性やや弱 しまり中 10YR2/1黒色ンルトプロック30%
暗褐色シルト 粘性中 しまりやや弱 マサ土プロック5%
黄橙色砂質シルト 粘性、しまり共弱 マサ土主体
黒褐色シルト 粘性やや弱 しまり共やや強 マサ上粒40%
黄橙色砂質シルト 粘性、しまり共弱 マサ土粒50%
黄橙色砂質シル ト 粘性中 しまりやや弱

第32図  1～3号土坑

0                 1 :40                2m

(隠里Ⅲ遺跡 )

A
――――― L=76,100m

A'

3号土坑

(A―Aウ

1  10YR2/3

2 10YR2/3
3 10YR2/3
4 10YR3/4
5 10YR3/6
6 10YR2/2
7 10YR3/6
8 10YRン 2

2号土坑
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Ⅳ 調査成果

遺物 (第98図、写真図版70)

[土師器]炭化材より下位から1点出土している。

[須恵器]埋土上位から1点出上している。

[灰釉陶器]戊化材上位から1点出土している。 [鉄津]合わせて132g出土している。

時期 床面出土遺物、放射性炭素年代測定の結果から10世紀後半～11世紀前半代と推定される。

(丸山)

上坑

1号土坑 (第82図、写真図版61)

[位置 。検出状況]調査区南尾根部、ⅢB6gグ リッドに位置する。検出面は I層直下のマサ土層上面
で、黒掲色の円形プランとして確認した。

[規模・形状]平面形は開口部径2.28× 2.17mの 円形を呈する。断面形は逆台形状で、壁はほぼ垂直に

立ち上がり、中位からやや外傾しながら開口部に至る。深さは最深部で134cmを測る。

[埋土]9層からなり、第 1～ 4層の上半部は黒褐～褐色シル ト、第 5～ 9層の下半部は明黄褐～黄橙

色の汚れマサ土主体で構成される。自然堆積の様相を呈する。

[出土遺物 。時期]出土遺物はなく、時期は不明である。

2号土坑 (第82図、写真図版62)

[位置・検出状況]調査区南尾根部、ⅢB8iグ リッドに位置する。検出面は I層直下のマサ土層上面
で、黒褐色の精円形プランとして確認した。

[規模・形状]平面形は開口部径ユ.19× (0.84)mの楕円形を呈する。断面形は円筒状だが、南東側は斜

面の崩落により立ち上がりが僅かに確認できる程度である。壁はややタト傾しながら立ち上がる。深さ

は最深部で52cmを 測る。

[埋土]マサ土粒を少量含むにぶい黄褐色砂質シルトの単層である。

[出土遺物・時期]出土遺物はなく、時期は不明である。

3号土坑 (第82図、写真図版62)

[位置・検出状況]調査区南尾根部、Ⅲ C10aグ リッドに位置する。検出面は I層直下のマサ土層上面

で、黒褐色の円形プランとして確認した。

[規模 。形状]平面形は開口部径2.1× 2.Omの 円形を呈する。断面形は逆台形状で、壁は概ねやや外傾

しながら垂直に立ち上がるが、南東側の壁は袋状を呈する。深さは最深部で127cmを測る。

[埋土]8層からなり、上半部は黒褐～暗褐色シルト、下半部は責橙色のマサ土主体で構成される。自

然堆積の様相を呈する。

[出土遺物・時期]出土遺物はなく、時期は不明である。

4号土坑 (第83図、写真図版62)

[位置・検出状況]調査区東谷部、Ⅲ C5cグ リッドに位置する。検出面は暗褐色土層 (Ⅵ層)上面で、

黒色の円形プランとして確認した。

[規模・形状]平面形は開口部径1.36× 106mの 円形を呈する。断面形は皿型で、壁はほぼ直立して立

ち上がる。深さは最深部で33cmを測る。

[埋土]第 1層が黒褐色シルト、第 2層が暗褐色シルトである。両層ともマサ土粒をやや多く含む。
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2 隠里皿遺跡

6号土坑

(A―Aウ

1 10YR2/1 黒色砂質ンルト 粘性弱 しまり中 マサ土粒 2%
2 10YR3/1 黒褐色砂質シルト 粘性弱 しまり中 10YR72Fk黄褐色砂質シルト3%、
3 10YR3/1 黒褐色砂質シルト 粘性弱 しまり中 10Y馳 /2灰黄褐色砂質シルトlo%、
4 10YR4/2 灰黄褐色砂質シルト 粘性、しまり共弱 10YR3/1黒褐色砂質ンルト5%
5 10YR5/2 灰黄褐色砂質シルト 粘性、しまり共弱 10YR3/1黒褐色砂質シル ト5%
6 10YR5/2 灰黄褐色砂質シルト 粘性、しまり央弱 10YR3/1黒褐色砂質シル ト40%

A
――――――L=72300m

A

4号土坑

(A― A)

1 10YR2/2 黒褐色シル ト
2 10YR3/3 暗褐色シル ト

粘性やや弱 しまり強 直径 5 mm大 のマサ土粒30%
粘性弱 しまり強 直径 5mm大 のマサ土旗30%

5号土坑

(A―Aウ

1 10YR2/3 黒掲色砂質シル ト 粘性、 しまり共やや弱 直径 1～ 2 mm大のマサ土粒30%
2 10YR2/2 黒褐色砂質シル ト 粘性、 しまり共やや弱 マサ土粒20%、 炭化物 10%、 焼土プロック 3%
3 10YR3/3 暗褐色砂質シル ト 粘性弱  しまり中 マサ土粒30%
4 10YR2/3 黒褐色シル ト 粘性中 しまりやや強
5 10YR2/2 黒褐色 ンル ト 粘性中 しまりやや弱
6 10YR3/2 黒褐色砂質シル ト 粘性やや弱  しまり弱
7 10YR3/3 暗褐色砂質ンル ト 粘性、 しまり共やや弱

マサ土粒 2%
マサ土粒 5%
(汚れマサ土主体 )

(汚れマサ土主体 )

汚れマサ主主体 (60%

A
――――――L=77400m

0            1:40           2m
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第83図 4～ 6号土坑 (隠里Ⅲ遺跡 )

6号土坑



Ⅳ 調査成果

[出土遺物・時期]出土遺物はなく、時期は不明である。

5号土坑 (第83図、写真図版62)

[位置 。検出状況]調査区南尾根部、ⅣC2b～ cグ リッドに位置する。南尾根部から南谷部にかけて

の斜面部に設定したトレンチにて検出した。検出面は I層直下のマサ土層上面である。黒褐色の円形

プランとして確認した。

[規模・形状]平面形は開口部径1.53× 1.42mの 円形を呈する。断面形は円筒形状で、壁は直立もしく

はやや内傾して立ち上がる。深さは最深部で100cmを測る。

[埋土]7層からなり、暗褐～黒褐色シルト主体で構成される。第 2層は炭化物や焼土ブロックを含む。

人為堆積の可能性があるが、 6層 は木根による撹乱と判断した。

遺物 (第98図、写真図版70)

埋土中位から土師器の長胴奏片 5点 (331～335)と 鉄淳96.7gが 出上した。鉄淳は磁着し、メタル

チェッカーのLowレベルに金属反応を示すため、鉄塊系資料に分類した。出土遺物から平安時代に属

する遺構と推定される。

6号土坑 (第83図、写真図版63)

[位置 。検出状況]調査区南尾根部、Ⅲ B9j～ 10jと Ⅲ C9a～ 10aにかけて位置する。検出面は 2号

竪穴住居の第 4層下面である。ほぼ円形の明瞭な黒褐色プランとして確認した。 2号竪穴住居と重複

し、これを切る。

[規模・形状]平面形は開口部径2.03× 1.7mの隅丸方形を呈する。断面形はフラスコ状で、壁はやや内

傾しながら立ち上がり、中位からタト傾して開口部に至る。深さは最深部で112cmを測る。

[埋土]6層からなり、上位は黒褐色砂質シルト主体で構成され、マサ土粒が疎らに混入する。下位は

灰黄褐色の汚れマサ土主体で構成される。

遺物 (第98図、写真図版70)

埋土から土師器の長胴奏片が 7点 (336～342)出土している。出土遺物から平安時代に属する遺構

と推定される。また、底面からは 2号竪穴住居のカマ ドに用いられていたものと同質の礫 (砂岩)が

出上しており、 2号竪穴住居との時間差は小さいと思われる。

7号土坑 (第84図、写真図版63)

[位置・検出状況]調査区南尾根部、ⅢB4fグ リッドに位置する。検出面は I層直下のマサ土層上面

である。

[規模・形状]平面形は開口部径0.67× (0.6)mの精円形を呈する。断面形は皿型で、壁はほぼ直立す

るが、北東側は斜面崩落により立ち上がりは不明である。深さは最深部で27cmを測る。

[埋土]暗褐色シルトを主体とするが、北東側に焼土 (第 2層 )を伴う。自然堆積の様相を呈する。

[出土遺物 。時期]出土遺物はなく、時期は不明である。

8号土坑 (第84図、写真図版63)

[位置・検出状況]調査区南尾根部、ⅢB7h～ 1、 8h～ iグ リッドに位置する。検出面は 1号竪穴

住居の第 2層の下面である。やや不明瞭な、円形の黒褐色プランとして確認した。 1号竪穴住居と重

複し、これを切る。
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2 隠里Ⅲ遺跡

7号土坑

A'

Ａ

◎

―――
|一
:]i号与4ら

ア号土坑

(A――Aウ

1 101rR3//3 暗褐色シルト 粘性弱 しまりやや弱
2 5YR5/6 明赤褐色シルト (焼土)粘性、しまり共中

8号土坑

(A一 A')

1 10YR3/2 黒褐色砂質シルト 粘性やや弱 しまり強
2 10YR2/2 黒褐色砂質シルト 粘性中 しまりやや強
3 10YR4/4 褐色砂質シルト 粘性やや弱 しまりやや強
4 10YR6/6 明黄褐色砂質シルト 粘性弱 しまり中
5 10YR5た にぶい黄褐色砂質シルト 粘性弱 しまり中
6 10YR4/4 褐色砂質シルト 粘性、しまり共やや弱
7 10YRb/6 黄褐色砂質シルト 粘性やや弱 しまり中
8 10YRν 3 暗褐色砂質ンルト 粘性、しまり共やや弱
9 10YR6/8 明黄褐色砂質シルト 粘性中 しまりやや弱

Ⅲ B8iか ら

西に2m

直径 5～ 10mm大 のマサ土地 3%

10 10YR7/4 にぶい黄褐色砂質シルト 粘性やや弱 しまり弱 マサ上主体
11 10YR3/4 暗褐色砂質シルト 粘性、しまり共やや弱
12 10YR3カ  黒褐色砂質ンルト 粘性、しまり共やや弱

A

―
と=84400m

Al

1 :40
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Ⅳ 調査成果

[規模 。形状]平面形は開口部径3.12× 2.8mの隅九方形を呈する。断面形は逆台形で、壁はややタト傾し

て立ち上がる。深さは最深部で96cmを測る。

[埋土]12層からなり、にぶい責褐～褐色砂質シルト主体で構成される。全体的にマサ土粒がごく少量

混入する。

遺物 (第98図、写真図版70)

埋土から土師器の長胴甕片 3点 (343～ 345)、 鉄津107.lg、 床面から鍛造剥片0.lgが 出上した。鉄

淳の内訳は含鉄鉄津89,7g、 鉄分の少ない鉄津17.4gで ある。出土遺物から平安時代に属するものと推

定される。 1号竪穴住居に先行するものの、本遺構との時間差はほとんど無いと考えられる。

9号土坑 (第85図、写真図版63)

[位置・検出状況]調査区東谷部、Ⅱ B10h、 ⅢBlhグ リッドに位置する。検出面は 3号竪穴住居の

床面下層である。 8号住居状遺構の精査時に設定した東西方向のベルト断面を観察した結果、本遺構

を上坑と判断した。

[規模・形状]平面形は開口部径1.88× 1.54mの不整楕円形を呈する。断面形は椀型で、壁は緩やかに

外傾しながら立ち上がる。深さは最深部で66c皿を測る。

[埋土]3層からなり、黒～黒掲色シルトで構成される。全体にマサ土粒が少量混入し、第 1層では不
明瞭な焼上が混じる。 3号竪穴住居床面から柱状の掘り込みにより埋上の一部は切られている。

遺物 (第98図、写真図版70)

埋土から土師器の長胴甕片 3′点 (346～ 348)、 羽口片 1点 (349)、 鉄津1207.9gが出上した。鉄淳の

内訳は椀形津221.Og、 流状淳53.5g、 鉄塊系試料561,6g、 含鉄鉄淳319,7g、 鉄分の少ない鉄津52.lg

である。埋上の地積状況から8号住居状遺構と同時期に機能していた可能性があり、出土遺物から平

安時代に属する遺構と考えられる。

10号土坑 (第85図、写真図版64)

[位置・検出状況]調査区中央尾根部、Ⅱ C10a～ bグリッドに位置する。検出面は I層直下のマサ土

層上面である。暗褐色のプランとして確認した。

[規模・形状]平面形は開口部径2.12× 0.27mの 溝状を呈し、軸方向はN-84° 一Wである。短軸の断
面形はV字形で、壁はほぼ直立し、僅かにタト傾しながら開口部に至る。深さは最深部で67cmを測る。

[埋土]3層からなり、黒褐色～灰黄褐色砂質シルト主体で構成される。全体にマサ土粒が混じり、第
2層は汚れマサ上が主体となる。

[出土遺物・時期]出土遺物はなく、時期は不明である。

11号土坑 (第85図、写真図版64)

[位置・検出状況]調査区南尾根部、ⅡB8h～ iグリッドに位置する。検出面は I層直下のマサ土層
上面である。黒褐色のプランとして確認した。

[規模・形状]平面形は開口部径2.98× 0.33mの溝状を呈し、軸方向はN-37°  ―Eである。短軸の断面
形はV字形で、壁はややタト傾しながら直線的に立ち上がる。深さは最深部で57cmを測る。

[埋土]マサ土粒を含むにぶい責褐色シルトの単層である。

[出土遺物 。時期]出土遺物はなく、時期は不明である。
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2 隠里Ⅲ遺跡

A③

10号土坑 (A― A'、 B― B'共通 )

1 10YRγ2 黒褐色砂質シルト 粘性弱
2 10YR4/2 灰黄褐色砂質シルト 粘性、
3 10YR3/1 黒褐色砂質シルト 粘性弱

A

―

L=78500m

A
――――…L=80300m

L=83200m

11号土坑 (A― A'、 B-3.共 通 )

1 10YR5/4 にぶい責掲色 ンル ト 粘性弱

A

A'

9号土坑

(A― Al)

1 10YR3/1 黒褐色シルト 粘性、しまり共やや弱 5YR4/6赤 褐色焼± 3%
2 10YR2/1 黒色シルト 粘性、しまり共中 マサ土粒 生%
3 10VR3/2 黒褐色シルト 粘性中 しまりやや強 マサ土粒 2%

9号土坑

OA'

しまり中 マサ土粒1%
しまり共弱 汚れマサ土主体
しまりやや弱 マサ土粒1%

A Al

しまりやや強 マサ土粒10%

A'
L=83600m   

―

12号土坑

(A― A')

10YR4/2

10YRン 2

10YR5/3

10YR4/4

10YR7/6

灰黄褐色シルト 粘性中 しまり強 ゅ2 mm大 のマサ土粒30%
黒褐色ンルト 粘性やや強 しまり強 ゆ2nm大のマサ土粒 5%
にぶい黄褐色シルト 粘性やや強 しまり強 φ 5mm大の粘土プロック5%
褐色シルト 粘性中 しまりやや強
明黄褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 マサ土主体

0           1:40           2m

10号土坑

12号土坑
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Ⅳ 調査成果

12号土坑 (第85図、写真図版64)

[位置 。検出状況]調査区中央尾根部、ⅡB7i～ 8iグ リッドに位置する。検出面は I層直下のマサ

土層上面で、黒褐色の不整な楕円形プランとして確認した。

[規模・形状]平面形は開口部径1.98 X l.01mの 楕円形を呈する。断面形は椀型状で、壁は外傾しなが

ら立ち上がり、開口都付近でほぼ直立する。深さは最深部で105cmを 測る。

[埋土]5層からなり、にぶい黄褐～黒褐色シルト主体で構成される。全体的に少量のマサ土粒が疎ら
に混じる。第 5層は汚れマサ土主体の堆積である。自然堆積の様相を呈する。

[出土遺物・時期]出土遺物はなく、時期は不明である。

大溝状遺構

1号大清状遺構 (第86図、写真図版64)

[位置・検出状況]調査区南尾根部、ⅢB6fグ リッドほかに位置する。検出面は表土除去後のマサ土

層上面で、にぶい黄褐色の住居状プランとして認識した。当初、住居状遺構と想定し埋上の精査に着

手したが、斜面上位にあたる北西側壁面は明確に立ち上がるのに対し、斜面下位、および北東―南西

方向の壁面は掘削が進んでも一向に立ち上がる様子がなかった。このため北偵1壁面の立ち上がりのみ

を手がかりに埋土の掘削を進めたところ、等高線と平行に痩せ尾根を横断するような大溝状の遺構 と

なったものである。このことにより、南側プランに一部掘りすぎが生じている。

[規模・形状]平面形は9。9× 2.lmの溝状を呈する。長軸方向はN-29° ―Eで、等高線と平行する。

壁高の残存値は最大で102cmを 測る。

[埋土]10層からなり、明責掲～にぶい責橙色シルト主体で構成される。

遺物 (表掲載)

[土師器]埋土より1点出土している。

時期 出土した遺物の時期から平安時代の可能性があるが、詳細は不明である。

炭窯

1号炭窯 (第87図、写真図版65)

[位置・検出状況]調査区南谷部、ⅢB8c～ ⅢB9cグ リッドに位置する。H18年度の確認調査 トレ
ンチT6331こて存在を確認されていた。検出面は I層直下のマサ土層上面で、黒褐色の長楕円形プラン

として確認した。

[規模・形状]平面形は3.2× 0,98mの長方形を呈する。長軸方向はN-44° ―Eで、等高線と平行する。

壁高の残存値は最大で55cmを測る。斜面地を削平して構築されており、南東側は崩落のため残存しな

[埋土]5層からなり、埋土は暗褐～黒褐色で構成される第 1～ 3層である。底面には炭化物細片の薄
層が広がっており、床面は被熱により淡く赤変している。

[出土遺物・時期]南端底面付近より、木炭がまとまって出上した。床面に認められた炭化物細片は、

製炭によって得られた木炭の残 りである可能性が考えられる。土器などの遺物が出土していないため

詳細な時期は不明であるが、遺構の諸属性から古代の伏せ焼きが行われた炭窯であると考えられる。

2号炭窯 (第87図、写真図版65)

[位置 。検出状況]調査区南谷部、ⅢB7d～ e、 ⅢB8d～ eグ リッドに位置する。H18年度の確認
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2 隠里Ⅲ遺跡

州

０

1号大溝

(A=Ar)

10YR4/2 反黄脅色ンルト 璃性層 しまり中― マサ■ァロッタ19%
10YR5/6 黄褐色シルト 1粘性弱 しまりやや弱
10YR3/3 暗編色シルト 粘性ややBFI しまり輩 マサ上プロツクle跨
10YR7/6 明黄禍色シルト 稲性弱 しまりやや強
IOYR5/4 にぶい章鶴色シルト 粘性弱 しまりや■嘉
10YR6/6 明黄褐色シルト 鵜性やや弔 し言りやや強
10YR5/3 にぶぃ黄掲色シルト 粘性やや弱 しまりやや4  .
IOYR6/3 に斜′ヽ黄橙色ンルト 粘陛申 し

=η
tt ψ卿囃ジW遊攀 色粘■,%

ЮⅥ譲/4 褐色シルト 粘性やや朝 しまり中
40YR7/6 明期 色ンルト 粘性中 し.ま りやや強

0          1:50          ?m

―
L=87:8∞m
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Ⅳ 調査成果

調査 トレンチT6051こて存在を確認されていた。検出面は I層直下のマサ土層上面で、黒褐色の長精円

形プランとして確認した。

[規模・形状]平面形は5.24× ユ.03mの 隅丸長方形を呈する。長軸方向はN-84° 一Wで、等高線と平

行する。壁高残存値は最大49cmを 測る。斜面地を削平して構築されており、南側は崩落している可能
′
隆がある。

[埋土]4層からなり、埋土はマサ土の崩落層と思われる明黄褐色砂質シルト主体で構成される。底面
には炭化物層がほぼ全体に広がり、床面は被熟している、

[出土遺物・時期]底面付近より木炭片が少量出上した。製炭によって得られた木炭、あるいは燃料材
の残りである可能性が考えられる。なお、出土した木炭の一部は採取し、樹種同定を行っている (第

V章第 4節参照)。 時期は土器などの遺物が出上していないため詳細な時期は不明であるが、遺構の諸

属性から古代の伏せ焼きが行われた炭窯であると考えられる。

焼土遺構

1号焼土遺構 (第88図、写真図版65)

[位置 。検出状況]調査区東谷部、Ⅱ B10jグ リッドに位置する。検出面はⅡ層上面である。

[規模・形状]平面形は0.41× 0。18mの不整な隅丸台形を呈する。断面形は皿状で、層厚は 4 cmを 測る。

[出土遺物]遺物は出土していない。

[時期・性格]詳細な時期・性格は不明である。

2号焼土遺構 (第88図、写真図版66)

[位置・検出状況]調査区東谷部、Ⅱ B10jグ リッドに位置する。検出面はⅡ層上面である。

[規模・形状]平面形は0.43× 0.29mの楕円形を呈する。断面形は皿状で、層厚は 6 cmを 測る。

[出土遺物]遺物は出土していない。

[時期・性格]詳細な時期・性格は不明である。

3号焼土遺構 (第88図、写真図版66)

[位置・検出状況]調査区東谷部、ⅢBlhグ リッドに位置する。検出面はⅡ層上面である。
[規模・形状]平面形は0,4× 0.19mの不整な楕円形を呈する。断面形は皿状で、層厚は 7 cmを 測る。

[出土遺物]遺物は出上していない。

[時期・性格]土師器片が 3点出土している。詳細な時期・性格は不明である。

4号焼土遺構 (第89図、写真図版66)

[位置・検出状況]調査区北谷部、ⅡAlhグ リッドに位置する。検出面はⅧ層上面である。楕円形の
暗掲～責褐色シルトの広がりとして検出した。 トレンチにて断面を観察したところ、にぶい赤褐色層
を確認した。にぶい赤褐色焼土と焼土ブロックを含む黒色シルト及び、上下に堆積している暗褐～褐

色シルトをまとめて 4号焼土遺構とした。

[規模・形状]平面形は1.12× 0.47mの 楕円形を呈する。断面形は皿状で、深さは最深部で28cmを測る。

[出土遺物]遺物は出土していない。

[時期・性格]詳細な時期・性格は不明である。
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2 隠里Ⅲ遺跡

炭
化
物
分
布
範
囲

札 9d

1号炭窯

(A一 Aウ

1 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性弱 しまり中
2 10YR2/3 黒掲色シルト 粘性、しまり共中
3 10YR2/2 黒褐色粘質シルト 粘性やや強 しまり中 φ5mm大の炭化物 1%、 5YR4/6赤褐色砂質焼± 3%
4 10YR2/1 黒色シルト 粘性弱 しまりやや強 炭化物層
5 5YR5/8 明赤褐色砂質ンルト (焼土)粘性弱 しまり強

2号炭窯

2号炭窯

(A― Aつ

1 10YR7/6 明黄褐色砂質シルト 粘性、しまり共弱 マサ土崩落層
2 ЮYR4//2 灰黄褐色砂質シルト 粘性、しまり共弱 1層 との協会厚さ 2～ 5mm、 長さ 5 cm程 度の炭化物が板状に混入
3 10YR17/1 黒色シルト 粘性弱 しまり中 φ lmm大 の炭化物多く含む炭化物層
4 5YRν8 明赤褐色砂質シルト (焼土)粘性弱 しまり強

炭
化
物
分
布
範
囲

0              1 :50             2m

L

一
L=81 100m

―――――L=82500m
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第87図  1～ 2号炭窯 (隠里Ⅲ遺跡 )



Ⅳ 調査成果

A′

O
A

2号焼土遺構

L==78700m

2号焼上遺構
(A―Aウ
1 75YR5/8 黒褐色シルト (焼土)粘性、 しまり共中

OA
1号焼土遺構
(A――Aつ
1 5YRプ 8 明赤褐色粘質シルト (焼土) 粘性やや強  しまり中

3号焼土遺構
(A――A')
1 5YR5浴  明黄褐色粘質シルト (焼土)粘性やや強 しまり中
2 5YM/4 にぶい赤褐色粘質シルト 粘性やや強 しまり中

L=78100m A′

◎ At

l号焼土遺構

L==79,800m A′

芦
　
③

‖Bllか ら

南へlm

西へlm

3号焼土遺構

O

A

0           1:25           1m

l～3号焼土遺構 (隠里Ⅲ遺跡 )第88図
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2 隠里Ⅲ遺跡
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L=70600m

4号焼土遺構
(A―A')
1 10YR4/3 暗褐色シルト 粘性、しまり共中 ゆ2mm大のマサ土粒3%
2 10YR2/1 黒色シル ト 粘性強、しまりやや弱 5YR4//4にぶい赤褐色焼±3%
3 5YR4/4 にがい赤褐色シルト (焼土)粘性、しまり共やや強
4 10YR4//4 褐色シルト 粘性中 しまりやや強

5号焼土遺構
(A――Al)
1 10YRν 3 黒褐色シルト 粘性強 しまりやや強 φ2～3mm大の焼土粒1%
2 10YR3/1 黒褐色シルト 粘性強 しまりやや弱

第89図  4・ 5号焼土遺構 (隠里Ⅲ遺跡 )
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1号集石遺構

Ⅳ 調査成果
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第90図 1号集石遺構 (隠星H遺跡 )
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2 隠里Ⅲ遺跡

と=76100m

＼

ｏ

Ｏ

Ｏ

口

A′

L=75600m ―

1 :50 2m

東谷部廃滓場 2(A―パ、B― B'、 共通 )
I層 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト 粘 しまり共弱 (表土)
Ⅱ層 10YR3/1 黒褐色シルト 粘やや弱 。しまり中 (古代遺構検出面/古代遺物包含層)
Ⅱ層 10YR3/1 黒褐色シルト 粘弱・ しまり中 風化花尚岩粒3C脇含 (古代遺物包含層)
Ⅳ層 10YR2/1 黒色シルト 粘 。しまり共中 鉄津含 (古代遺物包含層)
V層 10YR4/4 褐色シルト 粘弱 。しまりやや強 風化花尚岩粒 3%含
Ⅵ層 10YR3れ  暗褐色シルト 粘中・しまりやや強 風化花尚岩粒 5%含
* Ⅲ層は局所的な堆積状況を示す
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第91図 東谷部廃滓場 (隠里Ⅲ遺跡 )



Ⅳ 調査成果

5号焼土遺構 (第89図、写真図版66)

[位置・検出状況]調査区北谷部、ⅡAlhグ リッドに位置する。検出面はⅧ層上面である。楕円形の

不明瞭な黒褐色シルトの広がりとして検出した。若干の焼土ブロックを含んでいる。

[規模・形状]平面形は0.78× 0.36mの精円形を呈する。断面形は皿状で、層厚は 9 cmを 測る。

[出土遺物]遺物は出上していない。

集石遺構

1号集石遺構 (第90図、写真図版66)

[位置 。検出状況]調査区西尾根部、ⅢA3j～ ⅢB3aに 位置する。検出面は I層直下のマサ土層上

面であるが、西尾根の頂部は里道が構築される際に一部削平された痕跡があり、 I層の堆積は薄い。

里道の構築年代は不明である。重機による表土除去の際に、礫の集合体として確認した。

[規模・形状]約 2.5だ の範囲に34個の礫が不規則に集中している。礫の規模は大小様々あるが、大き

いもので25× 16cm前後を測る。埋土はマサ土の崩落層と思われる黄橙色砂質シルトが10cm程度の厚さ

で堆積している。

遺物 (第98図、写真図版70)

埋土上位より縄文時代前期の特殊磨石 (355)が 1点出上している。石質は閃緑岩である。人為か自

然か判断のつかない欠損部分を持ち、 2次利用された可能性も考えられる。

時期 時期 。性格ともに不明である。

(鈴木)

遺物包含層 (廃滓場 )

東谷の上位と下位で 2箇所確認された (第91図 )。 上位の包含層 (1号廃淳場)はおよそ40だ、厚さ

80cmの範囲に形成され、合計4712.9gの遺物が出上している。内訳は羽口片300g、 鉄淳4712.9gであ

る。この上位には8号住居状遺構 (工房)が構築されており、遺物は構築以前の沢に廃棄された状況で

ある。鉄津のなかには製鉄工程に伴うとみられる流状滓 (太い柱状)が含まれ、同工程に関する遺構

が調査区内から未検出であることから、鉄淳自体は他所からの廃棄とみられる。

下位の包含層 (2号廃津場)はおよそ250だ、厚さ90cmの範囲に形成され、合計18453.3gの 遺物が

出土している。内訳は羽口片900g、 鉄淳片18453,3g、 縄文土器、弥生土器各少量である。この範囲

に2mメ ッシュを設定し、南北方向は北からいろはに・・・・、東西方向は西から1234・ ・・・

と呼称して、遺物の取り上げを行っている。各出土遺物一覧を第19表、鉄津分類表 (3)(4)(5)に 示した。

これらは古代に形成された包含層 (廃淳場)であり、谷頭の工房から廃棄され、斜面下位の低地に

集積したものと考えられる。

(丸山)
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2 隠里Ⅲ遺跡

(3)遺構外出土遺物 ―隠里 Ⅲ遺跡 ―

今回の調査による出土遺物には、縄文土器、土師器、須恵器、陶器、土製品、石器、石製品、鉄製

品、鉄淳、炭化種子、動物遺体がある。総量は大コンテナ (40× 30× 30cm)でおよそ10箱分である。

以下、種類ごとに概観する。

1 縄文土器 (第99図、写真図版71)

縄文土器は小コンテナで半量が出土しており、 6点 を掲載した。すべて細片で、器形の判明するも

のはない。東谷部の排淳場中からの出上が多く、弥生、古代の遺物と共伴する。これらは文様の特徴

などから概ね早期末葉 (早稲田 5類期)、 後期の 2期に大別される。

前期 (早稲田 5類期)

356の 1点のみ出上している。356は東尾根北側から出土した深外胴部片で、地紋としてRLの斜回転

が表裏に施文される。胎土には少量の植物繊維と砂礫を含む。焼成は良好で、外面赤掲色、内面にぶ

い褐色を呈し、やや硬質である。

後期 (十腰内 I式期)

357～361が該当する。器種はすべて深鉢で全体的に煤が付着したような黒掲色土を呈する。357は東

谷包含層い①Ⅱ層から出土した胴部片で、地紋はRLである。358は南谷2B10,か ら出土した口縁部片で、

沈線による平行文 +磨消縄文が施文される。359は東谷包含層 2区 Ⅱ層から出土した胴部片で、地紋は

RLの斜回転である。360は北谷T6黒色層から出土した胴部片で地紋はLRの横回転である。内面に炭化

物の付着が見られる。361は東谷包含層 2区 Ⅱ層から出土した胴部片で、地紋は 0段多条 (RL)の横

回転である。

2 弥生土器 (第99図、写真図版71)

縄文土器は小コンテナで半量が出土しており、 6点を掲載した。すべて細片で、器形の判明するも

のはない。東谷部の排津場中からの出上が多 く、弥生、古代の遺物と共伴する様相を示す。ここでは

6点 を掲載した。全体的に煤が付着したような黒褐色を呈する。365は東谷 1区から出土した奏の口縁

部片で、 2本 1組の沈線 +交互刺突の文様が上下 2段に巡る。地紋は付加条 (L)で、縦・斜回転で

ある。366は胴部片で、地紋は付加条 (L)の斜回転である。367は東谷 トレンチT13の黒褐～黒色層か

ら出土した胴部片である。地紋は付加条 (L)の縦 。斜回転である。これらは文様の特徴から概ね弥

生時代後期に相当するものと思われる。

3 土師器・須恵器 (第99図、写真図版71)

大コンテナ 2箱分の量が出土しており、22点 を掲載した。いずれも細片で、図示できたのは内11点

である。これらは器種、製作技法、調整等の特徴から8C～ 10世紀代までの時期幅を持つと見られる

が、数が僅少なため、器種ごとに特徴を概観するに留める。

土師器必

5点すべて掲載した (表掲載含む)。 製作に際してロクロを使用する。368は東谷包含層に③ Ⅱ層か

ら出上した口縁部～体上部片で、内外面ロクロナデ調整、内面ミガキ+黒色処理される。369は東谷包

含層へ③暗褐色から出土した。370～ 372は東谷T12か ら出上した。
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Ⅳ 調査成果

土師器小形郭

3点出土しており、全て掲載した。製作に際してロクロを使用する。373～ 3751よ東谷 2区から出土

している。

土師器長胴甕

10点掲載した (表掲載含む)。 376～382は東谷包含層から出土している。376は口縁部片で、回縁部

ヨコナデ、体部ナデ調整される。377は 口縁部片で、日縁部ヨコナデ、体部ナデ調整される。3781よ 口

縁部片で、口縁部ヨコナデ、体部外面ケズリ、内面ナデ調整される。379イよ口縁部片で、口縁都ヨコナ

デ、体部ハケメ調整される。380は体部片で、体部ナデ調整される。381は底部片で、体部ナデ調整さ

れる。382は黒色層から出上した。383は東谷T16黒褐～黒色層から出土した。3841よ東谷 2区 Ⅱ層から

出土した。385は東谷T13黒褐～黒色層から出土した。

須恵器の甕壼類

3点掲載している。いずれも細片で器形の判明するものはない。386は東谷包含層Ⅱ層から出上した

口縁部片で、内面上部に自然釉がかかる。387は東谷 2区 Ⅱ層から出上した体部片で、タト面ケズリ、内

面ロクロナデ調整される。388は東谷包含層一括出土の顎部片で、胎土赤褐色、内外表面灰色のサンド

イッチ状の色調を呈する。

須恵器大甕

1点のみ出上している。389は西尾根鉄塔側表土から出上した体部片で、外面平行文タタキ、内面ナ

デ調整される。

4 灰釉陶器 (第99図、写真図版71)

灰釉陶器は遺構外からは 1点のみの出上である (このほか遺構内から6点出土)。

390は東谷 2区から出上した壺瓶類の肩部片である。器種・施釉の特徴から9～ 10世紀代に位置づけら

れる可能性を持つ。灰釉陶器片は14号住居状床面、 5号住居状ベルト埋土、 1号土坑底面、東谷包含

層から計 8片出上している。いずれも器種は壺瓶類で、接合関係はないものの同一個体の可能性が高い。

5 羽回 (第99図、写真図版71)

羽口は東谷包含層から小 1箱出土しており、10点 を掲載した (表掲載含む)。 個々の計測値は第13表

に示した。

6 石器 (第99図、写真図版71)

石器は 1点のみ出上している。401は東谷 1区から出土した石鏃である。

7 鉄製品 。金属製品 (第99図、写真図版71)

鉄製品・金属製品は 2点 を掲載している。402は東谷T12か ら出土した釘である。403は 北谷 トレン

チから出土した使途不明の鉄製品である。基部に機械による小穿孔があり、体部には擦痕、先端部に

は強い敲打による潰れが観察される。近現代のものと推定される。

8 鉄滓 (写真図版72～ 76)

鉄淳は合わせて大コンテナ 8箱分出土した。鍛造剥片の抽出は大35箱分の土壌を対象に実施した。

鉄津は東谷包含層 1・ 2か ら出上している。個々の計測値一覧は第19表に示した。

鉄淳分類フローチャート、分類基準は第Ⅲ章 2項に示した。

9 炭イと種子 (写真図版71、 分析鑑定の項参照)

炭化種子は合わせて小コンテナ 1箱分出土した。内訳はイネ、アワ、キビ、クリ等で、イネとクリ

を多く出土し、ムギ類は少量であるという結果が得られた (詳細については第V章 自然科学的分析
の項参照)。
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2 隠里Ⅲ遺跡
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Ⅳ 調査成果

7号住居状遺構

第95図 7号住居状遺構 (工房)出土遺物 (2)
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(隠里Ⅲ遺跡 )
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第96図  7号住居状遺構 (工房)出土遺物 (3)(隠里Ⅲ遺跡 )
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1呵
表
 
縄
文
土
器
・
弥
生
土
器
観
察
表
(隠
里
Ⅲ
遺
跡
)

No
出
土
地
点

器
種
名

胎
土

文
様
特
徴

時
期

備
考

東
尾
根
北
側
 
検
出
時

深
鉢

砂
礫
少
量

地
紋
:単
節
斜
縄
文
(表
:R
L/
裏
:R
L)

縄
文
前
期
初
頭
表
裏
縄
文

東
谷
包
含
層
い
①
 
Ⅱ
層

深
鉢

地
紋
:単
節
斜
縄
文
(R
L)

縄
文
後
期

表
掲
載

35
8
南
谷
I 
B1
0i

深
鉢

砂
礫
少
量

平
行
沈
線
、
磨
消
縄
文
(L
R)

縄
文
後
期

東
谷
包
含
層
 2
区
 
Ⅱ
層

深
鉢

地
紋
:単
節
斜
縄
文
(R
L斜
位
)

縄
文
後
期

内
面
炭
化
物
付
着

北
谷
T6
 
黒
色
層

深
鉢

砂
礫
少
量

地
紋
:単
節
斜
縄
文
(L
R)

縄
文
後
期

内
面
炭
化
物
付
着

東
谷
包
含
層
2区
 
Ⅱ
層

深
鉢

地
紋
:0
段
多
条
(R
L)

縄
文
後
期

外
面
炭
素
付
着

36
2
東
谷
包
含
層
へ
④
 I
層
下
～
Ⅲ
層
上

奏
地
紋
:付
加
条
(L
)

弥
生
後
期

表
掲
載

東
谷
包
含
層
へ
④
 I
層
下
～
Ⅲ
層
上

甕
地
紋
:付
加
条
(L
)

弥
生
後
期

36
4
東
谷
包
含
層
へ
④
 I
層
下
～
Ⅲ
層
上

甕
地
紋
:付
加
条
(L
)

弥
生
後
期

表
掲
載

36
5
東
谷
1区
メ
イ
ン
ト
レ
ン
チ

甕
口
縁
:平
行
沈
線
+交
互
刺
突
、
地
紋
:付
加
条
(L
)

弥
生
後
期

東
谷
包
含
層
2区
 
Ⅱ
層

甕
地
紋
:付
加
条
(L
)

弥
生
後
期

36
7
東
谷
ト
レ
ン
チ
T1
3 
黒
褐
～
黒
色
層

甕
地
紋
:付
加
条
(L
)

弥
生
後
期

表
掲
載

第
12
表
 
土
師
器
・
須
恵
器
観
察
表
(隠
里
Ⅲ
遺
跡
)

― ― 〕 ９ ９ １ １

推
定
値
は
( 
)、
残
存
値
は
〈 
〉

No
出
土
地
点

種
類

器
種

残
存
率

色
調

主
な
外
面
調
整
(旧
→
新
)

主
な
内
面
調
整
(旧
→
新
)

底
部

法
量
(c
m)

備
考

口
径
底
径
器
高

ユ 号
竪
穴
住
居
 P
it
2

土
師
器
長
胴
発

50
%

に
ぶ
い
責
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

(1
0■
9)

1号
竪
穴
住
居
 
床
Pl

土
師
器
長
胴
甕

40
0/
O

に
ぶ
い
責
褐
〔日
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

(1
21
)

(1
33
)

1号
竪
穴
住
居
 
床
P2

土
師
器
長
胴
発

40
%

に
ぶ
い
黄
橙
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
 
ナ
デ

(1
57
)

(1
80
〉

1号
竪
穴
住
居
 
床
P3

土
師
器
長
胴
菱

10
%

に
ぶ
い
責
橙
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ
〔回
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

1号
竪
穴
住
居
 
床
P‐
7

土
師
器
長
胴
発

20
%

掲
〔日
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ

1号
竪
穴
住
居
 
床
P7
、
8

土
師
器

長
胴
発

10
%

黒
褐

〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
 
ナ
デ

1号
竪
穴
住
居
 
床
P7

土
師
器

長
胴
発

10
0/
。
以
下

に
ぶ
い
黄
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
 
ナ
デ
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ

1号
竪
穴
住
居
 
床
P1
0

土
師
器

長
胴
発

10
0/
O以
下

灰
責
褐

〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ

1号
竪
穴
住
居
 Q
3 
埋
土

土
師
器

長
胴
斐

10
%以
下

に
ぶ
い
黄
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

ユ 号
竪
穴
住
居
 
床
P9

土
師
器

長
胴
甕

10
%

灰
責
褐

〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

1号
竪
穴
住
居
 
床
焼
土
(E
)

土
師
器
長
胴
発

10
%以
下

に
ぶ
い
黄
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔イ
打ミ
〕
ナ
デ

[号
竪
穴
住
居
 
床
焼
土
(E
)

土
師
器
長
胴
発

10
%以
下

に
ぶ
い
黄
橙
〔 体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

貿 　 謎 叫 灘 湘



23
4
1号
竪
穴
住
居
 Q
l 
床

土
師
器

長
胴
発

10
%以
下

に
ぶ
い
黄
橙
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

磨
耗

(1
04
)

23
8
2号
竪
穴
住
居
 Q
4埋
下
～
床

土
師
器

長
胴
整

10
%以
下

掲
灰

〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

写
真
の
み

23
9
2号
竪
穴
住
居
 
西
ベ
ル
ト
埋
上

土
師
器

長
胴
箋

10
%以
下

に
ぶ
い
黄
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

写
真
の
み

24
0
2号
竪
穴
住
居
 
南
ベ
ル
ト
埋
下

土
師
器

長
胴
斐

Ю
%以
下

に
ぶ
い
黄
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

写
真
の
み

3号
竪
穴
住
居
 
床
P5

土
師
器

郭
10
%

に
ぶ
い
黄
褐
〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ミ
ガ
キ

内
面
黒
色
処
理

3号
竪
穴
住
居
 Q
4ベ
ル
ト
埋
上

土
師
器

郭
10
%

に
ぶ
い
黄
橙
〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
イ
ト
キ
リ

(5
4)

内
面
黒
色
処
理

3号
竪
穴
住
居
 
床
P9

土
師
器

小
皿

10
%以
下

に
ぶ
い
黄
橙
〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

3号
竪
穴
住
居
 Q
4 
P■
2

土
師
器

/1
ヽ
皿

10
%以
下

に
ぶ
い
橙
〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

3号
竪
穴
住
居
 
埋
土

上
師
器

小
皿

10
%以
下

に
ぶ
い
橙
〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

3号
竪
穴
住
居
 
南
ベ
ル
ト
2層

土
師
器

小
皿

10
%以
下

に
ぶ
い
黄
橙
〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〈■
85
)

3号
竪
穴
住
居
 
床
P4

土
師
器
長
胴
甕

10
%

黒
褐

〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

3号
竪
穴
住
居
 
カ
マ
ド
付
近
床

土
師
器
長
胴
甕

15
%

に
ぶ
い
黄
掲
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
 
ナ
デ
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
 
ナ
デ

3号
竪
穴
住
居
 
床
P3

土
師
器
長
胴
養

10
00

掲
灰

〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

3号
竪
穴
住
居
 
床
Pl
、
23

土
師
器

長
胴
奏

10
00

掲
灰

〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

3号
竪
穴
住
居
 Q
l 
床

土
師
器
長
胴
養

10
%以
下

灰
黄
褐

〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

4号
竪
穴
住
居
 
西
カ
マ
ド
煙
道

埋
土
中
位

土
師
器
長
胴
甕
P
10
%以
下

仄
責
褐

〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

木
葉
痕

3号
住
居
状
遺
構
 
埋
下
～
床

土
師
器

小
皿

50
00

に
ぶ
い
黄
橙
〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
イ
ト
キ
リ

内
外
面
炭
素
付
着
 
灯
明
皿
?

25
8
3号
住
居
状
遺
構
 
埋
下
～
床

土
師
器

小
皿

30
%

に
ぶ
い
褐
〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

(1
09
)

(2
2〉
内
外
面
炭
素
付
着

25
9
3号
住
居
状
遺
構
 
埋
下

土
師
器

小
皿

15
%

に
ぶ
い
黄
褐
〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

(1
14
)

26
0
3号
住
居
状
遺
構
 
埋
下

土
師
器

杯
10
%以
下

黒
褐

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

内
外
面
炭
素
付
着

3号
住
居
】夫
遺
構
 
床
面

土
師
器
長
胴
発

10
00
以
下

に
ぶ
い
黄
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

表
掲
載

26
2
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)検
出
面
土
師
器

小
皿

10
%以
下

に
ぶ
い
黄
褐
〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

内
面
、
外
面
口
縁
部
炭
素
付
着

7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)

Pi
t2
 
埋
土
中

土
師
器

必
10
%以
下

に
ぶ
い
黄
褐
〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
■
ミ
ガ
キ

内
面
黒
色
処
理

7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)鍛
冶
炉
1
土
師
器

長
胴
甕

10
%以
下

に
ぶ
い
褐
〔口
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ

〔口
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ

写
真
の
み

7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)埋
土

土
師
器

不
明

10
%以
下
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26
6
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)4
-A

土
師
器
長
胴
発

10
0/
O以
下

に
ぶ
い
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ

26
7
7号
住
居
状
遺
権
(工
房
)鍛
冶
炉
5
1層
土
師
器
長
胴
墾

10
%以
下

に
ぶ
い
黄
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

26
8
7号
住
居
状
遺
権
(工
房
)⑭
区
 
床
土
師
器

長
胴
甕

10
%

掲
灰

〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

木
葉
痕

〈1
05
〉
3号
住
居
状
遺
構
埋
下
資
料
と
接
合

26
9
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)4
-A

土
師
器

長
胴
甕

10
%以
下

に
ぶ
い
黄
褐
〔体
〕
磨
耗

〔体
〕
磨
耗

磨
耗

(3
65
〉

27
0
7号
住
居
】丈
遺
構
(工
房
)①
区
 
壁
際
須
恵
器

大
甕

10
%以
下

灰
〔体
〕
平
行
文
タ
タ
キ

〔体
〕
円
形
無
文
ア
テ
グ

表
掲
載

7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)床

須
恵
器

奏
重
類

10
%以
下

灰
オ
リ
ー
プ
〔体
〕
平
行
文
タ
タ
キ

〔体
〕
円
形
無
文
ア
テ
グ
十
ナ
デ

8号
住
居
状
遺
構
(工
房
)埋
土

土
師
器
小
形
甕
P
10
%以
下

に
ぶ
い
黄
掲
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

表
掲
載

8号
住
居
状
遺
構
(工
房
)坦
土
土
師
器
長
胴
養

10
%以
下

に
ぶ
い
責
橙
〔口
〕
ヨ
コ
ナ
デ

〔口
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ

表
掲
載

8号
住
居
状
遺
構
(工
房
)埋
土

須
恵
器
甕
こ
類

10
%以
下

掲
灰

〔体
〕
ケ
ズ
リ

〔体
〕
ナ
デ

9号
住
居
状
遺
構
(工
房
)P
it
l

土
師
器

長
胴
驚

10
%以
下

に
ぶ
い
黄
褐
〔体
〕
磨
耗

〔体
〕
磨
耗

9号
住
居
状
遺
構
(工
房
)P
it
l

土
師
器

長
胴
斐

10
°
。
以
下

に
ぶ
い
黄
褐

木
葉
痕

9号
住
居
状
遺
構
(工
房
)貼
り
床
埋
土
土
師
器

長
胴
発

10
%以
下

灰
黄
褐

〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

32
0
9号
住
居
状
遺
構
(工
房
)貼
り
床
埋
J
土
師
器
長
胴
甕

10
%以
下

褐
灰

木
葉
痕

表
掲
載

32
4
1号
鍛
冶
炉

土
師
器

長
胴
斐

10
%以
下

に
ぶ
い
黄
掲
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
 
ナ
デ
〔回
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

32
5
1号
鍛
冶
炉

土
師
器

長
胴
養

10
%以
下

に
ぶ
い
黄
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

32
6
1号
鍛
冶
炉

土
師
器

長
胴
箋

10
%

に
ぶ
い
黄
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

磨
耗

(1
38
5)

32
8
1号
火
葬
関
連
施
設
炭
化
材
よ
り
下
土
師
器

長
胴
箋

10
%以
下

に
ぶ
い
黄
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

32
9
1号
火
葬
関
連
施
設
 
坦
土
上
位

須
恵
器

大
甕

Ю
%以
下

褐
灰

〔体
〕
平
行
文
タ
タ
キ

〔体
〕
円
形
無
文
ア
テ
グ

(1
01
〉

5号
土
抗
 
埋
土
中
位

土
師
器

長
胴
斐

10
%以
下

に
ぶ
い
黄
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

表
掲
載

5号
土
坑
 
埋
土
中
位

土
師
器
長
胴
奏

10
%以
下

掲
〔体
〕
ナ
デ

〔イ
打ミ
〕
ナ
デ

表
掲
載

5号
土
坑
 
埋
土
中
位

土
師
器
長
胴
甕

10
%以
下

に
ぶ
い
褐
〔体
〕
弱
い
ナ
デ

〔体
〕
弱
い
ナ
デ

輸
積
み
痕
顕
著

5号
土
坑
 
埋
上
中
位

土
師
器
長
胴
整

10
%以
下

褐
灰

〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

木
葉
痕

33
5
5号
土
坑
 
埋
土
中
位

土
師
器
長
胴
甕

10
%以
下

明
褐

〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

磨
耗

6号
土
坑
 
埋
下

土
師
器

長
胴
発

10
%以
下

褐
灰

〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ
〔日
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

6号
土
坑
 
坦
上

土
師
器
長
胴
発

10
%以
下

に
ぶ
い
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

6号
上
坑
 
埋
土

土
師
器

長
胴
墾

Ю
%以
下

に
ぶ
い
責
橙
〔口
～
体
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ナ
デ
〔日
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

6号
土
坑
 
埋
下

土
師
器
長
胴
養

10
%以
下

褐
灰

〔口
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ

〔口
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ

表
掲
載

貿 　 訓 瞬 爵 瀬
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6号
土
坑
 
埋
下

土
師
器
長
胴
密

10
%

灰
責
褐

〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

6号
土
坑
 
埋
下

土
師
器
長
胴
箋

10
%以
下

に
ぶ
い
黄
橙
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

磨
耗

内
面
一
部
炭
化
物
付
着

34
2
6号
土
坑
 
埋
下

土
師
器

長
胴
斐

15
%

灰
責
褐

〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

磨
耗

(1
01
)

8号
土
抗
 
埋
上
～
中

上
師
器
長
胴
奏

10
%以
下

灰
責
掲

〔口
〕
ヨ
コ
ナ
デ

〔口
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ

表
掲
載

8号
土
坑
 
埋
上
～
中

土
師
器

長
胴
発

10
%以
下

灰
黄
褐

〔イ
招ミ
〕
ナ
デ

〔体
〕
磨
耗

34
5
8号
土
坑
 
埋
中
～
下

土
師
器
長
胴
発

10
%以
下

褐
灰

〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

表
掲
載

34
6
9号
土
坑
 
坦
土

土
師
器
長
胴
養

Ю
%以
下

に
ぶ
い
黄
橙
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

34
7
9号
土
坑
 
埋
土

土
師
器
長
胴
発

10
%以
下

に
ぶ
い
橙
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

34
8
9号
土
坑
 
埋
土

土
師
器

長
胴
霙

10
%以
下

橙
〔体
〕
弱
い
ナ
デ

〔体
〕
弱
い
ナ
デ

輸
積
み
痕
顕
著
 
製
塩
土
器
?

35
0
1号
大
溝

土
師
器

不
10
%以
下

灰
黄
褐

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
十
ミ
ガ
キ

内
面
黒
色
処
理
 
表
掲
載

3号
焼
土
遺
梼

土
師
器

小
皿

10
%

に
ぶ
い
責
橙
〔口
～

^〕

ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

(1
30
)

(2
6)

3号
焼
土
遺
構

土
師
器

郭
20
%

に
ぶ
い
黄
褐
〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
イ
ト
キ
リ
(1
34
)

小
皿
に
近
し

3号
焼
土
遺
構

土
師
器

長
胴
斐

10
%以
下

灰
黄
褐

〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

表
掲
載

東
谷
包
含
層
に
③
 
Ⅱ
層

土
師
器

杯
10
%以
下

に
ぶ
い
黄
褐
〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
イ
ト
キ
リ

36
9
東
谷
包
含
層
へ
③
 
暗
褐

土
師
器

イ
Ю
%以
下

褐
灰

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
十
ミ
ガ
キ

磨
耗

内
面
黒
色
処
理
 
表
掲
載

37
0
東
谷
T1
2

土
師
器

イ
25
%

明
赤
褐

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
十
ミ
ガ
キ

東
谷
T1
2

土
師
器

14
N

Ю
%以
下

灰
黄
褐

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
十
ミ
ガ
キ

内
面
黒
色
処
理

37
2
東
谷
T1
2

土
師
器

不
10
%以
下

に
ぶ
い
褐
〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ
+ミ
ガ
キ

磨
耗

内
面
黒
色
処
理
 
表
掲
載

37
3
東
谷
2区
 
Ⅱ
層

土
師
器

小
皿

40
%

に
ぶ
い
黄
褐
〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔口
～
体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
イ
ト
キ
リ
(1
0.
[

37
4
東
谷
2区
 I
層

土
師
器

小
皿

10
%

に
ぶ
い
責
橙
〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
イ
ト
キ
リ

く■
45
〉

東
谷
2区
 
Ⅱ
層

土
師
器

小
皿

15
%

に
ぶ
い
褐
〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
テ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
イ
ト
キ
リ

内
面
炭
化
物
付
着

37
6
東
谷
包
合
層
い
①
 
Ⅱ
層

土
師
器
長
胴
奏

10
%以
下

灰
黄
褐

〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

表
掲
載

37
7
東
谷
包
含
層
い
③
 
Ⅱ
層

土
師
器

長
胴
発

Ю
%以
下

に
ぶ
い
褐
〔回
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ

〔口
〕
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
炭
化
材
付
着
 
表
掲
載

37
8
東
谷
包
含
層
い
③
 
Ⅱ
層

土
師
器

長
胴
甕

10
%以
下

に
ぶ
い
赤
掲
〔口
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ

〔回
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ

表
掲
載

東
谷
包
含
層
に
①
 
Ⅱ
層

土
師
器
長
胴
斐

10
%以
下

に
ぶ
い
褐
〔□
〕
ヨ
ヨ
ナ
デ

〔口
〕
ヨ
コ
ナ
デ

表
掲
載

東
谷
包
含
層
に
③
 
Ⅱ
層

土
師
器

長
胴
発

10
%以
下

に
ぶ
い
掲
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

表
掲
載

東
谷
包
含
層
へ
③
 
暗
褐

土
師
器
長
胴
発

10
%以
下

に
ぶ
い
責
橙
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

ナ
デ

(2
1)

表
掲
載

〕 諏 脂 日 離 聯

― ― 〕 ９ ∞ ― ―



東
谷
包
合
層
る
①
 
黒
色

土
師
器
長
胴
発

10
%以
下

灰
黄
褐

〔体
〕
ナ
デ

〔イ
河ミ
〕
ナ
デ

ナ
デ

(2
7)

表
掲
載

東
谷
T1
6 
黒
掲
～
黒
色

土
師
器
長
胴
甕

10
00
以
下

に
ぶ
い
黄
褐
〔口
～
体
〕
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ
〔口
～
rt
N〕
ョ
ョ
ナ
デ
・
ナ
デ

表
掲
載

東
谷
2区
 I
層

土
師
器

長
胴
覧

10
%以
下

灰
黄
褐

〔体
〕
ナ
デ

〔イ
君ミ
〕
ナ
デ

(5
0)

表
掲
載

東
谷
T1
3 
黒
褐
～
黒
色

土
師
器

長
胴
霊

10
%以
下

に
ぶ
い
責
褐
〔体
〕
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

木
葉
痕
P

(1
02
)
(4
4〉

38
6
東
谷
包
含
層
 
Ⅱ
層
 N
o2
5

須
恵
器

鶏
重
頚

10
%以
下

掲
灰

〔口
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔日
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

38
7
束
谷
2区
 
Ⅱ
層

須
恵
器

斐
重
類

10
%以
下

陽
灰

〔体
〕
ケ
ズ
リ

〔体
〕
ナ
デ

38
8
東
谷
包
含
層
一
括

須
恵
器
甕
壺
類

10
%以
下

黒
褐

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

〔体
〕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

38
9
西
尾
根
鉄
塔
側
 
表
土

須
恵
器

大
菱

10
%以
下

黒
褐

〔体
〕
平
行
文
タ
タ
キ

〔体
〕
ナ
デ

第
13
表
 
陶
磁
器
観
察
表
(隠
里
Ⅲ
遺
跡
)

出
土
地
点

機
種

部
位

胎
土

製
作
他

制
作
年
代

そ
の
他

1号
竪
穴
住
居
 Q
2埋
下

灰
rT
H陶
器
/重
瓶
類

肩
部

灰
自

猿
投

K9
0～
05
3窯
段
階

3号
竪
穴
住
居
 
カ
マ
ド
付
近
床
灰
釉
陶
器
/霊
瓶
類

林
部
上
半

灰
自

猿
投

K9
0～
05
3窯
段
階

3号
竪
穴
住
居
 
床
P6

灰
釉
陶
器
/壷
瓶
類

肩
部

灰
白

猿
投

K9
0～
05
3窯
段
階

3号
竪
穴
住
居
 Q
4床

灰
釉
陶
器
/壺
瓶
類

肩
部

灰
臼

猿
校

K9
0～
05
3窯
段
階

1号
火
葬
関
連
遺
構
 
埋
土
中
位
仄
釉
陶
器
/壺
瓶
類

顕
部

灰
白

猿
投

K9
0～
05
3窯
段
階

3号
竪
穴
住
居
床
面
出
土
資
料
と
接
合

東
谷
2区
 
Ⅱ
層

灰
釉
陶
器
/壷
瓶
類

一 肩
灰
白

猿
投

K9
0～
05
3窯
段
階

第
14
表
 
羽
口
観
察
表
(隠
里
Ⅲ
遺
跡
)

― ― 〕 釧 Ｏ Ｉ Ｉ

出
土
地
点

設
置
角
度
先
端
部
外
径
(c
m)
先
端
部
内
径
(c
m)
厚
さ
(c
m)

重
量
(g
)

備
考

27
2
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)N
ol

30
7.
6

3 
 6
5

(2
0.
05
)

78
5 
 5

先
端
部
鉄
淳
付
着
、
溶
融
し
て
一
部
ガ
ラ
ス
化
。
成
分
分
析
実
施

27
3
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)N
02

30
6.
5

2 
 9
5

(9
 5
5〉

25
0.
 5

先
端
部
溶
融
し
て
一
部
ガ
ラ
ス
化
、
内
面
赤
褐
色
。

7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)N
o3

7 
 7
5

3 
5

(1
52
〉

56
81

先
端
部
鉄
津
付
着
、
お
融
、
内
面
赤
褐
色
。

27
5
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)N
o5

〈1
64
5〉

44
25

成
分
分
析
実
施

7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)N
o8
、
西
側
煙
道

(1
15
)

先
端
部
鉄
滓
付
着
、
溶
融
し
て
一
部
ガ
ラ
ス
化
、
操
噛
込
み
。

27
7
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)坦
上
下
位

(1
■
85
)

32
37

先
端
内
面
赤
褐
色
。

27
8
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)埋
土
下
位

(1
■
75
)

先
端
部
打
ち
欠
き
後
、
再
使
用
P破
断
面
に
溶
融
鉄
津
付
着
。
一
部
ガ
ラ
ス
化
。

27
9
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)血

6、
7

(7
6)

〈6
85
)

22
85

先
端
部
打
ち
欠
き
後
、
再
使
用
?破
断
面
に
溶
融
鉄
津
付
着
。
一
部
ガ
ラ
ス
化
、
赤
褐
色
。

28
0
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)埋
上
下
位

(1
17
〉

15
94

表
掲
載

( 
)は
推
定
値
・
〈 
)は
残
存
値
を
表
す

貿 　 謎 醇 爵 湘
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7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)N
o4

56
9

表
掲
載

7号
住
居
状
遺
穂
(工
房
)N
o4

表
掲
載

28
3
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)鍛
冶
炉
l

(2
5)

表
掲
載

28
4
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)餓
冶
炉
3

(4
2〉

表
掲
載

7号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
2G
:廃
棄
単
位
ユ

(5
1〉

34
7

表
掲
載

7号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
2G
:廃
棄
単
位
1

表
掲
載

28
7
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
3D
:廃
棄
単
位
2

68
6

表
掲
載

28
8
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
3C
:廃
棄
単
位
3

35
2

先
端
部
外
径
小
。
鉄
津
少
量
付
着
、
一
部
赤
褐
色
。
表
掲
載

28
9
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)西
側
煙
道

(5
3〉

55
2

表
掲
載

29
0
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)西
側
煙
道

(5
2〉

24
8

先
端
部
溶
融
、
一
部
ガ
ラ
ス
化
。
表
掲
載

29
1
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)床

(2
7〉

先
端
部
外
径
小
。
鉄
津
少
量
付
着
。
表
掲
載

29
2
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)床

(4
5〉

33
3

先
端
内
面
赤
褐
色
。
表
掲
載

29
3
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
lB

く5
8〉

57
2

表
掲
載

29
4
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
2A

5盈
ユ

先
端
部
鉄
津
付
着
。
表
掲
載

29
5
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
2A

(4
4〉

35
9

先
端
部
外
径
小
、
溶
融
し
て
ガ
ラ
ス
化
。
表
掲
載

7号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
2A

(5
3〉

39
8

先
端
部
鉄
津
付
着
。
表
掲
載

29
7
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
2D

22
3

表
掲
載

29
8
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
Pi
t2

(7
0〉

84
2

表
掲
載

8号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
Ql
～
2

52
5

15
10

先
端
部
外
径
小
。

8号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
理
土

(8
5〉

66
3

表
掲
載

8号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
Ql
～
2

(6
5〉

97
1

先
端
部
鉄
津
付
着
。

34
9
9号
土
抗
 
埋
土

(4
4)

表
掲
載

39
1
東
谷
1区
 
包
含
層

70
5

(1
02
〉

26
92

先
端
部
溶
融
、
一
部
ガ
ラ
ス
化
。

39
2
東
谷
1区
 
包
合
層

〈7
3〉

16
50

先
端
部
溶
融
、
砂
礫
噛
込
み
。

39
3
東
谷
1区
 
包
含
層

(■
0〉

17
36

先
端
部
溶
融
、
一
部
赤
褐
色
。

東
谷
1区
 
包
含
層

74
5

表
掲
載

東
谷
1区
 
包
含
層

(6
3)

70
9

先
端
部
。
砂
礫
を
噛
み
込
ん
だ
粘
土
状
物
質
が
鉄
津
と
反
応
、
固
化
し
た
試
料
。
ス
カ
ス
カ
で
軽
量
。
表
掲
載

〕 頭 田 日 離 堺



束
谷
1区
 
包
含
層

(7
0)

68
2

先
端
部
溶
融
。
表
掲
載

東
谷
1区
 
包
含
層

〈6
7〉

先
端
部
溶
融
。
表
掲
載

39
8
束
谷
1区
 
包
含
層

先
端
部
溶
融
、
内
面
一
部
赤
褐
色
。
表
掲
載

39
9
束
谷
T1
2 
黒
褐
～
黒
色
層

表
掲
載

東
谷
T1
4 
黒
褐
～
黒
色
層

(5
0〉

先
端
部
溶
融
。

No
出
土
地
点

器
高

端
部
径

体
都
径

孔
径

重
量

備
考

9号
住
居
状
遺
構
(工
房
)P
it
l

(8
8〉

24
20

中
央
に
本
体
を
貫
通
し
な
い
縦
方
向
の
細
溝
有
。
32
2と
同
一
個
体
。

32
2
9号
住
居
状
近
構
(工
房
)P
■
1

(1
03
5〉

19
65

中
央
に
本
体
を
貫
通
し
な
い
縦
方
向
の
細
満
有
。
32
1と
同
一
個
体
。

第
15
表
 
土
製
支
脚
観
察
表
(隠
里
Ⅲ
遺
跡
)

第
16
表
 
石
器
・
石
製
品
観
察
表
(隠
里
Ⅲ
遺
跡
)

貿 　 謎 齢 灘 瀬
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( 
)は
推
定
値
・
 
く 
)は
残
存
値
を
表
す

( 
)は
推
定
値
 
〈 
)は
残
存
値
を
表
す

No
出
土
地
点

器
種

長
さ
(c
m)

幅
(c
m)

厚
さ
(c
m)

重
量

石
籾

産
地

備
考

7号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
Sl

台
石

25
9

11
75

49
66
9

砂
岩

不
明
/フ
宮
古
層
群
?

表
面
に
円
形
の
窪
み
(人
為
)複
数
有
り
。

風
化
著
し
く
脆
い
。

30
0
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
S1
01

台
石

80
25

流
紋
岩

北
上
山
地
/新
生
代
古
第
三
紀

7号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
S2
01

台
石

95
47

流
紋
岩

北
上
山
地
/イ
新
生
代
古
第
三
紀

上
面
被
熱
に
よ
り
赤
色
変
化
。
鉄
津
類
付
着
。

7号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
S 
ll

台
石
P

20
17

流
紋
岩

北
上
山
地
/新
生
代
古
第
三
紀

7号
住
居
】大
遺
構
(工
房
)

台
石

38
00

流
紋
岩

北
上
山
地
/́新
生
代
古
第
三
紀

鉄
津
類
付
着
。

30
4
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
鍛
冶
炉
1

台
石

70
00

花
両
閃
緑
岩
北
上
山
地
′/
中
生
代
白
亜
紀

風
化
著
し
く
、
本
来
の
表
面
を
留
め
な
い
。
30
5と
同
一
。

30
5
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
鍛
冶
炉
1

台
石

76
00

花
尚
閃
緑
岩
北
上
山
地
/中
生
代
白
亜
紀

風
化
著
し
く
、
本
来
の
表
面
を
留
め
な
い
。
30
4と
同
一

8号
住
居
状
逮
構
(工
房
) 
Qユ
 
鍛
冶
炉
周
辺

台
石

(3
75
〉

38
50

砂
岩

不
明
/宮
古
層
群
?

鉄
津
類
付
着
。

9号
住
居
状
遺
格
(工
房
) 
西
側
床

台
石
?

30
00

流
紋
岩

北
上
山
地
′/
新
生
代
古
第
三
紀

微
か
に
被
熟
に
よ
る
赤
色
変
化
有
り
。

本
遺
構
に
伴
う
か
断
定
で
き
な
い
。

1号
鍛
冶
炉

台
石
?

23
9

10
36
6
流
紋
岩

北
上
山
地
/新
生
代
古
第
三
紀

35
5
1号
集
石
遺
構

敲
磨
器

55
5

50
5

51
56

閃
緑
岩

北
上
山
地
フ/
中
生
代
白
亜
紀

東
谷
1区
 
黒
色
層

石
鏃

頁
岩

北
上
山
地
/中
生
代
三
畳
～
ジ
ュ
ラ
紀



出
土
地
点

種
類

長
さ
(c
m)

幅
(c
ln
)

厚
さ
(c
l 
l)
重
量
(g
)

備
考

1号
竪
穴
住
居
 Q
4床

手
鎌

89
6

α
ユ

両
端
部
穿
孔
あ
り

l号
竪
穴
住
居
 Q
l床

刀
子

(6
35
) 
+ 
(2
25
〉

2号
竪
穴
住
居
 
床

鉄
鏃

〈1
23
〉

30
6
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
) 
2D
区
床

棒
状
鉄
製
品

04
半
製
品
?成
分
分
析
実
施

8号
住
居
状
遺
構
(工
房
)貼
り
床

刀
子

写
真
の
み

3号
竪
穴
住
居

釘
(4
8〉

(1
5)

1号
焼
土
遺
構

刀
子

く5
4〉

40
2
東
谷
T1
2
 
黒
色
土
層

釘
09
5

l1
5

半
製
品
?成
分
分
析
実
施

40
3
北
谷
ト
レ
ン
チ
 T
14
 1
層

不
明

l1
68

基
部
に
機
械
穿
孔
有
 
近
現
代
と
推
定

40
4
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)l
G

不
明

73
半
製
品
?成
分
分
析
実
施

40
5
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)l
E

不
明

11
68

基
部
に
機
械
穿
孔
有
 
近
現
代
と
推
定

〕 調 阿 日 離 郵
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第
17
表
 
鉄
製
品
観
察
表
(隠
里
Ⅲ
遺
跡
)

第
18
表
 
そ
の
他
観
察
表
/動
物
遺
体
(隠
里
Ⅲ
遺
跡
)

)は
推
定
値
・
〈 
〉
は
残
存
値
を
表
す

( 
)は
推
定
値
・
〈 
)は
残
存
値
を
表
す

NO
出
土
地
点

種
類

重
量
(n
4g
)

備
考

30
7
7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)

ア
サ
リ

7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)

イ
ネ

炭
化
種
子
同
定
実
施
 
分
析
・
鑑
定
の
項
参
照

1号
鍛
冶
炉

イ
ネ
塊

災
化
種
子
同
定
実
施
 
分
析
・
鑑
定
の
項
参
照

1号
鍛
冶
炉

ク
リ

炭
化
種
子
同
定
実
施
 
分
析
・
鑑
定
の
項
参
照



第
19
表
 
鉄
滓
類
観
察
表
(隠
里
Ⅲ
遺
跡
)

No
出
土
地
点

種
別

分
類
記
号
長
さ
X幅
′
/厚
さ
(c
n
重
量
(g
)
分
析

備
考

1
7号
住
状
(工
房
) 
西
カ
マ
ド
煙
道

杭
形
津

IA
12
35
×
85
5/
/3
9

40
01

〇
羽
国
の
一
部
が
固
着
。
上
面
に
熟
を
受
け
表
面
が
ガ
ラ
ス
化
し
た
小
礫
が
多
数
付
着
し
て
い
る
。

2
7号
住
状
(工
房
) 
床
3-
A

椀
形
津

IA
10
25
X8
4イ
36

36
52

○
2方
向
か
ら
の
破
断
面
を
持
つ
。
上
・
底
面
に
植
物
繊
維
多
く
付
着
。
底
面
砂
少
量
付
着
。

3
7号
住
状
(工
房
) 
床
鉄
-3

椀
形
岸

IA
10
7×
10
7/
29

32
15

○
3方
向
か
ら
の
破
断
面
を
持
つ
。
底
面
縁
辺
部
に
鍛
造
剥
片
状
の
付
着
物
多
く
見
ら
れ
る
。
津
表
面
に
砂
状
の
付
着
物
あ
り
(

4
7号
住
状
(工
房
)床
3-
B

鉄
塊
系
資
料

I 
E2

51
×
40
/2
7

48
5

○
表
面
全
体
が
赤
茶
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。
炭
化
物
、
植
物
繊
維
少
量
。
砂
多
量
に
含
む
。

5
7号
住
状
(工
房
)P
it
l(
鍛
冶
摂
)

塊
状
津

I 
E2
33
X2
8/
24

○
表
面
全
体
が
赤
茶
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

6
7号
住
状
(工
房
)P
■
1(
鍛
冶
炉
)

鉄
塊
系
資
料

IE
ユ

32
5×
29
′
/2
75

○
表
面
全
体
が
赤
茶
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。
重
量
感
あ
り
。

7
7号
住
状
(工
房
)P
it
l(
鍛
冶
炉
)

剥
片
状
資
料

IB
37
94

○
大
小
2つ
に
分
け
て
成
分
分
析
実
施

7号
住
状
(工
房
)P
it
 l
(鍛
冶
炉
)

粒
状
津
(大
)

I 
Cl

○

9
7号
住
状
(工
房
)P
■
1(
鍛
冶
炉
)

粒
状
津
(小
)

I 
C2

○

7号
住
居
状
(工
房
)P
l(
鍛
冶
炉
)炉
壁

鉄
分
の
少
な
い
鉄
津

25
×
24
'1
2

84
表
面
赤
錆
付
着
。

11
7号
住
居
状
(工
房
)P
l(
鍛
冶
炉
)炉
壁
鉄
分
の
少
な
い
鉄
津

I 
E3

36
×
23
//
14

表
面
赤
錆
付
着
。

12
7号
住
居
状
(工
房
)P
l(
鍛
冶
炉
)検
出
含
鉄
鉄
津

I 
E2
35
X2
3/
84

表
面
赤
錆
付
着
。

13
7号
住
居
状
(工
房
)P
l(
鍛
冶
炉
)検
出

含
鉄
鉄
津

I 
E2

24
×
20
//
■
3

表
面
赤
鈴
付
着
。

14
7号
住
居
状
(工
房
)P
l(
鍛
冶
炉
)炉
壁
含
鉄
鉄
滓

I 
E2

55
×
51
/2
5

表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)P
l(
鍛
冶
炉
)炉
壁
含
鉄
鉄
滓

I 
E2

64
×
57
/2
8

10
50

表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)P
l(
鍛
冶
炉
)炉
壁

含
鉄
鉄
津

I 
E2

38
×
30
/ン
23

表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)P
l(
鍛
冶
炉
)炉
壁

含
鉄
鉄
津

I 
E2

48
×
31
/2
0

23
8

表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)P
l(
fP
k冶
炉
)

含
鉄
鉄
津

I 
E2
31
X2
2/
15

表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)P
l(
鍛
冶
炉
)

含
鉄
鉄
津

I 
E2

26
×
24
/2
0

表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)P
l(
鍛
冶
炉
)

鉄
分
の
少
な
い
鉄
津

I 
E3

27
×
16
′
/1
9

12
3

や
や
重
量
感
あ
り
。
表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)P
l(
鍛
冶
炉
)検
出
鉄
塊
系
資
料

I 
El

35
×
28
′
イ
26

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

7号
住
居
状
(工
房
)P
l(
鍛
冶
炉
)

鉄
塊
系
資
料

33
×
28
/ノ
24

22
0

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

7号
住
居
状
(工
房
)P
l(
鍛
冶
炉
)

鉄
塊
系
資
料

I 
El

50
×
40
/2
6

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

7号
住
屋
状
(工
房
)P
l(
鍛
冶
炉
)炉
壁
鉄
塊
系
資
料

I 
El
46
X3
0/
29

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

7号
住
居
状
(工
房
)P
l(
鍛
冶
炉
)F
壁

鉄
塊
系
資
料

44
X8
6′
/3
1

39
9

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

宝 　 謎 齢 灘 湘
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7号
住
居
状
(工
房
)P
2(
鍛
冶
炉
)

含
鉄
鉄
lJ
F

I 
E2

51
×
38
 
フ 2
8

表
面
赤
錆
付
着
。
炭
化
物
・
砂
の
噛
み
込
み
あ
り
。

7号
住
居
状
(I
房
)P
3埋
土

鉄
塊
系
資
料

I 
El

34
×
26
//
23

10
3

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

7号
住
居
状
(工
房
)P
3埋
土

鉄
塊
系
資
料

I 
El

31
×
29
/1
7

14
0

重
呈
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

7号
住
居
状
(工
房
)P
4埋
土

鉄
塊
系
資
料

36
×
27
フ
´ 2
4

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

7号
住
居
状
(工
房
)P
3埋
土

含
鉄
鉄
津

I 
E2

51
×
43
/2
7

表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(I
房
)P
5埋
土

含
鉄
鉄
津

I 
E2

55
×
36
/2
9

表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)廃
棄
単
位
〕

鉄
塊
系
資
料

I 
El
96
X7
1/
34

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

7号
住
居
状
(工
房
)廃
棄
単
位
1

椀
形
澤

IA
88
×
61
/2
8

18
50

表
面
が
赤
褐
色
の
鈴
で
覆
わ
れ
る
。
2方
向
か
ら
の
破
断
面
を
持
つ
。

7号
住
居
状
(工
房
)廃
棄
単
位
1

含
鉄
鉄
津

I 
E2

78
×
42
/2
6

表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)廃
棄
単
位
1

含
鉄
鉄
津

I 
E2

67
X5
8/
■
9

表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)廃
葉
単
位
2・
3D
区
鉄
塊
系
資
料

I 
El

60
×
57
/3
5

96
7

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

7号
住
居
状
(工
房
)A
3区

椀
形
滓

94
×
62
/ 
30

表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。
上
・
底
面
に
炭
化
物
少
量
付
着
。

7号
住
屋
状
(工
房
)A
3区

含
鉄
鉄
津

96
×
51
/2
8

12
68

表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)A
3区

含
鉄
鉄
津

I 
E2

58
×
49
/2
5

表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)A
4区

鉄
分
の
少
な
い
鉄
津

48
×
41
/1
9

表
面
赤
錆
付
寿
。

7号
住
居
状
(工
房
)B
l区

含
鉄
鉄
津

I 
E2

64
×
43
//
17

44
4

表
面
赤
鈴
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)B
l区

含
鉄
鉄
津

I 
E2

62
×
48
/1
3

表
面
赤
錯
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)B
3区

椀
形
津

IA
52
X5
0/
´
29

62
3

4方
向
の
鋭
い
破
断
面
を
持
つ
。
底
面
粘
土
状
物
質
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)B
3区

椀
形
津

IA
73
×
64
/2
7

表
面
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

44
7号
住
居
状
(工
房
)B
3区

杭
形
津

IA
59
X3
0 
´ 2
7

害
Jり
取
ら
れ
た
縁
辺
部
P表
面
赤
鋳
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)B
3区

含
鉄
鉄
津

I 
E2

43
×
32
/2
8

表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)B
3区

含
鉄
鉄
津

I 
E2

34
×
28
/2
3

表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)

含
鉄
鉄
津

I 
E2

71
×
64
フ
/2
4

表
面
赤
錆
付
着
。

48
7号
住
居
状
(工
房
)東
ベ
ル
ト

椀
形
淳

IA
10
2X
88
  
42

43
84

2方
向
か
ら
の
鋭
い
破
断
面
を
持
つ
。
表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)2
D区

枕
形
澤

IA
10
3X
82
/´
37

41
58

1方
向
の
破
断
面
を
持
つ
。
上
面
中
央
凹
状
。
底
面
粒
状
の
凹
凸
あ
り
。

50
7号
住
居
状
(工
房
)鉄

1
鉄
塊
系
資
料

1■
7×
62
/3
4

28
98

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
掲
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

7号
住
居
状
(工
房
)羽
日
No
 5

椀
形
淳

IA
88
×
71
ッ
/3
2

28
49

2方
向
か
ら
の
破
断
面
を
持
つ
。
上
面
縮
緬
状
。
表
面
赤
錆
、
底
面
砂
少
量
付
着
。
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7号
住
居
状
(上
房
)埋
上

含
鉄
鉄
津

I 
E2
90
X5
6/
35

15
05

表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)検
出
時

鉄
塊
系
資
料

IE
ユ

61
×
54
/4
4

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
掲
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

7号
住
居
状
(工
房
)検
出
時

含
鉄
鉄
津

I 
E2

77
×
63
´
 2
6

92
5

表
面
赤
錆
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)検
出
時

含
鉄
鉄
淳

I 
E2

34
X3
3/
/2
8

30
2

表
面
赤
錆
何
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)検
出
時

椀
形
淳

87
X8
0/
42

ダ
イ
ス
状
、
細
い
柱
状
の
鉄
津
が
上
下
に
重
な
っ
た
よ
う
な
形
状
。
表
面
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。

7号
住
居
状
(I
房
)検
出
時

椀
形
津

IA
83
×
71
/3
3

3方
向
か
ら
の
破
断
面
を
持
つ
か
。
滓
表
面
に
植
物
繊
維
状
付
着
。

7号
住
居
状
(工
房
)検
出
時

椀
形
津

IA
10
3X
75
/3
0

26
13

テ
ィ
ァ
ド
ロ
ッ
プ
に
近
い
形
状
。
表
面
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。

7号
住
居
状
(工
房
)検
出
時

枕
形
淳

IA
88
×
59
/3
0

19
96

半
円
に
近
い
形
状
。
不
整
形
。

60
7号
住
居
状
(工
房
)検
出
時

枕
形
津

IA
71
×
48
/4
0

3方
向
か
ら
の
鋭
い
破
断
面
を
持
つ
。
ダ
イ
ス
状
の
小
片
。

7号
住
居
状
(工
房
)検
出
時

椀
形
津

IA
55
X4
6/
19

75
5

3方
向
か
ら
の
破
断
面
を
持
つ
。
小
片
。

7号
住
居
状
(工
房
)西
カ
マ
ド
煙
道
埋
土
椀
形
津

IA
12
4×
11
0′
ン
45

47
54

津
表
面
に
赤
錆
付
着
。
表
面
凹
凸
、
不
整
形
。

7号
住
居
状
(工
房
)

枕
形
淳

IA
99
×
85
//
54

30
80

津
表
面
に
赤
錆
付
着
。
表
面
凹
凸
、
不
整
形
。
底
面
に
剥
片
状
資
料
伺
着
。

64
7号
住
居
状
(工
房
)

椀
形
津

IA
81
×
80
/2
9

三
角
に
近
い
形
状
。
底
面
粒
状
の
凹
凸
あ
り
。

65
7号
住
居
状
(工
房
)

枕
形
津

IA
88
×
66
/4
2

17
26

2方
向
か
ら
の
破
ll
lr
面
を
持
つ
。
表
面
赤
錆
に
覆
わ
れ
る
。
底
面
粘
土
状
の
物
質
付
着
。

66
8号
住
居
状
(工
房
)P
it
ユ
(鍛
冶
炉
)

剥
片
状
資
料

I 
B2

○

8号
住
居
状
(工
房
)P
it
2

流
状
津
帥
Iい
柱
状
)

I 
D3

42
X0
6/
′
06

○
直
径
l 
cШ
未
満
の
柱
状
を
呈
す
る
。
黒
褐
色
で
ガ
ラ
ス
化
し
た
津
が
固
化
し
た
試
料
。

8号
住
居
状
(■
房
)P
it
2

流
状
津
(細
い
柱
状
)

I 
D3

32
×
07
/0
7

12
05

直
径
l 
cm
未
満
の
柱
状
を
呈
す
る
。
ま
た
は
そ
れ
が
い
く
つ
か
結
合
し
た
も
の
。
黒
褐
色
で
ガ
ラ
ス
化
し
た
津
が
国
化
し
た
試
準
|。

8号
住
居
状
(工
房
) 
床
N0
10
6

椀
形
滓

IA
77
×
66
/′
27

○
1方
向
の
破
断
面
(半
裁
状
)を
持
つ
。
底
面
礫
、
砂
少
量
付
着
。

70
8号
住
居
状
(工
房
)Q
3

枕
形
滓

IA
11
6X
68
//
31

25
49

2方
向
か
ら
の
破
断
面
を
持
つ
。
表
面
赤
錆
に
覆
わ
れ
る
。

8号
住
状
(工
房
)Q
4(
3号
住
居
射
り
床
相
当
)
鉄
塊
系
資
料

I 
El

58
×
38
/ 
17

○
表
面
全
体
が
赤
茶
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。
重
量
感
あ
り

8号
住
居
状
(3
住
Q観
占
り
床
相
当
)

羽
日
・
炉
壁
溶
着
澤

IF
59
×
49
/1
7

66
8

鉄
津
に
羽
口
片
が
付
着
し
て
い
る
。

8号
住
居
状
(工
房
)Q
4

椀
形
津

IA
83
×
82
ン
43

岸
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。
底
面
凹
凸
あ
り
。

i4
8号
住
居
状
(工
房
)Q
4

枕
形
津

IA
83
×
65
/2
7

底
面
砂
付
着
。

8号
住
居
状
(工
房
)Q
4

枕
形
津
?

IA
75
×
74
´
/4
4

29
67

3方
向
か
ら
の
破
断
面
を
持
つ
。

8号
住
居
状
(I
房
)Q
4

流
状
津
(ダ
イ
ス
状
)

IA
69
×
46
/3
8

16
25

3方
向
か
ら
の
破
断
面
を
持
つ
。

77
8号
住
居
状
(工
房
)Q
4

椀
形
淳

IA
64
×
56
/3
5

12
05

津
表
面
が
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。
破
断
面
あ
り
。

8号
住
居
状
(工
房
)埋
土

炉
壁

IA
91
×
68
/4
9

砂
を
噛
み
こ
ん
だ
粘
土
状
物
質
。
多
孔
質
で
軽
い
。
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79
8号
住
居
状
(工
房
)埋
土

炉
壁

Ⅱ
A

71
×
42
//
17

27
5

砂
を
噛
み
こ
ん
だ
粘
土
状
物
質
。
多
孔
質
で
軽
い
。

8号
住
居
状
(工
房
)坦
土

炉
壁

Ⅱ
A

68
×
63
/4
3

68
8

砂
を
噛
み
こ
ん
だ
粘
土
状
物
質
。
多
子
L質
で
軽
い
。

8号
住
居
状
(工
房
)埋
土

椀
形
津

IA
76
×
32
/3
2

割
り
取
ら
れ
た
縁
辺
部
P表
面
赤
錆
付
着
。

8号
住
居
状
(工
房
)埋
土

杭
形
津

IA
74
×
72
/3
8

津
表
面
が
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。

8号
住
居
状
(工
房
)西
半
部
貼
り
床

椀
形
淳

IA
79
×
55
/2
2

津
表
面
が
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。

8号
住
居
状
(工
房
)西
半
部
貼
り
床

椀
形
澤

IA
75
X4
1/
/4
8

15
46

津
表
面
が
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。
3方
向
か
ら
の
破
断
面
を
持
つ
。

8号
住
居
状
(工
房
)西
半
部
貼
り
床

椀
形
津

IA
49
×
44
/2
8

4方
向
か
ら
の
破
断
面
を
持
つ
。
津
表
面
が
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。

8号
住
居
状
(工
房
)西
半
部
貼
り
床

杭
形
津

IA
65
×
44
/2
7

津
表
面
が
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。
破
断
面
あ
り
。

8号
住
居
状
(工
房
)西
半
部
貼
り
床

鉄
塊
系
資
料

I 
El

74
×
74
/3
4

15
55

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

88
8号
住
居
状
(工
房
)東
半
部
貼
り
床

椀
形
津

IA
82
×
56
//
35

15
78

2方
向
か
ら
の
破
断
面
を
持
つ
。
表
面
赤
掲
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

8号
住
居
状
(工
房
)貼
り
床

鉄
塊
系
資
料

I 
El

56
X3
5/
′
29

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

8号
住
居
状
(工
房
)S
⇔
Nサ
ブ
ト
レ

枕
形
津

IA
85
×
60
//
34

破
断
面
あ
り
。
表
面
赤
褐
色
の
鋳
付
着
。

8号
住
居
状
(工
房
)S
⇔
Nサ
ブ
ト
レ

流
状
津
(太
い
柱
状
)

I 
Dl

95
×
78
//
32

28
09

表
面
全
体
が
銀
鼠
色
の
光
沢
を
持
つ
。
重
量
感
が
あ
る
。

9号
住
居
状
 
西
狽
J焼
土

炉
壁
片

IA
69
×
54
′
/3
ユ

紹
98

○
焼
成
を
受
け
た
粘
土
状
物
質
で
内
面
赤
褐
色
、
外
面
黒
褐
色
を
呈
す
る
。
胎
土
に
多
量
の
植
物
繊
維
、
砂
を
含
む
。

5号
土
坑
 
埋
土

鉄
塊
系
資
料

I 
El

54
×
53
//
39

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
掲
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

切
8号
土
坑
 
埋
土
～
中

含
鉄
鉄
津

53
×
46
/2
9

表
面
赤
錆
刊
着
。

9号
土
抗
埋
土
相
当

鉄
塊
系
資
料

I 
El

76
×
57
ッ
/4
4

15
44

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

9号
土
坑
埋
土
相
当

鉄
塊
系
資
料

I 
El

72
×
59
/′
56

12
04

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

9号
土
坑
埋
土
相
当

含
鉄
鉄
淳

I 
E2

70
×
32
′
12

32
9

表
面
赤
錆
付
着
。

98
9号
土
坑
埋
土
相
当

椀
形
滓

IA
84
×
77
/4
1

表
面
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

東
谷
包
含
層
(廃
津
場
1)

椀
形
澤

IA
12
3×
99
/8
7

60
60

○
4方
向
か
ら
の
破
断
面
を
持
つ
。
表
面
全
体
に
赤
錆
が
付
着
。

東
谷
包
合
層
(廃
津
場
1)

炉
壁
片

Ⅱ
A

63
X4
4/
´
26

○
植
物
繊
維
・
砂
を
含
む
粘
土
状
の
物
質
が
鉄
津
と
反
応
し
て
固
化
し
た
試
料
。
ス
カ
ス
カ
し
て
お
り
、
軽
い
。

東
谷
包
含
層
(廃
津
場
1)

流
状
津
(太
い
柱
状
)

I 
Dl

92
5×
73
ノ
/6
0

47
55

○
4方
向
か
ら
の
破
断
面
を
持
つ
(人
為
か
は
不
明
)。
表
面
全
体
が
銀
鼠
色
の
光
沢
を
持
つ
。
重
量
感
が
あ
る
。

東
谷
包
含
層
(廃
津
場
1)

厚
壁
片

Ⅱ
A

65
×
54
/2
7

50
7

植
物
繊
維
 
砂
を
含
む
粘
土
状
の
物
質
が
鉄
津
と
反
応
し
て
固
化
し
た
試
料
。
ス
カ
ス
カ
し
て
お
り
、
軽
い
。

10
3
東
谷
包
含
層
(廃
津
場
1)

炉
壁
片

Ⅱ
A

96
×
80
/3
3

○
表
面
著
し
く
発
泡
。
反
応
部
近
傍
に
あ
っ
た
炉
壁
片
の
一
部
と
推
定
。

10
4
東
谷
包
含
層
(廃
津
場
1)

椀
形
津

IA
8も
×
57
/3
2

20
97

○
両
端
に
破
断
面
を
持
つ
。
底
部
に
砂
礫
付
着
。

10
5
末
谷
包
含
層
い
①
Ⅱ
層

椀
形
津

IA
98
×
56
/3
0

表
面
赤
錆
付
着
。
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10
6
東
谷
包
含
層
い
①
Ⅱ
層

椀
形
滓

IA
96
×
59
/イ
31

半
円
状
ё

10
7
束
谷
包
含
層
い
①
Ⅱ
層

椀
形
津

IA
87
×
57
//
44

27
82

表
面
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。
破
Ll
面
あ
り
。

10
8
東
谷
包
含
層
い
①
Ⅱ
層

鉄
塊
系
資
料

I 
El

78
×
70
//
32

14
82

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

10
9
東
谷
包
合
層
い
①
Ⅱ
層

羽
口
 
炉
壁
溶
着
津

50
X8
2/
47

鉄
淳
に
羽
口
片
が
付
着
し
て
い
る
。

東
谷
包
合
層
い
③
I層

枕
形
津

IA
94
×
61
/3
2

14
54

上
面
ガ
ラ
ス
化
。

東
谷
包
含
層
に
①
Ⅱ
層

杭
形
津

IA
10
5×
66
/4
0

淳
表
面
が
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。

東
谷
包
含
層
に
①
Ⅱ
層

杭
形
津

IA
81
×
78
/2
6

津
表
面
が
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。

東
谷
包
含
層
に
①
Ⅱ
層

椀
形
滓

IA
10
3×
67
//
45

28
42

津
表
面
が
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。

11
4
東
谷
包
含
層
に
①
Ⅱ
層

椀
形
津

IA
81
X4
7/
′
30

津
表
面
が
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。
破
断
面
あ
り
。

東
谷
包
含
層
に
③
黒
色
層
Ⅲ
層

椀
形
津

IA
91
×
67
/'
19

津
表
面
が
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。

東
谷
包
含
層
に
③
黒
色
層
Ⅲ
層

椀
形
津

IA
99
X9
8/
28

22
76

岸
表
面
が
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。

11
7
東
谷
包
含
層
に
③
黒
色
層
Ⅲ
層

羽
口
・
炉
壁
溶
着
津

IF
93
×
94
/6
6

28
34

鉄
津
に
羽
日
片
が
付
着
し
て
い
る
。

東
谷
包
含
層
へ
②
Ⅱ
層

含
鉄
鉄
津

I 
E2

39
×
37
//
21

表
面
赤
錆
付
着
。

東
谷
包
含
層
へ
②
I層

鉄
製
品

37
×
26
//
16

54
ユ

重
量
感
あ
り
。

東
谷
包
含
層
へ
③
I層

枕
形
津

IA
&4
×
77
/3
5

26
43

滓
表
面
赤
錆
付
着
。

束
谷
包
含
層
へ
③
Ⅱ
層

椀
形
津

IA
81
×
63
/3
0

15
52

津
表
面
赤
錆
付
着
。

東
谷
包
含
層
ち
③
Ⅲ
層

枕
形
津

IA
95
×
82
/3
7

3m
Э
 4

東
谷
ぬ
③
Ⅱ
層

椀
形
津

IA
10
5×
90
/3
7

24
50

津
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

12
4
東
谷
包
含
層
る
②
皿
層

椀
形
津

IA
88
×
70
/4
8

37
53

滓
表
面
に
赤
錆
付
着
。
破
断
面
あ
り
。

東
谷
2区
Ⅲ
層

椀
形
津

IA
69
×
47
フ
イ 3
2

3方
向
か
ら
の
鋭
い
破
断
面
を
持
つ
。

12
6
東
谷
2区
Ⅲ
層

椀
形
淳

IA
86
X8
4/
´
26

28
89

完
形
。
上
面
中
央
凹
状
。

12
7
東
谷
2区
Ⅲ
層

椀
形
淳

IA
98
×
97
′
イ
43

津
表
面
が
赤
錆
に
覆
わ
れ
る
。
破
BJ
r面
あ
り
。

12
8
東
谷
2区
Ⅱ
層

椀
形
津

IA
11
3×
82
/4
3

30
83

滓
表
面
が
赤
錆
に
覆
わ
れ
る
。
破
断
面
あ
り
。
底
面
粒
状
の
四
EI
あ
り
。

12
9
東
谷
2区
Ⅱ
層

椀
形
津

IA
99
×
94
′
´ 2
2

津
表
面
に
赤
錆
付
着
。

13
0
東
谷
2区
Ⅱ
層

椀
形
津

IA
11
7X
65
/2
8

37
43

淳
表
面
に
赤
鈴
付
着
。

東
谷
包
含
層
は
①
Ⅲ
層

椀
形
津

IA
56
×
52
/2
4

津
表
面
に
赤
錆
付
着
。
方
形
】夫
。

東
谷
包
含
層
は
①
Ⅲ
層

椀
形
滓

IA
71
×
63
/3
9

滓
表
面
に
赤
錆
付
着
。
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東
谷
包
含
層
は
①
Ⅲ
層

椀
形
淳

IA
69
×
67
′
/4
0

20
35

2方
向
か
ら
の
破
断
面
を
持
つ
。
表
面
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。

束
谷
包
含
層
は
①
I層

椀
形
淳

IA
90
×
55
/3
8

17
36

津
表
面
に
赤
錆
付
着
。
破
断
面
あ
り
。

束
谷
包
含
層
(廃
津
場
2)

流
状
津
(太
い
柱
】犬
)

I 
Dl

82
×
59
/3
95

22
19

○
一
部
に
赤
錆
付
着
。
4方
向
か
ら
の
破
断
面
を
持
つ
く人
為
か
は
不
明
)。
底
部
に
砂
礫
付
着
。

束
谷
4区
MT
 I
、
 1
層

鉄
塊
系
資
料

79
×
41
/2
6

98
8

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

束
谷
4区
MT
 I
、
 
こ
層

鉄
分
の
少
な
い
鉄
津

I 
E3

10
2X
84
 /
21

16
78

表
面
赤
錆
付
着
。

東
谷
包
含
層
 4
区
Ⅱ
層
―
括

含
鉄
鉄
津

I 
E2

95
×
71
/3
4

25
84

表
面
赤
錆
付
着
。

束
谷
包
含
層
 4
区
Ⅲ
層
一
括

椀
形
津

IA
l■
3×
90
/5
6

54
36

表
面
赤
錆
付
着
。
不
整
形
。

東
谷
1区
 
メ
イ
ン
ト
レ
ン
チ
ー
括

流
状
滓
(太
い
柱
状
)

ID
ユ

13
4×
79
 /
32
5

33
24

○
二
簡
所
に
破
断
面
を
持
つ
(人
為
か
は
不
明
)。
表
面
Π 旨
青
灰
～
暗
赤
褐
色
を
呈
す
る
。
底
面
に
砂
付
着
。

東
谷
1区
 
メ
イ
ン
ト
レ
ン
チ
ー
括

流
状
滓
(太
い
柱
状
)

I 
Dl

72
X4
05
ァ
/2
55

○
三
箇
所
に
破
断
面
を
持
つ
(入
為
か
は
不
明
)。
表
面
暗
青
灰
～
暗
赤
褐
色
を
呈
す
る
。
底
面
に
砂
付
着
。

東
谷
包
含
層
T1
3

枕
形
津

IA
90
×
81
/4
4

46
38

表
面
赤
錆
付
着
。
上
面
中
央
凹
状
。

東
谷
ト
レ
ン
チ
T1
4黒
色
層

椀
形
淳

IA
67
×
32
´
フ
21

59
4

害
Jり
取
ら
れ
た
縁
辺
部
?表
面
赤
錆
、
底
面
砂
付
着
。

東
谷
ト
レ
ン
チ
T1
4黒
色
層

椀
形
津

IA
75
×
59
//
28

半
円
に
近
い
形
状
。
破
断
面
あ
り
。
表
面
赤
錆
付
着
。

束
谷
T1
4黒
褐
～
黒
色
層

含
鉄
鉄
滓

I 
E2

46
×
40
/1
9

表
面
赤
鈴
付
着
。

東
谷
T1
3黒
褐
～
黒
色
層

鉄
分
の
少
な
い
鉄
津

96
×
63
/3
3

表
面
赤
錆
付
着
。

東
谷
T1
2

鉄
塊
系
資
料

I 
El

26
×
21
′
23

24
2

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
掲
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

束
谷
ト
レ
ン
チ
T1
2

椀
形
津

IA
87
×
59
/2
7

表
面
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。
破
断
面
あ
り
。

束
谷
1区
MT
一
括

流
状
津
(ダ
イ
ス
状
)

IA
40
X2
5/
21

4方
向
か
ら
の
破
断
面
を
持
つ
。
ダ
イ
ス
状
。

東
谷
1区
MT
一
括

椀
形
澤

IA
12
0×
77
/´
75

表
面
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。
凹
凸
あ
り
。
不
整
形
。

束
谷
赳
含
層
一
括

椀
形
津

IA
92
×
54
/3
2

19
82

半
円
に
近
い
形
状
。
破
断
面
あ
り
。
底
面
砂
付
着
。

東
谷
包
含
層
一
括

椀
形
津

IA
盈
3×
63
ツ
20

10
93

表
面
赤
錆
で
覆
わ
れ
る
。

1号
鍛
冶
炉

鉄
塊
系
資
料

I 
El
80
56
×
79
33
/4
28
8
15
65

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
鋳
で
覆
わ
れ
る
。

1号
鍛
冶
炉

鉄
塊
系
資
料

I 
El
62
30
X5
33
6′
 2
38
2
87
0

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。

1号
鍛
冶
炉

銭
塊
系
資
料

I 
El
53
85
×
33
99
/2
23
7

重
量
感
あ
り
。
表
面
が
赤
褐
色
の
錆
で
覆
わ
れ
る
。
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隠
里
Ⅲ
遺
跡
鉄
滓
分
類
表
(1
)

7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)

DB
t形
群
設
り
〒
】大
軟
膏
鍛
造
剥
片
立
状
浮
(大
)
能
】犬
津
(刀
状
津
(犬
い
椎
状
正
】犬
澤
(ダ
イ
ス
】犬
)

流
男犬
津
(そ
の
4也
)
鉄
塊
糸
貧
料
含
鉄
鉄
梓

小
計

備
考

(I
―
A)

‐ B
-1
)
(I
―
B-
2)
(I
‐
C‐
1

I―
C-
2)
(I
Dl
)

(I
‐
D‐
2)
(I
D3
)

(I
‐
D4
)
(I
El
)
(I
‐
E2
)

― E
-3
)

I―
E-
4

(I
―
F)

Pl
(鍛
冶
炉
)

33
05
7

22
32

60
4

0
25
76

55
90

11
07
84

P2
(鍛
冶
炉
)

0
0

0
0

66
3

18
27
8

P3
(ビ
ッ
ト
)

25
22

0
0

0
73
83
1

P4
(ピ
ッ
ト
)

0
0

0
1]

0
99
5
40
6
34
3]

P5
(ピ
ッ
ト
)

0
0

0
0

0
7

lA
0

66
8

0
0

10
78

45
02

lB
0

0
0

0
22
5

14
75

64
67

0
32
84

0
0

76
25

lD
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
16
45
ユ

0
0

0
0

2
0

0
78
71

0
0

0
0

0
0

2A
0

17
0

0
0

28
2

0
16
2

12
11

29
60
1

2B
0

17
99

0
0

11
76

18
68

88
1

84
2

19
56

0
0

0
12
78

12
88

15
73

50
87

13
90
9

2D
0

l■
6

0
0

28
2
26
23

2E
0

0
0

0
17
56

0
31
46

2F
0

0
0

0
10
2

19
2

25
05
1

0
16
85

0
0

0
0

0
0

30
26

3A
54
76

76
9

0
12
94

0
57
1
2
14
2

28
31

と7
4

19
24
2

3B
21
96

16
93

0
0

30
97

20
98

21
14

14
82

0
23
52

0
0

0
14
77

0

3D
11
15
1

0
0

0
68
2

47
38

22
05
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
58
6

0
0

0
0

0
17

72
2

0
0

0
0

0
0

0

4A
0

0
0

0
16
55

12
06

38
2

0
44
29
1

4B
0

0
0

0
0

0
0

0
15
64

0
11

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

37
6

4D
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

4E
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4F
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

廃
棄
単
位
1

0
0

0
0

0
7
81
2

0
0
15
26
5

廃
棄
単
位
2
18
69

0
0

0
0

0
19
21

0
84
98

廃
棄
単
位
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
40
0

西
カ
マ
ド
煙
道
12
27
8

0
0

10
7]

0
16
86
02

遺
構
内
埋
土

上
位
一
括
24
82
3

24
8
16
48
71

10
4

0
67
5

77
28

83
61

11
29
7

12
66
5

91
46
96

小
計

57
79
8
60
59
93
85
21

20
65

40
45

59
15

21
94
39
84
3
43
12
5

24
71
4

78
36
合
計
  
  
41
53
60
6

(単
位
:g
)
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1 
  
 
隠
里
Ⅲ
遺
跡
鉄
洋
分
類
表
(2
)

ぶ
  
 1
号
鍛
冶
炉

］ 頑 旧 日 曲 環

|

杭
形
澤
副
片
】夫
鉄
滓
鍛
造
剥
片
貯
状
津
(丈
立
状
浮
(4
ヽ
)
乱
状
滓
(太
い
柱
17
i
流
】犬
津
(ダ
イ
ス
】犬
)
流
状
津
(細
い
柱
状
)
流
】夫
澤
(そ
の
他
)
秩
現
系
奮
刑
含
鉄
鉄
澤

小
計

備
考

― A
)
(I
―
B―
]

‐ B
-2
)
(I
―
C―

(I
―
D-
4)

I―
E―
ユ
(I
―
E‐
2)

I‐
E-
3

(I
―
E-
4)

(I
―
F)

埋
土

0
51
2

17
0

0

0
17

0
0

55
48

合
計
  
  
  
16
25
8

1号
火
葬
関
連
遺
構

猟
形
群
剥
庁
依
鉄
青
蹴
造
剤
庁
IP
次
群
(天
,
創
大
洋
(/
1ヽ
,

允
次
洋
螂
出
い
任
】大
,
流
】夫
洋
(/
cの
他
,
吹
塊
糸
貧
料
宮
鉄
欽
梓

谷
着
洋
一
酪
小
計

備
考

(I
―
B-
1)
(I
‐
B‐
2)
(I
Cl
)
(I
C2
)
(I
D■

)
(I
D2
)
(I
D3
)
(I
D4
)
(I
E■

)
(I
E2
)
(I
E3
)
(I
E4
)

(I
―
F)

埋
土

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

0
13
4

0
0

13
■
2

0
0

0
0

0
0

0
0

2
0
合
計

8号
住
居
状
遺
構
(工
房
)

祝
形
浮
≠」
片
扶
鉄
博
鍛
造
剥
片
位
状
浮
(夫
笠
光夫
ヤ早
(/
1ヽ
)

流
男犬
澤
(ダ
イ
ス
】夫
)
流
状
浮
(細
い
lF
状
)
流
状
澤
(そ
の
他
)
塊
系
資
滲
含
鉄
鉄
輝

小
計

備
考

(I
A)
(I
Bl
)
(I
B2
)
(I
Cl
)
(I
‐
C2
)
(I
D■

)
(I
D2
)

(I
―
D-
3)

(I
‐
D‐
4)

(I
‐
E■

)
I―
E‐
2)

I―
E‐
3

(I
‐
E-
4

I―
F)

Pl
(a
Px
冶
炉
)

0
34
83

09
0

0
10
49

17
5

10
81
4

P2
(ピ
ッ
ト
)

0
04

0
0

0
0

0
37
25

床
面

18
30
4

0
0

0
16
79
9

17
79
5
22
67
9
15
56
4

0
11
03
9

埋
土

15
41

0
0

0
29
88

0
82
07
11
50
6

0
46
40
5

遺
構
内
一
括

12
37

0
0

0
26
44

54
7

0
0

小
計

34
95
1

36
91

29
13

19
78
7

65
99

21
95
32
8
41
31
18
9

46
45
12
83
9
合
計
  
  
  
18
08
12

3号
竪
穴
住
居 椀
形
輝
1片
状
鉄
濁
鍛
世
烈
片
粒
状
津
(大

|
位
】犬
滓
(イ
→

脆
】犬
ィ辛
(タ
イ
ス
努大

尻
状
駅
そ
の
4也
)
映
塊
系
資
料
含
鉄
鉄
淳

小
計

備
考

I‐
A)
(I
―
B―

I‐
B‐
2)
(I
Cl
)
(I
C2
)

(I
‐
D‐
1)
(I
D2
)

(I
‐
D‐
3)
(I
D4
)
(I
El
)
(1
-E
‐
2)
(I
E‐
3)

(I
―
E-
4)

埋
土

0
0

0
0

0
0

0
0

0

床
面

0
24
8

0
0

0
0

0
0

0
0

0
24
8

小
計

70
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
合
計

38
32

2号
住
居
状
遺
構

掘
影
群
刊
片
】大
鉄
β
餓
遣
剥
片
眩
状
淳
(夫
冽
犬
津
(/
1ヽ
)
絨
犬
,旱
(太
い
オ
主
メ犬
流
】夫
r●f
(ダ
イ
ス
状

流
状
駅
そ
の
4と
,
吹
塊
糸
貧
料
含
鉄
欽
痒

小
「
l

備
考

(I
A)
(I
B■

)
(I
B2
)
(I
‐
C‐
1)
(1
-C
-2
)

(I
‐
Dl

I―
D-
2

D‐
3)
(I
D4
)

(I
‐
El
)
(I
E2
)
(I
E3
)
(I
E4
)

(I
‐
F)

埋
J:

0
0

0
0

0
0

0
38
8

0

小
計

0
0

0
0

0
0

0
0

38
8

0
合
計

1号
竪
穴
住
居 椀
影
群
剥
片
状
鉄
澤
餓
遣
工
」
片
眩
状
澤
(夫
と】
犬
浮
(/
1ヽ
)
翻
犬
淳
(夫
ヤゝ

流
】夫
淳
(ダ
イ
ス
】夫
)

F献
梓
(そ
の
1と
,
炊
り
と
糸
資
料
含
鉄
欽
浮
険
徘
の
少
な
い
鉄
澤

小
計

備
考

(I
A)
(I
Bl
)
(I
‐
B‐
2)
(I
―
C-
1)

I―
C‐
2

(I
D‐
2)
(I
D3
)

(I
‐
D‐
4)
(I
El
)
(I
E2
)
(I
E3
)
(1
-E
-4
)
(I
―
F)

埋
土

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

13
3

焼
土

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
鍛
冶
関
連
焼

土
か
?

0
0

0
0

0
0

29
2

13
5

0
0

38
32

合
計

(単
位
:g
)



隠
里
Ⅲ
遺
跡
鉄
滓
分
類
表
(3
)

8号
土
坑

置
形
澤
片
状
鉄
澤
餃
澄
剥
片

()
()
位
状
澤
(小
)1
流
状
浮
(太
い
種
状
尻
】犬
浮
(タ
イ
ス
状
,

流
状
浮
(そ
の
他
)
映
塊
系
資
十

の
少
な
し

容
て
浮
一

小
計

備
考

(I
―
B-
1
― B
=2
)
(I
‐
C-
1
(I
C2
)

(I
‐
D■

)
(I
D2
)

(I
‐
D‐
3)
(I
D4
)

(1
‐
E‐
1)

I‐
E‐
3)
(I
E4
)

(I
‐
F)

埋
土

0
0

0
0

0
0

0
0

0
10
72

小
計

0
0

0
0

0
0

0
89
7

0
0
合
計
  
  
  
10
72

9号
土
坑

中
】犬
鉄
澤
鍛
造
減
J片
ミ渾
(夫
眩
】夫
・ l
T(
月
)ヽ
こ状
澤
(太
い
種
状
荒
】犬
淳
(タ
イ
ス
状
)

尻
状
洋
(そ
の
lo
鉄
兜
糸
貧
料
含
鉄
鉄
澤

小
計

備
考

I‐
A)

I‐
B‐
1

I‐
B‐
2)
(I
C‐
1)
(I
C2
)
(I
D■

)
(I
‐
D2
)
(I
D3
)

(I
‐
D‐
4)
(I
El
)
(I
E2
)

(I
‐
E-
3)

‐ E
-4

(I
‐
F)

埋
土

0
0

0
0

0
0

0
5
61
6
31
97

0

小
計

0
0

0
0

0
0

0
5
61
6
31
97

0
合
nt
  
  
  
  
  
 l
19
44

9号
住
居
状
遺
構
(工
房
)

掘
形
洋
諸
J席
】大
鉄
冑
餓
迂
剥
庁
豆
】大
祥
(天
,

几
状
洋
(タ
イ
ス
J大
,

(細
い
本
ギ
状
)
流
状
淳
(そ
の
他
)
鉄
塊
系
奮
メ

針
の
少
な
い
鉄
澤

小
計

備
考

(I
―
A)
(I
‐
B
1)
(I
B‐
2)

I‐
C‐
1)

(I
_D
_1

― D
_2
)

(I
―
D-
3

I―
D-
4

I‐
E‐
1)
(I
―
E-
2)
(I
E3
)
(I
E‐
4)

(I
‐
F)

床
面
焼
土

0
0

0
0

0
0

0
0

0
15
2

貼
床
埋
土

0
10
33

0
0

0
0

0
0

0
0

0
10
33

埋
土

0
04

0
0

0
0

0
0

0
0

0

炉
P埋
土

0
0

0
0

0
0

0
0

0

小
計

0
11
43
ユ

0
0

0
0

0
0

0
0

0
合
計
  
  
  
11
43
2

5号
土
坑

椀
形
浮
剥
片
状
鉄
浮
鍛
造
剥
片

Z(
夫
)

浮
(/
1ヽ
)
状
浮
(太
い
柱
状
死
状
澤
(ダ
イ
ス
】夫
)
流
状
澤
(細
し

流
状
,早
(そ
C

)の
少
な
い
鉄
輝

小
計

備
考

(I
‐
A)

I‐
B‐
1
‐ B
‐
2

I‐
E‐
4)

I‐
F)

埋
土

0
0

0
0

0
0

96
7

0
0

0
96
7

小
計

0
0

0
0

0
0

0
0

96
7

0
0

0
合
計

96
7

1号
廃
滓
場

祝
形
澤
責」
片
状
鉄
漂
餓
造
剥
片
立
状
澤
(大
)
眩
状
澤
(小

流
】大
浮
(ダ
イ
ス
】犬
)
流
状
浮
1/
T田
い
柱
状
流
】夫
澤
(そ
の
他
)
触
系
資
潤
含
鉄
鉄
澤

小
片
一
括
谷
着
澤
一
手
小
計

備
考

(I
‐
A)
(I
‐
B■

)
(I
‐
B2
)
(I
C■

)
(I
C2
)

(1
D‐
1)

(I
‐
D‐
2)

(I
‐
D‐
3)

(I
‐
D‐
4)

(I
‐
E■

)
(I
‐
E‐
2)

(I
‐
E3
)
(I
E4
)
(I
F)

雄
積
土
中
22
01
6

0
0

0
61
33

64
28

20
72

61
15

27
84

73
5

0
47
12
9
(=
東
谷
1区
)

小
計

22
01
6

0
0

0
61
33

20
72

61
15

27
84

73
5

0
合
計
  
  
 4
71
29

2号
廃
滓
場
(1
)

拠
'レ

洋
XU
庁
袂
鉄
辞
蹴
遺
剥
庁
阪
状
洋
(天
,
ry
】
天
洋
(小

,
尻
扶
洋
(太
い
任
椋

尻
状
浮
(そ
の
他
,
吹
塊
系
資
料
含
鉄
鉄
津

各
看
浮
一
記
小
計

備
考

_B
=]
)
(I
‐
B‐
2

I‐
C■

)
(I
‐
C‐
2)

(I
‐ D
‐
1)
(I
D2
)
(I
D3
)
(I
D4
)
(I
El
)
(I
E2
)
(I
E3
)
(I
E4
)
(I
F)

い
①

31
44

0
0

0
0

57
3

0
40
3
48
43

0
0
13
71

13
95
4

い
②

50
41

0
0

0
0

0
0

0
19
95

15
23

0
0

0
85
59

い
③

90
87

0
0

0
0

0
18
13

0
11
21

18
52
5

い
④

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

ろ
①

0
0

0
0

0
0

0
0

ろ
②

0
0

0
0

0
0

0
0

0
59
9

0
0

18
16

(単
位
:g
)

宝 　 訓 叫 爵 湘

― ― 出 く 牌 ― ―



中 　 顧 旧 日 曲 郵

― ― 牌 Ｎ 閂 ― ―

隠
里
Ⅲ
遺
跡
鉄
滓
分
類
表
(4
)

2号
廃
滓
場
(2
)

状
鉄
澤
鍛
造
剥
片
伏
津
(大

(/
1｀
捌
夫
浮
(太
い
柱
状
)
流
状
澤
(ダ
イ
ス
状

瓦
状
浮
(そ
の
他
)
炊
塊
糸
資
料
省
欽
鉄
滓

容
着
津
一
括
小
計

備
考

― B
‐
1)

B‐
2

I‐
C‐
1)

I‐
C‐
2

I‐
D‐
1

(I
―
D-
2
(I
D3
)

(I
‐
D‐
4)

(I
‐
E■

)
(I
E2
)

(I
‐
E‐
3)

(I
‐
E‐
4)

(I
―
F)

ろ
③

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
未
掘
削

ろ
④

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
未
掘
削

は
①

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

は
②

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

は
③

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

は
④

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

に
①

88
06

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
88
06

に
②

0
0

0
0

0
27
02

0
13
88

15
76

15
02

0
0
72
72

ιこ
侮
動

16
62
7

0
0

0
0

0
0
47
74

20
34

0
0

32
2
23
75
7

に
④

0
0

0
0

0
0

0
0
16
09

0
0
21
18

ほ
①

0
0

0
0

0
0

0
18
84

0
0

0
0
26
74

ほ
②

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

ほ
③

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
20
42

へ
①

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

へ
②

0
0

0
0

0
0

0
0

22
8

0
35
02

へ
③

42
22

0
0

0
0

20
2

22
2

0
13
99

82
7

0
0

88
7

へ
④

0
0

0
0

0
0

0
14
0

0
0

0

と
①

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

と
②

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

と
①

0
0

0
0

0
0

0
0

56
6

0
0

0

ち
①

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

ち
②

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

ち
③

51
49

0
0

0
0

0
0
54
13

35
04

10
9

0
15
98
3

り
①

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

り
②

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

り
③

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

ぬ
①

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

ぬ
②

0
0

0
0

0
0

0
0

0

ぬ
③

33
35

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

る
①

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

る
②

58
56

0
0

0
0

0
35
2
19
28

15
87

0
0
97
23

る
③

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

Tl
l

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
「
い
」列
相
当

T1
2

22
2

0
0

0
0

0
10
61

83
43

52
68

0
92
3
17
81
5
「
は
」列
相
当

T1
3

24
39

0
0

0
0

17
05

40
59

32
34

11
76

0
0
13
50
9
「
ほ
」列
オロ
当

T1
4

17
87

0
0

0
0

0
36
22

65
91

13
24

0
0

「
と
1列
相
当

T1
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

「
り
1列
相
当

T1
6

48
7

0
0

0
0

11
36

0
0
63
35
「
る
」列
相
当

小
計

75
41
5

0
0

0
0

0
61
86

85
52
47
4
54

0
49
75
合
計
  
  
 1
84
53
3

(単
位
ig
)



隠
里
Ⅲ
遺
跡
鉄
滓
分
類
表
(5
)

東
谷
部
堆
積
土
上
位
(1
～
‖
層
)

椀
形
澤
片
状
鉄
澤
鍛
造
剥
片
位
状
浮
(夫
)
笠
状
澤
t/
1ヽ
,1
流
杖
淳
(太
い
在
状
脆
わ
(滓
(ダ
イ
ス
状
,
尻
扶
洋
(澗
い
任
状
リ
流
】天
祥
くそ
の
lu
,

小
計

備
考

(I
‐
A)
(I
‐
B■

)
(I
‐
B‐
2)
(I
‐
C■

)
(I
C‐
2)

(I
‐
D■

)
(I
―
D-
2)

(I
‐
D‐
3)

(I
‐
D‐
4)

I‐
E‐
3

I―
E-
4)

(I
‐
F)

2区
23
06
3

0
0

0
78
81
14
48
5
60
36

22
2

0
69
6

52
88
1

4区
14
94
6

0
0

0
94
1

0
20
61

66
55

65
3

0
35
7

33
18
9

一
括

21
2名
8

0
0

0
0

0
92
8

18
18

0
17
74

34
94
1

59
28
7

0
0

0
19
46

99
42
29
77
6
13
49
4

37
39

0
28
27
合
計
  
  
 1
21
01
1

遺
構
外

祝
形
澤
!片
状
鉄
薄
餓
遣
剥
片
眩
状
浮
(大
,
位
】大
岸
t/
1ヽ

yT
L扶
群
(グ
イ
ス
状
リ
流
袂
洋
(測
い
狂
抹
,
況
択
辞
(ぞ
の

谷
看
辞
~I
E

備
考

(I
―
A)
(I
‐
B■

)
(I
‐
B‐
2)
(I
‐
C■

)
(I
‐
C‐
2
(I
Dl
)

(I
‐
D‐
2

D-
3)

正
―
D-
4

I‐
E‐
1

I‐
E‐
2)
IE
3)

(I
‐
E‐
4)

(I
‐
F)

中
央
尾
根
I層

0
0

0
0

0
0

0
0

地
点
不
明

0
0

0
0

0
0

0
0

0
11
39

0

遺
構
外

0
0

0
0

0
0

0
0

0
7

11
84

0
合
計
  
  
  
14
77

遺
跡
内
合
計
98
80
35
8

(単
位
:g
)

鉄
浮

鉄
関
連
遺
物

合
計

7号
住
居
状
遺
構
(工
房
)

41
53
6Ю
6

13
49
6

42
88
56
6

1号
鍛
冶
炉

16
25
8

16
25
8

1号
火
葬
関
連
遺
構

13
4

8号
住
居
状
遺
構
(工
房
)

18
08
12

66
27

18
74
39

3号
竪
穴
住
居

38
32

0
38
32

2号
住
居
状
還
構

10
16

10
16

1号
竪
穴
住
居

33
B

8号
土
坑

10
72

0
10
72

9号
土
坑

11
94
4

11
94
Z

9号
住
居
状
遺
構
(工
房
)

l1
43
2

70
,8

18
51
2

5号
土
坑

1号
廃
洋
場

47
12
9

50
49
8

2号
廃
津
揚

18
45
33

53
02

18
98
35

2号
竪
穴
住
居

0

東
谷
部
堆
積
上
上
位

12
10
11

0
12
10
11

遺
構
外

14
猛
7

0
14
77

合
計

98
80
35
8

29
82
1

10
17
85
68

(単
位
:g
)

鉄
津

鉄
関
連
遺
物

合
計

遺
構
内

63
38
85
8

21
15

65
50
35
8

廃
津
場
・
遺
構
外

35
41
5

86
71

36
28
21

合
計

98
80
35
8

29
82
1

10
17
85
68

(単
位
:g
)

貿 　 訓 騨 灘 瀬

Ｉ Ｉ Ｐ 預 ω ｌ ｌ



剥
片
状
鉄
滓

(I
‐
B‐
1)

13
6%

〕 覇 Ｍ 日 肺 堺

― ― 牌 ミ ト ー ー

粒
状
滓
(大
)

(I
―
C-
1)
01
8%

粒
状
滓
(小
)

(I
―
C-
2)
00
5%

流
状
滓
(太
い
柱
状
)

(I
―
D-
1)
09
7%

流
状
滓
(そ
の
他
)

(I
―
D-
4)
52
8%

流
状
滓
(ダ
イ
ス
状
)

(I
―
D-
2)
14
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(I―E-4)
257%

剥片状鉄滓
(I― B-1)

鍛造剥片
(I―B-2)

調査成果

粒状滓 (大 )
(1-C-1)

粒状滓 (小 )
(I―C-2)

溶着滓―括
(I―F)

粒状滓 (小 )
(1-C-2)

流状滓 (ダイス状 )
(1‐ D‐ 2)

流状滓 (その他 )
(I― D-4)

8号住居状送構(工房)

総重量
18031.2g

8号住居状遺構 (工房)Pl(鍛冶炉)

総重量

8号住居状遺構(工房)P2(ピット)

総重量
372.5g
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2 隠里Ⅲ遺跡

粒状滓 (小 )
(I―C-2)

流状滓 (ダイス状 )
(I― D-2)

鉄分の少ない鉄滓
(1-E-3)
156%

括着滓．
ぐ‐一Ｆ，

嘲

溶
　
／

流状滓 (その他 )
(I―D-4)
440%

状咤
０蜘く‐・Ｄ．螂

流

鉄分の少ない鉄滓    高置5橋
(1-E-3)          270%

1号鍛冶炉

総重量
1625,8g

1号農滓場

総重量

4712.9g

2号廃滓場

総重量
13453,3g

(1-D-2)
流状滓 (ダイス状 )
335%
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V 自然科学的分析

1 木戸井内Ⅳ遺跡

(1)放射性炭素年代測定 (AMS測定)
株式会社古環境研究所

1 は  じ め  に

放射性災素年代測定は、呼吸作用や食物摂取などにより生物体内に取り込まれた放射性炭素 (ユ C)

の濃度が、放射性崩壊により時間とともに減少することを利用した年代測定法である。過去における

大気中の
凛C濃度は変動しており、年代値の算出に影響を及ぼしていることから、年輪年代学などの

成果を利用した較正曲線により“C年代から暦年代に較正する必要がある。

ここでは、木戸井内Ⅳ遺跡で検出された畝状遺構の構築年代を推定することを目的として、加速器

質量分析法による放射性炭素年代測定を行った。測定にあたっては、米国のBeta Analytic lnc。 ,の協

力を得た。

2試 料 と 方 法
測定試料は、畝状遺構の畝部より出上した炭化物 1点である。放射性炭素年代測定の手順は以下の

とおりである。

まず、試料に二次的に混入した有機物を取 り除くために、以下の前処理を行った。

1)蒸留水中で細かく粉砕後、超音波および煮沸により洗浄

2)塩酸 (HCl)に より炭酸塩を除去後、水酸化ナ トリウム (NaOH)に より二次的に混入した有

機酸を除去

3)再び塩酸 (HCl)で洗浄後、アルカリによって中和

4)定温乾燥機内で80℃で乾燥

前処理後、試料中の炭素を燃焼して二酸化戊素に変え、これを真空ライン内で液体窒素、 ドライア

イス、メタノール、 n―ペンタンを用いて精製し、高純度の二酸化炭素を回収した。こうして得られ

た二酸化炭素を鉄触媒による水素遺元法でグラフアイト粉末とし、アルミニウム製のターゲットホル

ダーに入れてプレス機で圧入しグラフアイトターゲットを作製した。これらのターゲットをタンデト

ロン加速器質量分析計のイオン源にセットして測定を行った。測定試料と方法を表 1に まとめた。

表 1 測定試料及び処理
試料番号 試料 種類 前処理・調整

No l       畝状遺構 (畝部) 炭化物 酸―アルカリー酸処理

※AMS(Accelerator Mass Spectrometry)は 加速器質量分析法

3結  果

年代測定の結果を表2に示す。
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1 木戸井内Ⅳ遺跡

表 2 測定結果
試料名   測定血   HC年 代1)  δBC2) 補正ИC年代3)     暦年代 (西暦)4)

(Beta― )   (年BP)    (%。 )    (年BP)
No 1        234130      2940± 50      -263      2920± 50     交ギミ i cal   BC l120

l σ ical  BC 1210～ 1020

2 σ ical  BC 1280～ 980

1)望 C年代測定値

試料の“C/ワ C比から、単純に現在 (AD1950年 )か ら何年前かを計算した値。
MCの半減期は国際

的慣例によりLibbyの 5568年 を使用した (実際の半減期は5730年 )。

2)δ C`測定値

試料の測定望C/レ C比を補正するための炭素安定同位体比 (BC/姥 C)。 この値は標準物質 (PDB)
の同位体比からの千分偏差 (%。)で表す。

3)補正“C年代値

δ` C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、HC/ワ Cの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。試料のδBC値を-25(%。)に標準化することによって得られる年代である。

4)暦年代 Calendar Age
HC年代測定値を実際の年代値 (暦年代)に近づけるには、過去の宇宙線強度の変動などによる大

気中ヱC濃度の変動および望Cの半減期の違いを較正する必要がある。暦年較正には、年代既知の樹木

年輪の望cの詳細な測定値およびサンゴのU/Th(ウ ラン/ト リウム)年代と望C年代の比較により作成
された較正曲線を使用した。最新の較正曲線であるIntCa104で はBC24050年 までの換算が可能である

(樹木年輪データはBC10450年 まで)。

暦年代の交点とは、補正14c年代値と較正曲線との交点の暦年代値を意味する。lσ (68%確率)と

2σ (95%確率)は、補正ユC年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがって、

複数の交を点や複数のlσ ・2σ 値が表記される場合もある。

4所  見
木戸井内Ⅳ遺跡で検出された畝状遺構 より出土 した炭化物について加速器質量分析法 (AMS)に
よる放射性炭素年代測定を行った結果、2920± 50年BP(2σ の暦年代でBC 1280～ 980年)の年代値
が得 られた。

文献

Paula」 Reilner et al,,(2004)IntCa104 Terrestrial radiocarbon age cahbration,26-O ka BP Radiocarbon 46,1029-1058.

尾群大真  (2005) INTCAL98か らIntCЛ04へ.学術創成研究費 弥生農耕の起源と東アジアNo 3-炭 素年代測定によ
る高精度編年体系の構築―,p14-15,

中村俊夫  (1999) 放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院,pユー36.
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V 自然科学的分析

(2)プラント オパール分析

株式会社古環境研究所

は  じ め に

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si0 2)が蓄積したものであり、植物が

枯れたあとも微化石 (プ ラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オ

パール分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出して同定 。定量する方法であり、イネをはじめと

するイネ科栽培植物の同定および古植生 。古環境の推定などに応用されている (杉山,2000)。 また、

イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である (藤原・杉山,1984)。

木戸井内Ⅳ遺跡の発掘調査では、近世とみられる土層より畝状遺構が検出された。そこで、当該遺

構における農耕の可能性を探ることを目的に、プラント・オパール分析を行うことになった。

分析調査の対象とした場所は、近世 ?の畝状遺構検出地点に掘削された東西方向トレンチの北側壁

面である。畝状遺構は広範囲で検出されていたことから、調査地点は便宜的に西狽1壁面と東側壁面と

に区分けした。西側壁面では西より畝、畝間、畝、畝間の 4地点 (①～③)、 東側壁面では西より畝

間、畝、畝間、畝の4地点 (③～④)の計8地点である。分析試料は、各地点とも当該層 (畝または

畝間、黒色シルト)お よび比較試料として直上の覆土 (灰黄褐色砂質シルト)において採取された。

3分 析 方 法
プラント・オパールの抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに、次

の手順で行った。

1)試料を105℃ で24時間乾燥 (絶乾)

2)試料約 lgに直径約40μ mのガラスビーズを約0.02g添加

(電子分析天秤により0.lmgの精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ 。6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W。 42KHz。 10分間)に よる分散

5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オ イキット)中 に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞 (葉身にのみ形成される)に由来するプラント・オパールを

同定の対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行

った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料 lg中のプラント・オパール個数 (試料 lgあ たりのガラスビーズ個数

に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める)に換算して示した。

また、おもな分類群については、この値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あ

たりの植物体乾重,単位 :105g)を 乗じて、単位面積で層厚 lcmあたりの植物体生産量を算出した。

イネ (赤米)の換算係数は2.94(種実重は1.03)、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、

料試
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1 木戸井内Ⅳ遺跡

ネザサ節は0.48、 チマキザサ節型は0,75、 ミヤコザサ節は0,30である (杉山,2000)。

4結   果

分析試料から検出されたプラント・オパールは、イネ、ヒエ属型、キビ族型、ヨシ属、ススキ属型、

タケ亜科 (チマキザサ節型、ミヤコザサ節型、その他)お よび未分類である。これらの分類群につい

て定量を行い、その結果を表 1、 図 1に示した。主要な分類群については顕微鏡写真を示す。以下に、

プラント・オパールの検出状況を記す。

1)イ ネ

西側壁面では西側畝とその東隣の畝覆上、東側壁面では西側畝間とその覆土、その東側の畝 2箇所

で検出されている。いずれも低密度である。

2)ヒエ属型

西狽I壁面では西側畝とその覆土、東隣の畝、さらに東側の畝間、東側壁面では各畝間と畝で検出さ

れている。いずれも低密度である。

3)キ ビ族型

西側壁面では、西より畝とその覆土、畝間覆上、畝、東側壁面では、西より畝間覆土、畝、その東

隣の畝とその覆上で検出されている。いずれも低密度である。

4)ヨ シ属

東側壁面の西側畝のみで検出されている。密度は低い値である。

5)ス スキ属型

すべての試料で検出されている。西側壁面の西側畝間覆土、東側壁面では西より畝間とその覆土、

畝とその覆土、畝間、畝で比較的高い密度である。

6)チマキザサ節型

すべての試料で検出されている。いずれも低い密度である。

7)ミ ヤコザサ節型

西側壁面の東側畝覆上、東側壁面の西側畝と東側畝とその覆土で検出されている。いずれも低密度

である。

5考  察
(1)イ ネ科栽培植物の検討

プラント・オパール分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネをはじめム

ギ類、ヒエ属型 (ヒ エが含まれる)、 エノコログサ属型 (ア ヮが含まれる)、 キビ属型 (キ ビが含まれ

る)、 ジュズダマ属 (ハ トムギが含まれる)、 オヒシバ属 (シ コクビニが含まれる)、 モロコシ属型、

トウモロコシ属型などがある。このうち、本遺跡の試料からはイネとヒエ属型が検出された。プラン

ト・オパール密度はいずれも1,000個 /g前後と低い値である。ただし、畑作では連作障害を回避する

ために一部の例外を除いて翌年も同じ作物を栽培することはしない。イネについても同様であること

から、長期連作される水田に比べれば、土中に還元される植物進酸体 (プラント・オパールの前身)

量が少なくなることは想像に難くない。また、イネのプラント・オパールは4箇所の畝のうち 3箇所

から検出されており、いずれも直上の覆土からは検出されていない。なお、冬季の降霜除けに稲藁で

畑を覆う場合があるが、検出密度が低いこと、畝間での検出が少ないことなどからその可能性は低い

とみられる。こうしたことから、本畝状遺構においてイネが作付けられていた可能性が考えられる。
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一方、ヒエ属に関しては、プラント・オパールの形状から栽培ヒエと野生ヒエ (雑草ヒエ)を 区別

することは困難である。イネが検出されていることから、その雑草としてイヌビエが生育していた可

能性も考えられる。したがって、当該遺構においてヒエが栽培された可能性を積極的に支持すること

はできない。

(2)植物珪酸体分析から推定される植生と環境

上記以外の分類群では、ススキ属型が多く検出され、キビ族型、チマキザサ節型、ミヤコザサ節型

なども認められた。また、一部でヨシ属も少量検出された。おもな分類群の推定生産量によると、ス

スキ属型が優勢となっている。

以上の結果から、当時の遺構周辺はススキ属が生育するような開けた環境で概ね乾いた状況であり、

近傍にはチマキザサ節などの竹笹類が分布していたと推定される。

6 ま と め

井戸井内Ⅳ遺跡において検出された畝状遺構においてプラント・オパール分析を行い、農耕の可能

性について検討した。その結果、畝および畝間よリイネが検出され、当該遺構で稲作が行われていた

可能性が認められた。しかし、イネ以外の作物については特定することはできなかった。

文献

杉山真二  (1987) タケ亜科植物の機動細胞珪酸体.富士竹類植物園報告,第31号 ,p70-83.

杉山真二  (2∞0) 植物珪酸体 (プラント・オパール)。 考古学と植物学.同成社,p.189913.

藤原宏志  (1976) プラント・オパール分析法の基礎的研究 (1)一 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析

法―.考古学と自然科学,9,p.15ワ 9.

藤原宏志・杉山真二  (1984) プラント・オパール分析法の基礎的研究 (5)― プラント・オパール分析による水田

址の探査―.考古学と自然科学,17,p.73お 5.
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1 木戸井内Ⅳ遺跡

(3)花 粉 分 析

は じ め に
花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されており、

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉な

どの植物遺体は、水成堆積物では保存状況がミ好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解されて

残存していない場合もある。ここでは、木戸井内Ⅳ遺跡で検出された近世 ?の畝状遺構における作物

の検討および周辺植生について花粉分析より検討を行う。

分析試料は、近世?の畝状遺構の西側壁面から採取された試料④ (畝間、黒色シルト)1′点、東側

壁面から採取された試料④ (畝、黒色シルト)1点の計2点である。

3方  法
花粉の分離抽出は、中村 (1973)の 方法をもとに、以下の手順で行った。

1)0.5%リ ン酸三ナトリウム (12水)溶液を加え15分間湯煎
2)水洗処理の後、0.5mmの師で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去
3)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置
4)水洗処理の後、氷酢酸によって脱水 し、アセ トリシス処理 (無水酢酸 9:濃硫酸 1のエルドマ
ン氏液を加え 1分間湯煎)を施す

5)再び氷酢酸を加えて水洗処理

6)沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラー ト作成
7)検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって300～1000倍で行う。花粉の同定は、島倉 (1973)お よび中村 (1980)

をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行う。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、亜

属、節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン (― )で結んで示す。イネ
属については、中村 (1974,1977)を参考にして、現生標本の表面模様 。大きさ。子し・表層断面の特

徴と対比して同定しているが、個体変化や類似種もあることからイネ属型とする。

4結  果
(1)分類群

出現した分類群は、樹木花粉15、 樹木花粉と草本花粉を含むもの 2、 草本花粉 8、 シダ植物胞子 2

形態の計27である。これらの学名と和名および粒数を表 1に示し、花粉数が200個以上計数できた試料

は、周辺の植生を復元するために花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを図 1に示す。主要な分類

群は顕微鏡写真に示す。また、寄生虫卵についても観察したが検出されない。以下に出現した分類群

を記載する。

〔樹木花粉〕

マツ属複維管束亜属、スギ、イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科、クルミ属、ハンノキ属、クマシデ
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V 自然科学的分析

属―アサダ、クリ、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属―ケヤキ、エノキ

属―ムクノキ、 トチノキ、ムクロジ属、シナノキ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ科、マメ科

〔草本花粉〕

イネ科、ナデシコ科、ツリフネソウ属、チ ドメグサ亜科、セリ亜科、タンポポ亜科、キク亜科、ヨ

モギ属

〔ンダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

(2)花粉群集の特徴

1)西側壁面、試料④ (畝問)。 図 1

樹木花粉より草本花粉の占める割合が極めて高い。ヨモギ属が優占し、イネ科、タンポポ亜科、キ

ク亜科などが伴われる。樹木花粉では、クリ、コナラ属コナラ亜属などが出現する。

2)東側壁面、試料⑩ (畝)・ 図 1

樹木花粉より草本花粉の占める割合が極めて高い。ヨモギ属が卓越し、タンポポ亜科、イネ科、キ

ク亜科などが伴われる。樹木花粉では、クリ、スギなどがわずかに出現する。

5 花粉分析から推定される植生と環境
西側壁面、試料④ (畝聞)お よび東側壁面、試料⑩ (畝)は花粉構成および組成が類似する。畝間

と畝の異なりはあるが、風媒花植物が主要となるため、大きく差異がなかったと考えられる。草本花

粉が多 く周辺は、ヨモギ属、タンポポ亜科、イネ科の耕地雑草の性格の草本が優勢に生育していた。

水生植物が伴われないため、乾燥した環境が示唆され、畑地が示唆される。明らかな栽培植物は認め

られないが、イネ科には雑穀類とオオムギが含まれ、その栽培の可能性もある。樹木ではクリがやや

多く、虫媒花であるため、近隣にクリの分布が示唆される。

参考文献

金原正明 (1993)花粉分析法による古環境復原.新版古代の日本第10巻古代資料研究の方法,角川書店,p248262.

島倉巳三郎  (19碍)日本植物の花粉形態。大阪市立自然科学博物館収蔵目録第5集,60p.

中村 純  (1973) 花粉分析.古今書院,p.82-110.

中村 純  (1974) イネ科花粉について、とくにイネ (Oryza sativa)を 中心として,第四紀研究,13,p.18子 193.

中村 純  (1977) 稲作とイネ花粉.考吉学と自然科学,第10号 ,p.21-30.

中村 純  (1980) 日本産花粉の標徴。大阪自然史博物館収蔵目録第13集,91p
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1 木戸井内Ⅳ遺跡

(4)種 実 同 定

1 は じ め に

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、地積物中に残存する。堆積物から種実を検出しその

群集の構成や組成を調べ、過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行うことが可能

である。また出土した単体試料等を同定し、栽培植物や固有の植生環境を調べることができる。

2試  料
分析試料は、近世 ?の畑遺構の畝部において採取した堆積物 (試料醜 16、 暗黒褐色土)である。

3方  法

試料に以下の物理処理を施して、抽出および同定を行う。

1)試料500cm3に水を加え放置して泥化を行う。
2)攪拌した後、沈んだ砂礫を除去しつつ、0,25mmの鮪で水洗選別を行う。
3)残澄を双眼実体顕微鏡下で観察し、種実の同定計数を行う。
試料を肉眼及び決眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行う。

結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示す。

4結  果
カヤツリグサ科 2が検出された。以下に同定の根例となる形態的特徴を記載する。

〔草本〕

カヤツリグサ科 Cyperaseae 果実

黒褐色で倒卵形を呈す。断面は扁平である。

茶褐色で倒卵形を呈し、断面は両凸レンズ形であるが破片である。

5所  見
畑遺構の畝部からは、草本のカヤツリグサ科が少数検出された。カヤッリグサ科は特定の属以外は

細分ができず、水生植物が多いが乾燥を好む植物も含まれ、水田雑草、畑作雑草、人里植物も含まれ

る。

種実の密度が低 く数量が少ないため、性格群集としての特徴は示されない。

参考文献

笠原安夫  (1985) 日本雑草図説,養賢堂,494p.
笠原安夫  (1988)作物および田畑雑草種類.弥生文化の研究第2巻生業,雄山閣 出版,p.131-139.
南木睦彦  (1991) 栽培植物.古墳時代の研究第4巻生産と流通 I,雄山閣出版株式会社,p.165-174.
南木睦彦  (1993) 葉・果実・種子.日本第四紀学会編,第四紀試料分析法,東京大学出版会,p.276-283.
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1 木戸井内Ⅳ遺跡
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図 1 木戸井内V遺跡のプラント・オパール分析結果
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V 自然科学的分析

表2 木戸井内Ⅳ遺跡における花粉分析結果

分類群 西側壁面    東壁壁面
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V 自然科学的分析

木戸井内V遺跡のプラント・オパール
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木戸井内V遺跡の花粉・胞子
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V 自然科学的分析

木戸井内Ⅳ遺跡及び隠里Ⅲ遺跡より出土した種実

吉川純子 (古代の森研究舎)

1 は じめ に

木戸井内Ⅳ遺跡は、宮古湾から西へ約3.3kmの 山地に位置し、縄文時代から近世までの遺構が確認

されている。分析試料は平安時代の焼失住居である7号竪穴住居と、12号竪穴住居、 7号土坑及びll

号土坑から採取された土壊を水洗して得られた種実である。また、隠里Ⅲ遺跡は、木戸井内Ⅳ遺跡と

小さな谷を隔てた対岸にある、平安時代の鍛造工房を含む住居跡を中心とした遺構群である。遺跡は

竪穴住居、住居状遺構、焼土遺構、炭窯、工房などで形成され、分析試料は7号及び 9号住居状遺構、

8号土坑、4号焼土及び 1号鍛冶炉で採取された土壌を水洗して得られた種実である。

1)木戸井内Ⅳ遺跡の同定結果

木戸井内Ⅳ遺跡より出土した種実の同定結果を表 1に示す。 7号竪穴住居の竃相当部分ではわずか

にアワ、ヒエとカエデ属を出土した。Ql地点とそのほかの地点からはオオムギを多量に出土し、コ

ムギのほか、イネ、アワ、キビ、ヒエといった穀類に加え、 1粒であるがエゴマも出土している。ま

た、イヌシデ、ブナ、コナラ属、ミズキなどの木本の炭化種実やエノキグサ、タデ属、マメ科など草

本の炭化種実も出土した。12号竪穴住居竃残存部からは木本の芽とオオムギをわずかに 2粒出上した。

土坑 7号土坑からは穀類のアワ、ヒエ、オオムギを多量に出上し、コムギ、アヮ、イネも出土した。

土坑11号土坑からはマメ科をやや多く出土し、ムギ類、イネ、不明種実を出土した。

表 1 木戸井内V遺跡より出土した種実
遺樗      7号 土抗 12号住居     7号 住居     16号 土抗

分類群                           出上部位     底面  焼土  竃相当  Ql   ‐   土坑
木本

イヌシデ   働準ぬlFd渚訪伽加 Maxim 炭化果実     ‐    ‐

果結

ブサ Fattus rr942チ β Blume
ヨナラ属    9コ9r9“
サクラ属   PPEr4“
ウルシ属    E/1trd
カエデ属   И99r
ミツバウツギ  S滋》   blFpaFどa lThunb)DC
ミズキ          効 Lrd ω″放瀬∝sa Hemsley
木本

炭化果実完形   ‐
炭化子葉破片   ―
炭化核      1
炭化内果皮     ‐
炭化果実     ―

-    1

‐
    1

‐       2
-        1
‐        7
‐
        1

‐
        1

‐
        2

草本

イネ
オオムギ
ヨムギ
ムギ頚
アワ

キビ
ヒエ

不明穀類
ツユクサ
カナムグラ
タデ属
マメ科
エノキグサ
エゴマ

不 明

炭化種子
炭化内果皮
炭化芽

炭化歴乳
炭化種子
炭化種子
炭イヒ種子
穎果
炭化種子
炭化種子
炭化種子
炭化種子
炭化種子
種子破片
炭化果実
炭化種子
炭化種子

炭化果実
炭イヒ冠窯

め za骸″胞 L
rぇ〃ゴθフ知 ピulttre L
助 L囮 夕9F″ソコカ L
肋 滋 伽 and/or rri茂伽
Sοttiaデ粉2方σ2Beauv

F汐2/●・trp ttiliaθθフュ盟L
Eぬnoぬ′οp rr力五s Ohwiet Yabuno

働 ηヵα江22aク距′盟v″ェ,Linn
I五卵塑v/va励 デθIP.● Sieb et Zucc
どヨαЙd′¢′
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2)隠里Ⅲ遺跡の同定結果

隠里Ш遺跡より出土した種実の同定結果を表 2に示す。 7号住居状遺構からはイネをやや多く出土

し、クリ、 トチノキと炭化していないフジを出土した。 9号住居状遺構からはシソ属とイネをやや多
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2 木戸井内Ⅳ遺跡及び隠里Ⅲ遺跡より出上した種実

く出上し、アワ、キビ、ヒエ、ダイズ属またはササゲ属を少量出上した。 4号焼土遺構からは未炭化

のモモとキカラスウリを出土した。1号鍛冶炉からはクリの炭化子葉とイネを多量に出上した。また、

少量の トチノキとヤマブドウ、ヒエも出土した。 8号土坑からはイネとアワ、キビを多量に出上 し、

ヒニ、焼け膨れたムギ類も出土し、木本はイヌシデがわずかに1個出土している。

表2 隠里Ⅲ遺跡より出上した種実
1号    9号    8号

遺 構  鍛冶炉  住居状遺構 土坑
号
状
７
居住努雌

一アシヌ

リ

イ

ク

モモ
フジ
トチノキ

ヤマブドウ
車本

イネ
ムギ類
アワ
キビ
ヒエ

アカザ属
ダイズ属またはササゲ属
キカラスクリ

シツ属
不明

C″pIIt2s湾訪ο″ぃ崩,Maxim
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炭化果皮破片
核半分
種子
炭化子葉半分
炭化種皮破片
炭化種子

炭化胚乳
炭化種子
炭化種子
炭化種子
炭化種子
種子
炭化種子
種子
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・
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3)特筆すべき炭化種実の形態記載
コナラ属 :完形は楕円形だが破片を出土し、子葉表面には縦に浅い溝があり内部には縦方向と中心

に向かう裂け目が見られる。上部には胚軸の抜けた小孔がある。

クリ :炭化した子葉を出土し、隠里Ⅲ遺跡 1号鍛冶炉では完形と半分に割れた子葉が多くみられた。

子葉破片は比較的大きいものが多い。完形と半分については計測値を表 3に まとめた。表中のAは欠

損がない完形、Bはサイズは計測可能だが一部欠損があり乾重が計測不可、Cは半分に割れているた

め厚さが計測不可、であり、Aと Bについては個別番号を付けた。隠里Ⅲ遺跡 1号鍛冶炉におけるク

リは高さが16.5-8.2mm(11.5± 2.0)幅は15。 3‐5,7mm(12.3± 1.9)であった。また、Aラ ンクの子葉の

平均乾重は0.38gで、これにより破片重量から完形個数を換算すると約317個 となり、 1号鍛冶炉には

少なくとも合計約368個の炭化したクリが堆積していた。

トチノキ :種子は球形から楕円形で、種子の表面は炭化しても光沢が残る場合が多く、表面には流

表3 隠里Ⅲ遺跡1号鍛冶炉出上炭化クリ子葉計測値
_番号  高さ   幅   厚さ  乾重  番号  高さ   幅 番号  高さ 幅
A‐ 1    15.1     13      9.4     0.38
A‐ 2    11.8    14.6     8.5     0.55
A‐ 3     10.9      9,1      6.2      0.21
A-4     13.4     14.6      8.2      0,71

A‐ 5     10.8     12.6      5.6      0.2
A-6    10.9     13      6.7     039
A-7    12.7     11.7     6.1     0.34
A‐8    10.8     9.7     7.9     0 25     C    l1 9    12.6
B-1     16     152     7.2              C    10,2    12.1

C   127   12.5
C   16.5   15.1
C   10.8    13
C   13.3   15.3
C   9.7    10.8
C   128   57
C   10.6   127

C   10.6    11
C   12.5   14.7
C    14,7    14.7
C   127   13.7
C   14,3    14
C   13.5   12,7

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

・３．７・・，７・４．７Ｗ
・０，７・・・６・・，９９．５ｍ
８．５・・・７ｍ
・３．７・２．３

・２．４９．４・０，２・・・２９．５・２．６囲
８．６鯛
８．２８．５８．８９，４ｍ

番号  高さ
C   ll.1
C   9.5
C   9.1
C   9.8
C   12.8
C   10.2

B‐2    12.3     129     5.8
B‐ 3    14.2     13.7     62
B-4     10.2     12.4       7

B‐ 5    11.3     11.6     6.3
B-6     13.4     12.3      6.4
B‐ 7    11_9     114     7_2
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V 自然科学的分析

紋状ないし指紋状の微少模様があり、不規則な形に割れることが多い。

イネ :一部穎ついた胚乳を出土した。胚乳は精円形で不明瞭ながら2本の浅い溝があり、基部には

胚がとれた跡がへこんでいる。 1号鍛冶炉では塊状となっており、実体顕微鏡で観察したところ、胚

乳の周囲に穎が認められた。

オオムギ :種子は紡錘形で頂部は丸みを帯び、基部は尖る。

コムギ :種子は基部と頂部が丸い円筒形で背面の中央には溝が、腹面の基部に穴があり、厚さが幅

とほぼ同サイズである。

アワ :穎は短い紡錘形で表面には波状のしわがある。自生のほかのエノコログサ属に似るが、アワ

の穎基部は雑草と比較すると大変大きく膨らんでいる。種子は径 lmm前後のほぼ球形で、基部には

長三角形の胚があり、焼けると背腹方向に膨らむ場合が多い。

キビ :種子は径 2mm前後のやや角張った球形で、基部には短三角形の胚がある。

と工 :種子は径 2mm前後の九い菱形で焼け膨れると頂部が突出した感じになる。基部には楕円形

の胚があり、種子長の半分以上を占める。

アカザ属 :種子は円形で扁平、一端にへこんだへそがある。

ダイズ属またはササゲ属 :種子は楕円形で野生のマメ科と比較すると厚みがある。へその部分が比

較的長く種子外形は滑らかであるためダイズ属かササゲ属のいずれかであると思われる。

エノキグサ :種子は長さlmm前後の長卵形で頂部がやや尖る。
エゴマ :高さが2-2.2ミ リメー トルとやや大きい果実が多 く、基部の平坦面が大きく、網目内部が少

しえぐれたようにへこんでいる。

平安時代の木戸井内Ⅳ遺跡では、イネは少量の出土であるがオオムギ、コムギとアワ、キビ、ヒエ

を出上していることから、雑穀への依存度が比較的高かったと考えられる。焼失住居以外の土坑でも

同じような傾向が見られる。竃部分2カ所からは食用植物としてわずかにオオムギとアワ、ヒエを出

土した。竃はその構造上、燃焼残澄を頻繁に掻き出して燃焼効率を良く保っていたと考えられ、この

清掃行為が一般的に炭化種実等の出土量が少なくなっている要因ではないかと考えられる。焼失住居

では竃外地点で木本の種実を出土していることから、住居内にたきつけを保管してあったために種実

がついた様々な種類の枝が炭イとした可能性がある。

隠里Ⅲ遺跡では、イネとクリを多く出上し、ムギ類は少量しか出土せず、雑穀類は出上しているが

住居状遺構からの出土は比較的少ないことから、この集落では雑穀への依存度は比較的低かったと考

えられる。また、 1号鍛冶炉のイネは穎がついた塊状であり、クリは緻密に炭化しているため乾燥状

態であった可能性が高く、これらの食料が焼失したために炭化物を廃棄した可能性がある。

木戸井内Ⅳ、隠里Ⅲは両遺跡とも平安時代で立地条件もほぼ同じであるが、木戸井内Ⅳは住居群、

隠里Ⅲは鍛造工房の集落という点で異なっている。炭化種実では、木戸井内Ⅳはオオムギ、コムギに

キビ、ヒエ、隠里Ⅲはイネとアワ、キビとクリで、出土する種類に違いが見られた。山梨では8世紀

くらいから出土穀類におけるムギの比率が高くなり、またコムギは粉食に適するものの粒食には適さ

ず、櫛原 (1999)に よると、「西暦800年代では蓄馬熱が高まり青麦を馬草として度々売買する百姓が

いた」ということで、こうしたことからコムギがオオムギとともに炭化粒で出土するのではないか、

との見解を示している。また、長野県の芝宮遺跡群ではイネ、アワとオオムギが多く出土し、獣骨は

馬、牛などを出土する (藤原1999)こ とから、災化種実の出土傾向は牧蓄との関連があったと推測さ

察考
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2 木戸井内Ⅳ遺跡及び隠里Ⅲ遺跡より出土した種実

れている。ほぼ同時期の近接した集落でも出土する穀類に違いが見られるのは、隠里Ⅲ遺跡は鍛造工

房を中心とした集落で、木戸井内Ⅳ遺跡は住居群で家畜が飼われていたため、炭化種実にこうした違

いがあらわれたのではないかと考えられる。8世紀から9世紀にかけては救荒対策として各種雑穀を作

付けする奨励が国からたびたび出されており (櫛原1999)、 おそらく9世紀以降の東北地域では維穀を

盛んに作付けしていた可能性があり、こうした状況により出土種実の雑穀の比率が高いと考えられる。

引用文献

櫛原 功- 1999

藤原 直人 1999

炭化種実から探る食生活.帝京大学山梨文化財研究所研究集会報告集 2 食の復元一遺跡・遺物
から何を読みとるか,81-98.

芝宮遺跡群 。中原遺跡群出上の動植物遺体一古代の食生活を考える―.帝京大学山梨文化財研究
所研究集会報告集 2 食の復元一遺跡 。遺物から何を読みとるか,171-185.
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10mm(2,3,5,9,■ )

―一―- lmm(1,4,6-8,10,12,19

図版1 木戸井内Ⅳ・隠里Ⅲ遺跡より出土した木本種実の顕微鏡写真
1.イ ヌシデ、炭化果実 2.ブナ、炭化果実 3.ク リ、災化子葉 4.コナラ属、炭化子葉破片
5。モモ、核 6.サ クラ属、炭化核 7.ウ ルシ属、戊化内果皮 8.カ エデ属、炭化果実 9.フ ジ、

種子 10。ヤマブドウ、庚化種子 11.ト チノキ、炭化子葉半分 12.ミ ツバウツギ、炭化種子
13.ミ ズキ、災化内果皮 (1,2,4,6-8,12,13は木戸井内Ⅳ7号住居、3,10は隠里Шl号鍛冶

炉、5は隠里Ⅲ4号焼上、9,11は隠里Ⅲ7号住状)
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2 木戸井内Ⅳ遺跡及び隠里Ⅲ遺跡より出上した種実

図版2 木戸井内Ⅳ・隠里Ⅲ遺跡より出土した草本種実
14.イ ネ、穎付着炭化胚乳 15,オオムギ、炭化種子 16.ア ワ、穎 17.ア ワ、炭化種子 18.
コムギ、災化種子 19,キ ビ、炭化種子 20。ヒエ、災化種子 21.ツ ユクサ、炭化種子 22.
マメ科、炭化種子 23.エ ノキグサ、炭化種子 24,ダ イズ属またはササゲ属、炭化種子
25.タ デ属、炭化果実 26.エ ゴマ、災化果実 27.キ カラスウリ、種子 28.イ ネ、炭化塊
(14-23,25,26は 木戸井内Ⅳ7号住居、241ま隠里Ⅲ9号住状、27は隠里Ⅲ4号焼土、28は隠
里Ⅲl号鍛冶炉)

-lmm
10mm Q7,281
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V 自然科学的分析

隠里Ⅲ遺跡

(1)鉄関連資料の金属考古学的調査結果

岩手県立博物館 赤沼英男

は じ め に
岩手県宮古市に所在する隠里Ⅲ遺跡は、三陸縦貫道路宮古道路建設事業に伴い、平成19年度に緊急

発掘調査された遺跡である。調査の結果、平安時代の竪穴住居 4棟、住居状遺構 (工房を含む)9棟、

鍛冶炉 1基、火葬関連施設 1基、土坑12基、大溝 1条、炭窯 2基、焼土遺構 5基、集石遺構 1基、お

よび遺物包含層 (鉄津等を含む)が検出された。 7号および 8号住居状遺構 (工房)で は鉄生産関連

炉跡が確認され、その周辺から鉄塊系資料、椀形淳、粒状淳、剥片状鉄津、流状津 (細い柱状、ダイ

ス状 )、 および羽口が出土した。 9号住居状遺構 (工房)か らは炉壁片が、東谷包含層からは炉壁片

に加え、 7号および 8号住居状遺構 (工房)出土資料に比べ大形の流状津 (太い柱状)が見出された
つ。平安時代、隠里Ⅲ遺跡内およびその周辺で鉄関連の生産活動が実施されていて、剥片状鉄淳の出

土は固体鉄を加熟・鍛打して鋼を純化する操作、あるいは鋼を目的とする器形に造形する鍛冶操作が

行われていた可能性が高いことを示している。流状淳 (細い柱状、ダイス状)お よび椀形淳の検出か

らは、精錬[原料鉄を処理して目的とする鉄製品を製作するための鉄素材 (銅)を製造する操作]の実

施が想定される。一方、東谷包含層出上流状淳はその形状から、製錬過程での生成を考えることがで

きるものの、考古学の発掘調査結果だけで検出された鉄関連炉跡の機能を特定し、遺跡内およびその

周辺における鉄関連生産活動内容の実態を明確にすることは困難であった。。

遺跡内出土鉄関連資料の組成に基づいて資料分類し、遺跡内における鉄生産活動内容を解明する手

段に、出土鉄関連資料の金属考古学的解析がある。平成18年度に調査された岩手県宮古市賽の神遺

跡・八木沢野来遺跡り、および青森県階上町荒屋敷久保遺跡9にみるように、東北地方北部の三陸沿

岸でも、平安時代には鉄に関する生産活動が活発化する様子をみてとれる。共伴資料および放射性炭

素年代測定に基づき時期が特定され、鉄関連遺構に伴う数多くの資料を出上した隠里Ⅲ遺跡の発掘調

査結果は、平安時代の東北地方北部三陸沿岸における鉄器普及の実態を解明するうえで、きわめて重

要である。本稿では、表 1に掲げる33資料の金属考古学的解析結果を報告し、遺跡内における鉄生産

活動内容について考察する。

2分 析 資 料
調査資料は表 1に示す33資料である。資料は肉眼観察によって、鉄製品、鉄塊系資料、羽口、炉壁

片、および鉄津に分類された。鉄製品は分析No.1刀子 (以下、分析を省略。報告書掲載No.について

は表1に併記)、 No.2鉄鏃、No.3釘、およびNo.4棒状鉄製品の 4資料で、刀子は共伴資料とAMS年

代測定によって 9世紀代に、鉄鏃、棒状鉄製品はいずれも共伴資料によって、それぞれ 9～ 10世紀代、

9世紀後半～10世紀前半に年代比定されている。

鉄津は剥片状資料、粒状津、椀形淳、小塊状津、および流状淳に細分される。椀形津はほぼ溶融ま

たは部分溶融していて、調査資料のほとんどの凸部に粘土状物質が固着していた。 8号住居状遺構
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(工房)か ら出土した流状淳 (No.18お よびNo。 19)は細い柱状 (直径約 2cm)を呈するが (図 12)、
東谷包含層から出土した資料 (No.23お よつ瀾 o.24:図 13、 No.27お よびNo.28:図 15)は前者に比べ大

形である。No.23流状淳 (ダ イス状)には人為的切断と推定される痕がみられる。金属考古学的調査
は実施しなかったものの、同様の資料は複数検出されているという

p。

No.5は 羽口で、外形約7.6cm、 内径約3.65cmを 計る。先端は著しく溶融または部分溶融 している

(図 4)。 遺跡内からは他に、気道内径 3cm前後の羽口が見出されている。。No.21お よびNo.22炉壁片
はほぼ溶融または部分溶融していて、鉄津または鉄錆が固着している (図 5お よび図 6)。 No.29炉壁

片は溶融または部分溶融の痕がほとんどみられない (図 6)。 反応サイ トから離れた位置にあった部

材または未使用資料と推定される。

3 調査試料の摘出
鉄製品からの調査試料の摘出は、岩手県立博物館で実施された保存処理の際に撮影されたX線透過
写真に基づき残存状況が良好と判断された部位から、ダイヤモンドカッターを装着したハンドドリル

(以下、ハンドドリルという)を使って行われた。摘出した0。 1～0.2gの試料をさらに 2分 し大きい方
を組織観察に、小さい方を化学成分分析に用いた。

羽口、炉壁片、および鉄津については、各資料の試料摘出部位にハンドドリルでV字状の切 り込み

を入れ、1～ 2gの試料を切 り出した。No.5羽口 (図 4)ついては先端部の溶融または部分溶融した部
分ともう一方の端部から、No.22炉壁片 (図 5)については、鉄津または鉄錆が固着した部分とそれらの

顕著な固着がみられない部分から試料を摘出し、化学分析および組織観察に供した。No.13お よび

No.20椀形淳 (図 9お よび図11)については、凸部に固着する粘土状物質 (S孤 )と鉄淳部分 (Sa2)か ら試

料を切り取り、調査した。No。 14お よつ瀾 o.26(図 10。 14)椀形津についてはSal部の凸部表面と内部から

それぞれ調査試料を摘出した後、No.14の表面 (Suつ および内部試料 (Inn)、 No.26の 内部試料 (Inn)

については化学分析と組織観察を、後者の凸部表面試料 (Suつ については化学分析のみを実施した。

4調 査 方 法
組織観察用試料はエポキシ樹脂に埋め込み、エメリー紙、ダイヤモンドペース トを使って研磨した。

研磨面を金属顕微鏡で観察し、鉄製品の地金および鉄塊の成因を推定するうえで重要と判断された領

域および非金属介在物を、エレクトロン・プローブ 。マイクロアナライザー (EPMA:日 本電子株式
会社・JXA 8100)で分析 した。摘出した試料の半分以上がメタルによって構成されるNo.1～ No.4、
およびNo。91こついてはEPMA分析終了後、ナイタール (硝酸2.5mlと エテルアルコール97.5mlの混合
溶波)で腐食し、組織観察した。

化学分析用試料は表面に付着する土砂、錆をハンドドリルで丹念に削り落とし、エチルアルコール、

アセ トンで超音波洗浄した。試料を130℃ で 2時間以上乾かし、ほぼメタルからなる試料、またはメ

タルと錆が混在したNo.1～ No.4お よびNo.16に ついては直接、他の試料についてはメノー乳鉢で粉砕

した後テフロン分解容器に秤量し、塩酸、硝酸、およびフッ化水素酸を使って溶解した。溶液を蒸留

水で定溶とし、T.Fe(全鉄 )、 Cu(¢同)、 ニッケル (Ni)、 コバル ト (CO)、 マンガン (Mn)、 リン

(P)、 錫 (Sn)、 アンチモン (Sb)、 砒素 (As)、 モリブデン (MO)、 鉛 (Pb)、 いおう (S)、 チタン

(Ti)、 ケイ素 (Si)カ ルシウム (Ca)、 バリウム (Ba)、 ジルコニウム (Zr)、 クロム (Cr)、 アルミ

ニウム (Al)、 マグネシウム (Mg)、 およびバナジウム (V)の 21元素を高周波誘導結合プラズマ発

光分光分析法 (ICP―AES法 :パ ーキンエルマー株式会社 Optima 4300)で 分析した。
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調 査 結 果

5-1 鉄器 。鉄塊・鉄塊系資料の組織観察結果

No。 1(図 1翫)から摘出した試料はそのほとんどがメタルで構成されていたので、ナイタールで腐食

した。マクロエッチング組織 (図 lbl)は強く腐食された領域とあまり腐食されない領域によって構成

される。blReg.1内部およびReg。2内部は黒く腐食されたパーライト 〔α Feと セメンタイト (Fe3C)の

共析組織〕と金属光沢を呈するフェライ トによって構成される (図 ldl・ a)。 ミクロエッチング組織に

おけるパーライトが占める面積割合を標準炭素鋼の腐食組織幻〕と比較すると、aお よびc2はそれぞれ

炭素量0.3-0.4massO/0、 0.5-0。7mass%の銅と推定される。メタル中にはFe‐Ti…V‐Al‐ Mg‐0系化合物 (XT)、

Fe―Mg―Si-0系化合物 (XF)、 Zr―O系化合物、およびガラス質ケイ酸塩 (Gl)(図 ldl・ d2)、 Fe― Ti―V―A卜Mg‐

O系化合物 (XT)お よびガラス質ケイ酸塩 (Gl)(図 1働)とこよって構成される微細な非金属介在物が点在

する。No.2お よつNo.4か ら摘出した試料はその全域がほぼ一様に腐食されており、炭素量0.2-0.4massO/0

の鋼 と推定される (図 2)。 No。 16か ら摘出した試料 もNo。 1同様炭素濃度分布は不均―で、0.2‐

0.3mass%C、 0.6-0.7massO/OCの銅によって構成される (図 3)。 No.2の メタルには微細粒子が混在した

ガラス化した領域 (Ma)に Fe―Ti―V―Aと―O系化合物 (XT)が析出した微細な非金属介在物、No.4の メタル

には (Fe,Mn)Sと 微細粒子が混在したガラス化した領域 (Ma)か らなる非金属介在物が観察される

(図 2)。 No。 16の メタルにはところどころにウスタイト (WuⅨ化学理論組成FeO)、 2(Fe,Mg)0・

Si02(Fa)、 および微細粒子が混在 したガラス化した領域 (Ma)か らなる非金属介在物がみられる

(図 3および表10)。

No.3か ら摘出した試料は錆化が進んでいて、マクロ組織にはいたるところに亀裂や空隙がみられる。

局所的に残存するメタル部分のナイタールによるマクロエッチング組織Reg。 1お よびReg。2内部は、ほ

ぼ一様に腐食されて、微細セメンタイトの析出が観察される。焼入れ等の熱処理が施されたものと推

定される。このような組織の場合、焼き戻しを行い標準組織とした後、炭素量を評価する必要がある

がその実施は難しい。ここでは標準炭素鋼における焼入れ組織との比較から00、 災素量0。 5‐0.6mass%

と推定する。メタル中にはFe‐Ti‐V―A卜Mg-0系化合物 (XT)お よびガラス質ケイ酸塩 (Gl)か らなる

非金属介在物が見出されている (図 2)。 No.8お よびNo.9か ら摘出した試料は錆化が著しく、錆化前

の地金の組織を推定できる領域は見出されなかった。No.8にはFe‐O系領域 (IO)、 Fe―Ti―V‐A卜Mg-0

系化合物 (XT)、 Fe‐Mg‐ Si‐O系化合物 (XF)、 および微細粒子が混在 したガラス化した領域 (Ma)

からなる鉄淳が、No.9に 1ま Fe―Ti-0系 領域 (10')、 Fe― Mg―Si-0系化合物 (XF)、 および微細粒子が混

在したガラス化した領域 (Ma)か らなる鉄津が混在する (図 3)。

5-2 鉄製品・鉄塊・鉄塊系資料の化学組成

No.1～No.4鉄製品から摘出した試料、およびNo.16に混在するメタルの化学組成を表 2左IFEに、

No.8お よびNo。9鉄塊系資料から摘出した試料の化学組成を表 3左欄に示す。No.1～ No.4お よびNo.16

のT,Feは 88.03～ 97.08massO/Oで ある。これら5試料についてはメタルを主体とする試料が分析されて

お り、微量成分の埋蔵環境下か らの富化による影響は乏 しい といえる。上記 5試料か らは、

0.005massO/Oを 上回るNiお よびCoが検出されている。さらに、No.4か らは0.212mass%の Cu、

0.386massO/Oの Mn、 および0.076mass%の Asが分析されている。No.2に は0。 15mass%の P、 No.4に は

0.07massO/0の Sも 含有されている。

No.8お よびNo。9の T,Feはそれぞれ58.46massO/O、 62,76mass%で 、相当に錆イとが進んだ試料が分析さ
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れている。5-1の組織観察結果とよく整合する分析結果である。錆化が進んだ試料の化学組成を検討

する場合、錆化による化学成分の溶出、化学成分の埋蔵環境下または共存する他資料からの富化、お

よび同一試料内における化学成分の偏析あるいは移動に留意しなければならない。一般に、各分析試

料に含有される化学成分の溶出量の推定はきわめて難しい。そこで、埋蔵環境下および共存する他の

資料からの富化の影響が乏しいと判断される化学成分に着目し、それらの含有量比に組織観察結果を

加味して、資料分類する方法がとられる。表 5お よび表 6か ら明らかなように、遺跡内から出土した

羽口の、鉄または鉄津が付着していない部分から摘出した試料に含有されるCu、 Ni、 Co、 およびMo
は0.002massO/0以 下、Snお よびAsは 0.01massO/O以 下である。No.9か らはCuが0.004mass%、 Ni、 Coがそ

れぞれ0.007mass%、 0.009massO/O検 出されているが、これら3成分については埋蔵環境からの富化によ

る影響が乏しいといえる。No.8お よひNo。9か らは0。20mass%、 0。25mass%の Pも検出されている。鉄ま

たは鉄滓が付着していない部分の羽口および炉壁片に含有されるP含有量が0.lmass%未満であること

を考慮すると、上記 2試料において分析されたPも その相当量は、錆化前の地金または混在する鉄淳

に含まれていた可能性が高い。

5-3 羽回から摘出した試料の組織観察結果および化学組成
No.5の羽口先 (図4孤 Sh部)か ら摘出した試料はその全域が、ガラス化した領域 (Gl)に Si‐0系化
合物 (Qtz:石英と推定される)が′点在する組織によって構成されている。領域Glに含有されるSi02は
58.5～68.5mass%、 FeOは5.38～ 10.3mass%で ある (表 10)。 もう一方の端部 (図4a2Sa2部 )から摘出し
た試料のマクロ組織領域Regユ内部には、石英 (Qtz)、 斜長石 (Pl)、 およびカリ長石 (Kfs)と 斜長石

(Pl)が固着した粒子がみられる (表 10、 図4)。 表 5に示すとおり、Salお よびSa2は ほぼ同様の化学組

成をとる。羽口先は溶融または部分溶融しているが、鉄または鉄淳の固着はみられない。

5‐4 炉壁片から摘出した試料の組織観察結果および化学組成
No.22は溶融または部分溶融した炉壁片である (図5仙)。 図5hSal部から摘出した試料のマクロ組織

には、大小多数の空隙がみられる (図 5bl)。 bュReg工内部には直径100～ 200μ m程度の粒状粒子が点在

する。EPMAに よる反射電子組成像には片状物質 (G)が観察され、定性分析および含有元素濃度分
布のカラーマップによって、炭素を高濃度に含有することが分かった (図 5働・c2お よび写真 1)。 流状

物質は片状黒鉛が析出した銑鉄粒である。銑鉄粒の周縁部には金属粒、灰色化合物、およびやや暗灰

色を呈する微細粒子 (XTo)が析出し、その回りはガラス化した領域が取 り四んでいる (図 5dューd3お よび

写真 1)。 金属粒は鉄粒、灰色化合物はTi(C,N)、 暗灰色を呈する微細粒子 (XTo)1ま Ti、 0を主成分

とし、他にFe、 V、 Al、 Mg、 およびSiを含有する化合物、ガラス化した領域はNaO―K20‐CaO―A1203-Mgo_

Si02-Ti02系である。表 6の化学成分分析値によると、Shか ら摘出した試料のT,Feは23,94mass%、 Sa2

のT.Feは9.77mass%で 、前者が後者の 2倍を超える含有量である。組織観察で確認されたように、銑

鉄粒およびTi(C,N)が析出した鉄淳の回着による影響と推定される。Sa蒲呂のT.Fe含有量も5‐3で述べ

たNo.5羽回の 2倍強あることをふまえると、No.22全体が鉄津と反応している可能性が高い。

No.21か ら摘出した試料はほぼ全域がガラス化していて、いたるところに空隙がみられる。マクロ

組織Reg。 1内部にはガラス化した領域に鉄錆が、Reg,2内部には石英が点在している。No.29か ら摘出

した試料には石英、カリ長石、および斜長石によって構成される粒子、および石英が観察される (図

6お よび表10)。 No.29の化学組成はNo.5Sa2と ほぼ同じで、鉄や鉄淳の固着はみられない。No.21の T.Fe

は18,45mass%で 、鉄錆の混在を確認した上記組織観察結果とよく整合する。
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5‐5 剥片状鉄滓から摘出した試料の組織と化学組成
No.6、 No.7、 およひNo.17は いずれも肉厚が 1～ 2mmの剥片状鉄津である。No.6お よひNo,71ま ほぼ

板状を呈するが、No.17は 湾曲していて不定形である。 3資料から摘出した試料断面マクロ組織には

いたるところに空隙がみられる。No.6マ クロ組織Reg.ユ およびReg。 2内部、No.7お よびNo.17マ クロ組

織Reg■内部のEPMAに よる反射電子組成像 (図 7)イよ、酸化鉄 (IO)と ガラス化した領域 (Gl)、 ま
たは微細粒子が析出したガラス化 した領域 (Ma)に よって構成される。 3試料に混在する酸化鉄に

は灰色領域に加え、暗灰色領域がみられる。No。7お よびNo.17の 外表面は暗灰色領域によって覆われ

ており、その内部は灰色領域の中に暗灰色領域が点在した組織によって構成される。

No.6、 No.7、 およびNo.17の T.Feは68-77massO/Oで 、No.6については2.55mass%の Si、 1.22massO/Oの Alを含

有する(表 7)。主として酸化鉄によって構成されるとした組織観察結果とよく整合する分析結果である。

5‐6 粒状滓から摘出した試料の組織と化学組成
No.11お よびNo.12は共に粒状滓である。切断面のマクロ組織中心部分には大きな空隙がみられ、

Reg.1お よびReg。2内部は共に酸化鉄 (IO)、 Fe― Si―O系化合物 (XF)、 および微細粒子が混在したガラ

ス化した領域 (Ma)か らなる。No.12Reg.1に は鉄粒が混在する。No。 12Shの ToFeは 72.25massO/Oで、

酸化鉄に富んだ資料である。

5-7 椀形滓から摘出した試料の組織と化学組成

No.13は椀形滓で、凸部には青灰色を呈し、溶融または部分溶融した粘土状物質が固着する (図 9)。

粘土状物質から摘出した試料 (S翫)はその全域がほぼガラス化し、酸化ケイ素 (Qtz:石英と推定さ

れる)が点在する。局所的ではあるがZr-0系化合物もみられる。鉄淳部分から摘出した試料 (Sa2)
にはいたるところに空隙が存在する。マクロ組織Reg,1お よびReg。2内部のEPMAに よる反射電子像内

部は、灰色粒状領域 (10:ウ スタイ トに近い組成の酸化鉄 と推定される)、 暗灰色領域 [Fa:2

(Fe,Mg)0。 Si02]、 および微細粒子が混在したガラス化した領域 (Ma)ィこよって構成される (図 9、

表10)。 Reg工内部には鉄粒 (Me)お よび微細なFe―AI‐0系領域 (Ha)も 残存する (図 9)。

No.14、 No.15、 No.20、 No。25、 およひNO.26も 椀形津で、No.20お よひ瀕o.26に は凸部のほぼ全域に溶

融または部分溶融した粘土状物質が固着している。No.20に 固着する粘土状物質 (外観SattБ)は酸化

ケイ素 (Qtz:石英と推定される)と ガラス化した領域 (Gl)か らなり、鉄津部分 (外観Sa2部)は鉄

粒 (Me)、 2(Fe,Ca,Mg)O o Si02(Fa)、 FeO o A1203(Ha)、 およびガラス化した領域 (Gl)に よっ

て構成される (図■、表 10)。 No.26Reg。2内部もNo.20Sa2部から摘出した試料とほぼ同様の組織から

なる (図 14)。 No.25マ クロ組織Reg,1お よびReg.2内 部は酸化鉄 (IO)、 Fe‐ Ti‐ V― Al― Mg―O系化合物

(XT)、 2(Fe,Ca,Mg)0。 Si02(Fa)、 および微細粒子が混在したガラス化した領域 (Ma)か らなる

(図 14、 表 10)。 No.26マ クロ組織Reg■内部には酸化鉄 (10)、 Fe― Ti‐V‐ Al― Mg―O系化合物 (XT)、

FeO・ A1203(Ha)、 および2(Fe,Ca,Mg)O o Si02(Fa)が見出されている (図 14、 表10)。 化合物01

中に含有されるCaOは 12.Omass%で 、高レベルである (表 10)。 No,14お よびNo.15マ クロ組織Reg工内

部は、酸化鉄 (10)、 2(Fe,Mg)0。 Si02(Fa)、 および微細粒子が混在したガラスイとした領域 (Ma)

によって構成される (図 10、 表 10)。 No.14マ クロ組織Reg.2内部には、鉄粒 (Me)、 酸化鉄 (IO)、

Fe―Al‐O系化合物 (Ha)、 2(Fe,Mg,Ca)0。 Si02(Fa)、 および微細粒子が混在したガラス化した領

域 (Ma)に よって構成される組織が、No.15マ クロ組織Reg.2内 部には、鉄粒 (Me)、 ウスタイトに

近い化学組成の酸化鉄 (Wus)、 2(Fe,Mg,Ca)0・ Si02(Fa)、 および微細粒子が混在したガラス化
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3 隠里Ⅲ遺跡

した領域 (Ma)イこよって構成される組織が見出されている (図 10、 表10)。

No.14Sal内部 (Inn)、 No.15Sal、 No.20Sal(Inn)、 No.25Sal、 およびNo.26Sal(Inn)の T.Feは 46～

60massO/0である。Siは 3～ 10massO/O、 Alは 1～4massO/O、 Caは 0,7～ 2mass%検 出されている。No.14Saュ

(Sufl、 No.20Sal(Sufl、 およつ瀾 o。26Sal(Suflの T,Feはいずれも内部から摘出した試料よりも低い反

面、Si、 Alは高レベルである。表面部分に固着する溶融または部分溶融した粘土状物質の影響による

ものと推定される。表面附近から摘出した試料のCaは 1.19～ 2.17massO/O、 内部から摘出した試料のCa

は0,741～ 1.18mass%で、表面から摘出した試料が高レベルである。No,14Sal(Inn)、 およひ珀o.25SaIか

らは0.lmassO/Oを 上回るZrが検出されている (表 9)。

5…8 小塊状滓から摘出した試料の組織と化学組成
No。 10は直径約 2cmの小塊状淳である。マクロ組織Reg.1内部は灰色のFe―Ti―V―Al-0系化合物 (XT)、

酸化鉄 (IO)、 2(Fe,Mg,Ca)O・ Si02(Fa)、 FeO・ A1203(Ha)、 および微細粒子が混在したガラス

化した領域 (Ma)に よって構成される (図 12、 表 10)。 マクロ組織Reg。 2内部は酸化鉄 (IO)、 Fe―

Mg― Ca‐ Si‐O系化合物 (XF)、 および微細粒子が析出したガラス化した領域 (Ma)か らなる。T.Feは

50.43mass%、 Siは 8.38mass%、 Alは 2.88mass%で 、酸化鉄と粘土状物質とが反応した資料とみること

ができる。Caは 2.25massO/O、 Zrは 0,467massO/Oで 他の鉄津試料に比べ高レベルである。

5-9 流状滓から摘出した試料の組織と化学組成

No.18お よdNo.19は 黒褐色から灰褐色を呈する流状津 (細い柱状 )、 No.23、 No.24、 No.27、 および

No.28は いずれも黒褐色を呈する流状津 (ダイス状、太い柱状)である。No.18お よびNo.19か ら摘出

した試料のマクロ組織Reg。 1お よびReg.2内部は酸化鉄 (IO)、 Fe― Ti―V―Al―O系化合物 (XT)、 2(Fe,

Mg,Ca)0・ Si02(Fa)、 および微細粒子が析出したガラスイとした領域 (Ma)か らなる。No.18マ クロ

組織Reg。 1内部にはメタル粒もみられる (図 12、 表10)。

No.23か ら摘出した試料のマクロ組織Reg。 1内部はFe― Ti―V…Al‐ O系化合物 (XT)、 2(Fe,Mg,Ca)O・

Si02(Fa)、 FeO・ A1203(Ha)、 および微細粒子が混在したガラス化した領域 (Ma)に よって構成され

る (図 13、 表10)。 No.23か ら摘出した試料のマクロ組織Reg.2内部、およびЩo.24か ら摘出した試料のマ

クロ組織Reg工 内部およびReg.2内部にはFe一 Al― O系化合物 (Ha)、 2(Fe,Ca,Mg)0。 Si02、 および

微細粒子が析出したガラス化した領域 (Ma)が見出され、No.24の Reg工内部にはFe‐ Ti‐V‐Al‐0系化合

物 (XT)、 Reg。 2内部にはFe― Ti―V―A卜0系化合物 (XT)お よびZ卜O系化合物もみられる (図 13、 表10)。

No.27お よびNo.28か ら摘出した試料のマクロ組織Reg.1内 部およびReg。2内部はFe―Ti―V―Al― Mg‐O系

化合物 (XT)、 2(Fe,Mg,Ca)O o Si02(Fa)、 ガラス質ケイ酸塩 (Gl)に よって構成される (図 15、 表10)。

No.18お よびNo.19の T.Feは 50.50mass%、 53.05massO/Oで 、他にSi、 Alがそれぞれ9～ 1lmass%、 2～

3massO/O、 Ca、 Zrがそれぞれ1～2mass%、 0,4～ 0.5mass%含有されている。No.23、 No.24、 No.27、 お

よびNo.28の T.Feは 34～46mass%、 Zrは 0。 1～0.4massO/Oで、No.18お よつ瀾 o.19に比べ低レベルであるが、

Siお よびAlは高レベルである。

6考 祭

6-1 鉄製品および鉄塊系資料の分類

鉄製品製作の素材となる鉄は炭素量によって銑鉄と銅に分類される。現代の金属工学の分類基準に

従えば、炭素量2mass%未満の鉄を飼、炭素量2massO/O以上の鉄を銑鉄という。。生産方法、生産設備、

一-202-―



V 自然科学的分析

生産道具、および生産材料などが異なる現代の分類基準を、直ちに古代に当てはめることはできない。

本稿が対象とする隠里Ⅲ遺跡の時代には、当時の設備および道具で溶融可能な鉄を銑鉄、溶融不能で、

加熱・鍛打により加工・整形した鉄を銅として扱ったものと考えられる。さらに、古墳時代出土刀剣

類の断面構造解析を通して、人為的に炭素量の高い硬い鋼 (硬鋼)と炭素量の低い軟らかい銅 (軟鋼 )

を合わせ鍛えて製作されたとみなすことができる直刀が複数確認されていること
のをふまえると、隠

里Ⅲ遺跡の時代においても、硬鋼と軟鋼の少なくとも2種類の銅が認識されていたと推定される。し

かしながら、8世紀後半から9世紀初頭の生産体系に依拠した厳密な地金の分類は困難であるため、本

稿では便宜上、現代の分類基準を用いることとする。

金属考古学的調査を行ったNo。 1～No.4鉄製品、No.16鉄塊系資料には全てにパーライト組織および

非金属介在物が見出されており、鋼を素材としている。No.8お よびNo.9に はパーライト組織を見出す

ことができなかったが、錆中に非金属介在物が混在していることをふまえると、No.16同様、飼を素

材としていたと推定される。

図 1か ら明らかなように、No。 1か ら摘出した試料には、炭素量0.3～ 0.4mass%、 炭素量0.5～

0,7mass°/oの銅と推定される鋼が観察される。炭素量の異なる鋼の人為的使用を考えることができる

が、摘出した試料は微小であり、その断定は難しい。マクロ組織が示すように、棟部付近に高炭素鋼が

分布していることをふまえると、加熱・鍛打により器形を整える過程で、または整えた後に、棟部が

局所的に浸炭された可能性もある。この点については類例の蓄積を重ね、吟味する必要がある。No.3

には炭素量0.5～0.6massO/oが配されており、焼入れ等の熱処理が施された可能性が高い。No.2お よび

No.4に は、炭素量0.2～ 0.4mass%の 鋼が用いられている。出土鉄製品および鉄塊系資料の調査結果に基

づけば、隠里Ⅲ遺跡の9世紀～10世紀代には炭素量の異なる鋼を製造する技術が確立していて、必要に

応じ使い分けられていた可能性がある。また、鉄器造形の際には熱理理が施されていた可能性が高い。

つぎに調査鉄製品および鉄塊系資料の遺跡内における製造の可能性を検討したい。後述するように、

精錬をはじめとする複数の操作を経て目的とする銅が製造される。出発物質として同一の製鉄原料が

使用されたとしても、製造方法や製造条件に応じ、最終的に得られる鋼の組成にばらつきが生じる。

従って、金属考古学的調査結果、とりわけ摘出した試料の化学組成や非金属介在物組成を単純に比較

するという解析方法では、実態を反映した資料の分類結果を得ることは難しい。製造法および製造条

件の如何に係わらず、地金を高精度に分類する方法の確立が必要である。

錆化が進んだ試料を調査対象とする場合、埋蔵環境下からの富化について吟味する必要がある。5-

2で述べたとおり、Cu、 Ni、 およびCoについては埋蔵環境下からの富化の影響が乏しいものの、Pに

ついては埋蔵環境からの富化の心配があるため、錆試料における分析値の取 り扱いには細心の注意を

払わなければならない。

図 16は 表 2、 表 3、 お よび表 7に示す鉄製品、鉄塊、お よび剥片状資料 10試料のうち、

0.005mass%以 上のNiお よびCoを含有する9試料の [(mass°/。Co)/(mass°/ONi)と (mass°/OCu)/

(mass%Ni)]、 [(mass%Ni)/(mass%Co)と (mass%Cu)/(mass%Co)]を 求めプロットした図

である。図では非金属介在物中に鉄チタン酸化物が見出されなかった鉄製品および鉄塊系資料を自丸

(○ )、 鉄チタン酸化物または主としてFe―Ti-0系 の領域からなる粒子が見出された鉄製品および鉄塊

系資料を黒丸 (0)で示した。また、鍛造剥片については、白四角 (□)でプロットした。図には調査資料

が遺跡内またはその周辺で製造された可能性を検討するため、遺跡内およびその周辺に分布する砂鉄

の分析値 [(表 4:図では星 (*)で表示]、 2006年度に実施した岩手県宮古市人木沢野来遺跡出土鉄鏃

[Rfl:白菱形 (◇ )]、棒状銑鉄 [Rf2:白菱形 (◇ )]、 過共析銅 [Rほ黒菱形 (◆ )]、 鉄片 [Rf4:黒菱形 (◆ )]、
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3 隠里Ⅲ遺跡

および岩手県宮古市賽の神遺跡出土鉄津混在鉄塊 [Rf5:黒菱形 (◆)]の分析結果)も 示してある。

図16仙およびblに基づけば、領域Alに分布する隠里Ⅲ遺跡No,1(刀子)、 No.2(鉄鏃)、 No.7(鍛造

剥片)、 No.31(砂鉄)、 Rflお よびRf3、 R偽はほぼ同じ組成の原料鉱石を用いて製造された地金を用い

て製作された資料、あるいは製造過程で生成した資料とみることができる。遺構内から採取された

No.31砂鉄が領域Al内に分布することをふまえると、上記 6資料は遺跡周辺で採取される砂鉄を始発

原料とする一環生産による生成物、または一環生産過程での廃棄物の可能性が高い。No.1か らはZr_0

系化合物が混在 した非金属介在物が見出されている。No.13お よびNo.20抗 形滓、No.24流状淳からも

Zr O系化合物が検出されているという事実も、上記の考察結果を支持している。

No.3(釘 )お よびNo.9(鉄塊系資料)、 No.6お よびNo.17はそれぞれほぼ同じ位置にプロットされる。
No.3はNo.9を 素材として製作された資料、No.6お よびNo.17はほぼ同じ組成の鉄を過熱・鍛打した際に

鉄表面から剥離した鍛造剥片とみることができる。ここではNo.3およびNo,9の分布域を領域Bl、 No.6

およびNo.17の分布域を領域Clと する。 7号住居状遺構と8号住居状遺構にはほぼ同じ組成の鉄塊が

運び込まれ、処理されていた可能性が高い。領域Blお よび領域Clは近接した位置にある。それぞれの域

内に分布する4試料はほぼ同じ組成の鉄を処理する過程で生成または廃棄された資料の可能性もある

が、この点については遺跡周辺に分布する製鉄資源に関する基礎データの蓄積を待って判断したい。

No.4、 No.8、 およびNo.16は単独で分布する。取り分けNo.4は図16仙およびblのいずれにおいても大

きく離れた位置に分布する。Cu含有量が0.212mass%と 高レベルであることに起因する。メタル中に

は、調査した他の 3点の鉄製品にはみられない (Mn,Fe)Sが析出した非金属介在物が見出されてい

ること、Mnがo.386mass%含有されている。No.4は製品として遺跡内に運び込まれたものと考えられ
る。No.8お よびNo。 16の来歴について言及することは難しい。No.8お よびNo.16生成の元となった鉄塊

が他地域から遺跡内にもたらされた、あるいはその鉄塊が遺跡内もしくはその周辺で別途製作された、

という2つの見方がとれる。この点についても今後の課題としたい。

出土鉄製品および鉄塊系資料の微量元素組成比から、以下の 4点を指摘できる。

①隠里Ⅲ遺跡では9世紀から10世紀代に、遺跡内および周辺で採取される砂鉄を始発原料として生

産された鉄が 7号住居状遺構 (工房)に運びこまれ、そこで鉄製品が製作されていた可能性が高い

② 7号住居状遺構 (工房)で生産された鉄製品が周辺住居に供給されていた可能性が高い

③ 7号住居状遺構 (工房)お よび8号住居状遺構 (工房)には微量元素組成比が異なる鉄が運び込
まれ、飼が製造されていた可能性が高い

④遺跡内には他地域から鉄製品が逼び込まれていた可能性が高い

6-2 遺跡内における鉄器生産活動

7号住居状遺構 (工房)お よび8号住居状遺構 (工房)か らは地面を浅い皿状に掘り窪めた鉄関連
炉跡 (共にPl)が検出されているD。 底面は赤褐色を呈し、炉跡周辺には膨大な数の剥片状資料が検
出されている。No.6、 No.7、 およびNo.17は酸化鉄を主体とし、その周りをガラスイとした領域が取り

囲んだ組織からなる。鉄を加熱・鍛打した際に鉄表面が酸化し剥離して生成した鍛造剥片である。

NO.7お よひNo.17に含有されるSi、 Alはいずれも0,lmass%未 満である (表 7)。 No.6は Siが2.55mass%、

Alが 1.22mass%で、No.7お よびNo.17に比べ鉄津の混在量が多い。不純な鉄を加熱・鍛打した、ある

いは粘土状物質で被覆した鉄を加熟・鍛打した際に生成した剥片と推定される。 7号住居状遺構 (工

房)Pl炉跡からは、直径 2～ 5mmの粒状津 (No.11。 No。12)も 見出されている。断面中心部には空
隙が存在する。酸化鉄を主体とする組織から構成されていることを加味すると、粘土で被覆した鉄を
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V 自然科学的分析

過熱し鍛打した際に生成した資料の可能性がある。

No.5羽 口は気道内径が3.65cmで、確認された羽回の中で最も太い気道を有する。。先端部は溶融ま

たは部分溶融しているものの、鉄および鉄淳の固着はみられない。No.5は銅を加熱・鍛打して目的と

する器形に造形するという小鍛冶操作で使用された羽口と推定される。摘出した試料の鉱物組成から、

花聞岩屑砕物を素材として製作された資料と推定される。遺跡近傍が花筒岩地帝であることをふまえ

ると、検出された羽回は現地製作されたものと思われる。 7号住居状遺構 (工房)お よび 8号住居状

遺構 (工房)では、鉄の加熟・鍛打による純化と鋼製鉄製品の製作が行われていた可能性が高い。鉄

を加熟・鍛打する際に使用する台石を確認できれば、その可能性は一層高まる。

7号住居状遺構 (工房)お よび 8号住居状遺構 (工房)か らは、凸部に溶融または部分溶融 した粘

土状物質が固着した椀形淳が確認されている。椀形淳については、固体鉄を加熱 。鍛打する際に破砕

された鉄淳が火窪炉の中に入り込み、火窪炉の底で固化することによって生成した、とする見方があ

るD。 この場合、溶融または部分溶融した飛散物が溶着を繰 り返し、炉底部の形状を反映した形で固

化すると推定される。上記操作では、炉内に存在する炭材が椀形津の中に噛み込まれる。 7号および

8号住居状遺構 (工房)か ら検出されたNo。 13～ No。 15、 およびNo.201・A形淳の凸部表面に炭材の混入

はみられない。資料の検出状況からただちに、鍛冶過程での生成を主張することは危険である。

もう一つの見方として、銑鉄の脱炭操作過程での生成が考えられる。あらかじめ粘土状物質を用い

て作成した椀形の容器また設備の中に溶融銑鉄 (溶銑)を準備し、その中に造津材を加えた後、空気酸

化によって銑鉄を脱炭し銅を製造する操作、あるいは椀形の設備あるいは容器の中に溶銑を生成させ

た後、外熟を加えながら酸化鉄を含む造津材と長時間接触させ鋼を製造する操作の実施が想定される。

銑鉄を脱炭して鋼を製造する操作を円滑に進めるためには、脱炭に不可欠な熱源の確保が課題とな

る。この点に対する対処として、①るつぼ状容器または設備に生成した溶銑 (必要に応じ造淳材を添

加)の空気酸化による脱炭、②るつば状容器の中に溶銑を生成させ造津材を加えた後、容器ごと開放

形の炉に入れ長時間加熱する、という2つを考えることができる。①において、溶銑中に送り込まれ

た空気中の酸素は銑鉄中の炭素および鉄と反応し、前者は二酸化炭素として、後者は酸化鉄として鉄

浴から排出される。鉄の酸化に伴う発熱が、脱炭反応の円滑な進行に寄与したと推定される。

脱炭操作終了後、容器内に生成した銅塊は回収されるが、銅が椀形の容器に固着し分離が難しい場

合には、加熱・鍛打して剥離し、回収したものと推定される。既述のとおり、7号住居状遺構 (工房)

および8号住居状遺構 (工房)では過熱 。鍛打による鉄の純化、目的とする鋼の製造、および銅製鉄

製品の製作が行われていた可能性が高いことが、上述した出土資料の金属考古学的調査によって明ら

かとなった。上記 2遺構の鍛冶炉周辺からの椀形淳の検出は、当該遺構で鉄の加熱 。鍛打操作に加え、

銑鉄の脱炭による鋼の製造 (精錬)が実施されていた、あるいは遺跡内およびその周辺の別な場所で

実施された精錬産物 (銅が混在する椀形津)が遺構内に逼びこまれ、そこで鋼を分離 。純化するため

の加熟 。鍛打が施された可能性があることを示している。後者の場合、椀形津は銅を取り除いた後の

残骸、と解釈される。尚、現場では人為的な破断面を持つ椀形津も検出されている。この椀形淳につ

いては造淳材としての再利用された可能性を考えることができる。 7号住居状遺構 (工房)出土No。 10

小塊状淳、 8号住居状遺構 (工房)出土No。 18お よびNo。 19流状津についても同様の可能性がある。こ

の点についても類例の蓄積を重ね、吟味する必要がある。

椀形淳とともに、7号住居状遺構 (工房)か らは酸化鉄に富んだ小塊状淳 (No。10)が、8号住居状遺構

(工房)か らは細い柱状形の小流状淳が検出されている。溶融銑鉄の空気酸化に伴い生成した酸化鉄と

粘土状物質の反応生成物、またはそれに人為的に加えられた造淳剤が反応することによって生成した資
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3 隠里Ⅲ遺跡

料の可能性がある。この点については今後ほぼ同時代に比定される鉄生産関連遺構の検出状況を待って

解明を進めたい。

8号住居状遺構 (工房)の下層からは、左記遺構稼働以前の廃津場 (表 1廃津場 1)が確認されて
いる。。この廃淳場と隣接する斜面上に検出された廃津場 (表 1廃淳場 2)か ら、炉壁片、椀形津、
および流状津が、 9号住居状遺構 (工房)か らは炉壁片が見出されている。廃津場 1か ら出土した
No.22炉壁片内面には銑鉄粒が残存していて、その周縁部にTi(C,N)が析出した組織が観察された。
反応サイト内で銑鉄が生成していて、局所的にではあるにせよ鉄チタン酸化物を含むスラグと接触し

た状態があった、あるいはTi(C,N)を含む溶銑が生成していた可能性がある。この資料の検出から、

廃津場 1周辺で砂鉄製錬が実施されていた、あるいは銑鉄を溶解するための溶解炉が構築されていた

可能性を考えることができる。 7お よび 8号住居状遺構 (工房)から出土した椀形津とほぼ同じ形状
で同様の鉱物組成を有する椀形津が見出されていることを加味すると、廃淳場およびその周辺で溶解

炉を設置して銑鉄を脱炭する操作が行われていた可能性を考えたい。また、Ti(C,N)が析出した
No.22炉壁からは、耐火度を高めるため、溶解炉壁内面に、砂鉄を混入した粘土状物質が塗布された

可能性を考えることもできる。これらの点については、生産設備の復元も含め、今後さらに検討すべ

き課題である。 9号住居状遺構 (工房)出土炉壁片から摘出した試料は、No.5羽口とほぼ同様の鉱物
組成をとる。花尚岩犀砕物を含む粘土状物質を素材として製作された可能性が高い。顕著に熱を受け

た跡がみられないことから、反応サイトから離れた位置にあった部材か、あるいは未使用資料と思わ

れる。当該資料が出土した意味についても、共伴資料との関係をふまえ、別途検討する必要がある。

溶銑の脱炭を想定した場合に検討すべきもう一つの課題として、造淳材がある。既述のとおり、廃

津場 1か らは人為的に破砕されたとみることができる、破断面を持つ流状淳 (No.23)と ほぼ同形状

の流状津が複数検出されている。。 7号および 8号住居状遺構 (工房)か らは、鍛造剥片を回収し貯
蔵したと思われるピットが確認されている。流状滓や鍛造剥片は一度溶融または部分溶融した後固化

した資料のため、造津材としての使用に適している。No.23が大形の流状津であることをふまえると、

遺跡周辺で別途行われた製錬または精錬の過程で排出された流状滓を遺跡内に運び込み、部分的に破

砕した後、造淳材として使用していた可能性を考える必要がある。同時に、鍛造剥片を含む剥片状鉄

津についても、同様の可能性について検討する必要があろう。

と め

隠里Ⅲ出土鉄関連資料の金属考古学的解析結果を述べてきた。これまでの解析結果を整理すると、

以下の 5点を指摘できる。

(1)隠里Ⅲ遺跡内では精錬による鋼の製造と、製造された銅の加熱 。鍛打による純化、および目

的とする銅製鉄製品の製作が実施されていた可能性が高い。

(2)精錬の出発物質である原料鉄には遺跡内で生産されたものと、他地域から運び込まれたもの

の、 2種類があった可能性がある。前者の場合、遺跡周辺に分布する砂鉄を始発原料とする
製錬を考える必要がある。

(3)精錬の具体的方法として、空気酸化による溶銑の脱炭、または酸化鉄を含む造淳材を使用し

てのるつぼ製鋼が考えられるが、この点については類例の蓄積を重ね、吟味する必要がある。

(4)(3)を 想定した場合、溶銑の準備として溶解炉の使用、流状滓、鍛造剥片の造淳材としての

利用が考えられる。

(5)遺跡内には他地域から製品鉄製品が運び込まれていた可能性が高い。
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V 自然科学的分析

隠里Ⅲ遺跡では、現地での一貫生産 と他地域か らの供給により、鉄器の製作 と使用がなされていた

可能性が高い。今後、周辺地域から出土する鉄関連資料の金属考古学的調査結果を加味することによ

って、平安期の三陸地方における鉄器普及の実態が一層みえてくるにちがいない。

言主

1)隠里Ⅲ遺跡を発掘調査された、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター・丸山直美氏からのご教授によ

る。

2)『賽の神Ⅱ遺跡・賽の神遺跡・下大谷地 I遺跡・八木沢野来遺跡第 1次発掘調査報告書』財団法人岩手県文化振興

事業団埋蔵文化財センター、2008

3)『荒屋敷久保遺跡 (1)遺跡』青森県埋蔵文化財調査センター、2008

4)東北大学金属材料研究所編 1953『金属顕微鏡組織』丸善株式会社
5)佐藤知雄編『銅の顕微鏡写真と解説』丸善株式会社、1968
6)社団法人日本鉄鋼協会編『第 3版 鉄鋼便覧 第IV巻 鉄鋼材料,試験,分析』pp 3-5、 1981
7)侠国一『日本刀の科学的研究』日立印刷、1982
8) 古代の鋼製造法については複数の方法が提案されている。製錬産物である鉄は炭素量に応じ、鋼と銑鉄に分類さ
れる。製錬炉で得られた鉄から極力鋼部分を摘出し、含有される不純物を除去するとともに、炭素量の増減を行っ

て目的とする鋼を製造する。そのようにして製造された鋼を使って、製品鉄器が製作されたとする見方がある。製

錬炉で直接に銅がつくり出されるという意味でこの方法は、近世たたら吹製鉄における鉛押法によって生産された

鉄塊を純化する操作に近似する。また、この方法によって得られた鉄 〔炭素量が不均―で鉄津が混在した鉄 (主に

銅からなるが銑鉄も混在すると考えられている)〕 を精製し目的とする銅に変える操作は、精錬鍛冶と呼ばれてい

る。古代に鋼を溶融する技術は未確立であったと考えられるので (溶融温度は炭素量によって異なるが、炭素量01

～0.2%の 鋼を溶融するためには少なくとも炉内温度を1550℃ 以上に保つ必要がある)、 主として銅から成る鉄から

鉄津を分離・除去する際の基本操作は加熱・鍛打によったと推定される。組成が不均―な鉄から純化された鋼を得

る操作に精錬鍛冶という用語が用いられたのは、上述の事情によるものと推察される。

彩しい数の鉄仏や鉄鍋、鉄釜をはじめとする鋳造鉄器の普及が示すように、遅くとも9世紀には銑鉄を生産する

技術、すなわち炉内で生成した銑鉄を炉外 |こ流し出す製錬法が確立されていたとする見方が提示されている。得ら

れた銑鉄を溶解し鋳型に注ぎ込むことによって鋳造鉄器が製作される。また、生産された銑鉄を脱炭することによ

り鋼の製造も可能となる。この方法による鋼製造は銑鉄を経由して銅が製造されるという意味で、間接製鋼 (鉄)

法に位置づけられる。
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※
調
査
資
料
の
考
古
学
的
情
報
は
、
財
団
法
人
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
国
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
丸
山
直
美
氏
に
よ
る
。
推
定
年
代
は
共
伴
土
器
ま
た
は
灰
釉
陶
器
に
よ
る
。



表
2 
鉄
器
・
鉄
塊
の
分
析
結
果

No
化
学
組
成
(m
as
s%
)

ミ
ク
ロ
組
織

非
金
属
介
在
物
組
成

Cu
Ni
o 
Co
三
成
分
比

T 
Fe
 C
u 
 N
i 
 C
o 
Mn
  
P 
 S
n 
 S
b 
 A
s 
Mo
 P
b 
 S
  
Ti
  
Si
  
Ca
  
Ba
  
Zr
  
Cr
  
AI
 M
g 
 V

CO
*(
CO
/N
l)
)u
*(
Cu
/N
i)
Ni
**
(N
I/
Co
l
Cu
**
(C
u/
C(

1
88
03

00
09
00
20

<0
01
(0
00
:

00
01

00
02
00
01
00
01

00
07
00
01
00
02
Pa
(0
3-
04
)、
(0
5-
07
)
(X
T、
XF
、
Z「
0系
、G
り
、 (
XT
、
Gり

11
1

05
0

2
90
64

00
20
00
05

<0
01
く
00
0ユ

00
02

00
11
00
8
00
12

00
03
00
02
00
27
00
03

XT
、
 h
la

05
0

3
92
00
00
07
00
13
00
17
00
04

(0
01
く
00
0]

00
06

00
01

00
38

00
01

Pa
(0
5-
06
)

XT
、
 G
I

13
1

07
6

4
02
12
00
17
00
15
03
86
く
00
1
く
00
1

00
04
00
02

く
00
1
00
00

00
0
00
09
00
01

Pa
(0
2-
04
)

(M
n,
Fe
)S
、
Ma

08
8

98
15
00
03
00
22
00
22
00
00

<0
01
<0
01
<0
01
く
00
01
く
00
01

00
0
3

00
01
00
02

00
02
Pa
(0
2‐
03
)、
 P
a(
06
-0
7)

Wu
s、
Fa
、
Ma

10
0

No
は
表
1分
析
No
に
対
応
。
化
学
成
分
分
析
は
IC
P,
AE
S法
に
よ
る
。
Wu
sウ
ス
タ
イ
ト
(化
学
理
論
組
成
Fc
O)
、
X
T:
Fe
 T
tt
Al
,M
gO
系
領
域
、
XF
 F
e 
Mg
Si
O系
領
域
、
Gl
:ガ
ラ
ス
化
し
た
領
域
、
Ma
i微
細
粒
子
が
混
在
し
た
ガ
ラ
ス
化
し
た
領
城
。

表
3 
鉄
塊
系
資
料
の
分
析
結
果

化
学
組
成
(m
as
s%
)

ミ
ク
ロ
組
織

非
金
属
介
在
物
組
成

Cu
 N
i・
Co
三
成
分
比

T 
Fe
 C
u 
 N
i 
 C
o 
Iヽn
  
P 
 S
n 
 S
b 
 A
s 
Mo
 P
b 
 S
  
Ti
  
Si
  
Ca
  
Ba
  
Zr
  
Cr
  
Al
 
Iヽg
  
V

Co
*(
Cy
Nn
'u
*(
Cu
/N
E

Ni
**
(N
i/
Co
)

8
58
46
00
01
00
02

01
47

く
00
01
00
9
03
09

04
78
00
05
00
85
00
04

00
99
01
03

不
明

IO
、
 X
T、
 X
F、
 M
a

9
62
76
00
04
00
07
00
09
00
04
02
5

く
00
0

01
2
00
2
9

00
07
00
03
01
04
00
12
00
13

不
明

[O
、
 X
F、
 M
a

05
7

04
4

No
は
表
1分
析
No
に
対
応
。
化
学
成
分
分
析
は
IC
P 
AE
S法
に
よ
る
。
IO
:F
e 
O系
領
域
、
IO
IF
e 
T卜
0系
領
域
、
XT
 F
e 
Cと
A卜
Mと
O系
領
域
、
XF
:F
e‐
Mょ
S卜
0系
領
域
、
Ma
i微
細
粒
子
が
混
在
し
た
ガ
ラ
ス
化
し
た
領
域
。

表
4 
砂
鉄
の
分
析
結
果

資
料
名

化
学
組
成
(m
as
s%
)

Cu
・
Ni
・
Co
三
成
分
比

T 
Fe
  
Cu
  
Ni
  
Co
  
Mn
  
P 
  
Sn
  
Sb
  
As
  
Mo
  
Pb
  
 S
  
 T
i 
 S
i 
 C
a 
 B
a 
 Z
r 
 C
r 
 A
I 
 M
g 
 V
  
Na
  
K

CO
*(
CO
/N
l)
Cu
*(
Cu
/N
i)
iヾ*
*(
Ni
/C
ol
Cu
**
(C
u/
Co

11
07
60
14
 0
00
1 
00
02
 0
00
7 
01
11
  
03
6 
<0
00
1 
00
1 
 <
00
1 
<0
00
1(
00
01
 <
00
1 
08
36
  
31
2 
 1
29
  
00
04
 0
00
3 
00
17
  
10
7 
 0
22
1 
01
87
 0
05
1 
01
03

35
0

02
9

12
03
72
84
 0
00
3 
00
04
 0
00
8 
00
56
  
00
6 
く
00
01
 <
00
1 
(0
01
 <
00
01
く
00
01
 <
00
1 
04
41
  
12
4 
 0
08
8 
00
01
  
00
35
 0
00
6 
05
48
 0
08
2 
00
61

20
0

07
5

05
0

03
8

花
尚
岩
風
化
60
69
 0
00
1 
00
02
 0
00
6 
01
46
  
04
5 
<0
00
1 
00
1 
 <
00
1 
<0
00
1<
00
01
 <
00
1 
06
56
  
23
7 
 1
04
  
00
06
 0
00
3 
 0
01
  
 1
03
  
01
59
 0
19
0 
00
43
 0
09
9
30
0

05
0

藤
の
川
海
岸
63
89
  
00
01
  
00
13
  
00
09
  
02
26
  
02
6 
<0
00
1 
00
1 
 <
00
1 
<0
00
1(
00
01
 <
00
1 
 1
32
  
 1
17
  
06
30
  
00
01
  
00
02
 0
27
9 
 0
43
3 
 0
47
2 
 0
22
7 
 0
02
3 
 0
03
9

06
9

00
8

No
は
表
1分
析
No
に
対
応
。
化
学
成
分
分
析
は
IC
P 
AE
S法
に
よ
る
。

表
5 
羽
口
の
分
析
結
果

Wo
試
料
摘
出
位
置
化
学
組
成
(m
as
s%
)

鉱
物
組
成

T 
Fe
 C
u 
Ni
 C
oヽ

ln
 P
 S
n 
Sb
 A
s 
Mo
 P
b 
S 
Ti
 S
i 
Ca
 B
a 
Zr
 C
r 
Al
 h
lg
 V

5

46
8 
  
<0
00
1 
  
00
02
  
 <
00
01
  
 0
06
3 
  
 0
05
  
  
<0
01
  
 <
00
1 
  
 0
01
  
 <
00
01
  
 <
00
1 
  
<0
01
  
 0
72
4 
  
 3
29
  
  
09
37
  
 0
04
3 
  
00
33
  
 <
00
01
  
 9
42
  
  
03
13
  
 (
00
01

Qt
2、
Gl

86
6 
  
<0
00
1 
 0
00
2 
 <
00
01
  
00
08
  
 0
04
  
 <
00
1 
  
<0
01
  
 <
00
1 
 
く
00
01
  
<0
01
  
 0
02
  
 0
50
2 
  
28
2 
  
06
88
  
 0
04
7 
  
00
01
  
<0
00
1 
  
11
0 
  
02
52
  
(0
00
1

Qt
z、
 K
亀
、 
PI

oは
表
1分
析
No
に
対
応
。
化
学
成
分
分
析
は
IC
P 
AE
S法
に
よ
る
。
Qi
z:
石
英
、
Pl
:斜
長
石
、
K亀
:カ
リ
長
石
、
Gl
:ガ
ラ
ス
化
し
た
領
域
。
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試
料
摘
出
位
置
試
料
摘
出
位
置
化
学
組
成
(m
as
s°
/。
)

鉱
物
組
成

T 
Fe
  
Cu
  
 N
i 
  
CO
  
 M
n 
  
P 
  
sn
  
 A
s 
  
MO
  
 P
b 
  
S 
  
 T
i 
  
Si
  
 C
a 
  
Ba
  
 Z
r 
  
Cr
  
 A
I 
  
Mg
  
 V

炉
壁
片

18
45
  
 0
00
1 
  
00
03
  
 0
00
1 
  
00
55
  
 0
1
8 
  
 1
10
1 
  
<0
01
  
<0
00
1 
 <
00
1 
  
00
1 
  
07
01
  
 2
37
  
 0
87
7 
  
00
44
  
 0
01
7 
  
00
05
  
 8
80
  
 0
39
0 
 
く
00
0ユ

(1
0,
Gl
)、
(Q
tZ
、
 G
り

炉
壁
片

ａ
ｌ

　 ａ
２

23
94
  
<0
00
1 
 0
00
2 
  
00
02
  
 0
36
8

97
7 
  
<0
00
1 
 0
00
2 
 (
00
01
  
00
66

く
00
1 
 <
00
1 
 
く
00
01
  
<o
01

く
00
1 
  
00
1 
 (
00
01
 (
O 
ol

<0
01
  
 2
20

<0
01
  
05
91

０
９ 　 ６
２

８ 　 ＆

00
27
  
 0
17
5 
  
00
63

00
46
  
 0
01
1 
  
00
00

９
５ 　 ９
３

４ 　 名

19
3 
  
02
76

06
47
  
く
00
01

Me
、
G、
Ti
(C
,N
l、
XT
O、
GI

炉
壁
片

31
9 
  
く
00
01
  
00
02
  
(0
00
1 
 0
01
7 
  
00
5 
  
(0
01
  
 
く
00
1 
 <
00
01
  
<0
01
  
 0
o1
  
 0
45
9 
  
29
4 
  
06
42
  
 0
04
3 
  
00
01
  
 0
00
0 
  
99
7 
  
01
40
  
<0
00
1

Qt
z、
 K
偽
、 
Pl

tや 〇

|1
  
 
表
6 
炉
壁
片
の
分
析
結
果

No
は
表
1分
析
No
に
対
応
。
化
学
成
分
分
析
は
IC
}A
ES
法
に
よ
る
。
IO
:F
e 
O系
領
域
、
Qt
z:
石
英
、
Pl
:斜
長
石
、
K偽
:カ
リ
長
石
、
G:
片
状
黒
鉛
、
XT
O:
主
と
し
て
酸
化
チ
タ
ン
か
ら
な
る
領
域
、
Gl
 i
ガ
ラ
ス
化
し
た
領
域
。

No
は
表
1分
析
N。
に
対
応
。
化
学
成
分
分
析
は
IC
P 
AE
S法
に
よ
る
。
IO
:F
e 
O系
領
域
、
Gと
ガ
ラ
ス
化
し
た
領
域
、
Ma
微
細
粒
子
が
混
在
し
た
ガ
ラ
ス
化
し
た
領
域
。

頭 旧 日 帥 堺

表
7 
剥
片
状
資
料
の
分
析
結
果

化
学
組
成
(m
as
s%
)

鉱
物
組
成

Cu
・
Ni
・
Co
三
成
分
比

T 
Fe
 C
u 
 N
i 
 C
O 
 M
n 
 P
  
sn
  
Sb
  
As
  
MO
  
Pb
  
S 
 T
i 
 

Ы
  
ca
  
Ba
  
Zr
  
Cr
  
Al
  
hl
g 
 V

CO
*(
Co
//
ND
Cu
*(
Cu
/N
i)
Ni
**
Ny
C0
Cu
**
(C
u/
CO
)

6
68
27
  
00
04
  
00
16
  
00
21
  
00
13
  
00
31
  
く
00
1 
 <
00
1 
 <
00
1 
<0
00
1 
(0
00
1 
0o
05
  
00
69
  
 2
55
  
02
62
  
00
07
  
00
04
  
00
03
  
 1
22
  
01
74
  
00
07

IO
、
 M
a

02
5

07
6

7
76
32
  
00
o7
  
00
08
  
00
15
  
00
02
  
00
03
  
<0
01
 (
00
1 
 
く
o0
1 
<0
00
1 
00
01
  
oo
o
7 
 0
00
3 
 <
00
1 
 0
01
5 
<0
00
1 
00
01
  
o0
01
  
oo
34
  
00
06
  
00
02

(I
O、
Gl
)、
cO
、
Ma
)

08
8

05
3

04
7

17
76
02
  
00
01
  
00
04
  
00
o5
  
00
06
  
00
10
  
く
00
1 
 
く
o0
1 
 <
Oo
l 
<l
J0
01
 
く
00
01
 o
oo
4 
 0
 0
16
  
<0
01
  
00
21
 <
00
01
 o
oo
2 
 0
02
9 
 0
06
5 
 0
02
6 
 0
 0
24

(I
O、
Gり
、
cO
、
Ma
)

(1
25
)

(0
25
)
08
0

02
0

表
8 
粒
状
洋
の
分
析
結
果

化
学
組
成
(m
as
s%
)

T 
Fe
  
Cu
  
 N
i 
  
CO
  
 
Iヽn
  
 P
  
 s
n 
  
Sb
  
 A
s 
 h
IO
  
 P
b 
  
s 
  
Ti
  
 s
i 
  
ca
  
 B
a 
  
zr
  
 C
r 
  
Al
  
 

卜
Ig
  
 V

鉱
物
組
成

11 12

00
19
  
<0
00
1 
(0
00
1 
 o
02
1 
  
o 
o4
  
 0
 0
1 
  
 o
 o
l 
  
<o
 o
l 
 <
00
01
  
<0
01
  
 
く
00
1 
  
01
17
  
 1
93
8 
  
22
3 
  
00
27
  
く
00
0
1 
 <
00
01
  
 7
03
  
 0
28
3 
  
00
02

IO
、
 X
F、
 
4ヽa

72
25
  
 0
02
8 
 <
00
01
  
(0
 0
01
  
 0
 0
12
  
  
0 
03
  
  
0 
01
  
  
oo
l 
  
 
く
o 
ol
  
<0
0
01
  
く
00
1 
  
o0
3 
  
 0
04
9 
  
 0
47
  
 0
04
7 
  
<0
00
1 
  
00
o3
  
 0
00
3 
  
 0
42
  
  
00
79
  
 0
01
2

(M
e、
IO
、
XF
、
Ma
)、
(I
O、
Ma
)

No
は
表
1分
析
No
に
対
応
。
化
学
成
分
分
析
は
IC
P 
AE
S法
に
よ
る
。
Md
鉄
粒
、
10
:F
e 
O系
領
域
、
XF
:F
e 
Ca
Sと
0系
領
域
、
Ma
微
細
粒
子
が
混
在
し
た
ガ
ラ
ス
化
し
た
領
域
。



資
料
名

化
学
組
成
(m
as
s%
)

鉱
物
組
成

T 
Fe
  
Cu
  
Ni
  
Co
  
Mn
  
P 
  
Sn
  
S
b 
 A
s 
 M
o 
 P
b 
  
S 
  
Ti
  
 S
i 
 C
a 
 B
a 
 Z
r
  
Cr
  
AI
  
Mg
  
V

椀
状
津

56
3 
く
00
01
 0
00
2 
く
00
01
 0
01
7 
 0
05
  
<0
01
 <
00
1 
 0
01
 <
00
01
 
く
00
1 
<0
01
 0
39
9 
 3
51
  
 1
49
  
00
44
 0
00
5 
00
01
  
84
0 
 0
23
9 
<0
00
1

(Q
tz
,G
l)
、
(M
e、
 Q
tZ
,Z
■
0、
 G
l)

63
18
 0
00
1 
00
07
 0
00
6 
00
24
  
00
8 
 <
00
1 
(0
01
  
00
0 
 0
00
1 
(0
01
  
00
8 
 0
87
8 
 6
98
  
05
38
 0
01
2 
00
13
 0
00
1 
 2
01
  
01
63
 <
00
01

(M
e、
IO
、
Fa
、
Ha
)、
(I
O、
Fa
、
Ma
)

椀
状
淳

Sa
t(
Su
0
35
79
 0
00
1 
 0
00
2 
00
01
 0
13
1 
 0
26
  
<0
01
 <
00
1 
く
00
1 
く
00
01
(0
01
  
00
3 
 0
66
4 
 1
65
3 
 1
92
  
00
41
 0
06
5 
00
03
  
53
6 
 0
59
4 
00
31

Sa
l(
In
a)
57
69
 <
00
01
<0
00
1<
00
01
 0
29
9 
 0
26
  
<0
01
 <
00
1 
<0
01
 0
00
1 
<0
01
  
00
3 
 0
89
5 
 7
56
  
16
6 
 0
02
2 
01
41
  
00
13
  
24
9 
 0
38
5 
02
92

(I
O、
Fa
、
Ma
)、
(M
e、
IO
、
Ha
、
Fa
、
Ma
)

15
椀
状
津

54
88
 0
00
4 
00
02
 0
00
1 
00
99
  
02
0 
 <
00
1 
<0
01
 
く
00
1 
00
01
 <
00
1 
 0
04
  
05
58
  
77
9 
 1
89
  
00
25
 0
05
1 
00
09
  
24
8 
 0
40
4 
00
76

cO
、
XF
、
Ma
)、
(M
e、
Wu
s、
Fa
、
Ma
)

20
椀
】大
津

Sa
l(
Su
n
27
99
 <
00
01
 0
00
2 
<0
00
1 
00
65
  
00
9 
 
く
00
1 
<0
0
1 
く
00
1 
<0
00
1 
<0
01
 <
00
1 
05
15
  
22
3 
 1
19
  
00
30
 0
04
0 
(0
00
1 
58
0 
 0
26
5 
<0
00
]

(A
/1
e、
 F
a、
 H
a、
 C
I)
、
(Q
tZ
、
 Z
■
0、
 G
l)

Sa
I(
In
n)
59
71
 0
00
1 
00
01
 0
00
1 
00
54
  
00
8 
 <
00
1 
<0
01
 
く
00
1 
00
01
 <
00
1 
 0
01
  
05
23
  
81
8 
 0
74
1 
00
16
 0
04
0
 0
02
0 
 2
34
  
02
60
 0
04
7

(I
O、
 F
a、
 H
a、
 G
り
、
(Q
tZ
、
 G
l)

小
塊
状
淳

50
43
  
00
03
  
00
02
  
00
01
  
05
56
  
11
5 
 
く
00
1 
<0
01
 <
00
1 
<0
00
1 
く
00
1 
 0
05
  
09
98
  
83
8 
  
22
5 
 0
01
8 
04
67
 
 0
03
6 
 2
88
  
03
91
  
03
71

cO
、
Fa
、
Ha
、
Ma
)、
(M
e、
Fa
、
Ha
、
Gl
〉

小
流
状
淳

50
50
 <
00
01
 0
00
1 
00
02
 0
52
4 
 0
31
  
<0
01
 (
00
1 
<0
01
 <
00
01
 <
00
1 
 0
03
  
27
8 
 9
96
  
17
4 
 0
01
5 
04
52
 0
02
2 
 2
68
  
06
78
 0
17
7

(M
e、
IO
、
XT
、
Fa
、
Ma
)、
(1
0、
XT
、
Fa
、
Ma
)

19
小
流
状
津

53
05
 (
00
01
<0
00
1 
00
03
 0
55
4 
 0
33
  
<0
01
 <
00
1 
(0
01
 <
00
01
 <
00
1 
 0
02
  
29
4 
  
10
6 
 1
95
  
00
17
 0
47
2 
00
26
  
28
8 
 0
71
4 
01
97

IO
、
 X
T、
 F
a、
江ヽa

23
流
状
津

42
14
 
く
00
01
 0
00
1 
00
01
 0
27
6 
 0
31
  
く
00
1 
<0
0
1 
<0
01
 <
00
01
 <
00
1 
 0
02
  
15
0 
 1
43
  
31
8 
 0
02
1 
01
27
 0
02
4 
 3
74
  
14
9 
 0
13
7

(X
T、
Ha
、
Fa
、
Ma
卜
(M
e、
Ha
、
Fa
、
G)

流
状
浮

45
60
 0
00
2 
00
01
 0
00
1 
03
44
  
02
5 
 <
00
1 
(0
01
 <
00
1 
く
00
01
 
く
00
1 
 0
02
  
12
7 
 1
24
  
15
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津
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l(
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o
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00
1 
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4 
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0
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00
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1 
 3
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く
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3 
00
27
 0
01
0 
 3
20
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Ha
、
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、
Ma
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流
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津
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00
01
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00
1 
 0
00
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00
1 
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01
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00
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く
00
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00
1 
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01
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6 
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00
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5 
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T、
 F
a、
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l)
、
(X
T、
 H
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 F
a、
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流
状
淳

34
81
 <
00
01
 0
00
1 
00
01
 0
28
3 
 0
31
  
<0
01
 <
00
1 
<0
01
 <
00
01
 <
00
1 
<0
01
  
15
3 
 1
56
  
29
6 
 0
02
5 
01
34
 0
04
1 
 4
02
  
13
2 
 0
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、
 F
a、
 G
l

表
9 
鉄
洋
の
分
析
結
果

No
は
表
1分
析
No
に
対
応
。
化
学
成
分
分
析
は
IC
P 
AE
S法
に
よ
る
。
IO
tF
e 
O系
領
域
、
XT
:F
e―
Ti
 A
卜
Mg
O系
領
域
、
Ha
:F
e 
A1
0系
領
域
(F
eO
・
AL
O争
を
含
む
)、
XF
:F
e 
Mt
tS
干
0系
領
域
留
Fe
,M
g,
Ca
)O
 S
iO
ゼ
を
含
む
|、
Qt
z:
酸
化
ケ
イ
素
(石
英
と
ll
t定
さ
れ
る
)、
Mc
:鉄
粒
、
Gl
:ガ
ラ
ス
化
し

た
領
域
、
Ma
微
綱
粒
子
が
混
在
し
た
ガ
ラ
ス
化
し
た
領
域
。
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3 隠里Ⅲ遺跡

表10 鉄滓および炉壁にみいだされた鉱物組成のEPMAに よる定量分析結果 (1)
chemicalcompOnents(mass%Ⅲ

totalRcЯ MC Na O KO cao  、rgO  ALO. ＳｉＯ
，一
FcO   TiOを    Vゼ oi  MnO   P,Oi  cr,0、   ZrO,

9 3 2

ro(1)1

10kl)2

10(1)3

083

076

076

002   <o ol   <001   029
<001   <001  (o01   o33

く001   <001   くo01   030

960    134    040   (001  (o ol   o 06    0 05

961    134    030   く001   くO ol   o 12    0 05
964    148    043   <001   o02    004    017

008

007

007

9907

9907

9967

16 3

WuⅨ l〉 ! 002 <001   <001 017 (001  (0 01   o o6023965 002 9799
IATus(2)1

007022 <001   <001
Fa(1)■ く001 400 275 <001040    300    622   く001   o14 030   (001   020
Fa(2)■ 005 479 285 007 (001  <001  <o01  <o ol  (oo] 9923

5

4

1

Qt2(1)1

Qt2(1)2

く001   くO ol  (o01   <o ol   <o o1   99 5

く001   <001  (001   く001  (Oo1   98 1
002   <001   o13    001   く001   001    004
011    003    008   (001   <0 01   o o4   (001

9971

9836
Cl(1)1

GIイ 1)2

170

223

147

178

1よ8   037
170     064

685    538    075   (001   くOol   <o01   <ool
585   896   089   015   <001  <001   005

9906

9866

2

Qtz(1)1

Qtz(1)2

Qtz(1>3

002   (o ol  (001   <001   <ool   loo 8

(001   002   <001   o01   <o o1   99 9

<001   く001  (001   く001   <001   997

013   く001   003   <001   <001   <o01   <001
007    002   <O ol   くO ol   くo01  (o ol   o o7

0 06    009    o ol   <o ol   <001   く001  (001

10098

10009

9986
Gl〈 1)1

Ct(1)2

150  266  148  051  216  598  103  117  006 k00
197  961  049  052  228  609  872  089  007  <00

<001   003    006

<001   002   <001
9917

9899

4

1

Kf_Q(1)■

Kヽ(1)2

102   154   くo ol  <001   187   651   011   <Ool  <o01  <oo
l16 __148__ 002 __<001__ 188    647    018    005    002   く00

<001   <001   <001

<001   <001   <o01

10033

9973
Pl(1)1 <001   <001   <o01226348   く001008 006 10039
Pl(2)

PI(2)

658

626

014    771   <O o1   26 5

013   779   003   257
592    o23   (001   く001   <o01   <ool   o o2   (001
586    036   <001   <001  (o01   くO ol  (001  (001

10038

9887
Pl(3)1

PI(3)2

575    015

582     023

6 74    o l1    7 90   く001   265
667    011    796   <001   264

(001   <001   くo01   <001
く001   く001   <o01   o o2

9898

9969

2

PI(4)ユ

PI(4)‐ 2

006

007

616

627
(001  (001  (o01   く001   008
く001  (001   <o01   o o1    0 14

<001   270    583    020

003    269    562    026
008

001

10044

9855
Kた(2)1 003   <001 く001   005    001   <001  (001   <001
Qtz(1)1

Qtz(1)2

<00よ    く001

001   001
001   993
011    999

002

002
004   (001  (001  <o01   o o1   00】
<001   005   く001  く001   o ol   o o4

０４

骸

9944

10019

21 6

Gl(1)1

Gl(1)2

Gl(1)3

037

046

030

６７

鬱

７２

794    293    204    547

797    278    211    541

802    303    207    551

109    026    019   <o01   007    007

109    020    013   <001   o02    013

095    022    o25   く001   <0 01   oo6

175

182

178

9744

9732

9813

2

Qtz(1)‐ 1

Qtz(1>2

001  (001  くo ol  (o ol
く001  <0 01   o ol   <o ol

998

984

001   <O ol  くo ol  <001  <001  <001  く001
007   <001   o05   <001   く001   <001   <o ol

００２
００１・

9984

9854
Gl(1)1

Gl(1)2

239   <001   228    066    217    597    157    010   くo01  (oo
1 88   7 37   144   0 30   20 0   65 7   2 01    o o8   <001  く00

<001  <001   005
<001  <001   005

8845

9885

29 6

1

Qtz(1)■

Qtz(1)2

KFs(1卜 1

く001   001    001   く001   o03    979    002   く001  (001   <oo
(001  (001   <o01   o o3   <0 01   100 0   o o2   <o oJ   o 06   く00

188  646  013 <001(001(oo

<001   く001   007
<001  (001   002
く001   005   <001

9804

10013

9957

2
Qt2(1)‐ 1

Qtz(1)2

<001   <001   くo01   <O ol   <Oo1   993   く001   くOo
<001   00]  (o ol  <o ol  <o o1   99 7   0 04   <00

く001   <001   <o01  (o o1   0 09

003   く001  く001  <o01   o o2
9939

9980

6

1

IO(1)1 (001  (001016<001  (001 002 936
10(2)■ く001  (001<001 032 062 035 005
IO(3)■ 008   <001   <001く001  く001 071026 023

2

IO(1)‐ 〕

IO(1)セ

[0(2)J

<001   <0 01   o o1    0 35

(001   く001   002    036

004   <001   004    027

067

080

く001  (001   o14   006
<001   <001   014    012

９３

９４

066

066

080

011

010

105

097
9665

9717

7 7

2

IO(1)1

10(1〉2

10(1)1

く001   <001

002   <o ol

002   <001

158

137

054    090    o29    934

071    087    014    928
く001   <001   o26    004
<001   <001   033    016

9792

9734

17 7

1

2

IO(1)1

10(2)ユ

IO(1)1

10(2)■

057   <001   <001   004    010

130   <001   <001   o52    007

007   <001   <001   002    001

<001   <0 01   oo6    0 25

<001   <0 01   o o4    0 16

001   く001   く001   002
<001  <001  <o01   0o4

099   022   927   119
485    014    843    206

045    009    961     008

063    013    920    01R

9612

9344

9685

11 8

1

2

IO(1)1

fO(1)1

ro(2)]

002

002

004

003

006

007

005

004

く001   003    006   096
(001  <001   030   018
く001  (001   o17   032

889    043    026   く001   <001   <001
888    006    012   <001   <0 01   o ol

947    017   <001   <001   <001   004

9076

8960

1 JO(1)1 <001   <001   くo01002 026003 096 007

13

9 2

Qtz(1)I

Qtz(1)2

0tz(1)3

007

012

005

980

980

979

く001  (001   o ol   <o ol

003   <001   001   002
002  (00] <0 01  o o3

<001   001   <Ool  (001   001  (o01

008   <001   <001  (o01   0 ol   <001

005   (001  <001  <001  (o ol  くO ol

9813

9831

9810

Sa! 9

1

IO(1)1 <001   く001003 046 968 9781
Fa(1)■ <001  <001   o24 291 682 007   <001   く001   <001   <o ol  (001 9939
Fa(2)■

Fa(2)2

005   <001   022
<001  <001   o21

50    034    296    681    003    005   <001   <001   002    001

45__ 029 __297___686    003   く001  (001   <o01   <o ol   <001
9992

10028

2
Fa(1)■ <001  <001   o28 35__ 019 __297__ 673    004    004   <001   <001   <0 01   oo 9891
Fa(2)1 007   (001   o39 030 297 011    004   (001   o05   (001   004 9906

14 10

1

IO(1)1 <001   く001   <00]O02 015 9882
Fa(1)1

Fa(1)2

325

320

く001

く001

割

８‐

011

012

013

016

020

007

<001

<001

０ ０

０ 〇

一

<001  (001
<001   018

10082

9901

2
IO(1)1 083 953<001  く001 (001   <001 9858
Fa(1), 013   <001   く001   <00](00〕   <001 326 007 10013

1 101 037 034 く001   <O ol   <o01 9855

2

WuS(1)1

Wus(1)2

1hr tts(1)3

<001  <001
<001   <001

001   <001

銘

０５

０５

021

027

026

075

067

075

034    961    038    007   <001   <0 01   o ol   く001
023    957    035    011   <001  (001   <001   <001

023    970    036    005   (001   <0 01   o o2    0 09

9790

9738

9882
Fa(1)■ 277 003   <001   <001011 003 <001643 9732
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表10 鉄滓および炉壁にみいだされた鉱物組成のEPMAに よる定量分析結果 (2)

図
Sっol chcmicalcomponents(mass%)

totaI

lヽC Na O   KO   CaO   MgO  Al,0,   SiO.   FeO   T10,   V!Oi   MnO   Pゼ 0ュ   Crゼ OJ  ZrO

11

1

Fa(1)■ く001   く001   099    043    018    278    691    022    006   <001   <001   002   <001 9880

Fa(1)2 く001  (001   100    040   015    279    681    023   <001   <001   003   <001   003 9784

Gl〈 1)1

Gl(1)2

343    525    511    002    231    471    110    047    007   <001   043   (001   010

351    523    553    001    219   470    117    034   <001   <001   026   <001   031

9608

9579

2

Qt2(1)■

Otz(1)2

001   <001   003    001    002   1004   005    008   <001   <001   <001   003    003
<001   002    001    017    013   1003   012    005    002   <001  (001   006    006

10066

10094

Gl(1)1 023096 100 232 674 005   (001   <001   <001  (001 9657

Gl(2)1

Gl(2)2

155    015   487   く001   244    676   015   <001   005   く001   <001   002    001

114   009    569   <001   258    665    017   <001   007   <001  (001   <001   <001

9880

9946

11

1

IO(1)1

Ha(1)■

<001  (001   002    01B    072    038   004    126   050   <001   <001   012    013

002   <001   007    014    487   037    489    171    072   (001   <001   018   <001

410

10079

Fa(1)■

Fa(1)2

く001   <001   200   013    060    294    675    015   <001   <001   <001   001    012

004   <001   079    055    013    306    684    006   004   <001   く001   001   <001

9991

10058

2

Qtτ (1)‐ 1 (001   <001   <001   002    009    989    004   く001  (001   <001   <001   001    007 9913

Qtz(2)I 004    002   (001   <001   020   996    007    003    002   (001   <001   003   (001 10001

Gl(1)1

Gl(1)ワ

135    243    279    022    229    673    067    012   <001   <001  (001   003   <001

156    241    302    024    234    668    086    001    003   <001  (001   002   く001

9781

9835

kT〈1)1

XT(1)2

<001  (001   004   067    213    021    564    950    101   (001   <001   073    009

(001   く001   009   055    170    031    613    139    345   <001   <001   026    032

9904

9718

Ha(1)―

Ha(2)‐

(001  (001   004   113   384   035   512   581    195   <001  く001   011  (001

002   (001   002    122   414    015    502   455   249   く001  (001   009   <001

9899

1001J

Fa(1)‐

Far21‐

018   <001   145    141    080    293    640    039   く001   <001   182   く001  (001

016   <001   155    164    161    296    630    038    003   く001   195   <001   022

9935

10014

2
IO(1)1

10(1)2

004   く001   <001   067    116    019   927    164   228   <00

(001  (001   001    049    124    022    932    153    190   <00

(o o1   0 22    0 29

<001   026   012
9919

9897

1

XT(1)1

Fa(1)■

Fa(1)2

く001   く001   006   097    763    019    641    211    419   <00

010   <001   103    322    039    288   635    057   <001   <00
く001   <001   148    212   020    298   645    042    010   <00

<001   063    026

019    002    024

018   <001   008

9913

9806

9888

2
Fa(1)■

Fa(2Ⅲ■

004   <001   108    277    043    297    642   057   017   <00
く001  (001   118    273    023    301    645    039    012   (00

008

003

く001   025
<001   009

9929

9937

12

1

XT(1)1 (001  く001   007   108   779   012   628   209   373   く001  (001   073   018 9740

Fa(1)■ 001   (001   115    236   035    316   648    047   <001   <001   004   <001   006 10084

021    010    284    153    177    314    617    057   (001   <001   043    001    022 10078

146 177 006   く001007043 9923

2

XT(1)1 307   <001  <001   022004 007 637 212 9715

XT(2)1 <001  <001   010008 翻

一
645 9704

058   く001   <001   014004   (001   107    279    043    296    63И 9814

Fa(2)― 027 067<001   <001   156    153 647 9974

13

XT(1 142 129 001003 622016 625   <001   く001 10031

Ha(1) 002   (001  <001   244   444   008   469   387   097   <001  <001   008   <001 9876

Fa(1)‐ <001   <001   092    682    014    310    603    030    013   (001   <001   く001  (001

く001  (001   093    685    016    311    603    025    012   (001   004   <001   005

3

Ha(1)1 006015 505434 002   <001 10030

Fa(1)■ 007   (001   110    434    011    304    639    020   <001   <001   012    008   010

005   (001   098   452    015    301    634    025   004   く001   <001   <001   く001

10042

9949

GI(1)■ 394   337    131    006    162    394    180    068    006   (001   208   く001   027 9716

13

Fa(1)■

Fa(1)ワ

004   <001   065    150   023    280   666    019   <001   <001   003   <001   009

003   <001   064    149    022    282    667    023    001   <001   020   (001   015

9733

9787

2
XT(1)1 001   <001   003    014    143    023    627    147    746   <001   く001   056   019

Fa(1)1 006   <001   093    058    009    283    670    028   <001   <001   <001 ０‐

．
9729

Sa十 2
Fa(1)■

Fa(1)2

007   <001   162    142    034    288   654    018    001   (001   101    002    008

001   く001   168   150   041   295   653   017   005   <001   052   <001   021

9895

9935

〕

IO(1)1 <001   <001   007   <001   033    019    977   099   く001   <001   <001   く001   <001 9928

Ha(1)■ く001   <001   006    148    500   011    465    092    128   <001   <001   045   <001 10080

FA(1)1

Fa(1)2

051    010    120    008    167    247    396    390    004   <001   006    003    046
<001  (001   108   130   011   278   683   012   003  (001  <001   001   <001

9818

9875

2

IO(1)1 003 008 062005 112   026   <00 9820

Ha(1卜 1 (001  <001   004   038 029 489 179 034 <001   010    004

Fa(1)■

Fa(1)2

001   <001   113    077    018    276    684    007   <001   く00

003   (001   090    120   015    283    677    012   く001   <00

<001   <001   008

(001   001   (001

9824

9841

Gl(1)■ 424 400 032    004    019 9853

15

ユ

Fa(1)■

Fa(1)2

Gl〈 1)1

007   <001   136   444   029   298   612   043   (001  く001  <001  く001  <001

002   <001   104    615    059    295    602    046    006   <001   011    007    017

388    259    145    012    155    410    196    030    008   <001   144   く001   025

9759

9837

9926

2

XT〈 1)1

XT(lⅢ  2

<001   <001   011    155    119    021    588    181    734   <001   く001   216   く001

003   <001   010    183    129   023    534    139    128   く001   <001   554    009

10017

10082

Fa(ユ )]

Fa(2)1

003   <001   119   463    034    300    620    032    007   <001   001   <001   011

001   く001   105   503   019   299   619   029   011   <001  (001   001   <001

9870

9849

Gl(1)1 042053283    1420   002 151 10145

l

Fa(1)1 040 286 043く001 9837

Gl(1)1 096 020108386296 9829

2
Fa(1)] <001   <001   104    512   038    286   623    050    015   <001   002    006   く001 9817

Gl(lⅢ■
一
３ ３ 269    114    010    211    377    202    1烈 Э   <001   <001   128   く001   039 9988

Noは表 1分析Noに 対応。図は本稿の図。括弧内t()1の数字は、測定した各鉱物相。Qtz:石爽、Pl:企 長石、K偽 tカ リ長石、Fa:かんらん石、Gl:ガラス質ケイ酸塩。

V 自然科学的分析
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3 隠里Ⅲ遺跡

bl

Reg l

No.1

al

Reg 2

d2

九

図 l No lか ら摘出した試料の組織観察結果
aI:外観、矢印は試料摘出位置。bl:摘出した試料のナイタールによるマクロエッチング組織。cl・ c2
:それぞれblReg iお よびReg 2内 部のミクロエッチング組織。dl・ d2およびeli blの メタル中に見出さ
れた非金属介在物のEPMAに よる反射電子組成像 (BEI)と 定性分析結果。XT fe― Ti―V―AI―Mg-0系 化合物、
XFiFe― Si―Mg O系 化合物、GI:ガラス質ケイ酸塩。
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V 自然科学的分析

図2 No.2-No.4か ら摘出した試料の組織観察結果
外観の矢印は試料摘出位置。No.2およびNo.4から摘出した試料は、ナイタールによリエッチングを実施。XT!Fe‐ Ti―

AI― Mg―O系化合物、GI:ガラス質ケイ酸塩、Ma:微細粒子が混在したガラスイとした領域。
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図 3 No 8・ No 9・ No 16か ら摘出した試料の組織観察結果
外観の矢印は試料摘出位置。No 16か ら摘出した試料は、ナイタールによリエッチングを実施。10 1 Fe-0系 領域、Fa i
2(Fc,Mg)・ Si 02、 XF:Fe―Si Mg O系 化合物、Ma l微細粒子が混在したガラス化した領域。No 8およびNo9Reg 2の ミクロ組
織下段はその上の枠内部を拡大。
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(Reg l) (Reg.1)

(Reg.2)(Reg 2)

図4 No.5か ら摘出した試料の組織観察結果
al:外観の矢印は試料摘出位置。Qtz:酸化ケイ素 (石英と推定される)、 Pド 斜長石、Kfs:カ リ長石、
Gド ガラス化した領域。SalReg.2の ミクロ組織下段はその上の枠内部を拡大。
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図 5 No 22か ら摘出した試料の組織観察結果
劉:外観、矢印は試料摘出位置。bl:Saから摘出した試料のマクロ組織。tt H c2:biReg.1内 部の
EPMAによる反射電子組成およびcl枠内部の拡大写真。G:片状黒鉛。di―d3:bReg.2内 部のEPMAに
よる反射電子組成像 (BEl)と 定性分析結果。Me:鉄粒、XTo:主 として酸化チタンからなる化合
物、GI:ガ ラス質ケイ酸塩。
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V 自然科学的分析

図 6 No 21お よびNo 29か ら摘出した試料の組織観察結果
外観の矢印は試料摘出位置。10:Fe-0系 領域、Otz:酸化ケイ素 (石英と推定される)、 PI:斜長石、Kfs:カ リ長石、
GI:ガ ラス化した領域。
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図 7 No 6・ No 7・ No 17か ら摘出した試料の組織観察結果
10:Fe-0系 領域、GI:ガラス化した領域、Ma:微細粒子が混在したガラス化した領域。ミクロ組織最下段はその上の
枠内部を拡大。
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V 自然科学的分析

図 8 No llお よびNc.12か ら摘出した試料の組織観察結果
外観の矢印は試料摘出位置。期e:鉄粒、10:Fe-0系 領域、XF:Fe― Mg―Si-0系領域、Ma:微細粒子が析出したガラス化
した領域。
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図 9 No 13か ら摘出した試料の組織観察結果
外観の矢印は試料摘出位置。Qtz:酸化ケイ素 (石英と推定される)、 Gド ガラス化 した領域、Me:鉄粒、IO:Fe‐ O系
領域、Fa:2(Fe,Mg)O o Si02、 Ha:Fe¨ Al―O系領域、Ma:微細粒子が析出したガラス化した領域。
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図10 No 14お よびNo 15か ら摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。IO:Fe‐ O系領域、Wus:ウ スタイト (化学理論組成FeO)、 Fa:2(Fe,Mg,Ca)0・
Si02、 Ha:Fe… A卜O系領域、Ma:微細粒子が析出したガラス化した領域。ミクロ組織最下段はその上の枠内部を拡大。
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――――――――…………3c旧

図1l No 20か ら摘出した試料の組織観察結果
外観の矢印は試料摘出位置。10:Fe-0系領域、Fa:2FeO・ Si02、 ‖a:Fe―A卜0系化合物、GI:ガラス質ケイ酸塩、
Otz:酸化ケイ素 (石英と推定される)。
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V 自然科学的分析

図12 No.10・ No 18・ No,19か ら摘出した試料の組織観察結果
外観の矢印は試料摘出位置。鮒e:鉄粒、10:Fe-0系 領域、XT:Fe― Ti―V―AI-0系化合物、Ha:Fe絋 卜0系化合物、Fa!
2(Fe,Mg,Ca)0・ Si02、 Ma:微細粒子が析出したガラス化した領域。Reg.2ミ クロ組織下段はその上の枠内部を拡大。
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図13 No 23お よびNo 24か ら摘出した試料の組織観察結果
外観の矢印は試料摘出位置。Fa:2(Fe,Mg)0・ Si02、 Ha:Fe― AI-0系化合物、GI:ガ ラス質ケイ酸塩、Ma:微細粒子が析
出したガラス化した領域◇
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図 14 No 25お よび No.26か ら摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。XT I Fe― Ti― V‐AI中Mg_O系化合物、Fa:2(Fe,Ca,Mg)0。 SiO?、 Ha:FeO・ A1200、
Gド ガラス質ケイ酸塩、Ma:微細粒子が析出したガラス化した領域。ミクロ組織下段はその上の枠内部を拡大。
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図 15 側o27および No.28か ら摘出した試料の組織観察結果
外観の矢印は冒式料摘出位置。XT:Fe― T卜 V―AI一Mg-0系化合物、Fa:2(Fe,Ca,Mg)0・ Si02、 Ha fe― AI-0系化合
物、GI:ガラス賢ケイ酸塩、Ma:微細粒子が析出したガラス化した領域。
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写真 1

No.22に見出された銑鉄粒およびTi

元素濃度分布の複合カラーマップ

V 自然科学的分析

れに含有されるTi、 C、 Siのカラーマップ

(C,N)の EPMAに よる反射電子組成像 (B日)と含有される

:,4J

(銑鉄粒) 釣に含有されるC、 Fe、 SIのカラーマップ

cIに含有されるCおよびFeのカラーマップ

(銃鉄組織 :Gは片状黒鉛 )

Ti(C,N)の反射電子組成像
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図16 分析した鈍器、鉄塊系資料、および鍛造薄片に含有される ou・ Nio Co三成分|ヒ
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|び鉄塊系資料、自四角 (□)は鍛造剥片、星 (*)は遺跡内およびその周辺から採取した砂鉄、人木沢野来
遺跡出土鉄鏃 [R“ :白菱形 (◇)]、 棒状銃鉄―[Rf2:白菱形 (◇)]、 過共析鋼 [Rf3:黒妻形 (◆)]、 鉄片
[Rf4:黒菱形 (◆)]、 岩手県宮古市養の神遺跡出土鉄滓混在鉄塊 [Rf5:黒妻形 (◆ )]心
ふにおいてNo.17の Ni含有量は0.00smassO/O未満|であることからカッコを付し、他―と区別した。



V 自然科学的分析

(2)放射性炭素年代測定 (AMS測定)

株式会社加速器分析研究所

(1)遺 跡 の 位 置

隠里Ⅲ遺跡は、岩手県宮古市大字八木沢第3地割字中村119-3(北緯39° 39′ 11″ 、東経 141° 55′

49″ )に所在する。閉伊川南岸の小起伏山地に立地する (標高60～ 95m)。

(2)測 定 の 意 義

遺構の前後関係および集落の継続期間を明らかにする。

(3)測 定対象試料

測定対象試料は、1号竪穴住居の床面から出土した木炭 (No。 1:IAAA-71754)、  3号住居状遺構の

床面から出上した木炭 (No.2:IAAA-71755)、 1号火葬関連施設の底面から出土した木え (No.3:

IAAA-71756)、 合計 3点である。

(4)化 学処理工程

1)メ ス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取 り除く。

2)AAA(Add Alkali Acid)処 理。酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を取り

除く。最初の酸処理ではlNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性に

なるまで希釈する。アルカリ処理では0,001～ lNの水酸化ナ トリウム水溶液 (80℃ )を用いて数

時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理ではlNの塩酸 (80℃ )

を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈 し、90℃ で乾燥する。希釈の際には、

遠心分離機を使用する。

3)試料を酸化銅lgと 共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。

4)液体窒素とエタノール・ ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素 (C02)を

精製する。

5)精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出 (水素で還元)し、グラフアイトを作

製する。

6)グ ラフアイトを内径 lmmの カソー ドにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、

加速器に装着し測定する。

(5)測 定 方 法

測定機器は、3MVタ ンデム加速器をベースとした14c_AMS専 用装置 (NEC Pelletron 9SDH-2)を

使用する。134個の試料が装填できる。浪↓定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュウ酸

(HOxⅡ )を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。また、

加速器によりHCμ2cの測定も同時に行う。
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3 隠里Ⅲ遺跡

(6)算 出 方 法

1)年代値の算出には、Libbyの半減期5568年 を使用した。
2)BP年代値は、過去において大気中の望C濃度が一定であったと仮定して測定された、1950年を
基準年として遡る単C年代である。

3)付記した誤差は、次のように算出した。

複数回の測定値について、χ2検定を行い測定値が1つの母集団とみなせる場合には測定値の統

計誤差から求めた値を用い、みなせない場合には標準誤差を用いる。

4)δ ttCの値は、通常は質量分析計を用いて測定するが、AMS測定の場合に同時に測定されるδ
BCの値を用いることもある。δ` C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。 ;パーミル)で表した。
δ ttC=[(“As-14AR)/14AR]× 1000        (1)

δ
13c=[(13As-13APDB)/13APDB]×

1000      (2)

ここで、“As:試料炭素の
ユC濃度 :c4cμc)sま たは(“cμ 3c)s

ИAR:標準現代炭素の酵C濃度 :↑4c/ψc凛または↑4cだ c)R

δ13cは、質量分析計を用いて試料炭素のEc濃度 (“As=｀CμC)を測定し、PDB(白亜紀のベ
レムナイト (矢石)類の化石)の値を基準として、それからのずれを計算した。但 し、加速器に
より測定中に同時に4C/珍Cを測定し、標準試料の測定値との比較から算出したδ BCを用いるこ

ともある。この場合には表中に 〔加速器〕と注記する。

また、△“Cは、試料炭素がδ
おC=-25.0(%。)であるとしたときのHC濃度 (HAN)に換算した

上で計算した値である。 (1)式の望C濃度を、 δ BCの測定値をもとに次式のように換算する。
ユAN=ИAs× (0,975/(1+δ おC/1000))2(“ Asと してユc/ワcを使用するとき)

または

=望As× (0。975/(1+δ おC/1000))(単Asと してИc/13cを使用するとき)
△14c=[(14AN~14AR)/ИAR]× 1000(%。 )

貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭

酸ガス中の濃度と異なるため、同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差力S大きくなる。

多 くの場合、同位体補正をしないδ“Cに相当するBP年代値が比較的よくその貝と同一時代のも
のと考えられる木片や木炭などの年代値と一致する。
14c濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として、pMc(perCent Modern Carbon)が

よく使われており、△望Cと の関係は次のようになる。

△ユC=(pMC/100-1)× 1000(%。 )
pMC=△ ИC/10+100(%)

国際的な取り決めにより、この△14cぁ るいはpMCに より、放射性炭素年代(ConventiOnal
Radiocarbon Age;yrBP)が 次のように計算される。

T=-8033× in[(△ 14c/1000)+1]

=-8033× in(pMC/100)

5)ИC年代値 と誤差は,1桁 目を四捨五入 して10年単位で表示される。

6)較正暦年代の計算では、Intca104データベース (Reimer et a1 2004)を 用い、OxCalv3.10較正
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プログラム (Bronk Ransey1995 Bronk Ransey 2001 Bronk Rarnsey,van der Plicht and

Weninger2001)を使用 した。

(7)測 定 結 果

14c年代は、1号竪穴住居の床面から出土した木炭 (No。 1:IAAA‐71754)が 1170上 30yrBP、 3号住居

状遺構の床面から出上した木炭 (No.2:IAAA‐ 71755)が1090± 30yrBP、 1号火葬関連施設の底面か

ら出土した木炭 (No.311AAA-71756)が 1020± 30yrBPである。暦年較正年代 (lσ =68.2%)は 、

No.1が770～ 900AD、 No.2が895～920AD(24.3%)・ 940～ 990AD(43.90/0)、 No。3が985～ 1025ADである。

3点には時期差が認められるが、ほぼ平安時代に含まれる年代である。化学処理および測定内容に問

題はなく、炭素含有率も十分であることから、妥当な年代と考えられる。

引用 。参考文献

Stuiver M.and Polash H.A 1977 Discussion:Reporting of 14C dattt Radiocβ rbα,19,355363

Bronk Ramsey C.1995 Radiocarbon calibration and anttysis of stratigraphyi the OxCal Prograln,Padiocarbon 3712),

425-430

Bronk Ramsey C.2001 Development of the Radiocarbon Program OxCal,RaJi9carb伽 43(2A),355-363

Bronk Ramsey C.,van der Plicht J.and We� nger B.2001 Wiggle Matchingi radiocarbon datts,Radiocarbon 43(2A),

381-389

Reirner,P」 .et al.2004 1ntCa104 terrestrial radiocarbon age calibration,0 26cЛ  kyr BP,Radiocarb伽 46,102併1058
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3 隠里Ⅲ遺跡

IAA Code No. 料試 BP年代および炭素の同位体比

IAAッ -ヽ71754

#1993-1

試料採取場所 :岩手県宮古市大字八木沢第3地割

字中村119-3隠里Ⅲ遺跡

試料形態 :  木炭

試料名(番号): No.1

Libbyッ gヽe (yrBP) :1,170±         30

δ13c o侮 )、 (カロ速基|)=-25.37±      067

△14c(%。)     =-135.8■      3.4

pMC (▼%)      =86.42±       0,34

(参考)      δ BCの補正無し

δ14c (%。 )       =-136.4±       3.2

ph/1C (▼る)       =8636±      032

Age(yrBP)     :1,180±       30

IF【AA-71755

#1993-2

試料採取場所 :岩手県宮古市大字八木沢第3地割

字中村119-3隠里Ⅲ遺跡

試料形態 :  木炭

試料名(番号): No.2

Libby Age (yrBP) :1,090±       30

δ ttC(‰ )、 働日速器)=-25.84±   057

△HC(‰)    =-127.3±    3.4

ⅢIC (%)        =87.27±       034

(参考)      δ Bcの補正無し

δ14c (%。 )       =-128.8±       3.2

p�IC (与る)       =8712±      0.32

Age(yrBP)     :1,1lo■       30

IAAA-71756

#1993-3

試料採取場所 :岩手県宮古市大字人木沢第3地割

宇中村119-3隠里Ⅲ遺跡

試料形態 :  木炭

試料名(番号): No.3

Libby Age (yrBP) :1,020±         30

∂13C (‰ )、 (力日速器)=-24.30±    067

△'C(‰)    =-119.8±    3.4

pA/1C (%)      =88.02■       0.34

(参考)      ∂Bcの補正無し

δ14c (%。 )       =-118.5±       3.2

p�EC (▼あ)       =88.15±       0.32

Age (yrBP)    :1,01o±       30

参考資料 :暦年較正用年代

IAA Code No 試料番号 Libby Age(yrBP)

IAAA-71754 No.ユ 1172 十一

IAAA-71755 No 2 1094 ± 30

Ip【 AA-71756 No.3 1024 ±31

ここに記載するLibby Age(年 代値)と 誤差は下 1桁を丸めない値です。

―-234-―



V 自然科学的分析

【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determination】

Amosphenc data ton Relmer et a C2004jゃ xC工 Y310 BrorkRanscy 12005〉 cub rS sと 12 prob l■ splcL‐onl

No.1:1172■31BP
68.2%probability
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1        1

500CalAD 600CalAD 700CalAD 800CalAD 900CalAD1000CalAD1100CalAD
使用プログラム・ 0=Cal v3 10

Calibrated date

【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determination】
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Amosphcrlc Sata toH R説 藤r ettt K2004jiOxCal waと oB.OntRamseン K200S)iCub r5 s■ 12弾ob usplcroal
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3 隠里Ⅲ遺跡
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Ⅵ 総 括

今回の木戸井内Ⅳ遺跡、隠里Ⅲ遺跡の各遺跡発掘調査および整理作業を通じて明らかになった事項

は下記のとおりである。

木戸井内Ⅳ遺跡

(1)立    地

遺跡は、宮古湾から西へ約3.3kmの 地点に位置する小起伏山地に立地する。東側には東西に樹枝状

に連なる小丘陵が存在し、木戸井内Ⅳ遺跡はそこから続く西向き尾根とその斜面、および谷部に位置

する。今回の調査では縄文時代から近現代までの遺構や遺物が多数確認され、遺構は尾根頂部～南向

き斜面裾の緩斜面に集中する傾向が見られた。

(2)遺 構

検出した遺構は、縄文時代の竪穴住居 2棟、土坑 6基、奈良時代の竪穴住居 1棟、平安時代の竪穴

住居 9棟、中世の竪穴建物 2棟、近世の炭窯 1基、畑 6箇所、雨裂 1条、墓 5基、時期不明の住居状

遺構 1棟、焼土遺構 3基、土坑 9基である。

谷部ではⅣ層付近まで掘 り下げると断続的な湧水があり、Ⅳ層以下には縄文時代の遺物を疎らに包

含する層が堆積している。

①縄文時代の遺構

A)竪穴住居
2棟は調査区北谷の西向き斜面裾に近接して位置している。規模はS101が 5.5m、 S102が6.7mで、両

者ともに平面プランは楕円形を呈する。炉構築位置はともに床面中央部である。炉の形態は石囲炉で、

構築手法は、円形に地面を掘り窪め、角礫を配するという点で共通している。炉の周囲には 4本の柱

が巡る。

時期については出土遺物がほとんど無く、S102の炉内から土器小片が 1点出上したのみである。詳

細は不明であるが、出土遺物から縄文時代中期、若しくは弥生時代と推定される。

B)土坑

南尾根、中央尾根から6基を検出した。平面形は円形を呈し、規模は0。 75～3.3mの範囲に収まる。

1～ 3号土坑は底面に十字状の溝が切られ、中央に小穴を持つ。これらは北上市鳩岡崎上の台遺跡
el)、

西和賀町峠山牧場 I遺跡B地区 健
2)な どに同形態の類例があり、前者では土坑埋土中から縄支時代前

期の遺物がまとまって出土している。後者で検出されたRDll土坑からは埋土中から炭化種子 (ク リ・

ドングリ)、 床上から埋土下位にかけて縄文時代前期末葉の土器が出土している
e3)。
本遺跡において

も土坑の形状、縄文時代前期の土器片が出土すること、およびこれまでの調査事例から縄文時代前期

の貯蔵穴であると推定される。

②奈良時代の遺構

A)竪穴住居

南尾根から1棟検出した。規模は6.56mで、本遺跡における古代の竪穴住居のなかでは大形である。
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1 木戸井内Ⅳ遺跡

A

鳩岡崎上の合遺跡

0      1:80     2m

峠山牧場 I遺跡 B地区

主柱穴は床面北側から2個確認されている。床面南側においては柱穴が未確認であるが、斜面下位の

崩落・流出のため消失した可能性が高いと考えられる。

カマドは北側壁の中央に設置されている。構築手法は礫を芯材にして、責掲色粘質シルトを貼 りつ

けて袖を構築している。煙道は割 り貫き式である。貼 り床はほぼ全面に認められるが、斜面下位で厚

い。このほか内部施設としては壁溝、小ピット類がある。構築時期は遺物から8世紀代と推定される。

③平安時代の遺構

A)竪穴住居

南尾根、南谷、北尾根、北谷から検出した。規模は1.85～ 6.04mで、奈良時代のものよりも小規模と

なる。本遺跡の平安時代の住居においては 7号竪穴住居をのぞいて床面上に主柱穴が確認されておら

ず、住居の規模が構造に反映していると推定される。 1号竪穴住居においては 2時期あり、カマ ドが

はじめ西側に作られ、その後北側に作 り変えが行われた様子が判明した。 9号竪穴住居は斜面部に接

して作られている為、斜面裾を切って住居の壁を構築し、更に周辺に狭いテラス状の平場を作 り出し

ている。平場上には支柱穴と思われる小穴があり、屋根がふきおろされてあったと推定される。 7号

竪穴住居は、床面が全体的に焼けて赤く変色し、炭化材が多数出上したことから焼失住居であると認

定した。この上壌 (お よそ612ゼ )に舟しフローテーションを行った。その結果、オオムギ、ヒエ、ア

ワ、イネ、マメ科など多種の炭化種子が得られている (詳細は分析 。鑑定の項参照)。

④中世の遺構

A)竪穴建物
南尾根から2棟検出した。規模は検出範囲で7.5m前後を測るが、現代の樹木伐採・搬出道路に切ら

れ全容は不明である。床面の壁に近いところには規則的に径20～60cm程の柱穴が並ぶ。床面上の柱列

には 2列あり、初期は北東―南西方向で作られていた建物が、その後、軸を少しずらして北―南方向

に建て替えられていることが判明した。新期の建物は床面中央部が赤く焼けており、周囲からは一部

が黒く変色した扁平礫と、鉄淳 1点が出土している。これらの状況から建物の内部で鍛錬鍛冶が行わ

れていた可能性を想定し、鍛造剥片の抽出作業を試みているが、鍛造剥片は未検出である。建物内部

からは永楽通賓が 2点、薄い木片に載った状態で出上している。

⑤近世の遺構

A)炭窯

炭窯は北谷部で 1基見つかった。北向き斜面に構築され、窯回の位置する斜面下位の壁は、上位の

斜面堆積土を人工的に削って造成した盛上の中に築かれている。同形態の炭窯は過去に宮古市教育委
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Ⅵ 総括

員会によって北谷斜面下側の調査が行われた際にも2基が確認されており、明治以降の所産である可

能性が高いと報告されている
備4)。 このほかH19年度調査が行われ、近接する人木沢Ⅱ遺跡においても

同様の炭窯が調査されている
は)。
平面の形は卵型に近いもので、窯口偵Jが狭い。窯体天丼部は崩落し

ていたが、北側に窯口 (焚 き口)、 中央部に炭を焼成した燃焼室、南側斜面上位に排煙口 (煙出し)が

構築されている。このような構造は近世には存在する形態であること、調査区の雑物撤去の際に周辺

から窯小屋の廃材の可能性のあるトタンやレンガ類が多数出土していることから、近現代の炭窯であ

る可能性が高いと推定される。

B)畑

近世の畑跡は北谷部、南谷部であわせて244∬検出されている。検出面はいずれも表土除去後のⅡ層

上面である。このうち北谷部では I A10fグ リッド付近で斜面裾を開削した際の責褐色土層が畑の一

部を直接覆っているのが確認された。また、北谷調査区内の尾根斜面裾部では表土直下で基盤のマサ

土層となり、斜面据部を人工的に開削した後に炭窯が構築されている様子が判明した。このことから

畝を覆っていた黄褐色土層の形成要因として最も考えられるのは、地形改変時に斜面裾部を削ったマ

サ土の二次堆積層であると考えられる。メインベルト③においても斜面上方からの人為堆積層が確認

されている。いっぽう南谷においても斜面裾で表土直下のマサ土層上で畑耕作痕が微かに確認され、

北谷同様の状況が確認された。このことは斜面裾を開削して狭小な谷幅を広げ、畑作耕地を営むこと

と炭窯の構築が連動して行われていたことを示唆するものと思われる。これらの事から、本遺跡検出

の畑は炭窯が作られる以前に営まれ、あまり時間をおかずに人為堆積層 (斜面裾開削時の盛土)に よ

って埋没したものと考えられる。層序から耕作時期は近世以降と推定されたが、一方で土壊の理科学

的な分析も必要と考え、プラントオパール分析、花粉分析、放射性炭素年代測定 (AMS測定)を実施

している (詳細は分析・鑑定の項参照)。 このうち年代測定については未補正で2920± 50年 BPと いう

数値が得られ、層位的事実と相反する結果となった。耕地という特性上、耕作に伴う撹拌などにより

古期の炭化物が混入した為と考えられる。

C)墓

南谷斜面下位から墓坑が 4基検出された。埋土からは成人骨 5体分と、寛永通賓、キセルなどの副

葬品が共伴している。墓坑には伴っていないが近接地点の表土中から墓碑が 2点出土し、それぞれ正

徳 4年、享保 2年の銘が確認された。また、調査開始前には同地点から宝永 2年の銘を持つ墓碑が他

所に移転されている。これを含めると確認された墓碑の年代幅は1705～1717年 ということになり、近

世前半代の墓域であることが判明した。

D)雨裂

南谷から自然の流路 (雨裂)が 1箇所検出されている (写真図版25参照)。 時期は不明であるが、堆

積土中から鉄滓や鉄釘などが比較的多く出土している。調査区内からみつかる鉄津の多くがこの地点

に集中し、大形の椀形淳、鉄塊系資料、含鉄鉄淳などが含まれている。このことは沢の上位、東の山

側の近傍に鉄製作に関連する工房が存在している可能性を示唆するものと考えられ、流れ込みにより

低位の谷に堆積したものと推測される。

(3)ま  と め

調査の結果、縄文時代から近現代までの遺構や遺物が確認され、この地が居住域、貯蔵域、生産域

などとして断続的に利用されていたことが判明した。特に遺構は殆どが尾根上もしくは南向き斜面の

裾部に沿って作られており、いずれの時代も占地において似た傾向を示している。縄文時代において
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2 隠里Ⅲ遺跡

は北谷部の黒色土中から少量ながら縄文時代前期～中期を主体 とする土器が疎 らに出上 してお り、周

囲からの流れ込みによって低地に堆積 したものと思われる。縄文時代の集落については今次調査で北

谷部から前期の上坑 (貯蔵穴含む)6基 、縄文時代中期から弥生時代の可能性のある竪穴住居 2棟が
検出されているほか、宮古市教委による木戸井内Ⅳ遺跡調査時に中央尾根先端部から前期の竪穴住居

3棟 (大木 4式期 )、 土坑 2基、陥し穴 3基が確認されていることから、調査区の周辺に小規模な集落

が更に点在 している可能性が想定される①古代においては集落規模が広範囲に拡大 し、南向き緩斜面

だけでなく尾根上にも分布するようになる。遺物による時期変遷からは概ね 8世紀代から10世紀代 ま

で存続 した可能性のある集落であることが判明した。中世においては南尾根部先端から工房の可能性

のある竪穴建物が 2棟検出されたのみで、居住域 としての土地利用が途絶えている。近世以降になる

と、再び谷部～谷に面 した斜面裾部を中心に人工的な改変が加えられ、積極的な土地利用がなされる。

遺構からは人工的に斜面裾を開削 して炭窯が作 られ始め、それと前後するように畑が営まれる様子が

看取された。

南谷部の谷筋を中心に鉄淳が出上 していることについては、本調査区内から古代鉄生産にかかわる

ような遺構は確認されていないが、木戸井内Ⅱ・Ⅲ遺跡において古代の木炭窯が検出されていること、

市教委調査の木戸井内Ⅳ遺跡において平安時代の竪穴跡床面から刀子、環状鉄製品が出土 してお り、

調査区域の近傍に鉄生産にかかわる工房が存在 している可能性が高いと推祭される。

言主

(註 1)(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター1996『鳩岡崎上の台遺跡発掘調査報告書」岩文埋調報第240集

(註 2)(財 )岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センター2000『峠山牧場I遺跡B地区発掘調査報告書』岩文埋調報第320集

(註 3)県内の調査例ではこれと同形態の土坑は縄文時代前期に多いが、それ以外の時期にも散見される。(財)岩手県文
化振興事業団埋蔵文化財センター2000『上野平遺跡発掘調査報告書』岩文埋調報第333集

(註 4)同形態の炭窯は過去に宮古市教育委員会によって北谷斜面下側の調査が行われた際にも2基が確認されており、
明治以降の所産である可能性が高いと報告されている。岩手県宮古市教育委員会2006『木戸井内Ⅳ遺跡』宮古

市埋蔵文化財調査報告書68

(註 5)(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター2008『八木沢H遺跡・人木沢ラントノ沢I遺跡発掘調査報告書』
岩文埋調報第528集

隠 里 Ⅲ 遺 跡

(1)立   地

遺跡は、宮古湾から西へ約3.3kmの地点に位置する小起伏山地に立地する。調査区はこのうち東、西、

南側へ樹枝状に延びる尾根群とその谷間からなり、標高74～ 95mを測る。今回の調査では主に平安時

代を中心とする遺構や遺物が確認された。遺構は調査区南半部に集中し、南向き尾根頂部から谷部斜

面上位にかけて集中する傾向が見られた。また、東谷部ではⅡ層以下に平安時代の鉄淳、羽口片を含

む層が堆積しており、疎らな廃滓場が形成されている。

(2)遺 構

検出した遺構は、平安時代の竪穴住居 4棟、竪穴住居状遺構 (工房含む)9棟、土坑14基、大溝 1
条、炭窯 2基、焼土遺構 6基、集石遺構 1基、遺物包含層 (廃淳場)2箇所である。
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Ⅵ 総括

①平安時代の遺構

A)竪穴住居

4棟は調査区南半部の南尾根～東谷斜面上位～裾部にかけて位置する。 1号竪穴住居は規模が7.47

mと、本遺跡のなかでは最も大形である。共伴遺物としては主に平安時代の発が出土しているが、こ

のほか灰釉陶器壷瓶類片が埋土中から1点出上している。本住居床面出土の炭化材を対象に放射性炭

素年代測定 (AMS測 定)を 実施した結果、暦年較正年代で770～ 900ADの数値が得られている (分

析・鑑定の項参照)。 2号竪穴住居は一回り小さく規模は3.78mを測る。カマドは石を組んで作られ煙

道は割 り貫き式である。東谷の谷頭からは石組みの炉を持つ 3号竪穴住居が検出されている。 3号竪

穴住居は 8号住居状遺構 (工房)の廃絶後、やや北側に位置をずらして構築されており、規模は6.14

mを測る。本住居のカマ ドは今回検出した住居のなかで唯一壁を掘 り込んだ煙道を持たない。同様の

例は沿岸北部地方の古代の大規模集落である島田Ⅱ遺跡にも数棟類例があり (S1141A、 S1119ほ か)、

煙道の長いもの→煙道のきわめて短いもの→煙道を持たないものへと変遷が辿れる可能性が指摘され

ている。また、鍛冶関連の炉跡が多い地区には煙道のきわめて短い住居は存在するが、鍛冶関連の炉

跡が殆どない地区では存在しないという関連性が認められるという。本遺跡においても3号竪穴住居

周辺から複数の工房が検出されていることから、この傾向が当てはまる。また、 3号竪穴住居の床面

からは遺物として小皿片と共に灰釉陶器片が比較的多数出土しており、特徴的である。 4号竪穴住居

はカマ ドの作 りかえが行われ、北側と西側にカマ ドを持つことが判明している。その後、住居床面を

再利用するかたちで 7号住居状遺構 (工房)。 1号火葬関連遺構が構築されているため、本来住居に伴

うカマ ド・その他の付属施設の状況が不明となっている。

B)住居状遺構

南半部から9棟が検出されている。斜面に立地する為全体的に残存状況が悪く、全体の規模・形状

は不明である。ここでは、煙道を持たない竪穴住居の可能性のあるもの (9号住居状遺構 )、 鉄製作に

かかわる工房、工房かどうか性格が曖昧なもの、複合的な性格を有するものを一括して扱った。

9号住居状遺構は規模4.8mを測る。斜面下位にあたる南半部は残存しない。北側の壁に近いところ

から径60cmほ どの焼土と土坑が検出され、土坑埋土中から土製支脚が 1個体分出上している。また、

壁際の焼土に対しフローテーション法による炭化種子の抽出を試みた結果、イネ、オオムギなどが検

出されている。このことから食料の加熱調理等が行われていた可能性が想定できる。カマ ド煙道、礫

抜き取り痕等は確認できなかったが、炭化種子や土製支脚が検出されていることもあり、煙道を持た

ない形態の竪穴住居の可能性も残される。また、西側床面から台石の可能性のある扁平礫が検出され

ていることから鍛冶工房を想定し、焼土及び床面の土壌を洗浄、鍛造剥片の抽出を試みている。その

結果、鍛造剥片が■4.31g、 粒状淳が0.01g検出され、建物内部で鍛錬鍛冶が行われていた可能性が高

いことが半J明 した。

B')住居状遺構 (工房)

東谷部から2棟確認されている。全体的に埋上が薄いことに加え、他遺構と重複しており、新旧の

把握が困難であった。 7号住居状遺構 (工房)は 4号竪穴住居の床面をそのまま鍛錬鍛冶工房として

再利用している。工房内のPl(鍛冶炉)には馬蹄形の区画 (壁)があり、区画の内部はピット状に窪

み、一部が淡く赤変していた。ピット内部および馬蹄形の壁周辺部からは鍛造剥片が多量に検出され

ている。馬蹄形の区画 (壁)に関しては、土壌洗浄の後、抽出された微細遺物分類の結果、鍛造剥片

(30,70/0)、 剥片状鉄淳 (25.3%)、 含鉄鉄津 (20.30/0)、 鉄塊系資料 (15%)、 流状淳 (8.70/0)な どで構成

されていることが判明した。仮に鍛冶炉に伴う壁体とすれば、スサの代わりの構築材として鉄淳類を
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2 隠里Ⅲ遺跡

転用した可能性が考えられる。近接して出上した 2点の花筒岩礫については、劣化により表面の剥離

が進んでいるが、表面の赤変、鉄津状の付着物があることから、台石 (金床石)であったと考えられ

る。このほか床面からは人為的に鍛造剥片が集められたP3(ピ ット)と、周辺部から直径 2 cmほ どの

先端部の九い孔が多数あけられた砂岩製の大形礫などが検出されている①これについては鍛錬鍛冶の

際に用いられる花尚岩製の台石とは様オロが異なることから、鍛冶以外の工程が行われていた可能性が

想定される。いっぽう、本遺構の床面からは多量の鉄津・羽口が出土している。これらは元位置を留

めておらず、遺構内で使用され廃棄されたか、他所から廃棄された状況を示すものと判断された。ま

た、これら鉄津類の中には製錬工程に伴うと見られる大形の流状津が混在していた。これについては

製錬に伴う遺構が未確認であるため、供給先など詳細については明らかにできなかった。

いっぽう東谷部隣接の未調査区をはじめ、調査区周辺は地形的に工房の立地に適してお り、製錬工

程を行った工房群が近くに存在する可能性も残される。また、大形の流状淳 (太い柱状)については

近接する製鉄遺跡から搬入された可能性もあり、平成19年度に本調査が行われた賽の神遺跡もその例

に漏れない。

8号住居状遺構 (工房)は重複する 3号竪穴住居より古い時期の鍛錬鍛冶工房である。床面からは

鍛造剥片を多量に含むPl(鍛冶炉)と 、周辺部から鉄錆の付着する台石片、鍛冶炉周辺に鍛造剥片が

集中するエリア、流状淳 (細い柱状)のみがまとまって出土するP2(ピ ット)が検出された。土坑の

遺物出土状況から、これらの津を集めて保管していたと推定される。

以上の遺構からは、いずれも鍛錬鍛冶の痕跡が確認されたが、この他の工程が複合的に行われてい

たかどうかを遺構から言及することはできない。しかしながら8号住居状遺構の床面ピット1か らま

とまって出土した流状津 (細い柱状)、 細かく分割された流状淳 (ダイス状)の存在は興味深い。

C)鍛冶炉

1号鍛冶炉は 7号住居状遺構と北西隅で重複し、これより新しい。当初、単独の土坑、焼土遺構と

してそれぞれ精査を行ったが、後に埋土から剥片状鉄淳51.2g、 鍛造剥片204g、 粒状淳 (大 )17g、

粒状津 (小 )1.8g、 流状津 (ダイス状)5.5g、 流状津 (その他)136.lg、 鉄塊系資料410g、 含鉄鉄

淳84g、 鉄分の少ない鉄津144g、 河ヽ片一括554.8g、 炉壁 。羽口溶着淳17.4gが検出されたこと、お

よび平面形状などにより炉の可能性があると判断したものである。類例 としては島田Ⅱ遺跡の

SXW29。 SXW32な どの調査例があり、SXW29か らは坦土上位から多量の鍛冶津と炭化物 (ク リ)が

出土している。土坑部は 7号住居状遺構の精査時に埋土と共に掘削してしまい不明であるが、住居状

遺構の埋土と類似する黒褐色土主体で構成されるものである。焼上部からは多量の炭化種子 (ク リ・

イネ)、 塊状炭化種子が出土しており、鍛冶炉の 2次的な利用が行われていたものと推定される。

D)火葬関連施設

本遺構については形状、壁面が熱を受け淡く赤変している状況、灰釉陶器という出土遺物の特殊性

から、火葬関連施設としての可能性が想定される。本遺構においては底面出上の炭化材 (ケ ヤキ)を

もとに放射性炭素年代測定を実施しており、10世紀後半～11世紀前半の年代であること力WJ明 してい

る。東北地方の該期の埋葬施設としては土坑墓が一般的であるが、雄物川流域、秋田城周辺では火葬

墓も若干見られる。秋田県の岩土山火葬墓 (9世紀後半～10世紀前半)は 自然の窪地に木炭を敷き蔵

骨器を埋納したもので、蔵骨器に土師器の甕、蓋は土師器鉢が使用される。南台火葬墓 (9世紀後半

～10世紀前半)は木炭で囲まれた土師器短頸壷と須恵器壷の蔵骨器 2基が発見されている。秋田城跡

第67次調査は 9世紀後半の土坑で、灰釉陶器とかわらけなどが出土している。小出Ⅱ遺跡は10世紀前

半の火葬墓で、土師器甕と郭が蔵骨器として使用される。関東地方では茨城県の鹿の子遺跡第46号土
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坑、第122号土坑などの例があり、長方形の土坑から灰釉陶器の長頸瓶や土師器の椀が出土している。

本遺構の場合、土坑は規模1.14× 0.7mの 隅丸長方形を呈し、土坑の北側壁面が淡く赤色変化していた

こと、炭化材が底面に敷き詰められていたこと、内部から灰利陶器瓶の顎部が出土していることなど

の状況から判断して埋葬にかかわる施設の可能性があると思われる。但し、骨片が未検出であるため、

可能性のみを指摘するに留めたい。

E)土坑

平面形は隅角円形を呈し、規模は0.67～ 3.12mの間に収まる。特に南尾根上に分布の集中が見られ、

竪穴住居と重複するものも多い。 6号土坑の底部からは、住居カマ ドに使用された礫と同じ石質の礫

が廃棄されている。このことから住居と同時期か、それより新しいと考えられる。 8号土坑は掘削時

の断面観察から住居より古期であると判断している。これらは当初、形状から縄文時代の貯蔵穴と予

想し、調査を開始したが、双方の土坑埋土～床面からは土師器奏片が出土しており、古代の土坑であ

ると認定している。同様な形状の上坑は、南尾根を中心に検出され、やはり遺物として土師器が出土

する。 8号土坑底面の上壌大コンテナ 1箱分を対象としてフローテーションを実施した結果、オオム

ギ、イネなどの炭化種子が得られている。 5号土坑の埋土からは製塩土器に類似する破片が出土して

おり、近接し上製支脚が出上している 9号住居状遺構との関連性が想定される。これらのことから平

安時代の貯蔵穴と推定される。

F)炭窯

炭窯は南谷部の斜面上位から2基を検出した。残存する底面プランは長方形を呈する。これらの底

面には炭化材が殆ど残っていないが、 2号木炭窯からは炭化材の小ブロックが検出されており、鑑定

の結果ケヤキであることが判明している。同形態の炭窯についてはこれまでも沿岸中央部での調査例

が複数あり、その多くが鉄生産にかかわる遺構との関連性が指摘されている。近接する木戸井内Ⅱ・

Ⅲ遺跡でも2基が確認されている∝°。周辺の遺構分布等から、鉄生産に関連する施設に木炭を供給す

る目的で造営された古代の炭窯と推定される。

G)廃淳場

東谷部から2箇所確認されている。表土下の黒掲色～黒色層中から多数の羽口、鉄津が出土した。

これは斜面上にある工房から廃棄されたものが沢筋に堆積して形成されたものと考えられる。

1号廃淳場 :8号住居状遺構の下層に約40∬ に亘って形成されており、大コンテナ 1箱分の鉄淳・

羽口が出土している。分類・計測の結果、椀形淳2201.6g、 流状津 (太い柱状)613.3g、 流状滓 (ダ

イス状)624.8g、 流状津 (細い柱状)41.3g、 流状淳 (その他)207.2g、 鉄塊系資料611.5g、 含鉄鉄

淳278.4g、 鉄分の少ない鉄淳73.5g、 炉壁・羽口溶着津43.3g、 炉壁片 9g、 羽口片119.3gで、椀形

淳と流状淳の出土割合が高いことが判明した。

2号廃淳場 :東谷部グリッド付近に250∬に亘って形成されており、最も層厚の厚い部分で80cmを測

る。あわせて大コンテナ 8箱分の鉄淳・羽口が出土している。分類・計測の結果は、椀形淳7541.5g、

流状津 (ダイス状)618.6g、 流状淳 (その他)855.2g、 鉄塊系資料4745,4g、 含鉄鉄淳3652g、 鉄分

の少ない鉄淳543.lg、 炉壁・羽口溶着淳497.5g、 羽口片280gと なり、椀形津と鉄塊系資料の出土割

合が高いことが判明した。

言主

(註 6)岩手県宮古市教育委員会2000『木戸井内Ⅱ遺跡。木戸井内Ⅲ遺跡。上村Ⅲ遺跡』宮古市埋蔵文化財調査報告書56
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同報告書内では宮古管内を中心とする古代木炭窯について詳しく述べられている。本遺跡で確認した木炭窯 2

基は木戸井内Ⅱ・Ⅲ遺跡分類ではL型 (軸長比 3以上)に該当するものである。

(3)ま  と め

隠里Ⅲ遺跡では、10世紀代を中心とする平安時代の竪穴住居、貯蔵穴のほか、鉄生産に関連した遺

構・遺物が確認され、調査区南半部に鉄づくりを行った古代集落が形成されていたことが判明した。

一方、谷幅が狭 く急峻な北半部では焼土遺構が 2基確認されたに過ぎず、南半部とは対照的な様相を

呈する。

調査区南半部において、竪穴住居・土坑など居住・貯蔵に関わる遺構は南尾根全域～東谷部斜面上

位に分布が集中する傾向があり、住居状遺構 (工房)な どの鉄生産に関わる遺構は東谷部の斜面上位

に纏まりを持つ。そのなかで、炭窯のみがこれらの遺構と離れて西谷部の斜面上位に単独で存在して

いる。廃淳場は東谷部の沢筋に形成され、表土下の黒色土中から縄文・弥生土器少量と共に土師器・

羽口片、鉄津類が出土しており、周囲からの投げ込みや流れ込みによって低地の谷に堆積した状況を

示している。

縄文時代の遺構については本調査区内からは未検出であるが、沢筋黒色土より少量ながら土器片が

出していること、南に隣接する人木沢Ⅱ遺跡において縄文時代中期の竪穴住居、土坑、埋設土器など

が検出されていること、北に隣接する木戸井内Ⅳ遺跡から、縄文時代前期の貯蔵穴が検出されている

ことなどから、調査区の周辺に小規模な集落が点在している可能性が高い。

古代の遺構については、南向き緩斜面および尾根上に遺構の分布が集中する。遺物による遺構の時

期変遷からは概ね10世紀代を中心とする集落であることが判明した。AMS法による放射性炭素年代測
定による結果もこれを裏付けている。この時期には住居に近接するように鉄生産に関わる工房が存在

し、建物内部で鍛錬鍛冶が行われていることが判明した。

特筆されるのは、東谷部の竪穴住居床面および土坑底面から出土した灰釉陶器片である。灰釉陶器

自体は当時隆盛期にあった多賀城まではふんだんに流通するのに対し、本県、とりわけ沿岸地方での

出土例は稀であることから、東海産の灰釉陶器の所有が、集回の地域の中での経済力を示すと同時に、

10世紀代の多賀城の一つの動きのなかで灰釉陶器が宮古まで流通する道筋が存在したことを示唆して

いる。灰釉陶器の役割、価値観をものがたる好資料である。
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木戸井内Ⅳ遺跡における古代の土器の出土傾向

奈良時代のS103と平安時代の焼失住居であるS107を 除いては、遺構内であっても殆ど遺物が出土せ

ず、あっても数点程度の出土状況を示す。これは同時期の周辺遺跡においても認められる傾向である。

このため本遺跡における遺構内出土土器では、総量が少なく個々の検討を行うまでに至らないことか

ら、本報告では基本的にセット関係の提示を行うに止める。

本遺跡の土師器には製作に際してロクロを使用するものと、使用しないものがあり、これらを主な

属性としながら、器形、製作 。調整技法 (底部再調整・ハケメ調整の有無)、 器種構成 (高台付必の有

無)な どの組成に基づき、次のようなグルーピングを行った。

* なお、本来は遺構に確実に伴う遺物を姑象として検討を行うべきであるが、点数が少なく、かつ検出面からの埋土

も浅いため全ての破片資料を掲載姑象とした。

I群

土師器の製作に際し、ロクロを使用しないもの。器種には郭、小形奏、長胴甕、球胴奏があり、須

恵器は共伴しない。イは体部上半部に沈線による段が巡り、底部は平底風の丸底を呈する。調整は、

外面ハケメ十一部ミガキ、内面ミガキ +黒色処理される。小形甕は外面ナデ+ミ ガキ、内面ハケメ調

整される。長胴奏は口縁部が「く」の字に屈曲して外傾する。体部調整は外面ハケメ十一部ミガキ、

内面調整はハケメ、ナデによる。底部に木葉痕が付 くものが多い。球胴甕は底部から大きく外傾し体

都中央に最大径を持つ。調整は外面ハケメ十一部ミガキ、内面ハケメ調整される。底部に木葉痕が付

いている (3号竪穴住居のみ該当)。

I群

土師器製作に際し、ロクロを使用するものと非ロクロのものが混在する。須恵器甕壷類が共伴する。

器種は郭、小形奏、長胴奏、須恵器甕壺類で構成される。郭は全てロクロを使用して製作され、外面

ロクロナデ、内面ミガキ十黒色処理される。小形甕は製作に際しロクロを使用するものと非ロクロの

ものが混在する。小片であるため全体の器形は不明であるが、ロクロ小形甕は回縁部が短 く外反する

もので、内外面共にロクロナデ調整のみが施される。非ロクロのものは口縁部が短 く外反し、外面ケ

ズリもしくはナデ、内面ナデ調整されるものが多い。長胴甕は非ロクロで製作される。口縁部が短く

外反するが、直立に近くルーズに立ち上がるものも存在する。調整は外面ケズリかナデ、内面ナデ調

整される (一部内面ハケメ調整が見られる)。 底部に木葉痕を持つものが多い。須恵器甕壺片が一部混

在する (4号・ 6号・ 7号 。10号 。12号竪穴住居が該当)。

Ⅲ群

土師器の製作に際し、ロクロを使用するものと非ロクロのものが混在する。残存状態が不良で、全

体の器形が判明するものは皆無である。器種は高台付郭、小形奏、長胴奏、製塩土器で構成され、出

上した個体のなかで須恵器は未検出である。高台付郭は台部のみで詳細は不明であるが、ロクロを使

用して製作され、内面ミガキ+黒色処理される。高台部はやや長脚状を呈する。小形奏は口縁部のみ

で詳細は不明である。非ロクロで製作され、口縁部は短く外反する。外面調整はケズリ、内面はナデ

調整される。長胴奏はロクロと非ロクロの両方が存在し、非ロクロのものは外面ナデ十一部ケズリ・

ハケメ調整ミガキ調整は皆無、内面ナデとハケメ調整が同程度存在する。口縁部形態はほぼ直立する

もの、「 (」 字状に外反するもの双方がある。ロクロ使用甕は上半部ロクロナデ十下半部ナデのものが
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ある。口縁部の形態は残存せず不明である。製塩土器としたものは粘土紐積み上げ痕跡が明瞭で厚手、

黄～赤褐色を呈する (9号竪穴住居が該当)。

* 長胴甕の頸部形態には、屈曲が強く「く」字状を呈するもの、短く外反するもの、短く外傾す
るもの、全体に「 (」 字状に外湾するもの等複数のタイプが認められる。底部がやや張り出すものにつ

いては、 I～ Ⅱ群通して散見される程度で、強い張 り出しを持つものは見られない。これらの特徴は
更に細分の余地があるのかも知れないが、現時点では一括している。

隠里Ⅲ遺跡における古代の土器の出土傾向

隠里Ⅲ遺跡における出土土器も総量が少なく器種毎の検討を行うまでに至らないことから、木戸井

内Ⅳ遺跡と同様、本報告では基本的にセット関係の提示を行うに止めたい。本遺跡における土師器の

郭は、すべて製作に際してロクロが使用され、木戸井内Ⅳ遺跡と比較して新相である。また、隠里Ⅲ

遺跡においては図Aに見られるような遺構間の新旧関係が認められている。本項ではその中で灰釉陶

器と小皿の関係に着目した。すなわち小皿と灰釉陶器は本遺跡において共伴関係にあり、加えて出土

した灰釉陶器はすべて壺瓶類で同一個体の可能性が高く、同時性を示すと推定されたのである。この

ことから灰釉陶器と小皿が出土する遺構に関してはひとつのグループとしてまとめることが可能と考

え、次のようにグルーピングを行った。また、遺構内出土炭化材の放射性炭素年代測定を4箇所で実

施しており、これらの結果も加味した。

なお、本来は床面直上の遺物など、遺構に確実に伴うものを対象として検討を行うべきであるが、

出土点数が少ないため、また、検出面からの遺構埋土が浅いため、全ての破片資料を対象とした。

I群

器種には必、小皿、小形奏、長胴奏、製塩土器があり、須恵器は共伴しない。郭はロクロを使用 し

て製作される。器形は不明であるが、内面はミガキ +黒色処理される。小形奏は 1点のみ該当する。

非ロクロで作成され、体部中央に最大径を持つ。内外面ともにナデ調整される。長胴甕は全て非ロク

ロで製作される。いずれも小片で器形は不明である。内外面共にナデ調整される。口縁部は短く外反

するものや「 (」 字状に外反するもの、「く」字状に短く外傾するものなどがある。底部は磨耗したも

のが多い為不明である。製塩土器は全器形が判明するものは無い。粘土紐積み上げ痕跡が顕著である。

赤褐色～黄褐色を呈し、焼成は良い (7号住居状 (工房)、 9号住居状、6。 7・ 9。 11号土坑が該当)。
I群

器種は郭、小皿、小形甕、長胴甕、須恵器甕壷類で構成され、ほかに灰釉陶器瓶類が共伴する。郭

はロクロを用いて製作され、体部は丸みを帯び、内湾して立ち上がり、日縁端部のみごく短く外反す

る。内面ミガキ+黒色処理される。底部は不明である。また、分類上は必としているが、器高3.6cm前

後で底部から鋭角的に直線的に外傾して立ち上がり、日縁部に至って外反する、小皿に近い器形のも

のも存在する。小皿は器高2.5cm前後で底部から大きく開いて緩やかに外傾するものである。成形は、

底部粘土塊から直接挽き出さず、日縁部粘上を積み上げて成形している。調整はロクロナデを基本と

するが、内面にはロクロの回転力によるヘラ状工具の痕跡 (コ テ痕 ?)が明瞭に残るものが多く、そ
の後、回縁部のみ強いヨコナデが施されている。底部は回転糸切 りされる。小形奏は非ロクロによる

もので、全体の器形の判明するものはない。No223の 回縁部は「 (」 字状に弱 く外反する。体部は中央

に最大径を持ち、内外面共にナデ調整される。長胴奏は非ロクロで、器形の判明するものはない。口

縁部は「 (」 字状に弱く外反するものや直立気味にルーズに引き出されるものなどがあり、内外共にナ

デ調整が多い。このほか須恵器奏壷類、灰釉陶器壷瓶類が共伴している。 (1・ 3号竪穴住居、 3号住
居状、 1号鍛冶炉、 3号焼土、 1号土坑が該当)。
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小結

全体を通して、隠里Ⅲ遺跡では長胴奏のケズリ調整、ハケメ状調整が皆無となり、全てナデ調整と

なる。小皿、灰釉陶器の共伴など、木戸井内Ⅳ遺跡では見られなかった特長がある。

編年的位置づけ

ここでは、主に当該地域において平安時代の遺物が比較的まとまって出土している磯鶏館山遺跡

(宮古市教育委員会1995)、 島田Ⅱ遺跡 (岩文埋調2004)の出土資料と、人木光則氏の編年 (人木1992)

を対比させながらまとめとしたい。

木戸井内Ⅳ・隠里Ⅲの両遺跡で出土している資料は、現在までの県内における型式学的編年に照ら

せば、木戸井内Ⅳ遺跡の I群は、全て非ロクロで製作される点、必体部の沈線、長胴奏口縁部の「く」

の字屈曲、球胴奏の存在、 ミガキ、ハケメ調整が多用される等の特徴から人木光則氏のC・ D期、 (8

世紀代)に相当するものと思われる。Ⅱ群は全ての必の製作にロクロが用いられるが、甕では非ロク

ロのものとの 2系統が存在する。郭は底部切 り離し技法が磨耗もしくは残存せず、詳細は不明である

が、全て内面ミガキ後、黒色処理される。 1点のみではあるが底部回転ヘラキリ後、体部下端をヘラ

ナデ再調整するものがある。また、長胴甕は口縁部が「く」字状に屈曲するもの、「 (」 字状に外反す

るもの、短く外傾するものなどバリエーシヨンが認められる。体部調整にはナデ・ケズリ・ハケメ調

整があり、 1点のみであるがナデ調整後にミガキ調整されるものもある。以上の特徴からこれらは人

木氏F・ G期、磯鶏館山遺跡出土遺物 (以下、磯鶏)第 I・ Ⅱ群、島田Ⅱ遺跡出土遺物 (以下、島田Ⅱ)

①グループ、②
′
グループ (9世紀代)に相当するものと思われる。Ⅲ群はやや長脚の高台付必の存

在、長胴甕の回縁部形態などから入木氏H期、磯鶏Ⅲ群、島田Ⅱ②
′′
グループ (10世紀代前半代)

に相当するものと考えられる。また、本群においては長胴奏の体部調整技法にハケメが用いられるこ

とが特徴的である。

隠里Ⅲ追跡においては、 I・ コ群とも土器様相にそれほど大きな差は見出せない。どちらも器種組

成として小皿を含み、概ね10世紀代に相当するものと判断された。しかしながら遺構間の重複関係か

ら大きく新期の遺構グループと古期のグループに括れることが判明し、さらに新期の遺構グループに

は灰釉陶器と小皿が集中的に出土していることが判明した。このことから一応、古期の遺構グループ

をI群とし、人木氏のHoI期、磯鶏Ⅲ～Ⅳ群、島田Ⅱ③グループの一部 (10世紀前半～後半代)に相

当するものと位置付け、新期の遺構グループをⅡ群とし、人木氏I期、磯鶏Ⅳ群、島田Ⅱ③グループ

(10世紀後半代)に相当するものと位置付けた。なお、Ⅱ群に共伴する灰釉陶器であるが、沿岸地方に

おいては殆ど出土例がなく、貴重な資料となるものである。

いっぽう、放射性炭素年代測定 (AMS測定)に よる測定結果であるが、 1号竪穴住居の床面から

出土した炭化材の年代が暦年較正年代で770～ 900AD、 3号住居状遺構の床面から出土した炭化材が同

じく895～920AD(24.30/0)。 940～990AD(43,9%)、  1号火葬関連施設底面から出土した炭化材が985

～1025ADと いう数値が示され、それぞれ概ね 9世紀代、10世紀中葉から末葉、10世紀後半から11世紀

前半という結果が得られ、上記を補強する結果となった。

資料数が少なく詳細が不明であり、資料の増加後に再検討の余地はあろうが、現段階では以上のよ

うに捉えておきたい。
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図A
遺構の重複関係と出土遺物による新旧対応表

1群

5号土坑

8号土坑 中

一 ― ― 引
1号住居

＼

9号住居状

(旧→新 )

灰釉陶器

I群
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隠里Ⅲ遺跡土器集成図1
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木戸井内Ⅳ遺跡 ……………………・写真図版 1～40

隠里Ⅲ遺跡 …………………………・写真図版41～76

亘
（



遺跡遠景 (北西から)

調査区全景 (西から)

写真図版 1 遺跡遠景・調査区全景 1(木戸井内V遺跡 )
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調査区北半部全景 (西から)

調査区南半部全景 (南から)

写真図版 2 調査区全景 2(木戸井内Ⅳ遺跡 )
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雑物撤去 雑物撤去

北谷部試掘 トレンチ掘削 北谷部 トレンチ調査風景

T22 遺物出土状況 (Ⅳ層 ) T28 遺物出土状況 (W層 )

北谷メインベルト①セクション (北側)
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写真図版 3 封ヒ谷部作業風景・メインベル トセクション (木戸井内V遺跡 )



北谷メインベルト②セクション (南西側)

北谷メインベルト②セクション (南西から)

(南西から)

北谷部 トレンチ全景 (北から)

T48～52掘削状況 (北西から)

T40～44掘削状況 (北から)T40～ 44掘削状況 (北から)              T45～ 47掘削状況 (南西から)

写真図版 4 ゴヒ谷部メインベル トセクション・ トレンチ掘削状況 (木戸井内Ⅳ遺跡 )
十~257-一



輩議耳一　　　ノ／　一一とす

南谷メインベルト②セクション (北側) 南谷5区 トレンチ掘削状況

実測作業風景 検出作業風景

現地説明会①遺構検出状況

現地説明会②現地説明会②                     南尾根部山の神

写真図版 5 南谷メインベル トセクション・作業風景他 (木戸井内V遺跡 )
―-258-一
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1号竪穴住居平面 (南東から)

断面 (南東から)

炉平面 (南東から) 炉断面 (南東から)

写真図版 6 1号竪穴住居 (木戸井内Ⅳ遺跡 )
一-259-―
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写真図版 7 2号竪穴住居 (木戸井内V遺跡 )

2号竪穴住居平面 (南から)

断面 (南東から)

炉平面 (南西から)

―-260-―



1号土坑平面 (西から) 断面 (西から)

2号土坑平面 (南から) 断面 (南から)

底面溝検出② (南から)

―
れ

完掘 (南から) 断面 (南から)

(木戸井内Ⅳ遺跡 )写真図版 8 1～3号土坑
―-261-―



4号土坑平面 (西から) 断面 (西から)

義キー|:
5号土坑平面 (南から) 断面 (南から)

断面 (北から)

南尾根部遺構検出状況                  北尾根部遺構検出状況

写真図版 9 4～ 6号土坑 (木戸井内V遺跡 )

6号土坑平面 (北から)

―-262-―



3号竪穴住居平面 (南から)

断面 (南から)
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カマド断面 (南から)

写真図版10 3号竪穴住居 (木戸井内Ⅳ遺跡 )
―-263-―
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4号竪穴住居平面 (南東から)

断面 (南から)

北側カマド平面 (南から)               北側カマド断面 (南から)

写真図版11 4号竪穴住居 (木戸井内V遺跡 )
一-264-―



5号竪穴住居平面 (東から)
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から)                 カマド断面 (東から)

写真図版12 5号竪穴住居 (木戸井内Ⅳ遺跡 )

断面 (南から)

カマド平面 (東から)

十~265-―



6号竪穴住居平面 (南から)

断面 (南から)

カマド平面 (南から)                  カマド断面 (南から)

写真図版13 6号竪穴住居 (木戸井内V遺跡 )
―-266-―



7号竪穴住居平面 (南東から)

断面 (南東から)

西側カマド断面 (南東から) 東側カマド断面 (南東から)

(1)(木戸井内Ⅳ遺跡 )写真図版14 7号竪穴住居
一-267-―
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写真図版15 7号竪穴住居

作業風景

―-268-―
(2)(本戸井内V遺跡 )



8号竪穴住居平面 (南東から)

カマド断面① (南東から)

写真図版16

カマド断面② (南西から)

8号竪穴住居 (木戸井内V遺跡 )

断面 (北から)

―-269-一
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写真図版17 9号竪穴住居 (木戸井内V遺跡 )



10号竪穴住居平面 (南西から)

カマド平面 (南西から) Pl断面 (南西から)

写真図版18 10号竪穴住居 (木戸井内V遺跡 )
一-271-―
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写真図版19 11号竪穴住居 (木戸井内V遺跡 )



一〔
モ
れ
生

千
浮

t ri 抄
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写真図版20

カマド燃焼部断面 (南から)

12号竪穴住居 (木戸井内Ⅳ遺跡 )

12号竪穴住居平面 (南から)

(南から)

―-273-―
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1・ 2号竪穴建物平面 (南東から)

2号竪穴建物断面 (東から)

2号竪穴建物床面焼土平面 (南から) 2号竪穴建秘床面焼土断面 (南から)

―-274-一

写真図版21 1・ 2号竪穴建物 (木戸井内Ⅳ遺跡 )
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写真図版22 1号炭窯 (木戸井内Ⅳ遺跡 )

平面 (北から)

一-275-一



1～3号畑検出 (南東から)

平面 (南西から)

写真図版23 1～ 3号畑 (木戸井内V遺跡 )
―-276-―



2号畑検出 (南西から)

4号畑平面 (東から)

1号畑検出 (東から)
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分析作業風景

写真図版24 1・ 2・ 4号畑 (木戸井内V遺跡 )
一-277-―



5号畑断面 (南から)

1号溝 (雨裂)平面 (東から)

泰苺守
2号墓坑断面 (東から)

2号墓坑完掘 (東から)

写真図版25 5号畑、1号溝 (雨裂 )、 2・ 3号墓坑

刊号溝 (雨裂)断面 (東から)

3号墓坑平面 (南から)

(木戸井内V遺跡 )

2号墓坑人骨出土状況 (東から)

―-278-―



4号墓坑平面 (南から) 5号墓坑平面 (南から)

南谷裏坑群全景 (南から)

1号住居状遺構平・断面 (北東から)

写真図版26 4・ 5号墓坑、1号住居状遺構 (木戸井内V遺跡 )
―-279-一



断面 (南から)

2号焼土遺橋検出 (南西から) 断面 (南から)

3号焼土遺構検出 (西から)

7号土坑平面 (北から) 断面 (北から)

―-280-一
写真図版27 1～ 3号焼土遺構、7号土坑 (木戸井内Ⅳ遺跡 )



8号土坑平面 (西から)

9号土坑平面 (西から)

10号土坑平面 (北西から)

断面 (西から)

断面 (北西から)
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16号土坑平面 (西から)

写真図版28 8～ 10・ 16号土坑 (木戸井内V遺跡 )
十~281-―



12号土坑平面 (西から) 断面 (西から)

13号土坑平面 (南東から) 断面 (西から)

14号土坑平面 (南から) 断面 (南から)

15号土坑平面 (北から)                   断面 (東から)

写真図版29 12～ 15号土坑 (木戸井内V遺跡 )
―-282-―
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写真図版30 南谷墓域出土墓碑 (木戸井内Ⅳ遺跡 )
一-283-―
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写真図版31 出土遺物 (1)(木戸井内Ⅳ遺跡 )
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写真図版32 出上遺物 (2)(木戸井内V遺跡 )
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写真図版33 出土遺物 (3)(木戸井内V遺跡 )
―-286-―
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写真図版34 出土遺物 (4)(木戸井内Ⅳ遺跡 )
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写真図版35 出土遺物 (5)(木戸井内V遺跡 )
―-288-―
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写真図版36 出土遺物 (6)(木戸井内V遺跡 )
―-289-
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写真図版37 出土遺物 (7)(木戸井内Ⅳ遺跡 )
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写真図版39 出土遺物 (9)(木戸井内Ⅳ遺跡 )



物 (10)(木戸井内V遺跡 )



遺跡遠景 (北西から)

―

―
遺跡近景 (直上から)

―-294-―
写真図版41 遺跡遠景・近景 (隠里Ⅲ遺跡 )



調査区全景 (東から)

調査区南半部全景 (南から)

写真図版42 調査区全景 (隠里Ⅲ遺跡 )
―-295-一



調査前現況① 調査前現況②

調査前現況③ 雑物撤去

試掘作業風景 表土除去作業風景

北谷メインベル ト南北セクション 北谷メインベル ト東西セクション

―-296-―

写真図版43 調査前現況・作業風景・北谷メインベル ト (隠里Ⅲ遺跡 )



北尾根検出状況 (北東から) 北谷 トレンチ掘削状況 (南から)

実測作業風景 北谷斜面下位基本層序

西尾根東斜面 トレンチ掘削状況 (東から) 西尾根西斜面検出状況 (南から)

ベルトセクション               西尾根検出状況 (北西から)

写真図版44 封ヒ尾根・谷・西尾根検出状況 (隠里Ⅲ遺跡 )
一-297-―



中央尾根検出状況 (北東から) (南東から)

南谷検出状況 (南から)東谷 トレンチ掘削状況 (北から)

南谷 トレンチ掘削状況 (南から) (耳ヒ西から)

東谷斜面下位基本層序
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東谷包含層精査風景

―-298-―

写真図版45 中央尾根・東谷・南谷検出状況 (隠里Ⅲ遺跡 )



1号竪穴住居平面 (南から)

ぐ

カマド平面 (南東から)                 カマド断面 (南西から)

写真図版46 1号竪穴住居 (1)(隠里Ⅲ遺跡 )

断面 (南西から)

―-299-―



床面遺物出土状況 (南東から) 床面工具痕検出状況 (南東から)

西側焼土検出状況 (南東から) 東側焼土検出状況 (南東から)

西側焼土断面 (南東から) 東側焼土断面 (南東から)

床面P2～ 4検出状況 (南東から)              床面Pl 断面 (南東から)

写真図版47 1号竪穴住居 (2)(隠里Ⅲ遺跡 )
―-300-―



2号竪穴住居平面 (南東から)

カマド平面 (南東から)                 カマド断面 (南西から)

写真図版48 2号竪穴住居 (隠里Ⅲ遺跡 )
―-301-一
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断面 (北東から)

写真図版49 3号竪穴住居 (1)(隠里Ⅲ遺跡 )

3号竪穴住居 (北東から)

―-302-―



カマド検出状況 カマド使用状況 (南東から)

(南西から)

灰釉陶器出土状況 (南東から)

カマド断面 (南東から)

灰釉陶器他出土状況

床面Pl断面 (南東から)                床面焼土検出 (南東から)

写真図版50 3号竪穴住居 (2)(隠里Ⅲ遺跡 )
―-303-―



4号竪穴住居平面 (東から)

1号住居状遺構 (南東から)

写真図版51 4号竪穴住居、1号住居状遺構 (1)(隠里Ⅲ遺跡 )
―-304-―
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1号住居状遺構断面 (北東から)

2～4号住居状遺構平面 (東から)

写真図版52 1号住居状遺構 (2)、 2～ 4号住居状遺構 (隠里Ⅲ遺跡 )
―-305-―



3号住居状遺構断面 (東から) 床面炭化材出土状況 (東から)
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4号住居状遺構断面 (西から)
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平面 (南から)

5号住居状遺構断面 (西から)

千:事1基

2～ 5。 7号住居状遺構検出 (南東から)

平面 (西から)

:出 (南東から,               作業風景 (西から)

写真図版53 3～ 5号住居状遺構 (隠里Ⅲ遺跡 )
―-306-―
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炉断面 (西から) (北から)

7号住居状遺構 (工房)羽口出土状況① (東から),(工房)羽口出土状況① (東から)             ② (西から)

写真図版54 6号住居状遺構、7号住居状遺構 (工房)(1)(隠里Ⅲ遺跡 )
―-307-―



7号住居状遺構 (工房)断面① (南から)

―-308-―

写真図版55



7号住居状遺構 (工房)平面 (東から)

平面 (南から)              Pl(鍛 冶炉)平面② (南から)

写真図版56 7号住居状遺構 (工房)(3)(隠里Ⅲ遺跡 )

Pl・ 2(鍛冶炉)検出状況 (南から) Pl(鍛冶炉)平面① (南から)

P2(鍛冶炉)平面 (南から)

―-309-一
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P4(ピ ット)検出 (東から) 断面 (西から)

断面 (南西から)P5(ピ ット)検出 (東から)

平面 (北東から)

写真図版57 7号住居状遺構

作業風景

(工房 )(4)(隠里 Ⅲ遺跡 )
-310-
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8号住居状遺構 (工房)平面 (南東から)

断面 (北東から)

写真図版58 8号住居状遺構 (工房)(1)(隠里Ⅲ遺跡 )

-311-



Pl(鍛冶炉)検出 (南から) 断面 (西から)

2(北東から,                 床面焼±3(南から)

写真図版59 8号住居状遺構 (工房)(2)(隠里Ⅲ遺跡 )

平面 (南から) P2(ピ ット)検出 (南から)

P2(ビ ット)断面 (西から) 平面 (南から)

床面焼±1・ 2(北東から)
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9号住居状遺橋 (南東から)

Ⅲ韓 1

断面 (西から)

床面焼土断面 (南から) 東谷作業風景

写真図版60 9号住居状遺構 (隠里Ⅲ遺跡 )

-313-
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1号土坑平面 (南西から)

写真図版61 1号鍛冶炉、

断面 (南西から)

1号火葬関連施設、1号土坑 (隠里Ⅲ遺跡 )

-314-



2号土坑平面 (南西から) 断面 (南西から)

3号土坑平面 (南西から) 断面 (南西から)

4号土坑平面 (南東から) 断面 (南東から)

断面 (南東から)5号土坑平面 (南東から)

写真図版62 2～ 5号土坑 (隠里Ⅲ遺跡 )
―-315-―
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9号土坑平面 (南東から) 断面 (南東から)
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写真図版63 6～ 9号土坑 (隠里Ⅲ遺跡 )
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1号大溝状遺構平面 (北から)

写真図版64 10～ 12号土坑、1
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1号炭窯平面 (南から) 断面 (南西から)

1号炭窯炭化物層断面 (南西から) 2号炭窯平面 (西から)

炭化物層断面 (西から)

1号焼土遺構平面 (南西から):面 (南西から)                 断面 (南西から)

写真図版65 1・ 2号炭窯、1号焼土遺構 (隠里Ⅲ遺跡 )
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2号焼土遺構平面 (南から)

(南から)

断面 (南から)

3号焼土遺構断面 4号焼土遺構断面

東谷作業風景5号焼土遺構断面 (東から)

1号集石遺構平面 (南から)臓平面 (南から)                   断面 (西から)

写真図版66 2～ 5号焼土遺構、1号集石遺構 (隠里Ⅲ遺跡 )
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写真図版67 出土遺物 (1)(隠里Ⅲ遺跡 )
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写真図版68 出土遺物 (2)(隠里Ⅲ遺跡 )
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出土遺物 (3)(隠里Ⅲ遺跡 )



巖 8

協

写真図版70 出土遺物 (4)(隠里Ⅲ遺跡 )
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■詔

写真図版71 出土遺物 (5)(隠里Ⅲ追跡 )
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(表面)

7号住居状遺橋 (工房)出土鉄滓

91?'4守

(裏面)

写真図版72 出上遺物 (6)(隠里Ⅲ遺跡 )
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7号住居状遺構 (工房 )

8号住居状遺構 (工房)

写真図版73 出土遺物 (7)(隠里Ⅲ遺跡 )
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(表面)

8号住居状遺構 (工房)出土鉄洋

o  ヽ ρ 3 4 S

919'4写(裏面)

写真図版74 出土遺物 (8)(隠里Ⅲ遺跡 )
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(表面)

012345

1号鍛治炉/5。 3・ 9土坑出土鉄洋

写真図版75 出土遺物 (9)(隠里Ⅲ遺跡 )
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(表面)

● 45
■,■褐■榊

01?〒 今 ♀

東谷包含層 出土鉄洋
写真図版76 出土遺物 (10)(隠里Ⅲ遺跡 )
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所収遺跡名 奄三  房J 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

木戸井内Ⅳ

遺跡
集落跡

縄文
竪穴住居
土坑

棟
基

，
留

Ａ

）

縄文土器
石器

丘陵尾根部から谷部
に営まれた縄文時代
から古代、中世、近

世にかけての複合集
落。

奈良 竪穴住居  1棟 土師器

平安 竪穴住居  9棟 土師器
須恵器

中世 竪穴建物  2棟 古銭

近世

畑    6箇 所
炭窯    1基
墓     5基

鉄製品

古銭
キセル

不 明

住居状遺構 1棟
焼±    3基
土坑    9基

隠里Ⅲ遺跡
集落跡

生産遺跡
平安

竪穴住居跡 4棟
住居状遺構(工房含む)9棟

鍛冶炉   1基
火葬関連施設 1基
炭窯    2基
土坑    12基
焼土遺構  5基
集石遺構  1基
大溝    1条
廃津場  2箇所

縄文土器、土師器、

須恵器、灰釉陶器、

羽口、鋳型、石器、

石製品、鉄製品、

鉄淳類、炭化種子

(イ ネ、クリ)、 動

物遺体 (アサリ)

丘陵尾根部から斜面

部に営まれた平安時

代集落。鉄 (製 品 )
生産が行われる。灰
釉陶器片が出土。

要  約

木戸井内Ⅳ遺跡は縄文から古代、中世、近世にかけての複合遺跡であることが明ら
かとなった。遺構は調査区のほぼ全域に分布するが、いずれの時代においても尾根頂
部から南向き斜面裾部において竪穴住居や土坑が集中する傾向を示す。北側谷部にお
いては近世以降に斜面裾を人工的に開削して炭窯が作られ、それと前後して畑が営ま
れた様子が看取できた。隠里Ⅲ遺跡では、南向き尾根斜面部および両側の谷にかけて
平安時代の竪穴住居、工房、炭窯、土坑などを検出した。東谷の旧沢筋は鉄淳、羽口
などの遺物が多 く出土しており、小規模な排淳場が形成されていることが判明した。
これらにより調査区南半部に鉄づくりを行った平安集落が形成されていることが明ら
かとなった。また、隠里Ⅲ遺跡の竪穴住居、火葬関連施設から出上した灰釉陶器片は、
沿岸北部における貴重な出土例として注目される。
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